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議事日程（第１号） 

                    令和４年３月４日  午前９時 00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 町長提出第 13号議案 津和野町教育長の任命について 

 日程第５ 町長提出諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

 日程第６ 町長提出諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて 

 日程第７ 町長提出第 14 号議案 令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事（第

３期）請負変更契約の締結について 



 日程第８ 町長提出第 15 号議案 令和３年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の

締結について 

 日程第９ 町長提出第 16 号議案 津和野駅の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて 
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の設置及び管理に関する条例の制定について 

 日程第 11 町長提出第 20号議案 津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関す
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 日程第 12 町長提出第 21号議案 津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改
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 日程第 14 町長提出第 23号議案 津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部改

正について 

 日程第 15 町長提出第 24号議案 津和野町地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例の一部改正について 

 日程第 16 町長提出第 25号議案 津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

 日程第 17 町長提出第 26号議案 津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正

について 

 日程第 18 町長提出第 27号議案 県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理

に関する条例の一部改正について 

 日程第 19 町長提出第 28号議案 益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更につい
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 日程第 20 町長提出第 29 号議案 令和３年度津和野町一般会計補正予算（第９号） 

 日程第 21 町長提出第 30 号議案 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 22 町長提出第 31号議案 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 23 町長提出第 32 号議案 令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第 24 町長提出第 33号議案 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 25 町長提出第 34号議案 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会

計補正予算（第２号） 



 日程第 26 町長提出第 35号議案 令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３

号） 

 日程第 27 町長提出第 36号議案 令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４

号） 

 日程第 28 町長施政方針 

 日程第 29 町長提出第 37号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 

 日程第 30 町長提出第 18号議案 津和野町課設置条例の一部改正について 

 日程第 31 町長提出第 19号議案 津和野町定住促進条例の一部改正について 
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 日程第 33 町長提出第 39号議案 令和４年度津和野町国民健康保険特別会計予算 

 日程第 34 町長提出第 40号議案 令和４年度津和野町介護保険特別会計予算 

 日程第 35 町長提出第 41号議案 令和４年度津和野町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第 36 町長提出第 42号議案 令和４年度津和野町下水道事業特別会計予算 

 日程第 37 町長提出第 43号議案 令和４年度津和野町農業集落排水事業特別会計予
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 日程第 38 町長提出第 44号議案 令和４年度津和野町奨学基金特別会計予算 
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について 

 日程第 18 町長提出第 27号議案 県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理

に関する条例の一部改正について 

 日程第 19 町長提出第 28号議案 益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更につい

て 

 日程第 20 町長提出第 29 号議案 令和３年度津和野町一般会計補正予算（第９号） 

 日程第 21 町長提出第 30 号議案 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 22 町長提出第 31号議案 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 23 町長提出第 32 号議案 令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第 24 町長提出第 33号議案 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 25 町長提出第 34号議案 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会

計補正予算（第２号） 

 日程第 26 町長提出第 35号議案 令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３

号） 



 日程第 27 町長提出第 36号議案 令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４

号） 

 日程第 28 町長施政方針 

 日程第 29 町長提出第 37号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 

 日程第 30 町長提出第 18号議案 津和野町課設置条例の一部改正について 

 日程第 31 町長提出第 19号議案 津和野町定住促進条例の一部改正について 

 日程第 32 町長提出第 38号議案 令和４年度津和野町一般会計予算 

 日程第 33 町長提出第 39号議案 令和４年度津和野町国民健康保険特別会計予算 

 日程第 34 町長提出第 40号議案 令和４年度津和野町介護保険特別会計予算 

 日程第 35 町長提出第 41号議案 令和４年度津和野町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第 36 町長提出第 42号議案 令和４年度津和野町下水道事業特別会計予算 

 日程第 37 町長提出第 43号議案 令和４年度津和野町農業集落排水事業特別会計予

算 

 日程第 38 町長提出第 44号議案 令和４年度津和野町奨学基金特別会計予算 

 日程第 39 町長提出第 45号議案 令和４年度津和野町診療所特別会計予算 

 日程第 40 町長提出第 46号議案 令和４年度津和野町介護老人保健施設事業特別会

計予算 

 日程第 41 町長提出第 47号議案 令和４年度津和野町病院事業会計予算 

 日程第 42 町長提出第 48号議案 令和４年度津和野町水道事業会計予算 
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午前９時 00分開会 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。 

 毎朝、テレビをつけますと、あるいは、新聞を開きますと、ロシアのウクライナへの

侵攻、爆撃が日増しに強固なものになってくるというのがテレビの画面を通じて、ある

いは、新聞紙上を通じて我々の目に入るわけでありますが、考えてみますと我々も、若

い方がおいでになりますから、ちょうど我が国が終戦を迎える前、第二次世界大戦が昭

和の１６年に勃発した年に私は実は生まれたんでありますが、そして、１９４５、昭和

２０年に終戦を迎えて、そして、今、戦後７７年が経過をして、我が国の、日本の国の

国民は平和ぼけになって、世の中から戦争なんていうものは全くもう起こらないという

ような錯覚を起こしておりましたが、まさに今第二次世界大戦を思わせるような、非情

な昨今の戦争でありますから、核を使うというような、こういうような、とんでもない

核戦争がまさに始まろうとしている、こういう状況下であります。 

 ウクライナの国民の方たち、あるいは、ロシアの国の人たち、国の指導者の采配一つ

によって国民は大きな犠牲を払うという、かつて我が国が経験をしたような、そんな事

態が想定されるわけでありますが、非常に心が痛む、何とか食い止める策はないものか

と。どなたもそのようにお思いではないかと思います。 

 今日の世の中でありますから、世界各国がなぜ共同してあのウクライナの侵攻を止め

ることができないのか、たとえ大国ロシアであっても世界各国が協調して止めれば私は

止まるのではないかとさえ思うのでありますが、国連等でもいろいろ１４１か国はロシ

アに対して重い制裁をかけるというようなことで決議をされておりますが、５か国にお

いては否決をするというような、こういうような世界の情勢でありますから、何とも言

い難い、誠に歯がゆいったらしいような、そんな状況が今日続いているというのが世界

の状況であります。 

 そうして、この３月議会が今日こうして初日を招集されたわけであります。 

 我々の任期の最後の３月定例会でありますので、提案される諸議案について精いっぱ

い皆さん方の議論を交わしていただいて、新しい令和４年度の予算等が皆さんの合意の



中で、そして、提案がまさに議会の中で十分にもまれたものであって、そして、実行さ

れていくようにということを切に願っておるというところであります。 

 今日は、実は開会前に先般２月２１日でありましたが、県の議長会が開催されました。

その折に、毎年恒例でありますが、自治功労者の表彰が行われるわけであります。 

 我が町については、副議長の岡田克也君と米澤宕文両議員が在職１２年以上というこ

とで表彰を受けられました。代わって、今日、皆さん方に御紹介を申し上げるところで

あります。 

 以上のようなことを申し上げて、いよいよ会議に入りたいと思います。 

 本日は、令和４年第３回の津和野町議会定例会の招集であります。議員をはじめ執行

部各位おそろいでのお出かけ誠にありがとうございました。 

 ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達しておりますので、令和４年

第３回定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、５番、板垣敬司君、６番、丁

泰仁君を指名いたします。 

 それでは、先日、議会運営委員会を開催いたしました。本定例会の会期及び議事日程

等について協議しておりますので、その結果について後山委員長の報告を求めたいと思

います。 

 後山幸次君。 

○議会運営委員会委員長（後山 幸次君）  皆さん、おはようございます。 

 議会運営委員会協議報告書。 

 議会運営委員会を令和４年２月２８日に開催し、今定例会の議会運営について協議い

たしましたので、その結果を津和野町議会会議規則第７７条の規定により報告をいたし

ます。 

 今定例会の会期は、本日３月４日から３月２３日までの２０日間としたいと思います。 

 初日の４日金曜は、諸般の報告後、町長提出議案の説明を受けます。令和４年度予算

に係る議案については、町長の施政方針後に説明を受けます。その後、予算審査特別委

員会を設置し、新年度予算議案を付託し、散会いたします。 

 なお、散会後、直ちに予算審査特別委員会を開催し、審査日程等の調整を行っていた

だきたいと思います。 

 ５日土曜から７日月曜までは休会といたします。 

 一般質問の通告締切りは、７日月曜の正午までであります。 

 ８日火曜に本会議を再開し、条例案件、補正予算等の質疑、討論、表決を行います。 



 ９日水曜から１６日水曜まで休会といたします。 

 休会中に予算審査特別委員会で議案の審議をしていただきたいと思います。 

 １７日木曜に本会議を再開し、１７日木曜・１８日金曜で一般質問を行います。 

 １９日土曜から２２日火曜までは休会といたします。 

 ２３日水曜に本会議を再開し、予算審査特別委員会委員長の審査報告を受けた後、新

年度予算について、討論、表決を行い、請願等の所定の処理及び各委員会の報告を受け

て全日程を終了したいと思います。 

 以上、議会運営委員会の協議結果を報告いたします。 

 令和４年３月４日、津和野町議会議長、沖田守様、議会運営委員会委員長、後山幸次。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（沖田  守君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りをいたします。本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から３

月２３日までの２０日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月２

３日までの２０日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（沖田  守君）  日程第３、諸般の報告をします。 

 １２月定例会招集日以降における議会行事及び各報告事項につきましては、お手元に

配付のとおりであります。 

諸般の報告 

 【１２月定例会以降】 

 １２月 １０日（金） 全員協議会 

            広報広聴常任委員会 

     １３日（月） 全員協議会 

     １６日（木） 全員協議会 

            広報広聴常任委員会 

     ２３日（木） 広報広聴常任委員会 

     ２４日（金） 安野光雅先生を偲ぶ会（津和野体育館） 議長 

  １月  ３日（月） 津和野町成人式令和２年度対象者 

            （日原小学校体育館） 議長 

            津和野町成人式令和３年度対象者 



            （日原小学校体育館） 議長 

      ７日（金） 広報広聴常任委員会 

      ９日（日） 津和野町消防市出初式津和野町民センター 議長：中止 

     １１日（火） 益田自動車出張車検場存続対策協議会総会 

            議長：書面決議 

     １２日（水） 議員定数等議会活性化特別委員会 

            文教民主常任委員会 

            広報広聴委員会 正副委員長 

     １９日（水） 津和野町の医療構想に係る研修会（津和野共存病院） 全 

            議員 

     ２４日（月） 第１回津和野町議会臨時会、全員協議会 

     ２５日（火） 総務経済常任委員会現地・机上調査 

     ２７日（木） 文教民生常任委員会所管事務調査 

     ３１日（月） 鹿足郡町村議会議員研修会 全議員：中止 

            議員定数等議会活性化特別委員会 

  ２月  ２日（水） 小学生議会学習会（日原小学校） 全議員 

      ３日（木） 小学生議会学習会（青原小学校） 全議員 

      ４日（金） 小学生議会学習会（津和野小学校） 全議員 

      ７日（月） 小学生議会学習会（木部小学校） 全議員 

            広島県神石高原町議会行政視察受入 

            （津和野庁舎）：中止 

     １０日（木） 岡山県津山市議会行政視察受入 

            （藩校養老館）：中止 

     １５日（火） 益田地区広域市町村圏事務組合議会定例会（益田市） 

     １８日（金） 第２回津和野町議会臨時会、全員協議会 

            総務経済常任委員会所管事務調査、文教民生常任委員会所 

            管事務調査、広報広聴常任委員会所管事務調査 

     ２１日（月） 島根県町村議会議長会定例会（松江市） 議長 

     ２４日（木） 鹿足郡事務組合議会定例会（クリーンパルにちはら） 

            鹿足郡不燃物処理組合議会定例会（吉賀町） 

            鹿足郡養護老人ホーム組合議会定例会（吉賀町） 

     ２８日（月） 議会運営委員会 

【表 彰】 

 ２月２１日（月）島根県町村議会議長会長自治功労者表彰（議員在職１２年以上） 

         米澤 宕文 

 ２月２１日（月）島根県町村議会議長会長自治功労者表彰（議長在職１２年以上） 



         岡田 克也 

 １月１９日の議員派遣につきましては、緊急を要したため、津和野町議会会議規則第

１２８条の規定により、議長において決定しましたので報告します。 

 益田地区広域市町村圏事務組合の議会報告、鹿足郡事務組合、鹿足郡不燃物処理組合

及び鹿足郡養護老人ホーム組合の各議会報告につきましては、お手元に配付のとおりで

あります。 

 なお、関係書類は事務局に保管しておりますので、必要の向きは御覧いただきたいと

思います。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第１３号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第１３号津和野町教育長の任命についてを議

題といたします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、皆様、おはようございます。 

 本日は、３月定例議会の招集をお願いいたしましたところ、おそろいで御出席を賜り

ましてありがとうございます。 

 今、定例会に提案をいたします案件は、人事案件１件、諮問案件２件、契約案件２件、

条例案件１２件、規約変更案件１件、計画案件１件、一般会計をはじめ各会計補正予算

案件８件、一般会計ほか令和４年度各会計予算１１件の合計３８案件でございます。 

 いずれも重要な案件でございますので、慎重審議を賜り、それぞれ可決賜りますよう

お願いを申し上げます。 

 議案第１３号津和野町教育長の任命についてでございますが、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 教育長としてお願いをしたいのは、住所、島根県鹿足郡津和野町後田ロ１２１番地４、

氏名、岩本要二、生年月日、昭和３９年３月１日、現在、５８歳でございます。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長、退席をしてください。 

〔総務財政課長 退席〕 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。これより質疑に入り

ます。 

 ありませんか。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  すみません。任期を確かめたいんですが、任期を教え

ていただければ。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  令和４年４月１日から３年間となります。どうぞよろしくお

願いいたします。 



○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。これで、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案件に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、本案件に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１３号を採決します。この採決は押しボタン式による無記名投票を

もって行います。 

 議場の閉鎖を命じます。 

〔議場閉鎖〕 

○議長（沖田  守君）  ただいまの出席議員は議長を除き１１名であります。 

 ただいまから押しボタン式による無記名投票を行います。 

 なお、押しボタン式による投票において所定の時間内にボタンを押されなかった場合

は申合せ事項により棄権とみなすこととなっております。 

 それでは、本案に賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。

各自、自分が選択したボタンのライトが点灯しているか確認してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、これ以降の投票を禁じます。 

 投票を締め切り、集計を始めます。 

〔集計〕 

○議長（沖田  守君）  投票の結果を報告します。 

 投票総数１１票であります。これは、先ほどの出席議員数と符合しております。 

 そのうち賛成１１票、以上のとおり、全員賛成であります。よって、本案件の任命に

ついては同意されました。 

 議場の閉鎖を解きます。 

〔議場開鎖〕 

〔総務財政課長 着席〕 

────────────・────・──────────── 

日程第５．諮問第１号 

日程第６．諮問第２号 



○議長（沖田  守君）  日程第５、諮問第１号人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについて及び日程第６、諮問第２号人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

について、以上、２案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一括議題とし

ます。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、諮問第１号でございますが、人権擁護委員の推薦

につき意見を求めることについて、次の方を人権擁護委員として推薦したいので、議会

の意見を求めるものでございます。 

 お願いをしたいのは、住所、津和野町冨田イ７７番地２、氏名、福田浩文、生年月日、

昭和３５年６月２日、現在６１歳でございます。 

 続きまして、諮問第２号でございますが、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについて、次の方を人権擁護委員として推薦したいので、議会の意見を求めるもので

ございます。 

 お願いをしたいのは、住所、津和野町森村イ５２３番地１、氏名、永田茂美、生年月

日、昭和３２年４月１６日、現在６４歳でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 それでは、ここで意見の取りまとめを行うため、全員協議会を開催したいと思います。 

 後ろの時計で少々休憩を取りたいと思います。 

 １０分間程度休憩を取りたいと思います。 

 執行部、退席を願いたいと思います。 

午前９時 19分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時 24分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

 諮問第１号についてお諮りします。本件に対する議会の意見は適任とすることに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって諮問第１号人権擁護委員

の推薦につき意見を求めることについては適任することに決定いたしました。 

 続きまして、諮問第２号についてお諮りします。 

 本件に対する議会の意見は適任とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、諮問第２号人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについては適任とすることに決定いたしました。 



 ここで、執行部におかれましては、議員からそれぞれの任期についてが知りたいとい

う、こういう意向でありましたので、説明を求めます。 

 総務、失礼、住民。税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  それでは、人権擁護委員の任期について御説明いた

します。 

 諮問第１号・第２号とも任期は令和４年７月１日から令和７年６月３０日までの３か

年でございます。令和４年。 

○議長（沖田  守君）  副町長、先ほどの教育委員長も人権擁護委員も議会に求める

ときに任期というのを明記しないで議案提案されるが、どういう理由なのか、説明いた

だけますか。 

 副町長。 

○副町長（島田 賢司君）  これといった理由は、ちょっと詳しいことは分かりません

けど、今までの前例に倣って任期は別に掲載しないで議案提案をさせていただいており

ます。 

○議長（沖田  守君）  私に聞こえませんでしたが。 

○副町長（島田 賢司君）  前例に倣って上程させていただいておりますので、任期が

なぜないかというと、今までの人権擁護委員あるいは教育委員長につきましても任期に

ついては別に掲載をしていないということになります。 

○議長（沖田  守君）  分かったような分からんようなことでありますが。そういう

ことだそうですが、よろしゅうございますかいね。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第１４号 

日程第８．議案第１５号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第１４号令和２年度町道日原市街線旭橋耐震

補強工事（第３期）請負変更契約の締結についてより、日程第８、議案第１５号令和３

年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の締結についてまで、以上２案件につきまして

は、会議規則第３７条の規定により、一括議題とします。 

 執行部より、提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１４号でございますが、令和２年度町道日

原市街線旭橋耐震補強工事（第３期）請負変更契約の締結について、議会の議決を求め

るものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第１５号でございますが、令和３年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の締結

について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 



○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  それでは、令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事

（第３期）請負変更契約の締結につきまして御説明申し上げます。 

 契約の目的は、令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事（第３期）でございます。 

 契約の方法は、随意契約でございます。 

 契約の金額は、変更の金額が１億２,０５８万５,３００円。 

 変更前の金額が１億１,５５０万円。 

 変更額が５０８万５,３００円でございます。 

 契約の工期は、変更前が令和４年３月１８日、変更後が令和４年３月２８日でござい

ます。 

 契約の相手方、住所、島根県鹿足郡津和野町枕瀬５７５番地９、氏名、堀建設株式会

社代表取締役、堀大地でございます。 

 裏面に資料といたしまして、建設工事請負変更仮契約書の写しを付しておりますので、

御確認ください。 

 次に、変更内容について参考資料を基に御説明いたします。 

 参考資料１を御覧ください。 

 当初契約の概要につきましては、記載のとおりでございますが、令和３年６月９日に

議会の議決を頂いております。 

 概要につきましては、５０８万５,３００円の請負金額の増額と１０日間の工期延長

であります。 

 請負金額の変更理由につきましては、コンクリート桁内の鉄筋が錆により膨張し、コ

ンクリートが剝がれ落ちるため、放置しておくとこの錆が進行し、健全な部分にも影響

をもたらすことが懸念されるため、断面修復と表面保護などの橋梁補修工を追加したこ

とが主たる要因であります。 

 また、仮設工における吊り足場については、当初計画より規模を縮小して施工可能で

あることが判明いたしましたので、これにつきましては、減額の対象としております。 

 次に、工期の変更の理由でございます。 

 水平力分担装置の部材、これは地震の揺れを吸収する装置でございますが、これを製

作する工場が関東地方にございまして、コロナ禍の影響によりピーク時の生産能力の１

割程度までダウンしたため、２月上旬の納入予定が３月までずれ込むこととなりました。

そういったことで当初での工期内での完成が見込めなくなったため１０日間の延長を

させていただくものでございます。 

 この水平力分担装置の設置につきましては、納入後１日程度で完了する予定でありま

す。設置後、吊り足場の鉄橋をもって工事完成する予定としております。 

 続いて、参考資料１の裏面、別紙を御覧ください。 

 こちらに変更前後の工種ごとの数量についてお示ししております。 



 橋梁補修工の断面修復２平米、表面保護８２６平米、仮設工事の足場の３１５平米が

今回の変更部分となっております。 

 また、参考資料２ございますが、こちらにおいて今回変更箇所１頸管における表面保

護工、断面修復工、そして、水平力分担装置の位置関係を表示しております。 

 車道部を側面から捉えたものを表示しておりますが、向かって左側がＪＡ日原支店側

となり、右側が日原小学校側となります。 

 次に、参考資料３を御覧ください。 

 こちらの図面で表面保護工の施工範囲を朱書きで示しております。 

 また、今回の旭橋耐震補強工事の工種ごとの数量とこれまでの工事について色分けし

た図面を別添で添付させていただいております。 

 赤の部分が今回の変更分、青が本工事分、緑が既施工分となっております。 

 なお、本件は、津和野町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例において規定されております予定価格５,０００万以上の工事該当する案件であ

ることから請負契約の変更につきまして議会の議決を求めるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  それでは、議案第１５号について御説明申し上げま

す。 

 契約の目的は、令和３年度見晴らし広場解体でございます。 

 契約の方法は、随意契約でございます。 

 契約金額につきましては、変更の金額が税込みで１億１,５１１万６,１００円、変更

前の金額が１億１,１１０万円、変更額が４０１万６,１００円の増額でございます。 

 契約の相手方は、住所、島根県鹿足郡津和野町森村イ４２１番地１、氏名は、株式会

社栗栖組、代表取締役栗栖厚公であります。 

 裏面に資料としまして工事請負変更仮契約書をつけておりますので御確認いただき

たいと思います。 

 次頁には参考資料１をつけております。 

 １の当初契約の概要は、御覧のとおりであります。 

 ２の変更の理由でございますが、主な理由としまして、基礎構造部分のフカシ部分に

ついて、コンクリート殻やがれき類の産業廃棄物が当初計上していた数量より増加した

ことに加えて、柱や基礎周辺について産業廃棄物の区分が「コンクリート殻」から「コ

ンクリート以外の廃棄物の混入したがれき類」として処分することとなったためでござ

います。 

 また、参考資料２としまして工事図面の平面図をつけておりますので、御覧ください。 

 なお、本工事の変更仮契約は津和野町議会の議決を得たとき何ら手続をすることなく

本契約となるものでございます。 



 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第１６号 

日程第１０．議案第１７号 

日程第１１．議案第２０号 

日程第１２．議案第２１号 

日程第１３．議案第２２号 

日程第１４．議案第２３号 

日程第１５．議案第２４号 

日程第１６．議案第２５号 

日程第１７．議案第２６号 

日程第１８．議案第２７号 

日程第１９．議案第２８号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第１６号津和野駅の設置及び管理に関する条

例の制定についてより、日程第１９、議案第２８号益田地区広域市町村圏事務組合規約

の変更についてまで、以上１１案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一

括議題とします。 

 執行部より、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第１６号でございますが、津和野駅の設置及

び管理に関する条例の制定について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につ

きましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第１７号でございますが、県指定有形文化財「旧津和野藩家老多胡家表門」の設

置及び管理に関する条例の制定について、議会の議決を求めるものでございます。詳細

につきましては、教育次長から御説明を申し上げます。 

 議案第２０号でございますが、津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関する条

例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、

担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第２１号でございますが、津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御

説明を申し上げます。 

 議案第２２号でございますが、津和野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例

の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、教

育次長から御説明を申し上げます。 



 議案第２３号でございますが、津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部改正に

ついて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御

説明を申し上げます。 

 議案第２４号でございますが、津和野町地方活力向上地域における固定資産税の不均

一課税に関する条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細

につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第２５号でございますが、津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正

について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から

御説明を申し上げます。 

 議案第２６号でございますが、津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ

いて、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説

明を申し上げます。 

 議案第２７号でございますが、県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理に関

する条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。詳細につきまし

ては、教育次長から御説明申し上げます。 

 議案第２８号でございますが、益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更について、

議会の議決を求めるものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申

し上げます。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  それでは、議案第１６号について御説明いたします。 

 本条例につきましては、歴史的風致維持向上計画で計画されたＪＲ津和野駅周辺の整

備について、社会資本整備総合交付金を活用して整備する津和野駅の完成後、その設置、

管理及び運営に関し、必要な事項を定めるものです。 

 第２条の施設の名称及び位置は、津和野駅で、津和野町後田イ６６番地１でございま

す。 

 第３条に利用の許可、第４条に利用の制限、第５条に許可の目的外利用等の禁止、第

６条に利用許可の取り消し等を定めております。 

 第７条では、施設の利用料を次ページの別表のように区分に応じて定めております。 

 利用料の考え方といたしまして、商業施設については、駅舎建物の建設費と土地の評

価額から基準額の算出をしてプラスマイナス２０％の範囲で利用料を定めることとし

ております。 

 また、回廊・待合室については、シルクウェイにちはらの回廊の利用料と同額として

おります。 

 第８条に利用料の減免、第９条に特別な設備等の許可、第１０条に利用者の義務、第

１１条に現状回復の義務、第１２条に損害賠償、第１３条に入場の制限及び退去、第１



４条に指定管理者による管理、第１５条に指定管理者の業務、第１６条では委任につい

て定めております。 

 附則として、この条例は公布の日から施行することとしております。 

 なお、附則第２項で、この条例による指定管理者の指定及びこれに関し必要な手続や

利用料金の承認など、その他条例を施行するために必要な行為はこの条例の施行日まで

においても行うことができるとしています。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  それでは、議案第１７号を御説明いたします。 

 県指定有形文化財「旧津和野藩家老多胡家表門」の設置及び管理に関する条例を制定

するものでございます。 

 この条例の制定は、旧津和野藩家老多胡家表門の南門、物見及び北棟門番詰所につい

て貸し出しができるように使用料を定めるものでございます。 

 それでは、条例の内容について御説明いたします。 

 第２条のほうで旧津和野藩家老多胡家表門の名称及び位置を定めております。 

 名称につきましては、旧津和野藩家老多胡家表門、位置につきましては、津和野町後

田ロ６０番地でございます。 

 それから、第３条では、教育委員会が管理運営をすることを定めております。 

 第４条では、教育委員会が必要と認めた業務を法人またはその他の団体に委託するこ

とができるように定めております。 

 それから、第７条で、南棟及び北棟の使用料について別表第１でそれぞれ定めるとし

ております。 

 １枚めくっていただきまして、別表第１を御覧ください。 

 南棟（物見）につきましては、１時間当たりの使用料を５００円、５時間までの使用

料を１,０００円、１日当たりの使用料を１,５００円、１か月当たりの使用料を１万円

としております。 

 それから、同様に北棟、門番詰所につきましては、１時間当たりの使用料を３００円、

５時間までの使用料を６００円、１日当たりの使用料を９００円、１か月当たりの使用

料を６,０００円としております。 

 この使用料の考え方につきましては、既にあります今の津和野藩校養老館の使用料を

参考に算出をしております。 

 それから、備考の第２項としまして、特別使用料を定めております。利用者が入場料

及びこれに類するものを徴収するときには、別に割り増し料金を加算するということで

金額についてそれぞれ定めております。 



 それから、戻っていただきまして、第８条では使用料の返還について、第１２条では

使用の期限について、第１３条では使用に当たっての禁止行為を、第１５条では施設を

汚損、または損傷した場合の損害の補償について定めております。 

 附則としまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  それでは、議案第２０号について御説明い

たします。 

 津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

 議案をめくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 改正内容につきましては、第３条の表、並びに別表に本庁舎移転に伴いまして、未使

用となっておりました旧地域活動支援室を枕瀬お試し暮らし住宅として新たに追加す

るものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第２１号について御説明いたします。 

 今回の一部改正につきましては、国家公務員に係る非常勤職員の育児休業・介護休暇

等の取得要件の緩和等の措置に伴い、津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改

正を行うものです。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 アンダーラインの部分が改正内容となります。 

 第２条では、非常勤職員の育児休業の取得に関して１年以上の雇用期間の要件を廃止、

１枚めくっていただきまして、第１３条では、妊娠、出産等を申し出た職員に対する個

別の周知、意向確認及び育児休業を取得しやすい勤務環境の整備に関する措置について

新たに規定を設けております。 

 附則といたしまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  それでは、議案第２２号を御説明いたします。津和野町

非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正するものでございます。 

 一部改正につきましては、別表（第１条第３条関係）中、森鴎外記念館協議会の項の

次に「安野光雅美術館協議会出務１日につき７,３００円」を加えるものでございます。 

 これは安野光雅美術館協議会の委員に対しまして、報酬の支給が定められていなかっ

たため、今回委員の改選に合わせて支給できるように改めるものでございます。 



 附則といたしまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  それでは、議案第２３号について御説明い

たします。 

 津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部を改正するものであります。 

 第１条基金積立てのための財源の名称について改正するものであります。 

 議案をめくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。 

 改正内容につきましては、第１条中、「過疎地域小さな拠点づくり推進総合交付金」

を「過疎地域小さな拠点づくり生活機能維持確保推進事業補助金」として改正するもの

でございます。 

 県が新たな制度としまして、過疎地域小さな拠点づくり生活機能維持確保補助金を制

定し、全制度については廃止となったため、当町の条例につきましても名称変更をする

ものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  それでは、議案第２４号について御説明いたします。 

 津和野町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改

正でございます。 

 地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例は地域再生法の規

定に基づき、企業の地方拠点強化促進のため、東京２３区に本社を置く企業が地方に本

社機能を移転する場合や、地方における既存企業の本社機能拡充を支援することを目的

に固定資産税について３年間不均一課税する旨を定めたものです。 

 平成２８年に条例を制定しましたが、その後の法律改正等により、法令条文等、用語

の整理をする必要が生じたため、本改正条例を提案するものであります。 

 １枚めくっていただきますと、新旧対照表で今回改正した部分が分かるようになって

おりますので、御確認ください。 

 附則としまして、公布の日から施行いたします。 

 続きまして、議案第２５号を御説明いたします。 

 津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正でございます。 

 平成２５年度に斎場を増築し、その後の議会で斎場使用料についての改正を行いまし

た。増築の際、新規施設として霊安室を設置し、使用料について規定したところです。 

 当初、霊安室については、御遺体１体につき１夜の使用を想定しており、条例でも１

体と表記しております。しかし、現状では、霊安室を２夜使用される場合もあるため、

使用料について明確化することとし、議案にありますとおり、別表中、附属施設霊安室



１体５,０００円、これは町内料金であります。１万円、これは町外料金であります。

附属施設霊安室１体１夜５,０００円、１万円に改める条例改正を行うものであります。 

 附則としまして、公布の日から施行いたします。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第２６号について御説明いたします。 

 国民年金法等の一部改正により、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律

が一部改正されたことに伴い、津和野町消防団員等公務災害補償条例を一部改正するも

のでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。アンダーラインの部分が

改正内容となります。 

 内容といたしまして、年金受給権確保の観点から年金担保貸付事業が廃止となったた

め、傷病補償年金等を担保に供することを可能とする内容の条文第３条第２項のただし

書きを削除するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 また、経過措置として、この条例の施行前に担保に供されている傷害補償年金等を受

ける権利はこの条例の施行日以後も従前の例により担保に供することができる旨定め

られております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  それでは、議案第２７号について御説明いたします。 

 県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理に関する条例の一部を改正するもの

でございます。 

 本案は、整備の完了いたしました養老館土蔵（御書物庫）及び養老館管理棟について

公開並びに貸し出しができるように条例の一部を変更、改正するものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、３ページ目の新旧対照表のほうを御覧ください。 

 第６条第１項の表中、「養老館校舎（武術棟）北棟９時から１７時」の次に「養老館

土蔵（御書物庫）９時から１７時」を加えます。 

 次に、第６条第２項の表中、「養老館校舎（武術棟）北棟９時から２２時」の次に「養

老館管理棟９時から２２時」を加えます。 

 続きまして、第７条中、「養老館校舎（武術棟）」の次に「及び養老館土蔵（御書物

庫）」を加えます。 

 続きまして、第８条第１項中、「北棟」を「南棟」に、それから「南棟」を「北棟並

びに養老館土蔵（御書物庫）」に改めます。 

 次に、第９条でございますが、第９条第１項中、「養老館校舎（武術棟）の南棟及び

北棟」の次に「並びに養老館管理棟」を加えます。 



 次に、第１０条第１項中、「養老館校舎（武術棟）の南棟及び北棟」の次に、「並び

に養老館管理棟」を加えます。 

 同じく第１０条第３項中、「養老館校舎（武術棟）」の次に「の南棟及び北棟並びに

養老館管理棟」を加えます。 

 続きまして、別表第１（第８条関係）の入館料の区域の項中、「養老館校舎（武術棟）

南棟及び北棟」の次に「並びに養老館土蔵（御書物庫）」を加えます。 

 続きまして、別表第２（第１０条関係）１、基本使用料の区域の項中、「養老館校舎

（武術棟）北棟Ｂ」の次に「養老館管理棟１階」を加え、その次に「養老館管理棟２階」

を加えます。 

 更に、養老館管理棟１階につきましては、１時間当たりの使用料２００円、５時間ま

での使用料４００円、１日当たりの使用料を６００円、１週間当たりの使用料２,００

０円を加えます。 

 同様に、養老館管理棟２階につきましては、１時間当たりの使用料４００円、５時間

までの使用料８００円、１日当たりの使用料を１,２００円、１週間当たりの使用料４,

０００円を加えます。 

 それから、別表第２（第１０条関係）１、基本料金の備考中、（５）を（６）とし、

（４）の次に（５）営業行為または宣伝を目的とする商業活動のために使用する場合は、

町内使用者は基本使用料の３倍の額を、町外使用者は４倍の額を使用料とするを加えま

す。 

 附則といたしまして、本条例は令和４年４月１日から施行いたします。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第２８号について御説明いたします。 

 今回の規約の変更につきましては、地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、同

組合から協議を求められたもので、通訳案内手法に基づく地域通訳案内士育成等計画に

定める事業の実施に関する事務及び地域通訳案内士の登録に関する事務を同組合で共

同処理するための所要の変更を行うものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、新旧対照表を御覧ください。アンダーラインの部分が

変更内容になります。 

 第３条第３号において、共同処理する事務を規定しております。 

 附則といたしまして、この規約は令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 ここで１０時２０分まで休憩といたします。 

午前 10時 01分休憩 

……………………………………………………………………………… 



午前 10時 17分再開 

○議長（沖田  守君）  会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第２９号 

日程第２１．議案第３０号 

日程第２２．議案第３１号 

日程第２３．議案第３２号 

日程第２４．議案第３３号 

日程第２５．議案第３４号 

日程第２６．議案第３５号 

日程第２７．議案第３６号 

○議長（沖田  守君）  日程第２０、議案第２９号令和３年度津和野町一般会計補正

予算（第９号）より、日程第２７、議案第３６号令和３年度津和野町水道事業会計補正

予算（第４号）まで、以上８案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一括

議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第２９号でございますが、令和３年度津和野

町一般会計補正予算（第９号）についてでございます。 

 歳入歳出それぞれ２億９,２５０万２,０００円を減額し、歳入歳出予算総額それぞれ

１０５億４,８９２万８,０００円とするものでございます。詳細につきましては、担当

課長から御説明を申し上げます。 

 議案第３０号でございますが、令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第４

号）についてでございます。 

 歳入歳出それぞれ６１６万６,０００円を減額し、歳入歳出予算総額それぞれ１３億

７,９７０万５,０００円とするものでございます。詳細につきましては、担当課長から

御説明を申し上げます。 

 議案第３１号でございますが、令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第

４号）についてでございます。 

 歳入歳出それぞれ７０６万８,０００円を減額し、歳入歳出予算総額それぞれ３億３,

５８２万３,０００円とするものでございます。詳細につきましては、担当課長から御

説明を申し上げます。 

 議案第３２号でございますが、令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算（第１

号）についてでございます。 

 歳入歳出それぞれ１０万５,０００円を追加し、歳入歳出予算総額それぞれ１,３３３

万２,０００円とするものでございます。詳細につきましては、教育次長から御説明を

申し上げます。 



 議案第３３号でございますが、令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第２号）

についてでございます。 

 歳入歳出それぞれ１９４万８,０００円を追加し、歳入歳出予算総額それぞれ６,８９

４万２,０００円とするものでございます。詳細につきましては、担当課長から御説明

を申し上げます。 

 議案第３４号でございますが、令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補

正予算（第２号）についてでございます。 

 既定の歳入歳出予算総額を３億１,０３０万７,０００円とするものでございます。詳

細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第３５号でございますが、令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３号）

についてでございます。 

 収益的収入を６１万１,０００円追加し、予算総額７億８,１２９万７,０００円、収

益的支出を１９万円減額し、予算総額７億８,０４９万６,０００円にするものでござい

ます。詳細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第３６号でございますが、令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４号）

についてでございます。 

 収益的収入を２４万１,０００円追加し、予算総額３億５,７５４万９,０００円、収

益的支出を２４万１,０００円減額し、予算総額３億２,２２９万５,０００円に、資本

的収入を４,２０５万７,０００円減額し、予算総額３億３,１７３万４,０００円、資本

的支出を４,２３１万円減額し、予算総額４億５４１万円にするものでございます。詳

細につきましては、担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第２９号を御説明いたします。 

 ５ページをお開きください。 

 第２表繰越明許費でございます。総務費のつわぶき交流センター建設事業でございま

すが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、詳細設計時の関係者との協議及び資材調

達に不測の日数を要したため１億９５３万円を繰り越すものです。終期は４年８月まで

を予定しております。 

 民生費の日原保育園建設事業でございますが、新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り建築資材の納入に不測の日数を要したため１億９,７１６万円を繰り越すものです。

終期は４年５月末を予定しております。 

 農林水産業費の原木チップヤード施設管理用高所作業車調達でございますが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大に伴い、半導体等の資材調達に不測の日数を要したため、１,

０３４万円を繰り越すものです。終期は４年７月末を予定しております。 

 土木費の地籍調査事業でございますが、豪雨災害で被災した林道作業道の補修の遅れ

により、実施地区内への立入りが困難となったため、及び、一筆地調査実施地区との隣



接境界調整に不測の日数を要したため、８,１４９万４,０００円を繰り越すものでござ

います。終期は５年３月末を予定しております。 

 消防費の防火水槽設置事業でございますが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、

メーカーとの設置予定地の確認等に不測の日数を要したため８００万円を繰り越すも

のです。終期は４年６月末を予定しております。 

 １枚めくっていただきまして、第３表地方債補正の変更でございます。 

 総額で２億９,６００万円の減額補正をしております。詳細につきましては、事項別

明細書の中で御説明をいたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明をいたしますので、２８ページをお開きくださ

い。 

 また、お手元に補正予算の概要資料を用意しておりますので、併せて御覧いただけた

らと思います。 

 全体を通しまして、人件費関連費目につきましては、一般職の給与額や年度中に変更

が生じた諸手当の確定、共済組合及び退職手当組合特別納付金の確定によるものなどを

計上しております。 

 それでは、総務費の財政管理費でございますが、積立金として、普通交付税等の確定

に伴い、減債基金積立金１億２,６９８万３,０００円を増額しております。 

 財産管理費の委託料として、伝建審議会の協議に伴い、津和野庁舎増築工事管理業務

委託料７１９万２,０００円を減額、工事請負費として、津和野庁舎増築工事費２億２,

２４２万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、情報処理費の委託料として、マイナンバーカードシス

テム改修に伴い、社会保障・税番号制度システム整備委託料２７０万６,０００円を増

額、使用料及び賃借料として、回線整備の遅れに伴い、総合行政システムクラウド化リ

ース料４１０万８,０００円を減額しております。 

 諸費のつわの暮らし推進課分では、地域再エネ導入戦略策定事業に伴い、二酸化炭素

排出抑制対策事業委託料９９９万９,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、定住対策費の負担金補助及び交付金として、実績見込

みに伴い、定住支援体制強化補助金２,１４８万１,０００円を減額をしております。 

 道の駅管理費のなごみの里管理費では、負担金補助交付金として温浴施設ミストサウ

ナ加湿器等の修繕に伴い、なごみの里修繕工事負担金３１５万１,０００円を増額して

おります。 

 １枚めくっていただきまして、地方創生推進事業費の商工観光課分では、委託料とし

てサイクリングガイドツアーの養成等委託料２０２万円を減額し、企画・造成委託料２

０１万１,０００円へ組替え計上、ＰＲ画像作成等委託料１６５万円及びシェアサイク

ルプログラム実証実験委託料４００万円を減額し、シェアサイクル事業システム導入委

託料５６４万１,０００円組替え計上しております。 



 新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費のつわの暮らし推進課分では、委

託料として新型コロナウイルス感染症対策に伴い、なごみの里管理委託料３,７４５万

４,０００円を増額、道の駅管理委託料８５６万８,０００円を増額しております。 

 農林課分では、負担金補助及び交付金として実績見込みに伴い、農業収益向上のため

の支援事業補助金１５０万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、商工観光課分では負担金補助及び交付金として実績見

込みに伴い、コロナウイルス感染症対策新商品試作開発支援補助金１００万円を減額、

雇用維持支援事業補助金１５０万円を増額、町内消費拡大キャンペーン補助金１００万

円を増額しております。 

 続いて、５０ページをお開きください。 

 民生費の障がい者福祉費では、扶助費として実績見込みに伴い、障がい児給付事業７

３６万８,０００円を増額をしております。 

 ５６ページをお開きください。 

 衛生費の医療対策費では、工事請負費として、実績に伴い、診療施設整備工事費２７

８万９,０００円を減額。 

 １枚めくっていただきまして、備品購入費として、医療機器購入費３８１万７,００

０円を減額をしております。 

 環境衛生費の負担金補助及び交付金として実績見込みに伴い、合併処理浄化槽設置補

助金２５７万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、塵芥処理費の負担金補助及び交付金として、実績に伴

い、益田地域事務組合衛生費負担金２６９万１,０００円を減額をしております。 

 続いて、６４ページをお開きください。 

 農林水産業費の農業振興費では、負担金補助及び交付金として、実績見込みに伴い、

農林業施設等災害復旧事業補助金１,３６４万５,０００円を減額しております。 

 農業担い手支援センター費の負担金補助及び交付金として、実績見込みに伴い、新規

就農総合支援事業費補助金２１２万９,０００円を減額をしております。 

 ６８ページをお開きください。 

 林業振興費の工事請負費として、工事費の精算に伴い、原木・チップヤード建設地敷

地整備工事費５５４万４,０００円を減額、負担金補助及び交付金として実績見込みに

伴い、津和野型森林作業道開設事業補助金１９５万円を減額。 

 １枚めくっていただきまして、林業専用道開設負担金４００万円を減額をしておりま

す。 

 有害鳥獣駆除等事業の負担金補助及び交付金として、実績見込みに伴い、有害鳥獣捕

獲奨励事業費補助金１１２万９,０００円を増額をしております。 

 続いて、７４ページをお開きください。 



 商工費の商工振興費では、負担金補助及び交付金として、新型コロナウイルス感染症

の影響による事業未実施のため夏まつり実行委員会補助金４５９万８,０００円を減額、

創業予定変更による地域商業活性化支援補助金３０９万４,０００円を減額をしており

ます。 

 ７８ページをお開きください。 

 土木費の地籍調査事業費では、委託料として精算及び国の補正予算に伴い、測量業務

委託料１,０６８万円を減額、一筆地調査委託料３,５０４万４,０００円を増額をして

おります。 

 続いて、８２ページをお開きください。 

 道路新設改良費の笹ヶ谷線ほか４路線では、工事請負費として道路改良工事費７８９

万９,０００円を減額、補償、補填及び賠償金として電柱移転等に伴い、補償金１７５

万７,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、道路長寿命化対策事業費の委託料として実績に伴い、

道路橋梁点検業務委託料２７７万８,０００円を減額し、工事請負費へ組替え計上をし

ております。 

 ８８ページをお開きください。 

 住宅管理費の負担金補助及び交付金として実績見込みに伴い、木造住宅耐震化促進事

業補助金１４５万８,０００円を減額をしております。 

 住宅建設費の委託料として、事業費の確定に伴い、中座団地の敷地造成工事設計業務

委託料２９４万１,０００円を減額、整備事業実施設計業務委託料８００万円を減額。

工事請負費として事業費の確定に伴い、中座団地平屋建解体撤去工事費７５３万９,０

００円を減額。現中座団地平屋建敷地造成工事費１,７４４万１,０００円を減額、合計

２,４９８万円を減額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、公園費の工事請負費として、施設改修設計業務の遅れ

に伴い、カントリーパーク施設改修工事６８５万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、消防費の広域市町村圏事務組合消防費では、負担金補

助及び交付金として、精算に伴い、広域市町村圏事務組合消防費負担金３４２万６,０

００円を減額しております。 

 続いて、９６ページをお開きください。 

 教育費の教育諸費では、工事請負費として事業費の確定に伴い、津和野中学校プール

解体工事費等１,５６９万円を減額しております。 

 続いて、１３０ページをお開きください。 

 諸支出金の国・県支出還付金では、健康福祉課分として、令和２年度重度訪問介護等

の利用促進に係る市町村支援事業費補助金返還金等６２９万９,０００円を増額をして

おります。 

 それでは、歳入を説明いたしますので、１２ページにお戻りください。 



 地方消費税交付金では、額の確定に伴い、５,８２１万２,０００円を計上しておりま

す。 

 地方交付税では、普通交付税３億６３万３,０００円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、国庫支出金では、国庫補助金の総務費国庫補助金とし

て、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金３,４３８万５,０００円を増額、地域再エネ導入戦略策定事業に伴い、二酸化

炭素排出抑制対策事業費等補助金９９９万円９,０００円を増額しております。 

 土木費国庫補助金として木造住宅耐震化促進事業及び中座団地整備事業の実績見込

みに伴い、社会資本整備総合交付金３７５万２,０００円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、県支出金では、県補助金の総務費県補助金として、マ

イナンバーカードシステム改修に伴い、社会保障・税番号制度システム整備費補助金２

７０万６,０００円を増額、定住支援体制強化補助金の実績見込みに伴い、しまね定住

推進住宅整備支援事業費補助金７２０万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、農林水産業費県補助金として、実績見込みに伴い、新

規就農総合支援事業費補助金２１３万円を減額、農林業施設等災害復旧事業補助金７５

１万２,０００円を減額しております。 

 商工費県補助金として、創業予定変更による地域商業活性化事業補助金１５４万７,

０００円を減額しております。 

 土木費県補助金として測量設計業務等の精算及び国の補正予算に伴い、地籍調査事業

費補助金１,９４３万円を増額をしております。 

 教育費兼補助金として実績見込みに伴い、城跡石垣修理工事費補助金１２６万円を減

額しております。 

 財産収入の物品売払収入では、実績見込みに伴い、ミュージアムグッズ売払収入１５

７万７,０００円を計上しております。 

 １枚めくっていただきまして、繰入金では、財政調整基金繰入金２億１,７００万円

を減額、繰上償還に対する積戻しに伴い、減債基金繰入金１億６,９００万円を減額、

商工振興に係る事業継承支援に伴い、産業後継者育成基金繰入金１００万円を増額、林

業振興に係る原木・チップヤード施設管理用高所作業車の需用費確定に伴い、森林整備

基金繰入金７１０万４,０００円を減額しております。 

 町債では、総務債の一般単独事業債として津和野庁舎増築工事等に伴い、合併特例２

億１,９５０万円を減額、１枚めくっていただきまして、衛生債の過疎対策事業債とし

て診療施設整備工事費等の実績に伴い、診療施設整備事業６６０万円を減額、農林業債

の辺地対策事業債として国の補正予算に伴い、中山・長福地域の農林漁業経営近代化施

設整備事業１,４２０万円を減額、過疎対策事業債として原木・チップヤード建設工事

費の精算に伴い、自然エネルギー利用施設６３０万円を減額、公共事業等債として、国

の補正予算に伴い、中山・長福地区の農業農村整備事業１,２７０万円を増額、土木債



の公営住宅建設事業債として中座団地整備事業の実績見込みに伴い、公営住宅建設事業

３,２９０万円を減額、一般単独事業債としてカントリーパーク施設改修工事に伴い、

合併特例６５０万円を減額、過疎対策事業債として道路新設改良費の畑線・石楠山線等

の事業費の確定に伴い、道路橋梁整備事業４８０万円を減額、消防債の緊急防災・減災

事業債では、広域市町村圏事務組合消防費の精算に伴い、消防施設整備事業２６０万円

を減額、教育債の過疎対策事業債として津和野城跡整備事業実績見込みに伴い、地域文

化振興事業１４０万円を増額、津和野中学校プール解体工事費の事業費の確定に伴い、

教育の振興事業１,６４０万円を減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  議案第３０号を御説明をいたします。 

 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第４号）でございます。 

 １２ページの歳出を御覧ください。 

 歳出より御説明をいたします。１２ページを御覧ください。 

 総務費管理費の一般管理費でございます。 

 職員手当等８万円の減額、共済費１７万円の減額につきましては、実績見込み、もし

くは確定によるものでございます。 

 需用費の印刷製本費につきましては、実績により２９万円の減額をしております。 

 １４ページを御覧ください。 

 介護認定審査会費の認定調査費でございます。 

 職員手当等６万円の減額につきましては、実績見込みによるものでございます。 

 負担金補助及び交付金につきましては、益田地区広域市町村圏事務組合への負担金確

定により５１万４,０００円を減額するものでございます。 

 １６ページを御覧ください。 

 保険給付費の介護サービス等諸費の居宅介護サービス給付費３,４００万円の増額、

地域密着型介護サービス給付費３５０万円の増額、施設介護サービス給付費７００万円

の減額、居宅介護福祉用具購入費２５万円の減額。 

 １ページめくりまして、居宅介護住宅改修費９５万円の減額、居宅介護サービス計画

給付費３１０万円の増額。 

 １ページめくりまして、介護予防サービス等諸費の介護予防サービス給付費１１０万

円の減額、介護予防住宅改修費８万円の増額、介護予防サービス計画給付費２７万円の

増額。 

 １ページめくりまして、その他諸費の審査支払手数料８万円の増額。 

 １ページめくりまして、高額介護サービス等諸費の高額介護サービス等費１２０万円

の減額。 



 １ページめくりまして、高額医療合算介護サービス等費の高額医療合算介護サービス

費５０万円の減額。 

 １ページめくりまして、特定入所者介護サービス等費の特定入所者介護サービス費９

６０万円の減額。 

 特定入所者介護予防サービス費２６万５,０００円の減額につきましては、それぞれ

実績見込みによるものでございます。 

 ３０ページを御覧ください。 

 地域支援事業費介護予防生活支援サービス事業費の介護予防生活支援サービス給付

費ケアプラン委託料５０万円の減額、負担金補助及び交付金２００万円の減額につきま

しては、それぞれ実績見込みによるものでございます。 

 １ページめくりまして、一般介護予防事業費の報償費９万６,０００円の減額、旅費

５万円の減額は健康づくり教室等の事業が中止となったことに伴う確定によるもので

ございます。 

 １ページめくりまして、包括的支援事業任意事業費の包括的・継続的ケアマネジメン

ト事業費の職員手当等１９万５,０００円の減額、共済費１８万３,０００円の減額、旅

費５万９,０００円の減額、委託料２０万円の減額は確定もしくは実績見込みによるも

のでございます。 

 任意事業費の報償費４万２,０００円の減額、旅費７,０００円の減額、需用費３万２,

０００円の減額は、だんだんサロン等の事業が中止となったことに伴う確定によるもの

でございます。 

 負担金補助及び交付金につきましては、成年後見制度利用支援事業助成金として２４

万円を増額しております。 

 認知症総合支援事業費の報償費５４万３,０００円の減額、旅費９万４,０００円の減

額は講演会等の事業が中止となったことに伴う実績見込みによるものでございます。 

 １ページめくりまして、在宅医療、介護連携推進事業費の報償費１８万円の減額。旅

費７万４,０００円の減額、生活支援体制整備事業費の報償費６万４,０００円の減額、

旅費５万円の減額は確定によるものでございます。 

 １ページめくりまして、高額介護予防サービス費相当事業費５万８,０００円の減額

は実績見込みによるものでございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 国庫支出金、国庫負担金の介護給付費負担金４２１万３,０００円の増額、国庫補助

金の調整交付金２１７万６,０００円の増額、介護予防日常生活支援総合事業交付金６

７万５,０００円の減額、包括的支援事業・任意事業交付金２９万６,０００円の減額は

歳出で説明しております事業費のそれぞれ確定もしくは確定見込みによるものでござ

います。 



 支払基金交付金の介護給付金交付金５６万６,０００円の増額、介護予防日常生活支

援総合事業交付金１９９万円の減額につきましても、歳出で説明をしております事業費

等のそれぞれ確定もしくは確定見込みによるものでございます。 

 県支出金県負担金の介護給付費負担金８９万１,０００円の増額、県補助金の介護予

防日常生活支援総合事業交付金３３万９,０００円の減額、包括的支援事業・任意事業

交付金１５万１,０００円の減額につきましても、歳出で説明をしております事業費の

それぞれ確定もしくは確定見込みによるものであります。 

 繰入金、他会計繰入金の一般会計繰入金として、介護給付費繰入金２５２万１,００

０円の増額、介護予防日常生活支援総合事業繰入金３３万９,０００円の減額、包括的

支援事業・任意事業繰入金１４６万３,０００円の減額、職員給与等繰入金３１万円の

減額、事務費繰入金８０万４,０００円の減額、低所得者保険料軽減繰入金１６万６,０

００円の減額につきましても、歳出で説明をしております事業費等のそれぞれ確定もし

くは実績見込みによるものでございます。 

 基金繰入金の介護保険準備基金繰入金１,０００万円の減額は確定によるものでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  それでは、議案第３１号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第４号）でございます。 

 ４ページを御覧ください。 

 第２表地方債補正の変更でございます。４８０万円の減額補正を行っております。 

 なお、詳細につきましては、後ほど事項別明細書の中で御説明いたします。 

 続きまして、予算書１２ページの歳出を御覧ください。 

 営業費の業務費でございます。 

 報酬職員手当等、共済費、通勤手当につきましては合計で１１２万７,０００円を減

額しております。 

 旅費につきましては、担当者会議・研修会等が中止となったことに伴い、１７万６,

０００円を減額しております。 

 委託料につきましては、予算の確定に伴い、３４万３,０００円を減額しております。 

 続きまして、処理場費でございます。 

 委託料につきまして、汚泥処理業務委託料は汚泥の発生量が減少したため、９０万円

を減額、施設管理業務委託は実績に伴い、１９万円を減額、委託料全体で１０９万円を

減額しております。 

 １ページめくっていただきまして、施設整備費でございます。 



 委託料につきましては、実績に伴い、下水道詳細設計業務委託料２３８万５,０００

円を減額、入札減に伴い、現場技術業務委託料２０２万８,０００円を減額、委託料全

体で４４１万３,０００円を減額しております。 

 工事請負費につきましては、町単独工事であります公共ますの設置基数の減に伴い、

１７０万円の減額をしております。 

 補償、補填及び賠償金につきましては、水道管の移設を伴う函渠工事完了の実績に伴

い、水道管の移設補償費１７８万１,０００円を増額しております。 

 戻りまして１０ページの歳入を御覧ください。 

 下水道使用料につきまして、収益の増が見込まれますので４４０万４,０００円を増

額しております。 

 一般会計繰入金につきまして６６７万２,０００円を減額しております。 

 土木債につきましては、事業費の減に伴い、４８０万円を減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  それでは、議案第３２号について御説明いたします。 

 令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算（第１号）でございます。 

 まず、歳出のほうから御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。 

 津和野町育英奨学基金の貸付金の２１６万円の減額でございますが、これは実績によ

るものでございます。 

 それから、積立金の２２６万５,０００円の増額は一括返還等があったことにより増

額するものでございます。 

 続きまして、歳入のほうを御説明させていただきますので、８ページにお戻りくださ

い。 

 奨学基金寄付金の９万９,０００円の増額は個人より奨学基金に１０万円の寄付があ

ったことによるものでございます。 

 奨学基金繰入金の２１６万円の減額は、歳出でも申し上げましたように、実績による

減でございます。 

 それから、貸付基金元利収入の２１６万６,０００円の増額は一括返還等で償還金が

増額になったことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  それでは、議案第３３号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 総務管理費の一般管理費でございます。負担金補助及び交付金につきまして、管理運

営料として交付金１００万円を増額しております。 



 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 診療収入の外来収入につきましては、外来患者数の実績見込みにより１５６万６,０

００円を増額しております。 

 その他診療収入につきましては、保健予防活動収入としてインフルエンザ予防接種等

の実績見込みにより９９万２,０００円を増額、その他収入につきましては、診断書料・

主治医意見書代等の実績見込みにより１１万６,０００円を減額しております。 

 繰入金、他会計繰入金の一般会計繰入金につきましては、診療収入の増額に伴い、４

５万３,０００円を減額しております。 

 雑収入、雑入につきましては、医療従事者住宅家賃収入の実績見込みにより４万１,

０００円を減額しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第３４号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補正予算（第２号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 介護老人保健施設事業費につきましては、８７２万９,０００円の財源振替を行うも

のでございます。 

 戻りまして、８ページの歳入を御覧ください。 

 介護老人保健施設収入の施設療養収入、それぞれ利用者の実績見込みにより入所者療

養費収入につきましては、１,１６１万９,０００円の増額、短期入所者療養費収入につ

きましては、１６４万９,０００円の減額、通所者療養費収入につきましては１７４万

４,０００円の減額をしております。 

 施設利用料収入でございます。 

 入所者数の増加に伴う実績見込みにより、室料収入につきましては７７万円の増額、

食糧費につきましては１３９万２,０００円の増額、その他収入につきましては４６万

円の増額としております。 

 その他事業収入につきましては、主治医意見書代、訪問調査料等の実績見込みにより

９万円を増額しております。 

 訪問看護事業収入の訪問看護収入につきましては、利用実績の見込みにより２２９万

６,０００円の減額、その他収入につきましては、休日・時間外利用料収入等の実績見

込みにより８万７,０００円を増額しております。 

 繰入金、他会計繰入金の一般会計繰入金につきましては、介護老人保健施設事業収入

の増額等に伴い、８７２万９,０００円を減額しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第３５号を御説明いたします。 

 令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３号）でございます。 

 １２ページ下段、収益的収入及び支出を御覧ください。 



 病院事業費用の医業費用でございます。 

 給与費の職員手当６万５,０００円の減額、法定福利費１２万５,０００円の減額につ

きましては、実績見込みによるもの、もしくは、確定によるものでございます。 

 上段の収入を御覧ください。収益的収入でございます。 

 病院事業収益・医業収益の入院収益につきましては、入院患者数の実績見込みにより

１,９１１万７,０００円を増額しております。 

 外来収益につきましては、外来患者数の実績見込みにより９６８万１,０００円を減

額しております。 

 その他医業収益でございます。 

 室料差額収益につきましては８万４,０００円の増額、公衆衛生活動収益につきまし

ては、予防接種等の実績見込みから１,４５９万８,０００円の増額をしております。 

 医業外収益でございます。 

 負担金・交付金、他会計負担金につきましては、職員給与費の減額、病院事業収益の

増額により３,０６５万９,０００円を減額しております。 

 その他医業外収益につきましては、新型コロナウイルスワクチンの維持管理委託料等

の実績見込みにより５３４万７,０００円を増額しております。 

 補助金の国庫補助金につきましては、施設ＩＣＴ導入支援事業補助金、新型コロナ患

者受入医療機関支援補助金等により１００万４,０００円を増額しております。 

 特別利益でございます。 

 過年度損益修正益につきましては、令和３年２月・３月分の診療報酬等の実績額は未

収金の計上額を上回った額及び令和２年度分として補助金の追加交付の確定により、合

計で８０万１,０００円を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  続きまして、議案第３６号を御説明いたします。令

和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４号）でございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 第４条企業債補正の変更でございます。 

 ２,６１０万円の減額補正を行っております。 

 なお、詳細につきましては、後ほど事項別明細書の中で御説明いたします。 

 それでは、１４ページをお開きください。 

 １４ページ下段、収益的収入及び支出の支出を御覧ください。 

 水道事業費用、営業費用の原水及び浄水費でございます。 

 給料手当、法定福利費につきまして、合計で７５万６,０００円を減額しております。 

 通信運搬費につきまして、通信費の使用料の減により２０万円を減額しております。 

 続きまして、配水及び給水費でございます。 



 手当につきまして、２０万円を減額しております。 

 備消品費につきましては、高圧洗浄機、ＬＥＤランプ交換等により２２万円を増額し

ております。 

 修繕費につきまして、青原地区公民館前等漏水による配水管布設替修繕７０万円を増

額しております。 

 続きまして、総係費でございます。退職手当組合負担金につきましては、５,０００

円を減額しております。 

 上段の収入を御覧ください。 

 収益的収入の水道事業収益でございます。 

 営業収益、給水収益の水道使用料でございますが、収益の増が見込まれますので、２

００万円を増額しております。 

 その他営業収益につきまして、新規加入が増加したことにより、上水道への加入分担

金４０万７,０００円を増額しております。 

 営業外収益のその他補助金、一般会計補助金につきましては、２１６万６,０００円

を減額しております。 

 続きまして、１６ページ、下段の資本的収入及び支出の支出について御説明いたしま

す。 

 建設改良費の水道施設整備費でございます。 

 委託料につきまして、緊急管路改善事業、上水道日原配水管布設設計業務委託及び麓

耕配水池及び管路布設設計業務委託の額の確定に伴い、５２万円を増額しております。 

 工事請負費につきまして、緊急管路改善事業、上水道日原配水管布設工事及び未普及

地解消事業配水管工事の額が確定したことにより、４,２８３万円を減額しております。 

 上段の収入を御覧ください。 

 支出にて説明いたしました建設改良工事の額の確定に伴い、企業債につきまして２,

６１０万円の減額、国庫補助金につきましては１,５９５万７,０００円を減額しており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。 

午前 11時 04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 15分再開 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．町長施政方針 

○議長（沖田  守君）  日程第２８、町長施政方針。町長。 



○町長（下森 博之君）  令和４年第３回津和野町議会定例会の開会に当たり、令和４

年度予算案をはじめとする諸議案の説明に先立ちまして、町政運営の基本的な考え方と

主要施策についてその概要を申し述べ、町議会をはじめとする町民の皆様方の深い御理

解と温かい御支援をお願いする次第であります。 

 ロシアによるウクライナヘの軍事侵攻は、世界平和の根幹を揺るがす深刻な事態であ

り、断じて容認することができません。いかなる理由があろうとも戦争は人の命を奪い、

人類の滅亡へとつながる非道な行為であり、国際秩序の崩壊が私たちの暮らしにも重大

な影響を与えかねないとの強い懸念を持っております。 

 最初に、このたびのロシアによる軍事行動に対し、断固抗議するとともに、ウクライ

ナの平穏な生活が早急に取り戻され、世界平和が確立されることを願います。 

 さて、地球温暖化による気候変動が世界各地で甚大な災害をもたらすなど、人類の生

活に重要な影響を及ぼし始めております。 

 平和というものを戦争という視点とともに環境という視点からも捉えていくことが

求められる時代になっており、地球環境問題は未来に向けて国際社会を構成する全人類

に課せられた責任であるとも言えます。 

 気候変動の抑制に向けては、２０１５年に合意されたパリ協定をはじめ世界各国で脱

炭素社会の実現に向けた動きが活発化してきております。 

 また、国や島根県においても、２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロを宣言され、目

標達成に向けた方針を示されております。 

 津和野町においては、平成２８年に美しい森林
（もり）

づくり条例を制定し、二酸化炭素の吸

収及び貯蔵機能を持つ森林の整備を促進する取組を行ってきたとともに、本年には木質

バイオマスガス化発電事業も開始され、地球環境問題の解決に向けた国際社会の一員と

しての責任を今後も果たしていこうと考えております。 

 先人から受け継いできた豊かな自然環境を次世代に引き継ぎ、将来にわたり持続可能

な循環型社会、脱炭素社会を形成するため、国や島根県と連携するとともに、住民、事

業者等の皆様と一体となって、２０５０年までに二酸化炭素実質排出量ゼロを目指すゼ

ロカーボンシテイの実現に向けた取組を推進することを、本日の施政方針にてここに宣

言いたします。 

 次に、世界的大流行となり、現代社会に大きな影響を与えている新型コロナウイルス

感染症ですが、２年以上が経過した今も終息の兆しが見えません。国内においても現在

では第６波と言われる感染拡大が進んでおり、予断を許さない状況です。 

 この間、町民の皆様には、感染症対策として社会活動の制限を様々にお願いしてまい

りましたが、長期間にわたり御協力を頂いてまいりましたことを心から感謝を申し上げ

ます。 



 また、昨年のワクチン接種におきましても医療関係者をはじめ多くの皆様の御協力を

頂き、迅速かつスムーズに終了することができました。 

 現在、３回目のワクチン接種を行っておりますが、混乱が生じることなく適正に実施

するよう、引き続き、緊張感を持って対処してまいります。 

 町民の皆様には今後も感染防止対策を様々にお願いすることとなりますが、御協力を

頂きますよう、よろしくお願いをいたします。 

 また、感染症が町内経済に与える影響も長期間にわたっていることを考慮するとより

その深刻さが増していると心を寄せていかなければなりません。 

 現在も国の臨時交付金を活用し、経済支援策を実施しておりますが、いまだ終息の気

配が見えない中で、今後においても、支援のための財源の獲得に取り組むともに、国や

県との連携を図りながら町内事業者を守る取組に全力を挙げてまいりたいと思います。 

 そして、コロナ禍においても、住民の営みは変わらず続いており、通常の行政運営に

おいても地方創生の取組や住民サービスが停滞するようなことがあってはならないと

考えております。 

 本町は、平成１７年の合併以来、徹底した行財政改革と財政の健全化に取り組んでま

いり、主要な財政指標のうち実質公債費比率は引き続き改善するなど、着実にその成果

を見るに至っておりますが、今後も第３次津和野町行財政改革大綱実施計画に基づいた

更なる改革に努めるとともに、地方交付税や過疎債の確保に取り組み、財政の健全化と

まちづくりのバランスのとれた行政運営を進めてまいります。 

 そして、資源の効率的効果的な配分を意識しながら、少子高齢化に対応した福祉施策、

病院問題などの保健医療対策、地域活力を生み出す源となる商工観光や農林業の振興、

津和野ならではの特色ある教育、文化の保存・活用、更には道路や上下水道をはじめと

する社会基盤整備など、本町が抱える諸課題の解決と地域振興に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上のような展望の下に、令和４年度における本町の主要な施策等について申し述べ

させていただきます。 

 本町の財政状況についてでございます。 

 令和２年度一般会計の歳入歳出差引額は２億４４６万７,０００円、実質収支は７,７

１１万５,０００円の黒字でありました。経常収支比率は８９.０％と対前年度比２.８

ポイントの減となりましたが、依然として高い状況が続いております。 

 また、主要財政指標である実質公債費比率につきましては９.７％と、対前年度比０.

１ポイントの減となっております。 

 地方債につきましても有利な地方債を活用するとともに新規抑制に努めてきたとこ

ろですが、前年度比７億８,３２７万３,０００円の増となり、令和２年度末には１３６

億３,１１１万６,０００円となりました。 



 基金につきましては、財政調整基金及び減債基金とで前年度比１億４,３８４万１,０

００円の減となり、令和２年度末には１５億７,０５３万円となったところであります。 

 自主財源である税収につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響等から回復基

調にありますが、固定資産税の償却資産の減少等、町税全体では前年度比２３６万６,

０００円、約０.４％の減額を見込んでおります。 

 また、本町は歳入の約５１.７％を占める地方交付税をはじめとする依存財源に大き

く左右される状況にあります。 

 普通交付税においては、人口減少に伴う基準財政需要額の減額など、今後も厳しい状

況が続くものと予想されます。本町の均衡ある発展のためにも、自主財源である町税を

はじめとする歳入の確保に努力してまいります。 

 一方、歳出については、少子高齢化の進展による社会保障費の増大、公共施設等の長

寿命化等の投資的経費が増加するなど、昨年に引き続き、財源不足分を基金で充当する

結果となりました。さらなる行財政改革を進め、限られた財源の有効活用に努めつつ、

事業の緊急性や必要性などを勘案し、優先順位づけをした中で事業を展開してまいりた

いと考えております。 

 本年度予算の基本的編成方針についてでございます。 

 令和４年度当初予算編成におきましては、自主財源の根幹をなす町税や地方交付税の

伸び悩みなど、一般財源そのものの増収が見込めないことから、引き続き対前年度比マ

イナスシーリングの一般財源枠配分方式を採用した予算編成といたしました。 

 なお、配分枠予算を堅持しつつ重点施策を具現化するために、事業費や事務量の増減

要因を十分に検証するとともに、さらなる経費の節減に努め、後年度負担にも配慮しな

がら基金や町債を効果的に活用するなど、限られた財源の中でより効率的な行政執行と

財政運営の確立に徹する予算編成を基本的な考え方としたところであります。 

 こうして予算編成を進めた結果、令和４年度の一般会計予算額は、７９億８,８００

万円で、前年度当初予算額８４億２,１００万円に対し４億３,３００万円の減額、率に

して約５.１％減、一般財源総額では５３億７,９２７万９,０００円となり、前年度一

般財源総額５５億１,６６７万２,０００円に対し１億３,７３９万３,０００円の減額、

率にして約２.５％の減となっております。 

 行財政改革の推進についてであります。 

 行財政改革につきましては、津和野町行財政改革大綱に基づき、町税等の収納率の向

上など、行財政基盤の強化と効率的な行政経営に努めてまいります。 

 令和３年度は、ふるさと納税寄附額が過去最高となる７,０００万円を超えました。 

 令和４年度においても、企業版ふるさと納税をはじめ、積極的な制度の活用を図って

まいります。 

 行政評価制度については、第２次津和野町総合振興計画に掲げる各施策の進捗管理や

事業検証などのため、庁内に実行委員会を組織し、推進してまいります。 



 また、情報化社会の進展により自治体においてもデジタルトランスフォーメーション、

いわゆるＤＸの推進が求められております。 

 本町においてもＤＸ化を進めることにより業務量が非常に増えてきている職員の負

担軽減や業務の効率化、そして、住民サービスの向上に大きく寄与すると期待している

ところであります。 

 本町ではこれまでの誘致活動により多様なＩＴ系企業に進出していただいているほ

か、関連する企業との御縁が生まれており、こうしたネットワークを財産として活用し

ながらＤＸ化を促進してまいりたいと思います。 

 住民協働のまちづくりの推進についてであります。 

 住民協働のまちづくりの推進につきましては、１２地域で組織されているまちづくり

委員会との協働により、地域課題解決のための取組を進めております。 

 令和４年度につきましても、これまでの課題点等を検証し、よりよい制度への見直し

を行いながら、それぞれの地域の特性を生かした活動や課題解決に向けた活動を進めて

まいります。 

 また、婦人会をはじめ各種住民活動団体との連携を深め、活動支援を行うとともに、

若い世代のまちづくりへの参画を促す後継者育成にも取り組み、協働による安心して住

み続けられるまちづくりを推進してまいります。 

 税収対策についてであります。 

 令和４年度当初予算では、町税６億２,５４７万８,０００円を計上いたしております。 

 その内訳は、市町村民税２億１,４５４万７,０００円、固定資産税３億４,７３７万

３,０００円、軽自動車税ほかは６,３５５万８,０００円であります。 

 令和３年度当初予算と比較すると、市町村民税については、依然、新型コロナウイル

ス感染症等の影響はあるものの、想定したほどの減収はないと見込まれることから、１,

４７３万１,０００円、７.４％の増額としております。 

 固定資産税については、昨年度は滞納繰越分で徴収猶予分を計上しておりましたが、

今年度は徴収猶予分がなくなったことにより、滞納繰越分が大幅に減少することから、

２,０２２万円、５.５％の減額としています。 

 また、軽自動車税ほかについては、新型コロナウイルス感染症等の影響等から回復基

調にあることから、昨年よ３１２万３,０００円、５.２％の増額を見込んでおります。 

 町税の賦課、徴収につきましては、適正な課税、厳格な徴収に努めてまいります。 

 また、滞納整理につきましては、公正・公平な税務行政を図るためにも、法的な措置

も含めて真摯な姿勢で取り組み、貴重な財源である町税の収納率の向上を図ってまいり

たいと考えております。 

 広域行政の推進についてであります。 



 広域行政につきましては、益田圏域の共通課題を処理するための益田地区広域市町村

圏事務組合と鹿足郡内の鹿足郡事務組合、鹿足郡不燃物処理組合、鹿足郡養護老人ホー

ム事務組合が組織されております。 

 今後も各組織の業務の円滑な運営と効率化が図られるよう、関係市町と意思疎通を図

りながら行財政改革にも取り組み、一層の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、山口県央連携都市圏域においても山口県内関係市町と意思疎通を図りながら、

７市町の連携を更に深め、本町の観光振興につなげてまいります。 

 総合的なまちづくり施策の展開についてであります。 

 本町のまちづくり施策に関しましては、第２次津和野町総合振興計画前期基本計画が

令和３年度で終了することに伴い、前期の成果等について検証を行うとともに、国の動

向や社会経済情勢の変化等を踏まえながら、令和４年度を初年度とする後期基本計画を

策定いたしました。 

 後期基本計画では、引き続き、ひと（人）とひと（人）の絆で結ぶ津和野ブランドに

よる協働のまちづくりの実現を目指すとともに、本町の持続的な発展の基礎を築き、継

承していくため、町民の皆様や関係機関と協働や連携を図りながら、計画に掲げた各施

策を着実に推進してまいります。 

 また、平成３１年度に策定した第２期まち・ひと・しごと創生津和野町総合戦略に基

づき、引き続き人口減少問題に対応した施策の展開を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 以下、第２次津和野町総合振興計画における基本構想・後期基本計画に準じて、施政

方針と具体的施策等について述べさせていただきます。 

 基本目標１、ふるさとの自然を愛し、住みよい環境をつくるまちづくりであります。 

 計画的な町の形成、計画的な土地利用についてでございます。 

 本町に存在する土地は、地域の発展や豊かな町民生活及び経済活動における重要な基

盤であり、社会環境の変化に的確に対応した土地利用を総合的かつ計画的に進めて行く

必要があります。 

 誰もが住みたい、住み続けたいと思える快適な生活空間を確保するため、地域の特色

を生かした都市的・自然的な土地利用を図るための計画策定にまずは着手してまいりま

す。 

 町並み整備と景観対策の推進についてであります。 

 歴史的風致維持向上事業につきましては、津和野城下町を中心とした重点区域内にお

いて、ＪＲ津和野駅周辺整備事業を引き続き進め、津和野駅舎改修工事が完成する予定

です。 

 また、見晴らし広場整備事業として、国道９号線沿いのホテル跡廃屋の除去が完了し

ましたので引き続き広場の整備を行っていきます。 



 令和４年度は、平成２５年度からの１０年間として策定された歴史的風致維持向上計

画が終了することを受けて、第２期の計画を策定する予定です。 

 合わせて、観光地の顔となる宿泊施設を中心とした地域一体となった面的な観光地の

再生、高付加価値化に向けて地域の課題を整理し、ハード面を核とした観光地再生に向

けた地域計画も策定していくこととしております。 

 景観保全・景観づくりにおきましては、引き続き、町景観計画に基づき、町内各地域

の特性を反映した景観の保全・継承や身近な景観づくりを推進します。 

 伝統的建造物の保存整備についてであります。 

 平成２５年に津和野大橋北の殿町通り・本町通りを中心としたエリアが重要伝統的建

造物群保存地区に選定されて以来、保存計画に基づき建造物の保存整備を行ってまいり

ました。 

 今後も、引き続き、伝統的建造物群保存地区審議会の審議を経て計画的に保存整備を

進めるとともに、津和野まちなみ保存会と連携し、事業の周知を図ってまいります。 

 地籍調査の推進についてであります。 

 森林が有する多面的で公益的な機能を高度に発揮し、安心で安全な町づくりを促進す

るために、地籍調査事業や山林境界保全事業により、境界の調査、確認を実施いたしま

す。 

 令和４年度は、相撲ケ原Ⅷ（相撲ケ原下）・冨田八Ｖ（二俣）・中川①（中川）・直

地①（奥山）の４地区の閲覧及び認証請求と、相撲ケ原Ⅷ（相撲ケ原下）・瀧谷①（相

撲ケ原下）・冨田八Ｖ（二俣）・冨田イ①（小瀬）・中川①（中川）・中川②（中川）・

直地①（奥山）・直地②（直地上）の８地区について測量業務を実施いたします。 

 また、令和３年度国補正予算において事業費の増額がなされた冨田イ②（小瀬）・中

川③（中川）・直地③（直地上）の３地区の一筆地調査と、冨田イ①（小瀬）・冨田②

（小瀬）・直地③（直地）の３地区の測量業務について一層の事業の進捗を図ってまい

ります。 

 上下水道の整備、維持管理についてでございます。 

 水道施設の整備についてでございます。 

 継続して安心で安全な水道水を供給していくため、施設の改善や適切な管理運営に努

めるとともに、令和２年３月に改訂を行いました津和野町新水道ビジョンに基づき、水

道事業を継続していくために必要な施策のうち、早急に取り組まなければならない課題

に対する施策を計画的に実施してまいります。 

 下水処理施設の整備についてであります。 

 益田圏域共通の大きな財産であり、重要な観光資源でもある高津川ですが、流域の河

川も含め未来へより一層きれいで親しみの持てる財産として伝えていくため、今後も更

なる水質浄化の取組を進めてまいります。 



 その方策として、下水道整備事業による供用開始区域の拡張を図るとともに、下水道

認可区域外の地区においては、合併処理浄化槽設置に対する補助事業を推進してまいり

ます。 

 一方で、津和野地区の下水道への接続率は県内自治体と比べて低く、下水道効果の向

上と健全な事業運営を行うためには接続率の向上が重要な課題となっております。 

 町民の皆様の加入への御理解・御協力を改めてお願いを申し上げますとともに、更な

る加入促進に努めてまいります。 

 環境の保全でございます。ごみ減量化、再利用化、再資源化の推進についてでありま

す。 

 大量生産・大量消費により生み出される大量の廃棄物は環境に深刻な影響を与えてお

り、ごみ処理問題は現代の重要な解決課題であります。 

 限りある資源を有効に活用するため、ごみの減量化やリサイクル化など、環境への負

荷の少ない循環型社会の形成に向けたリデュース、リユース、リサイクルの３Ｒ運動推

進への理解を深めていただけるよう普及啓発に努めてまいります。 

 環境教育・学習の取組についてでございます。 

 循環型社会の実現に向けては環境教育が重要であり、引き続き、地域社会への学習機

会を提供するとともに、住民、事業者、行政の一体的な取組が推進されるよう努めてま

いります。 

 再生可能エネルギーの現状でございます。 

 自然環境を守り、自然と共生した生活を営むことは、津和野町の魅力を高め、重要な

定住要件となるとともに後世にすばらしい財産を残す観点からも重要であり、継続的な

活動が大切であります。 

 冒頭に申し上げたとおり、本日ここに、津和野町ゼロカーボンシテイ宣言を行い、美

しい森林の整備とバイオマスガス化発電事業をはじめとした再生可能エネルギーの利

活用等の促進を図り、２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロの目標達成に向けた取組を

推進してまいります。 

 地球温暖化防止対策についてでございます。 

 地球環境に配慮した行動が求められる現代において、地域における地球温暖化対策は、

多様な主体の協働による取組が重要です。 

 今後においても、津和野町環境パートナーシップ会議を中心として、事業所及び住宅

における電気や燃料消費量の削減、ごみの減量等、町民の皆様に実践の輪が広がるよう

推進してまいります。 

 道路の整備、維持管理でございます。 

 国道・県道の整備と利便性の向上についてであります。 



 町内を走る国道並びに県道は、広域連携を促進し、町民の日常生活や観光をはじめと

する経済活動などの活発化に寄与するものであり、国や県と連携し、整備を進めてまい

ります。 

 特に国道９号は急カーブなどの視距不良箇所が多く、大雨時に通行止めになるなど、

災害に対して脆弱であり、交通安全、防災対策を計画的に実施していただくよう引き続

き国に対して要望してまいります。 

 県道の整備につきましては、令和４年度においては、継続の改良工事が須川谷日原線、

匹見左鐙線、津和野田万川線、津和野須佐線の４路線において実施予定であり、事業の

推進に当たり、引き続き、島根県に協力をしてまいります。 

 また、県営林道開設事業において耕田内美線、三子山線の２路線が継続で予定されて

おり、森林施業を促進させ、地域林業の活性化にもつなげてまいります。そのほか、町

負担金を伴わない交通安全施設整備事業等についても、島根県に対して要望をしていき

たいと考えております。 

 町道、林道、農道の整備と保全についてでございます。 

 町道等の整備や維持管理につきましては、効率的、計画的に実施し、町民の皆様の日

常生活や経済活動が円滑に行われるように引き続き務めてまいります。 

 令和４年度の町道整備は、道路新設改良では繰越事業を含めて笹ヶ谷線、木毛線、野

中線、商人線、滝谷１号線、砥石線、福谷線（木部）の７路線を、落石対策として福谷

線（左鐙）、一の谷線の２路線を、交通安全対策として日原青原線１号の工事を実施す

る予定です。 

 また、道路長寿命化対策事業として、継続の日原市街線旭橋と野広橋の耐震補強工事

を実施するとともに、計画的な道路橋梁定期点検により、橋梁の健全度の診断を進めて

まいります。 

 交通手段の確保でございます。 

 ＪＲ山口線の活性化についてでございます。 

 ＪＲ山口線は、通学・通勤及び通院、ＳＬをはじめとする観光振興など、町民生活に

重要な役割を果たしておりますが、自家用車の普及や人口減少等により利用者が減少傾

向にあり、列車の減便等による利便性の低下などの課題が生じてきております。 

 津和野駅開業１００年の節目を契機として、山口線利用促進協議会や島根県鉄道整備

連絡調整協議会と連携をし、沿線地域の活性化や利用促進をより一層図り、生活交通と

観光面の交通確保に努めてまいります。 

 バス路線の維持や町営バス等地域公共交通の整備についてでございます。 

 山間地域の生活を支える公共交通ですが、少子高齢化とともに利用者のニーズが時の

経過に合わせ様々に変化してまいります。 

 厳しい財政状況の中においても利便性の向上が図られるよう、民間交通事業者と町営

バスが連携し、交通体系の改善に向けた取組を適宜行ってまいります。 



 萩・石見空港の東京路線の利用促進についてでございます。 

 萩・石見空港東京線は、昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大により運

休等の大きな影響を受けている状況にあります。 

 令和３年度においては、萩・石見空港利用拡大促進協議会において、全日空より職員

を１名受入れ、利用促進の取組強化を図っております。 

 引き続き、令和４年度においても、全日空との連携強化を図りながら、さらなる利用

促進策を推進してまいりたいと考えております。 

 また、本町独自の利用促進策として、２人以上で往復利用した町民を対象に申請に基

づき商品券を贈呈する取組を継続していきたいと考えております。 

 消防・防災体制等の充実でございます。 

 防災体制の整備についてでございます。 

 本町におきましては、平成２５年豪雨災害や東日本大震災を教訓として、災害に強い

安心安全で住みよいまちづくりを進めているところです。風水害や地震等の自然災害は、

発生そのものを止めることは不可能であり、被害を低減させる減災の視点が大切です。 

 そのためには、自助、共助及び公助の３つの要素を強化するとともに、住民と行政が

連携して災害に備える防災体制の強化に積極的に取り組んでまいります。 

 新年度におきましても、自主防災組織の結成や防災士資格の取得促進、地域提案型助

成事業補助金及びまちづくり組織交付金の活用などを通じて地域防災力の向上に努め

てまいります。 

 避難情報に関する国のガイドラインでは、住民等が避難に関する情報の意味を直感的

に理解できるよう、防災情報を５段階の警戒レベルとして避難勧告を廃止し、避難指示

による避難行動を促すなど、住民等の避難行動等を支援する取組が行われております。 

 本町におきましても、防災行政無線の機能を最大限に活用し、自然災害が発生または、

発生のおそれがある際は、早めの避難行動につながるよう、迅速かつ充実した避難情報

等の防災情報の発信に努めてまいります。 

 消防・防災意識の普及・啓発についてでございます。 

 避難指示等の避難情報に応じた迅速な避難行動を取るためには、平時から防災意識を

高め、訓練することが重要ですので、地域と一体となった防災訓練や防災学習の実施に

努めてまいります。 

 また、洪水や土砂災害等の危険な箇所の情報を掲載したハザードマップ等を活用し、

町内各所での自主防災組織の結成や活動の支援に取り組み、住民の安全確保に取り組ん

でまいります。 

 消防・防災機能の整備についてでございます。 

 消防につきましては、広域消防及び消防団との緊密な連携の下、火災予防の徹底を図

るとともに、消防団を中核とした地域防災力の充実強化の観点から、多様化するあらゆ



る災害に対処するため、水防工法や救助資機材を使った訓練等も実施し、団員の災害出

勤時の技量向上を図ってまいります。 

 また、引き続き消防設備や安全装備品の整備を進める必要があると考えており、第３

次消防団総合整備計画に基づく整備を図ってまいります。 

 令和３年度には役場本庁舎が完成し、庁舎の耐震化等による防災機能の強化が図られ

ましたが、今後、避難所としての３階部分の活用を検討してまいります。 

 また、津和野庁舎においても増築棟の建設に着手し、防災機能の強化を行うとともに、

浸水想定区域の避難所の拡充を図りたいと考えております。 

 島根県に対しましては、治山事業や地滑り防止事業、砂防事業等を今後も年次的に実

施されるよう要望を行ってまいります。 

 令和４年度計画の県営事業のうち治山事業では、継続の木の口、下組と、新規箇所の

中原・鳥井集会所、福谷溢、砂防事業においては、継続の上寺田川、鳴谷川、下山川、

急傾斜地崩壊対策では、継続の扇町地区が予定されており、町といたしましても円滑な

事業の推進が図られるよう協力してまいります。 

 交通安全、防犯体制等の充実でございます。 

 交通安全の推進についてでございます。 

 車社会において町民の安全安心な生活を確保するために交通安全対策は重要です。 

 今後も町と警察署との連携の下、町内危険箇所に対する道路交通標識等の安全施設の

整備、改修を継続してまいります。 

 また、津和野町交通安全対策協議会を中心とした各種キャンペーン活動を推進すると

ともに、鹿足郡交通安全協会及び津和野町交通安全指導員と連携しての交通安全活動を

充実してまいります。 

 防犯対策の推進についてでございます。 

 防犯対策については、その一環として、自治会や防犯団体の申請する防犯灯設置に対

する補助や防犯カメラの設置などを行ってまいりました。 

 今後においても、自治会や防犯団体等の自主的な活動を支援するとともに連携して地

域防犯力の向上を図ってまいります。 

 消費生活相談の充実と消費者意識啓発の推進についてでございます。 

 社会環境の変化に伴い、日常生活の利便性が向上している一方で、悪質商法や詐欺の

被害が後を絶ちません。近年、消費者を狙う悪質商法の手口は複雑かつ巧妙化していま

す。 

 こうした状況を受けて、町民が被害者とならないため、的確な情報を提供することに

より消費者意識の向上を図るとともに、安全で安心した消費生活が送れるよう、消費者

の権利の尊重と自立の支援に努めてまいります。 

 老朽空き家の対策でございます。 



 老朽化等による危険な状態で放置されている空き家については、所有者または管理者

が責任を持って管理することが原則であり、適正な管理が行われるよう所有者等の把握

を行い、町民及び関係機関等と連携し、除却等を含めた助言・指導等の対応を行います。 

 具体的には、国の老朽空き家除去支援事業を積極的に活用し、当面の老朽空き家の課

題解決に向けた迅速な対応を行います。 

 公営住宅の整備・維持管理でございます。 

 公営住宅の整備は、定住促進の重要な要件となるものであり、喫緊の課題であります。

町営住宅の中には老朽化が顕著な建物もあり、現代生活様式に合った快適な住環境を形

成するため、時代のニーズに適応した計画的な整備が求められます。令和２年３月に策

定した住宅マスタープランと公営住宅等長寿命化計画の中間見直しに伴い、計画的に公

営住宅の整備を進めてまいります。 

 令和４年度については、昨年度に、引き続き、町営住宅中座団地建設事業を実施いた

します。 

 基本目標２、学ぶ心を育て薫り高い文化のまちづくりでございます。 

 学校教育の振興でございます。 

 確かな学力を育み、個性や能力を伸ばす学校教育の充実についてでございます。 

 本町では、自立心と公共心に富み、自然とふるさとを愛し、共に生きる力を持って自

らの人生と郷土・国家・世界の未来を切り拓く津和野人（つわのじん）の育成を教育ビ

ジョンの基本理念に掲げ、生きる力を育む教育に取り組んでいます。 

 小・中学校で身につける基礎的・基本的な知識や技能の習得はもとより、何のために

学ぶのかという学習の意義を共有しながら、思考力や表現力・判断力の育成を重視して

まいります。そのためには、保育園や学校と地域、家庭、行政が一層連携を深め、保・

小・中・高につながる一貫したキャリア教育、ふるさと教育の推進に取り組みます。 

 学力向上対策としては、引き続き、ＩＣＴ機器の利活用や協調学習の取組等、新学習

指導要領でも示されたアクティブ・ラーニング型の学習を一層強化することにより、教

員の授業力の向上に取り組むとともに、児童・生徒の言語活動の充実を図りながら、学

ぶことへの意欲を高める取組を展開していきたいと考えます。 

 特に、昨年度ＧＩＧＡスクール構想による各校への高速大容量の通信ネットワークの

整備が行われました。こうした環境を最大限に活用し、コロナ禍にあっても学びの機会

をしっかりと確保するとともに、多様な子ども達を誰一人取り残すことのないよう、一

人ひとりに応じた個別最適化学習の実現に努めます。 

 豊かな心と健やかな体を育む教育の取組の推進についてでございます。 

 芸術活動を通して豊かな感性や創造力を伸ばすことを目的に始まった芸術士の派遣

事業も今年で６年目を迎えます。加えて、学校と地域を繋ぐ教育魅力化コーディネータ

ーの配置などを通して本町の特色を生かした教育の推進に努めます。 



 全量を津和野町内産のお米で提供している学校給食については、昨年度実施した学校

給食に関するアンケートで「学校給食はおいしいですか」の質問に対して、実に８９.

４％の児童・生徒が「とてもおいしい」、または「おいしい」と肯定的な回答をしてお

ります。 

 新たな学校給食センターの建設に併せて地元産の食材のさらなる利用の促進に努め

ます。 

 特別な支援を必要とする教育の推進についてでございます。 

 特別支援教育の推進・充実に努めるとともに、いじめや不登校等の問題を抱える児童・

生徒に対しては、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用により、

引き続き適切な対応を取ってまいります。 

 教育施設・設備の充実についてでございます。 

 耐震化は完了したものの、建築後３０年を超える学校施設が全体床面積の約４９％を

占めております。こうした施設を長く安全に使っていくために令和２年度に津和野町学

校施設長寿命化計画を策定しました。 

 今後は、この計画に則り、計画的な施設の改修に努めていきたいと考えております。

また、安心安全な学校給食を提供するためにも、早期に新たな給食センターの建設工事

に着手し、令和５年４月からの運用開始を目指します。 

 教育の魅力化推進についてでございます。 

 ０歳児からのひとづくりプログラムにより、目指す人物像を大人になっても自ら学び

続ける人として、対話する力、課題を見抜く力、創造・行動する力の３つの力を育てる

ことに重点を置いた取組を推進します。 

 このため、昨年度まで、つわの暮らし推進課内にあった０歳児からのひとづくり推進

室を今年度から教育委員会内に移行することといたしました。 

 今後も関係課や関係機関、地域住民との連携を図りながら町内のそれぞれの地域にお

いても自発的に学びの場が形成され、子どもと大人が共に活動する中でお互いに学び合

うといった風土を町全体で築いていくために地域住民の皆さんと協働・連携しながら進

めてまいりたいと考えております。 

 また、今年度から学校運営協議会制度（コミュニティスクール）を導入し、今まで以

上に地域に開かれた信頼される学校づくりを進めるとともに、地域の創意工夫を生かし

た特色のある教育を推進してまいります。 

 津和野高等学校の支援についてでございます。 

 ０歳児からのひとづくり推進室を今年度から教育委員会内に移行するに当たり、津和

野高校支援についても教育委員会へ移管いたします。将来の地域を担う人財を育成する

町内唯一の高等学校存続のために地域に開かれた魅力ある学校づくりに努めます。 

 社会教育の振興でございます。 

 生涯学習の推進についてでございます。 



 社会教育につきましては、学校教育と連携・融合した取組として、ふるさとを愛し、

誇ることのできる津和野人の育成を掲げています。 

 その実現のため、引き続き０歳児からのひとづくりプログラムのヨコの連携の核とな

る学びの協働推進事業に取り組みます。本事業の実践を通じて、学校や家庭・地域の連

携を強め、単に学校支援にとどまらず、ふるさとは大きな家族のスローガンの下、地域

ぐるみの子育てを推進し、地域の教育力の向上を図ります。 

 また、今後、ますます重要になってくる非認知能力を育むためにも、子ども社会で学

んできた縦横の人間関係や遊びの中での工夫など、キャリア教育につながる取組を実施

します。 

 その一つとして、放課後子ども教室を通じて、ふるさとを肌で感じることができるよ

うな体験活動の充実を図るとともに、安全に活動できる居場所づくりや環境づくりへの

取組を行ってまいります。 

 近年、青少年の体力や運動能力の全体的な低下に加え、運動をする人としない人の二

極化が見られるなど、青少年の体力や運動能力の向上は大きな課題でもあります。 

 未就学児への運動あそびを継続しつつそれぞれの体力に合わせて幅広い年代の方が

同時に楽しめるところが魅力のスポーツクライミングの普及に取り組み、青少年をはじ

めとした町民の体力向上を図りたいと考えております。 

 社会教育施設の活用促進についてでございます。 

 ひとづくりや地域づくりの中心となるのが公民館です。地域住民のよりどころであり、

地域課題を解決していく場でもあります。 

 今後も地域の拠点として、また、学校と地域をつなぐ核として、各地域のまちづくり

委員会とも協力しながら公民館活動の充実を図ります。 

 読書好きな子ども達を育てる取組として、昨年に引き続きブックトークと子ども達が

自ら読みたい本を選ぶ選書会を開催するとともに、乳児健診での絵本の読み聞かせ事業

等、乳幼児期から本に親しむ機会を多く提供していきたいと考えております。また、津

和野図書館と日原図書館の２館と学校図書館との連携を図りながら、情緒豊かな子ども

の育成を目指します。 

 青少年育成でございます。 

 青少年育成活動の充実についてでございます。 

 教育基本法の改正により、「公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、そ

の発展に寄与する態度を養うこと」が教育の目標として規定されました。 

 次代を担う青少年の育成のために、家庭、地域、学校のそれぞれが相互に密接に連携

しながら、社会総がかりで青少年の健全育成に取り組むことが求められております。 

 青少年育成体制の充実についてでございます。 

 現在、津和野地区の４組織で取り組んでいる青少年育成協議会については、今後、日

原地区でも組織化を図り、活動を広げたいと考えます。 



 地域文化の振興でございます。 

 文化・芸術活動の振興についてであります。 

 本町は多くの文化施設を有しております。安野光雅美術館については、引き続き館内

展示の充実や館外展の開催に努め、安野光雅氏の認知度の向上に努めるとともに、その

功績や作品世界の顕彰を図り、入館者の増加に努めます。 

 また、建設時に整備して２０年以上が経過したプラネタリウムについては、安野光雅

氏自らのナレーションにより、空想することへの想いを語っているオリジナルの番組を

流しております。老朽化したプラネタリウムの機器更新に合わせて、このオリジナル番

組のデジタル化を図り、安野光雅氏が残された多くの作品の鑑賞と合わせて豊かな感性

に触れていただき、安野作品の魅力を伝えていきたいと考えております。 

 森鴎外記念館では、今年度、鴎外没後１００年（生誕１６０周年）を迎えます。鴎外

研究の成果を発表する場として刊行物の発行や特別展を開催するととともに、官民の各

団体とも連携し、鴎外の功績について認知向上を図り、入館者の増加に努めてまいりま

す。また、鴎外講座や講演会等、鴎外や鴎外作品の魅力を伝えるための取組も継続して

行います。 

 昨年度、蘭学、洋学の町をアピールし、学術交流や観光振興に取り組もうと岡山県の

津山市と大分県の中津市、そして、本町の３市町で締結した三津同盟については、今年

度から学芸員の交流や資料の調査に着手します。 

 また、島根県立大学との西周に関する学術協定によって進めている西周賞の西周全集

の発刊に関連する取組など、更に充実したいと考えております。 

 文化財の保存・活用についてでございます。 

 文化財行政につきましては、令和３年度に作成した文化財保存活用地域計画に基づき

貴重な文化財の保存や活用・継承に努めてまいります。 

 史跡につきましては、国指定史跡、津和野城跡の整備工事を進めるとともに、昨年８

月の大雨で大きな被害を受けた国指定史跡、津和野藩主亀井家墓所の災害復旧工事に着

手したいと考えております。 

 また、国指定名勝、旧堀氏庭園につきましては、ＮＰＯ法人・旧堀氏庭園を守り活か

す会と連携しながら、その活用に取り組んでまいります。 

 そのほか、国指定天然記念物及び名勝青野山の保存活用計画の策定を進めます。 

 伝統文化の継承についてでございます。 

 国の重要無形民俗文化財、津和野弥栄神社の鷺舞が風流踊の構成団体としてユネスコ

の無形文化遺産に登録される見込みであることから、引き続き、その活動を支援します。 

 その他の指定文化財や民俗芸能につきましても、その保存や活用・継承に努めてまい

ります。 

 スポーツの振興でございます。 



 ２０３０年に島根県で開催される第８４回国民スポーツ大会の山岳競技が本町にお

いて開催されることが決定しております。この山岳競技では、現在クライミング人工壁

を用いたスポーツクライミングが実施されております。住民への普及活動や競技団体の

設立、会場の選定など、大会に向けての準備に本格的に取り組んでまいります。 

 続いて、基本目標３、働くことを喜びとし、豊かな産業を育てるまちづくりでござい

ます。 

 農林水産業の振興でございます。 

 まず、農業でございます。 

 中山・長福、堤田地区の２地区において平成２９年度から農地の大区画化の圃場整備

を行う県営農業競争力強化基盤整備事業と、令和３年度より暗渠排水工事をするための

農地耕作条件改善事業を進めているところです。そして、令和４年度より新規事業箇所

として、山下地区において県営農業競争力強化基盤整備事業に着手することとしており、

町としましても、引き続き、これらの事業の早期完成に向け取り組んでまいります。 

 また、新たに申請予定の横瀬・市尾地区につきましては、令和７年度事業採択に向け

今年度は、実施計画の策定をするなど、申請の準備を引き続き進めてまいります。 

 本町では、水稲栽培を主体とした農事組合法人が各地で組織され農業生産に取り組ん

でおりますが、今後、農業従事者の高齢化が進む状況下において、新たな後継者となる

担い手の確保は急務となっており、集落ごとに、人・農地プランの見直しが必要となっ

ていることからこれを進めてまいります。 

 また、日本型直接支払制度などを活用しながら地域の農地を守り、耕作放棄地の発生

抑制にも引き続き努めてまいります。 

 近年、日本人のコメ離れが進み、米の消費量が減少する中で、水田園芸への取組が求

められております。 

 特に昨年は新型コロナウイルス感染症の影響でコメ余りが生じ、大きく米価が下落し

ました。 

 本町では、国の政策である経営所得安定対策等事業を活用し、家畜用の飼料米やＷＣ

Ｓの栽培、地域の振興作物である山菜、わさび、里芋などに対して補助金を交付してお

り、これらの転換作物の栽培面積が拡大しつつあります。これにより、主食用水稲の栽

培抑制につながるとともに、主食用水稲は希望どおりの作付けができる状態となってお

ります。 

 今後も、水田を活用した高収益作物への転換を進めていく必要があり、更に山菜やわ

さび、栗などの栽培を推進してまいります。 

 令和３年度から県単補助事業の産地創生事業を活用した取組を実施しておりますが、

その他の作物についても積極的な取組に対して、町はできる限り協力していく所存でご

ざいます。 



 数年前より、ＵＩターンで農業を目指す方々が増え、つわの百姓塾の活動をはじめ、

町内農業者に新規就農者への営農指導やバックアップなどをしていただいたおかげで

２０名以上の新規就農者が移住、定着されてきました。 

 現在、コロナ禍の状況ではありますが、この勢いを止めることなく移住者を呼び込む

ことが農地を守る担い手確保につながると確信し、引き続き新規就農者確保に力を入れ

てまいります。 

 地産地消の取組では、４年前から順次、町内の２つの道の駅において販売所をリニュ

ーアルして、地元産野菜などの販売強化を推進しています。 

 これに併せて、農産物処理加工施設やＣＡＳ冷凍施設を活用した野菜等の加工や地産

都消の取組にもチャレンジしており、クオリティーの高い農産物の生産技術についても

啓発活動をしてまいります。 

 昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、生産・販売や担い手確保などが停

滞した状況にありますが、今後も着実に成果を出していけるように努めてまいります。 

 林業では、平成２５年度から調査研究を重ねてまいりました木質バイオマスガス化発

電所について、民間資本により津和野フォレストエナジー合同会社が設立され、本年、

いよいよ稼働を始められます。 

 本町としましては、令和２年度より進めてまいりました付帯施設である原木・チップ

ヤード建設事業が完成しましたので、ガス化発電所の原料となるチップを安定供給する

ためにも、スギやヒノキの針葉樹の間伐、皆伐だけでなく、広葉樹の皆伐も含めて、町

内の森林整備を進めていくことを検討したいと考えております。 

 そのためにも、平成３１年度に創設された森林環境譲与税の交付金を活用し、森林所

有者の境界確認や県営の林業専用道開設事業、自伐型林業実践者の育成事業などを行い、

町の約９割を占める森林資源の活用を推進したいと考えております。 

 これらの事業を進めるに当たっては、航空レーザ測量で得られたデータを活用し、山

林境界を確認する事業に積極的に取り組むことが重要であり、山林が活用できる環境整

備を進めてまいります。 

 また、本町の地域おこし協力隊による自伐型林業の取組は先駆的なものとして評価さ

れつつあり、これまでにＩターンで２２人が転入いたしました。このうち９名は研修終

了後にも本町に定住し、自伐型林業に関係する仕事を担っており、併せて、現役生も現

在４名が活動中であり、町の定住対策の大きな柱となっております。 

 有害鳥獣対策においては、イノシシやサルなどによる被害が依然として拡大している

状況から、集落支援員の雇用により職員の体制強化を図るとともに、捕獲奨励金制度の

見直しにより捕獲数の増加を図ってまいりました。これにより、新たにシカによる林業

被害が顕在化したため、里山周辺での捕獲に加え、奥山での捕獲にも重点を置くととも

に防護柵等による防除の支援を強化することで被害の減少を図りたいと考えておりま

す。 



 水産業についてでございます。 

 水産業では、高津川漁業協同組合に確認しましたところ、昨年のアユ漁獲量は前年よ

り０.８トン増の３.２トンで、台風９号や前線停滞の大雨の影響がなければ、もっと増

加していたであろうとの分析でありました。 

 令和２年秋、江津市にアユ種苗生産センターが完成したことにより、秋に捕獲した親

魚を同センターヘ送って産卵ふ化させて、年明けの早い時期から高津川漁協の中間育成

施設に戻して飼育し、春先の稚魚の放流数を増加させることが可能になりました。 

 また、中間育成施設で育成した稚魚を秋の親魚として活用するため、電照施設におい

て飼育することで、晩秋に親魚を放流し、そのまま産卵ふ化する数量を増加させること

で、高津川由来のアユの漁獲量を高めるための取組も進められております。 

 高津川の貴重なアユ資源の確保に向け、益田地区広域市町村圏事務組合での事業展開

と合わせ、関係者と共に取り組みながら地域振興につなげてまいりたいと思います。 

 商工業の振興でございます。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大は依然として町の商工業の業績に多大な影響を与

えている状況です。 

 今後も令和３年度に引き続き、国のコロナウイルス感染症対策の臨時交付金を活用し

ながら、きめ細やかで多層的な経済対策を継続してまいります。 

 更に、利子補給や信用保証料補給など、既存の金融支援施策を的確に実施するととも

に津和野町個別商業包括的支援事業や島根県地域商業活性化支援事業を活用した空き

店舗活用支援制度も促し、今後も商店街の維持継続を含めた商工業全体の支援を進めて

まいります。 

 そのためにも、商工会や関係団体と連携を図り、助成事業の適切な支援やワンストッ

プ支援体制を充実するとともに、事業所等の自主的自発的な取組が行われるよう総合的

に支援してまいります。 

 企業誘致につきましては、ＩＴ系企業の誘致を促進しており、その中でも、情報シス

テム開発等を行うシステムエンジニアなど、専門系事務職場の誘致に積極的に取り組ん

でいます。 

 また、効果的に企業誘致を行うため、地方への進出を検討する企業とのネットワーク

を有する専門事業者に町に合った企業の選定、企業との接触機会の創出、企業の本町へ

の視察実施に係る専門系事務職場誘致促進事業の業務委託をし、取組を進めております。 

 令和３年度においては、本事業により２社が本町において事業を開始しております。 

 更に、本事業を通し、委託事業者から紹介をいただいたＭｏｄｉｓ株式会社、ボノ株

式会社によりデジタルトランスフォーメーションに係る職員研修を実施いたしました。 

 デジタルトランスフォーメーションは、行政のみでなく、町民、企業等町全体にとっ

て有効な変革をもたらすものと認識しており、今後も専門的知識を有する企業と連携し

推進してまいりたいと考えております。 



 本町の企業誘致におきましては、町に事業所を進出いただく取組だけでなく、町外の

様々なＩＴ系企業と関係性を構築し、企業による研修など、町の発展にとって有効な取

組を進めることも重要と考えております。 

 令和４年度においても、専門系事務職場誘致促進事業に取り組み、様々な企業との関

係性を構築し、誘致及び企業との連携による有効な取組を進めてまいります。 

 本町では、地場産業の基盤が脆弱であることから、引き続き、その支援、育成のため、

津和野町個別商業包括的支援事業をはじめとした商工振興施策を実施します。 

 また、事業承継についても、その課題を把握し、県、商工会と連携して円滑な事業継

承が行えるよう強力に支援をしてまいります。 

 起業の促進でございます。 

 商工会等の関係機関と連携して情報発信に努めるとともに、産業振興のための条例制

度に基づいた固定資産税の減免による投資支援、事業承継を促し、廃業等の防止、起業

促進に努めます。 

 また、県・商工会と連携して新規企業をサポートするとともに創業後の経営安定に向

けて伴走型の支援にも努めてまいります。 

 雇用対策でございます。 

 本町を含む益田管内においては、求職者と求人募集企業間の情報交換不足や人材不足

により需要と供給の不一致が生じております。併せて、学生の多くが就職のため、地域

外に転出している状況が続いています。 

 これらの状況を改善するため、町内企業と求職者への情報発信、マッチングを行い、

町内での雇用及び就業の活性化を図るとともに新規学卒者の雇用支援を実施いたしま

す。 

 観光及びレクリエーションの振興でございます。 

 まず、観光の現状についてでございます。 

 令和３年の年間観光客入込数は、約８７万９,０００人、年間宿泊者数は１万４,００

０人に対して、令和２年の年間観光客入込数は約９３万９,０００人、年間宿泊者数、

約１万２,０００人と入込数は約６.４％減少したものの、宿泊者数は１７.１％の増加

となりました。 

 入込みについては、一昨年から昨年３月まで１２か月連続で軒並み前年を下回ってお

り、令和元年まで毎年１００万人以上の入込みがあったものが令和２年の９０万人台、

令和３年では８０万人台と、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、更に減少が続き

ました。 

 昨年３月から７月までは前年度を上回りましたが、非常事態宣言の発令と延長などの

影響により再び減少に転じるとともに、昨年１月の入込客が１６万２,０００人と前年

比５６.７％という状況も影響し、令和３年は一昨年を更に下回る結果となりました。 



 宿泊者数については、コロナウイルス感染症の深刻な影響を依然として受けている状

況ですが、幸いにも、Ｗｅ Ｌｏｖｅ 山陰キャンペーンなどの宿泊対策等により大き

く増加する結果となりました。 

 しかしながら、インバウンド関連の宿泊者数については、令和２年は宿泊者数１０６

人に対し、令和３年は宿泊者数０人と、コロナ以前の毎年１,０００人程度訪れていた

状況から比べて壊滅的な状態となっております。 

 新しい魅力づくりについてでございます。 

 山口県央連携事業において実施したプレミアム付き観光コンテンツなどを造成し、特

別感を演出するなど、新たな魅力を創出してまいります。 

 また、観光協会や町内の事業者と連携し、既にある資源にストーリーや見方を変えて

伝えるなどの磨き上げを行い、満足度の高い観光資源を創造してまいります。 

 今年は森鴎外没後１００年であり、ＪＲ津和野駅開業１００周年の年でもあります。

この話題性のある年を起点にして１００年前のストーリーや「食」等に光を当て、認知

向上を目的としたイベント等の取組を、一過性に終わることなく、今後の観光資源とな

るよう実施してまいりたいと思います。 

 次に、無事、日本遺産再認定となった「津和野今昔～百景図を歩く～」でありますが、

このたび、様々な御指摘を頂いたことを真摯に受け止め、今後の観光等の地域振興に生

かしていくための糧にしたいと考えております。多くの方にこの日本遺産のストーリー

の魅力を体験していただき、その価値を感じることにより、観光満足度を向上させ、リ

ピーターを増やしていきたいと思います。そのため、新しく組織した津和野町日本遺産

活用推進協議会を中心とした戦略的な誘客と民間事業への波及を支援し、連携した取組

を強化してまいりたいと考えております。 

 滞在時間延長策でございます。 

 近年の観光形態は、新型コロナウイルス感染症の発生により、大型バスによる観光か

ら、個人、グループヘと移行しつつあり、今後もこうした傾向は継続するものと想定さ

れます。自然体験と朝食をセットにした自然体験型コンテンツや、シェアサイクルシス

テムを利用した電動アシスト自転車と体験プログラムを連動したサービスを提供する

ことで、自然、文化を活用した体験事業に取り組んでいきます。 

 その他、体験観光メニューや早朝の観光コンテンツの造成、夜間のライトアップなど、

時間、季節、天候等に応じて様々なコンテンツを充実させ、満足度の向上を図り、本町

が長年課題としてきた滞在時間の延長と宿泊率の向上に取り組みます。 

 観光ＰＲの展開についてでございます。 

 観光ＰＲについては、様々な情報発信ツールがあることから、それぞれの特性を踏ま

えて、ターゲット層を意識しつつ、適切なＰＲ方法の選択を行い、効果的なＰＲを実施

していきます。 



 また、既に入込比率の高い県内近場及び隣接県等を対象としたミニマムツーリズムを

意識した誘客を進めるため、タウン情報紙を使った情報発信を年間を通して継続的に行

います。 

 更に、町内メンバーが中心に活動する写真同好会と連携し、津和野町の美しい風景を

生かしたオリジナルカレンダーを製作、ＰＲ、販売を行ってまいります。 

 広域観光の推進についてでございます。 

 津和野町東京事務所を中心に、萩・石見空港利用拡大促進協議会と連携し、空港関係

人口窓口として、広域的な観光ＰＲ、誘客セールス、定住対策等の機能を果たしていき

ます。 

 また、引き続き、島根県内のエリアを構成員とする協議会や隣接する山口県の協議会

とも広域的な観光誘客に取り組んでいくとともに鳥取市や北九州市、東京都文京区とも

交流を進めて参ります。 

 特に、令和３年に一区切りがつきました、山口ゆめ回廊博覧会の成果をもとに山口県

央連携事業として観光地域づくりに係る広域連携に向け、新しいプロジェクトチームを

組織し、広域連携のスケールメリットを生かした圏域交流人口の拡大施策を展開してま

いります。 

 観光基本計画の策定についてでございます。 

 令和３年度に策定する津和野町観光振興計画に沿って政策展開をしてまいりたいと

思います。また、令和４年度は平成２５年度から令和４年度までの１０年間として策定

した歴史的風致維持向上計画が終了することを受けて第２期の計画を策定する予定で

す。 

 併せて、観光地の顔となる宿泊施設を中心とした地域一体となった面的な観光地の再

生・高付加価値化に向けて、地域の課題を整理し、観光地再生に向けた地域計画も策定

していくこととしております。 

 公園等の維持管理及び事業推進についてでございます。 

 令和３年は、県立自然公園である城山について整備事業が竣工し、ライトアップ、遊

歩道、植樹、東屋、公衆トイレが完成しました。これらの観光インフラを有効に活用し、

文化観光や体験型観光として、学校などの校外学習や閑散期の誘客を進めていきたいと

思います。 

 また、令和４年度は、日原特定公園カントリーパークの遊具の整備を進めるとともに、

町内随所に点在する公園・緑地について、町民の憩いの場として、そして、観光客誘致

に活用できるよう引き続き管理と利用促進策を検討してまいります。 

 津和野ブランドの宣伝活用についてでございます。 

 津和野町には、栗、里芋、鮎、わさび、山菜等、市場で高い評価を得ている農産物が

ありますが、その価値をまだ十分に活用しきれていないと認めております。そのため、



それぞれの特産品の持つ特徴を把握し、その上で整備済みのレトルト食品製造機等を活

用した新商品の開発を促進し、官民連携でブランド化を推進していきます。 

 更に、町内の道の駅をブランドの発信拠点とするとともに、津和野町東京事務所が島

根県東京事務所、東京津和野会等と連携し、津和野ブランドの宣伝活動を展開するなど、

市場開拓を行ってまいります。 

 また、日本三大芋煮に関する取組をはじめ、様々な手法でＰＲと販路拡大を目指し、

少量であっても本町の素材の魅力を十分に消費者に伝えながら、津和野ブランドの拡大

とイメージアップにつなげてまいります。 

 基本目標４、助け合う心を大切にし、明るい家庭や地域をつくるまちづくりでござい

ます。 

 健康増進の推進でございます。 

 まず、健康づくりの推進でございます。 

 本町では、町民の皆様が健康で明るく生きがいを持って生活ができる町の実現を目指

して、津和野町健康増進計画「健康つわの２１」を策定し、健康づくりに取り組んでい

ます。 

 この計画は、平成２５年からの１０か年計画で、津和野町健康で生きがいのある町づ

くり会議や町内１２地区の健康を守る会を中心に、計画目標の達成に向け取り組んでい

るところです。 

 令和４年度はこの計画の最終年度となりますので、次期津和野町健康増進計画の策定

に取り組んでいきたいと考えます。 

 ＨＰＶワクチンの積極的勧奨の控えにより接種期間を逃した方に対して時限的に従

来の定期接種の対象年齢を超えて接種を行うことを厚生労働省が決定しました。 

 しかしながら、この接種対象者の中には、自己負担で定期接種の対象年齢を超えて接

種された方がおられるため、不公平さをなくすよう、ヒトパピローマウイルス感染症に

係る予防接種助成事業を実施します。 

 生活習慣病予防の推進でございます。 

 集団健康診査を予約制にすることにより、待ち時間の大幅な削減及び新型コロナウイ

ルス感染症防止を図ります。また、当日の保健指導をなくし、後日開催する健診結果報

告会に参加していただくことにより手軽に受診できる健診を目指します。 

 地域福祉の推進でございます。 

 まず、地域福祉活動の促進についてでございます。 

 本町の地域福祉活動につきましては、第２期津和野町地域福祉計画に基づき各種施策

を進めていますが、地域包括ケアシステム構築のため、町民や地域、行政、地域包括支

援センター、社会福祉協議会等が協働して地域福祉の推進に取り組んでまいります。 

 買い物支援の充実についてでございます。 



 津和野町買い物支援センターを拠点に取り組んでおります高齢者等見守り及び買い

物支援サービスにつきましては、令和３年度より買い物支援サービスの配達日について、

津和野町全域を対象に月・火・木・金に拡充しており、令和４年度も引き続き、地域課

題解決に向けた取組として関係部署と連携を図りながら町民ニーズを踏まえたサービ

スの向上に努めてまいりたいと考えております。 

 また、議会請願採択を受けている日原地区買い物対策については、円滑な事業承継を

念頭においた解決策を検討し、具体策を講じてまいりたいと考えております。 

 高齢者福祉の充実でございます。 

 まず、高齢者福祉の現状についてでございます。 

 本町の令和４年１月末現在の高齢化率は４９.６％となっており、前年同期に比べて

０.７ポイント上昇しております。高齢独居世帯も増加しており、高齢者生活支援は本

町福祉施策の中でも最も重要な課題の一つと考えております。 

 また、第８期を迎えた介護保険制度が定着する中、介護サービスを必要とする方が増

加する一方で、ニーズの多様化により、公的な介護保険サービスだけでなく、地域全体

で高齢者を支える仕組みづくりが必要となってきております。 

 高齢者の生きがいづくりでございます。 

 高齢者福祉施策につきましては、地域お達者サロンサービス事業や高齢者等配食サー

ビス事業を引き続き取り組むことにより、高齢者の社会参加及び社会貢献の推進、健康

増進や見守り等に繋いでまいります。 

 また、高齢独居世帯においては、緊急通報装置設置事業の活用により地域で安心して

生活を営むことができるよう取り組むとともに民生委員をはじめとする高齢者の見守

り活動を推進してまいります。 

 高齢者福祉サービスの充実についてでございます。 

 本人・家族からの相談や医療機関及び民生委員等の関係機関からの情報提供を通じて、

要介護・要支援になる恐れのある高齢者を把握する中で適切な介護サービスや地域支援

事業につなげることができるよう各関係機関との連携体制づくりを強化してまいりま

す。 

 気軽に集まれる場づくりでございます。 

 町内の各地区で住民が主体となり、健康運動指導士や管理栄養士、保健師等の専門職

からの助言を受けながら、介護予防の取組に対し工夫して活動をされています。 

 しかしながら、移動手段が確保できないなどの理由から参加者が減少している地区も

あり、継続的に参加できる移動支援等の方法について検討してまいります。 

 地域包括ケアシステムの充実でございます。 

 地域の人々がお互いに協力し支え合いながら高齢者の方がいつまでも健康で生きが

いを持って安心して過ごすことができるよう、高齢者の方が生活をする上で重要な医



療・介護・生活支援・介護予防・住まいの要素が相互に関係し、連携しながら在宅での

生活を支えていくため、地域包括ケアシステムのさらなる充実に努めてまいります。 

 障がい者福祉の充実でございます。 

 まず、障がい者を取り巻く環境の変化についてでございます。 

 近年、障がいの多様化、障がい者やその家族の高齢化、地域移行の推進等により、障

がい者のニーズも多様化しております。 

 こうした状況を踏まえ、障がい者が住み慣れた地域で、自分らしく生活し続けられる

よう、自立支援協議会及び平成３１年度から設置された同会の専門部会を中心に、今年

度改定した第６期津和野町障がい者福祉計画に基づいた事業を推進してまいります。 

 また、町内において障がい福祉サービス事業を行っている社会福祉法人つわの清流会

及び社会福祉法人津和野町社会福祉協議会と連携して障がい児の支援及び障がい者の

自立に向けて取り組んでまいります。 

 障がい者や家族等への支援の充実についてでございます。 

 現在、津和野町障がい者福祉センターで事業実施している障がい児の放課後等デイサ

ービス事業でありますが、利用者の増加により手狭になった建物を増築し、利便性の向

上を目指します。 

 児童福祉・子育て支援の推進でございます。 

 まず、家庭・地域における子育ての支援についてでございます。 

 全ての家庭において子ども達が健やかに育ち、保護者が安心して子育てできる環境の

整備や相談支援体制を充実するため、令和４年度から子育て短期支援事業を開始し、子

育て世帯のレスパイト支援により、児童虐待の防止に努めます。 

 更に、子ども家庭総合支援拠点、要保護児童対策地域協議会及び子育て世代包括支援

センター等が相互連携しながら、妊娠期から子どもの社会的自立に至るまでの包括的、

継続的な支援を進めてまいります。 

 保育所等の整備とニーズに合った保育内容の取組でございます。 

 令和２年度から配置しております幼児教育コーディネーターを町内各保育園に派遣

することにより、保育の質の向上等、総合的な支援を継続するほか、新たに令和４年度

から３歳未満児の保育料を無料にすることで子育て世帯を応援します。 

 また、町内で一番古い園舎であった日原保育園については、令和４年５月には建築工

事が完了し、６月以降、新園舎での保育を開始する予定でございます。 

 妊産婦や子どもの健康の確保についてでございます。 

 少子化が進む昨今において、子育て世代包括支援センター来る未（くるみ）を中心に、

産後母子デイケア事業等により妊娠・出産・子育て期の切れ目のない支援を実施し、安

心して出産、育児に取り組める環境を整え、満１８歳に達した年度末までの子どもの医

療費の無償化により子育て家庭への支援の充実及び定住促進につなげてまいります。 

 ひとり親家庭等に対する福祉の充実でございます。 



 まず、経済的自立に向けた就労の促進でございます。 

 毎年開催する生活困窮者対策庁内連絡会議により、窓口対応を行う職員等から提供さ

れる生活困窮者と思われる方の情報を関係者間で共有し、適切な窓口につなぐ取組も実

施しております。 

 生活保護行政の確立と推進についてでございます。 

 本町における生活保護の被保護者数等につきましては、令和４年１月末現在で世帯数

２１世帯、受給者数２４人、申請件数は２件、廃止件数は８件となっております。 

 申請件数が少ない要因としては、平成２７年度より社会福祉協議会に委託している生

活困窮者自立相談支援事業により、生活保護に至る前の支援を強化していることの成果

であると考えられ、廃止件数につきましては、死亡、辞退、施設入所、転出が要因であ

り、結果として保護受給世帯の減少傾向が続いている状況にあります。 

 今後も関連機関との情報の共有や研修等において連携を図り、適正な生活保護行政の

運営に努めてまいります。 

 地域医療の確保と充実でございます。 

 まず、地域医療の確保と充実の取組についてでございます。 

 地域医療については、引き続き指定管理者である医療法人橘井堂が津和野共存病院、

介護老人保健施設せせらぎ、日原診療所、訪問看護ステーションせきせいの運営を行っ

ています。 

 令和４年度においても自治医科大学卒業医師の派遣、更に津和野町奨学金貸与医師や

県からの医師派遣を受け、三輪理事長以下８名の常勤医師による法人体制となっており

ます。 

 また、引き続き益田赤十字病院木谷院長に津和野町医療・介護統括管理者を委嘱し、

圏域における津和野町の医療・介護の在り方を再検証し、機能分担と病病連携の強化を

目指します。 

 津和野共存病院においては、当直を含めて診療体制の見直しを行い、総合診療体制を

強化し、圏域での入退院連携の推進、宅直の導入による医師負担軽減とともに院外研修

による学びの場の確保等を行います。 

 日原診療所においては、平成３０年に民間の医療機関が閉院して以降、日原地域唯一

の診療機関として医療を提供してまいりました。 

 現施設の空調設備やエレベータ等の老朽化、また、２階での診療で患者様への負担が

伴うことから発熱外来施設を増築し、令和４年３月２８日から新しい施設での診療、運

営を開始します。診療所の移転に伴い、レントゲン撮影などの検査が可能となり、診療・

検査機能の充実となります。 

 介護老人保健施設せせらぎにおいては、圏域内での病病連携を推進する中で、稼働率

の向上に努めてまいりました。 



 今後も町民利用者を中心に考えながら、圏域における介護老人保健施設の役割として

さらなる利用稼働を上げていきたいと考えております。 

 訪問看護ステーションせきせいにおいては、新たに指定管理者である橘井堂に立ち上

げた地域医療連携センター内に位置し、看取りも含め訪問診療とともに津和野町の在宅

診療を支える中心となるよう努力してまいります。 

 高齢化と人口減少及び新型コロナウイルスの感染状況に左右される中ではあります

が、今後も人口予測等を考慮しながら各施設において必要な医療と介護を提供してまい

りたいと考えております。 

 今後の医師確保については、引き続き、島根県をはじめ、関係する大学への派遣要請

や地域枠入学者、奨学生などとの意見交換会やオンラインでの面会など、努力をしてま

いります。 

 また、津和野町だからこそ経験できる総合診療を中心とした包括的地域医療について、

次世代を担う医師に経験していただきながら、本町での医療従事の魅力を感じてもらう

体制を整備してまいりたいと思います。 

 また、医師のみならず深刻な医療・福祉従事者不足は、引き続き、大きな課題となっ

ております。 

 大学・専門学校などの養成施設等の訪問による津和野町の地域包括ケアの説明や人材

確保等に更に力を入れるとともに、津和野町の人口推移、要介護人口や生産人口などを

分析し、将来にわたって必要かつ確保しなければならない施設や人員を明確にするため

現状を検証してまいりたいと考えております。 

 医療と介護を必要とする状態の高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続け

ることができるよう、在宅医療と介護の一体的な提供が求められております。 

 このため、介護保険の地域支援事業として、在宅医療・介護連携推進事業が位置付け

られ、事業を展開しております。 

 また、啓発・登録に力を入れているまめネットについては、町内での発行枚数が１,

５３５枚となっており、引き続き、推進を図る一方で、住民の日常の健康管理にも役立

つ活用を検討し、遠隔健康相談や医療現場での活用ができるモニター事業、実証実験を

継続的に行っていく予定としております。 

 高齢者が在宅で生活し続けられるためには、医療・介護の提供のみならず、住まいの

整備も大きな要因です。 

 必要なときに医療や介護を適切に受けられ、日常生活空間が整えられていることが安

心して津和野町で暮らし続けられるためには不可欠なことと考えます。季節的な利用や

一時滞在、医療近接等、様々な利用ニーズを調査し、住まいの充実に向けて努力をいた

します。 

 通院手段の確保についてでございます。 



 町内には分娩可能な医療機関がないため、町外の医療機関に通院する必要があります。

妊産婦と家族の経済的負担が軽減するよう、分娩までに必要な検査から産後の１か月検

診に係る通院費用の一部を補助し、母子共に安全安心な分娩の確保に努めてまいります。 

 人権・同和問題と多様性の尊重でございます。 

 まず、人権・同和対策の推進についてでございます。 

 同和問題をはじめとする人権問題は、人類普遍の原理である人間の自由と平等に関す

るものであり、憲法によって保障された基本的人権に関わる重要な問題です。 

 差別の現実に学び、同和問題をはじめとするあらゆる人権課題の根絶を目指し、それ

ぞれの人格や個性の違いを尊重し合い、真に一人ひとりの人権が尊重される差別のない、

心豊かで住みよい町づくりに努めます。 

 そのためには、関係諸団体との連携を深め、人権感覚を高めるための啓発活動を中心

に、総合的、継続的な取組を行い、知識から認識へ、そして、行動できる人材の育成に

努めてまいります。 

 男女共同参画の推進についてでございます。 

 男女共同参画社会の実現につきましては、平成３０年度に策定した第２次津和野町男

女共同参画計画に基づき、数値目標に対する進捗状況の検証を行い、目標達成を目指し

ます。 

 引き続き、島根県男女共同参画サポーターと連携し、地域や若い世代への啓発活動を

充実させ、男性も女性も共に対等なパートナーとして互いの人権を尊重し、個性と能力

を発揮することができる社会の実現を目指します。 

 基本目標５、多くの人々と交流し、開かれたまちづくりです。 

 移住・定住の促進についてでございます。 

 平成３１年度に策定した第２期まち・ひと・しごと創生津和野町総合戦略に基づき、

引き続き、若い女性が住みたいまちづくりを基本的視点として、津和野に回帰するひと

の流れをつくることや若い世代の結婚・出産・子育ての夢をかなえるなど、５つの柱か

らなる基本目標に向けた移住・定住施策を推進してまいります。 

 定住対策の柱とする０歳児からのひとづくりについては、津和野高校支援とともに、

町内の小中学校や保育所等の教育機関と地域の団体や個人をつなぎ、ひとづくりやまち

づくりのコンソーシアムを構築することで持続可能で魅力あるまちづくりを進めます。 

 更に、この町で子どもを育てたいと思う家族に本町の魅力的な教育の情報を届けるた

め、ＳＮＳ等を活用した情報発信等に取り組んでまいります。 

 特に、町内を卒業した子ども達とのつながりづくりを進め、関係人口になり得る卒業

生との接点を創出することで、教育を起点にしたＵターンの促進と関係人口の増加に取

り組んでまいります。 

 そのほかにも空き家情報バンク事業の推進や移住定住者へのサポート、妊産婦通院サ

ポート事業や広域連携等による出会い創出事業などに取り組んでまいります。 



 また、令和３年度に新たに創設した民間賃貸住宅建設（改修）支援事業等を活用し、

住環境等において、さらなる支援体制の充実に努めてまいりたいと考えております。 

 更に、平成２８年１１月に設置しました津和野町女性会議におきましては、令和３年

度において、第３期女性会議５名の委員により、若い女性が住みたいまちづくりの実現

に向けた具体的な活動の展開を図るための体制づくりを検討してまいりました。令和４

年度から津和野町女性会議を発展させた任意団体が設立することとなっており、町とし

ましても、設立される任意団体との連携を強化し、定住対策を図ってまいりたいと考え

ております。 

 次に、高齢者の皆様が本町でいつまでも安心して健康に暮らし続けていただくことも

重要な定住対策と認めております。 

 平成２４年度より実施しているまちづくり委員会の設置と地域提案型助成事業は、地

域で住民を支え合うための活力あるコミュニティの形成を目的の一つとしたものでも

あり、令和４年度においても改善を図りながら高齢者の方々が積極的に活動に参画して

いただける場づくりを推進してまいりたいと考えております。 

 また、シルバー人材センターは、高齢者に就労の場を提供するとともに、活動を通し

て健康づくりにも寄与しております。 

 今後も活動支援を行うとともに、島根大学じげおこしプロジェクトとの連携による専

門的知見やノウハウを活用した健康づくりを推進してまいります。 

 関係人口の創出でございます。 

 人口減少が進む中、持続可能なまちづくりは、地域に住む人々だけでなく、地域に必

ずしも居住していない地域外の人々に対しても、地域と多様につながり、地域課題の解

決に一緒になって取り組む関係人口の創出が必要であり、地域の活性化につながる新た

な社会需要を取り込む施策を進めてまいります。 

 特に令和４年度においては、県の補助事業を活用し、津和野高校卒業生とのつながり

創出モデル事業を実施し、津和野町に馴染みの深い人たちとのネットワークの構築を図

ることといたします。 

 地域間交流の促進でございます。 

 まず、文化交流の推進についてでございます。 

 本町は、東京都文京区、鳥取市鹿野町、廿日市市、三津同盟による津山市及び中津市

と文化を基にした交流を行ってまいりました。 

 今後もネットワークを更に深め、住民通しの人的交流を活発化するなど、文化交流を

推進してまいります。 

 国際交流の推進についてでございます。 

 国際交流の促進につきましては、コロナウイルス感染予防の観点から新たな国際交流

員の招聘が国全体で中断されている状況にあります。このことを鑑み、津和野町国際交



流協会とも協議の上、現在活動中の国際交流員の任期後については、当面１年間、新た

な国際交流員の招聘は差し控えたいと考えております。 

 この上は、現国際交流員の活動等を通し、可能な範囲で観光施策とも連動したインバ

ウンド観光の回復を見通した準備、情報発信を行い、多文化共生を目指した国際交流を

行ってまいります。 

 特別会計についてでございます。 

 特別会計につきましては、各会計ともに人口減少や高齢化などにより、厳しい運営を

強いられておりますが、特別会計設置の本来の目的に沿い、適正かつ効率的な事業運営

を図り、健全な財政運営に努めてまいります。 

 以上、町政運営に関する私の所信の一端と主要課題等の取組について申し上げました。 

 新型コロナウイルス感染症への対応は、引き続き、緊張感を持って町民の生命財産を

守るため全力を尽くしてまいります。 

 また、環境問題等の地球レベルでの解決課題についても、国際社会の一員であること

を自覚し、自らの果たすべき責任として行動を起こしてまいりたいと思います。 

 そして、本町は、人口減少対策や過疎高齢化に伴う様々な解決課題を抱える一方で、

財政状況はより一層厳しさを増すものと予想しておりますが、現実を直視し、常に社会

経済情勢の変化や新たなニーズに柔軟に対応し、事態を好転させる改革に意欲を持って

取り組んでまいります。 

 町民の皆様の声に謙虚に耳を傾け、町民と行政が一体となって事業を進める協働のま

ちづくりを推進し、本町の新たな発展のために最大限の努力を傾注してまいる所存でご

ざいます。 

 町議会をはじめ町民の皆様方の御理解と御協力をお願い申し上げ、令和４年度の施政

方針といたします。 

○議長（沖田  守君）  以上で、町長の令和４年度に対する力強い施政方針を頂戴い

たしました。 

 それでは、午後２時まで休憩といたします。 

午後０時 52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．議案第３７号 

日程第３０．議案第１８号 

日程第３１．議案第１９号 

日程第３２．議案第３８号 

日程第３３．議案第３９号 



日程第３４．議案第４０号 

日程第３５．議案第４１号 

日程第３６．議案第４２号 

日程第３７．議案第４３号 

日程第３８．議案第４４号 

日程第３９．議案第４５号 

日程第４０．議案第４６号 

日程第４１．議案第４７号 

日程第４２．議案第４８号 

○議長（沖田  守君）  日程第２９、議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の策定についてより、日程第４２、議案第４８号令和４年度津和野町水道事業会計

予算まで、以上１４案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一括議題とし

ます。 

 執行部より説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の策定についてでございますが、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の

特例措置等に関する法律第３条第１項の規定に基づき、県営農業競争力強化基盤整備事

業に係る総合整備計画を定めたいので、議会の議決を求めるものでございます。 

 続いて、議案第１８号でございますが、津和野町課設置条例の一部改正について議会

の議決を求めるものでございます。 

 議案第１９号でございますが、津和野町定住促進条例の一部改正について、議会の議

決を求めるものでございます。 

 議案第３８号でございますが、令和４年度津和野町一般会計予算についてでございま

す。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ７９億８,８００万円とするものでございます。 

 歳出の主なものは、津和野町庁舎増築工事等総額２億６,０７０万７,０００円、地方

創生推進事業総額９,４３６万円、定住支援体制強化事業５,１７０万円、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生推進事業総額１億１,１４９万２,０００円、病院等処遇改善

に伴う繰出金７,９９２万円、中山間地域等直接支払制度事業総額５,６０５万２,００

０円、地籍調査事業総額８,４８９万６,０００円、町道５路線改良事業総額１億５,３

５８万３,０００円、道路長寿命化対策事業総額６,５７９万７,０００円、中座団地旧

宅建設事業４,４５０万２,０００円、津和野体育館舞台吊物機構改修工事４,２９２万

９,０００円、安野光雅美術館プラネタリウム改修工事３,４４３万円。 

 歳入の主なものは、町税６億２,５４７万８,０００円、地方消費税交付金１億５,０

００万円、地方交付税４１億３,０００万円、国庫支出金７億３,６８９万１,０００円、



県支出金５億５,８２３万２,０００円、寄付金６,０００万５,０００円、繰入金６億４

４８万８,０００円、町債７億３,２４０万円でございます。 

 議案第３９号でございますが、令和４年度津和野町国民健康保険特別会計予算につい

てでございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０億７,６０３万９,０００円とするものでござい

ます。 

 歳出の主なものは、保険給付費８億２,８４８万８,０００円、国民健康保険事業費納

付金１億９,９００万３,０００円、保健事業費２,１４９万７,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、国民健康保険税１億２,８２６万３,０００円、県支出金８億５,

０５５万４,０００円、繰入金９,７１３万９,０００円でございます。 

 議案第４０号でございますが、令和４年度津和野町介護保険特別会計予算についてで

ございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ１３億６,２２７万４,０００円とするものでござい

ます。 

 歳出の主なものは、総務費３,４６９万６,０００円、保険給付費１２億３,１４０万

９,０００円、地域支援事業費９,４４３万円でございます。 

 歳入の主なものは、介護保険料１億９,９０９万２,０００円、国庫支出金３億８,２

９８万３,０００円、支払基金交付金３億４,６２４万９,０００円、県支出金１億９,４

８４万１,０００円、繰入金２億２,８４７万３,０００円でございます。 

 議案第４１号でございますが、令和４年度津和野町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてでございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億２,４８０万７,０００円とするものでございま

す。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金３億２,０６２万７,０００円、諸

支出金２９０万６,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料１億４７０万６,０００円、繰入金２億１,

６９０万１,０００円でございます。 

 議案第４２号でございますが、令和４年度津和野町下水道事業特別会計予算について

でございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億６,５２１万７,０００円とするものでございま

す。 

 歳出の主なものは、下水道事業費１億６,９６５万４,０００円、公債費１億９,５５

６万３,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、使用料及び手数料６,１８０万６,０００円、国庫支出金３,６０

０万円、繰入金１億５,３１０万９,０００円、町債１億１,３００万円でございます。 



 議案第４３号でございますが、令和４年度津和野町農業集落排水事業特別会計予算に

ついてでございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３７８万４,０００円とするものでございます。 

 歳出の主なものは、農業集落排水事業費１６７万１,０００円、公債費２１１万３,０

００円でございます。 

 歳入の主なものは、使用料及び手数料９９万２,０００円、繰入金２７９万２,０００

円でございます。 

 議案第４４号でございますが、令和４年度津和野町奨学基金特別会計予算についてで

ございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,２１７万５,０００円とするものでございます。 

 歳出の主なものは、奨学基金費１,２１７万５,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、繰入金６９６万円、諸収入５２１万２,０００円でございます。 

 議案第４５号でございますが、令和４年度津和野町診療所特別会計予算についてでご

ざいます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ６,６９５万３,０００円とするものでございます。 

 歳出の主なものは、総務費６,６８５万４,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、診療収入６,２１６万６,０００円、繰入金３１８万２,０００円、

諸収入１３８万円でございます。 

 議案第４６号でございますが、令和４年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計予

算についてでございます。 

 歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億２,４９３万２,０００円とするものでございま

す。 

 歳出の主なものは、介護老人保健施設事業費３億１０５万５,０００円、訪問看護事

業費２,３８２万７,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、介護老人保健施設事業収入２億５,４３２万３,０００円、訪問看

護事業収入２,０００万５,０００円、繰入金５,００６万４,０００円でございます。 

 議案第４７号でございますが、令和４年度津和野町病院事業会計予算についてでござ

います。 

 収益的収入及び支出予算総額を７億８,３０２万３,０００円とし、資本的収入予算総

額を２,４２９万円、資本的支出予算総額を４,３８２万円とするもので、不足する１,

９５３万円を過年度分損益勘定留保資金で補填するものでございます。 

 歳出の主なものは、医業費用７億７,１２９万２,０００円、医業外費用９７５万４,

０００円、建設改良費４８４万円、企業債償還金３,８９８万円でございます。 

 歳入の主なものは、医業収益６億２,１９１万３,０００円、医業外収益１億６,１１

１万円、企業債４８０万円、負担金１,９４９万円でございます。 



 議案第４８号でございますが、令和４年度津和野町水道事業会計予算についてでござ

います。 

 収益的収入予算総額３億２,０８９万１,０００円、収益的支出予算総額２億７,２９

８万９,０００円とし、資本的収入予算総額３億１,４２２万３,０００円、資本的支出

予算総額３億９,９２６万４,０００円とするもので、不足する８,５０４万１,０００円

を現年度分損益勘定留保資金等で補填するものでございます。 

 歳出の主なものは、営業費用２億５,１３７万１,０００円、営業外費用２,１５１万

７,０００円、建設改良費２億４,４５０万６,０００円、企業債償還金１億５,４５８万

６,０００円でございます。 

 歳入の主なものは、営業収益１億６,１２８万４,０００円、営業外収益１億５,９６

０万円、企業債１億７,３８０万円、補助金６,９５１万１,０００円、国庫補助金７,０

９１万２,０００円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 ただいま執行部より提案理由の説明がありました日程第２９、議案第３７号より、日

程第４２、議案第４８号まで、以上１４案件につきましては、冒頭、議会運営委員長よ

り報告のありましたとおり、質疑を省略し、予算審査特別委員会を設置し、これに付託

して会期中の審査としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  これに御異議ありません。御異議なしと認めます。したがっ

て、議案第１８号、議案第１９号及び議案第３７号より議案第４８号まで、以上１４案

件につきましては、予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、会期中の審査とす

ることに決しました。 

 お諮りをいたします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任につ

いては、委員会条例第７条第４項の規定により、議長を除く議員１１名を指名したいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認め、したがって、議長を除く議員１１名を予

算審査特別委員会委員に選任することに決しました。 

 予算審査特別委員会の委員長及び副委員長の選任をお願いしたいと思います。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。 

午後２時 13分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時 14分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 



 休憩中に予算審査特別委員会の正副委員長の選任をお願いしましたところ、委員長に

５番、板垣敬司君、副委員長に３番、川田剛君が選任されました。 

 ここで予算審査特別委員長より自席で御挨拶を頂きたいと思います。 

 板垣敬司君。 

○予算審査特別委員会委員長（板垣敬司君）  ただいま設置されました予算審査特別委

員会の委員長に選任を頂きました板垣でございます。 

 今後、予定どおり予算審査の上で執行部の皆様方には何かと公務御多忙の折、恐縮で

ございますが、各別の御協力を賜りますことをお願い申し上げまして、委員長就任の挨

拶といたします。何とぞよろしくお願いいたします。（拍手） 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 なお、本日までに受理した請願及び要望書は既に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程全て終了いたしました。 

 本日は、これで散会といたします。 

午後２時 19分散会 

────────────────────────────── 
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令和４年 第３回（定例）津 和 野 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                        令和４年３月８日（火曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                    令和４年３月８日  午前９時 00分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 町長提出第 14 号議案 令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事（第

３期）請負変更契約の締結について 

 日程第３ 町長提出第 15 号議案 令和３年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の

締結について 

 日程第４ 町長提出第 16 号議案 津和野駅の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて 

 日程第５ 町長提出第 17 号議案 県指定有形文化財「旧津和野藩家老多胡家表門」

の設置及び管理に関する条例の制定について 

 日程第６ 町長提出第 20 号議案 津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について 

 日程第７ 町長提出第 21 号議案 津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改

正について 

 日程第８ 町長提出第 22 号議案 津和野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給

条例の一部改正について 

 日程第９ 町長提出第 23 号議案 津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部改

正について 

 日程第 10 町長提出第 24号議案 津和野町地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例の一部改正について 

 日程第 11 町長提出第 25号議案 津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

 日程第 12 町長提出第 26号議案 津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正

について 

 日程第 13 町長提出第 27号議案 県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理

に関する条例の一部改正について 

 日程第 14 町長提出第 28号議案 益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更につい

て 

 日程第 15 町長提出第 29 号議案 令和３年度津和野町一般会計補正予算（第９号） 



 日程第 16 町長提出第 30 号議案 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 17 町長提出第 31号議案 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 18 町長提出第 32 号議案 令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第 19 町長提出第 33号議案 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 20 町長提出第 34号議案 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会

計補正予算（第２号） 

 日程第 21 町長提出第 35号議案 令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３

号） 

 日程第 22 町長提出第 36号議案 令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４

号） 

 日程第 23 発議第１号 ロシアによる侵略行為に対する非難決議（案）の提出につ

いて 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 町長提出第 14 号議案 令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事（第

３期）請負変更契約の締結について 

 日程第３ 町長提出第 15 号議案 令和３年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の

締結について 

 日程第４ 町長提出第 16 号議案 津和野駅の設置及び管理に関する条例の制定につ

いて 

 日程第５ 町長提出第 17 号議案 県指定有形文化財「旧津和野藩家老多胡家表門」

の設置及び管理に関する条例の制定について 

 日程第６ 町長提出第 20 号議案 津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について 

 日程第７ 町長提出第 21 号議案 津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改

正について 

 日程第８ 町長提出第 22 号議案 津和野町非常勤の職員等の報酬及び費用弁償支給

条例の一部改正について 

 日程第９ 町長提出第 23 号議案 津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部改

正について 



 日程第 10 町長提出第 24号議案 津和野町地方活力向上地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例の一部改正について 

 日程第 11 町長提出第 25号議案 津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

 日程第 12 町長提出第 26号議案 津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正

について 

 日程第 13 町長提出第 27号議案 県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理

に関する条例の一部改正について 

 日程第 14 町長提出第 28号議案 益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更につい

て 

 日程第 15 町長提出第 29 号議案 令和３年度津和野町一般会計補正予算（第９号） 

 日程第 16 町長提出第 30 号議案 令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 17 町長提出第 31号議案 令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算

（第４号） 

 日程第 18 町長提出第 32 号議案 令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第 19 町長提出第 33号議案 令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第

２号） 

 日程第 20 町長提出第 34号議案 令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会

計補正予算（第２号） 

 日程第 21 町長提出第 35号議案 令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３

号） 

 日程第 22 町長提出第 36号議案 令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４

号） 

 日程第 23 発議第１号 ロシアによる侵略行為に対する非難決議（案）の提出につ

いて 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  皆さん、おはようございます。引き続いてのお出かけ、あり

がとうございます。 

 これから２日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は、全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、７番、御手洗剛君、８番、三

浦英治君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１４号 

○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第１４号令和２年度町道日原市街線旭橋耐震

補強工事（第３期）請負変更契約の締結について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  一、二点、お伺いしたいと思います。 

 この落橋装置が１０基と水平力分担装置６基、支承ゴムが１２基あったんですが、こ

れの部品が受注生産になって、大変、コロナで心配されておりましたが、これが間に合



って、工期内にできたということになると思いますが、その辺は大変良かったなという

ふうな感じはしておりますが、今回、この工事の変更は、橋梁の補修工の断面修復工事

が２平米、表面方向が８.２６平米で金額も５００万円からの増額になっておるわけで

ございますが、この変更理由が大変気になっておるんです。足場を設置後、橋梁の状態

を詳細に確認したところ、コンクリート桁及び床版の破損が著しく進行していることが

判明し、これに対処するため、断面修復工及び表面保護工の対策が必要となったとこの

ような説明書きがついております。 

 今、津和野町には橋が１４５橋あります。日原町にも旭橋を含めて１１２橋あると思

っておりますが、数年前から橋梁の老朽化工事点検調査が既に完了しておるのではない

かというふうに思いますが、今回の旭橋のＡ１からＰ１の１径間の表面保護工、８２０

平米の破損箇所、これを点検調査で見落としたことになるわけでありますが、また、設

計のときにこれをなぜ気がつかんかったのか。今回の変更でこれが上げられております

が、その点についてどのような理由で今回の変更になったのか、誰がこれをその変更の

この場所を、これだけのものを追加工事をするのに誰が発見されたのか、「損傷が激し

い」というふうに書いてありますので、施工業者が足場をかけて施工業者が見つけたと

いうことになるんですが、それでいいんですかいね。そこのところをお聞かせいただき

たい。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  ただいま御質問がございました変更理由でございますけ

れども、その変更の期日におきまして足場設置後に確認してコンクリート桁と床版の損

傷が初めて確認されたような表現になっておりますが、御指摘いただきましたとおり、

請負業者がその場で初めて損傷を発見したということではございません。先ほど議員お

話がございましたとおり、橋梁点検の段階で一定の対策の必要性は認められておりまし

た。また、その後の実際の実施設計業務におきましても対策の必要は認められて、その

辺は当初から認識はしておった部分でございます。 

 その点につきましては、ほかの工事のように、掘削して岩盤が出たからとかそういっ

た類いのものではございませんので、こちらの表現のほうが適切でなかったのではなか

ったかなと思っているところでございます。 

 この設計につきましては、平成２５年度に実施設計を行っているものでございまして、

それから時間がかなり経過しておりますので、こちらの発注者の思いといたしましては、

現場で足場を設置後、改めて損傷の程度を確認の上、施工したいという思いからそうい

った表現になりました。 

 そういったことから、議員お話のとおり、当初から計画から上げるべきではなかった

ということにつきましては、その点につきましては、私のほうもそのように今思えば考

えておるところでございます。 



 今回、そういったことで断面修復工と表面保護工の追加を作図で頂くものであります

が、この施工によりまして橋梁の耐震補強がより強固なものになるということでござい

ますので、この変更内容につきましては、ぜひ御了承いただきたいと思っておるところ

でございます。 

 また、この追加工事について詳しく御説明させていただきますと、断面修復工が２平

米といったことでちょっと数字的には少ないものになっておりますが、実際の内訳は車

道部が１６か所１.３７平米、歩道部が１０か所０.４８平米の合計２６か所を施工した

ものでございます。 

 表面保護工につきましては、先日、御説明いたしましたとおり、コンクリート桁及び

床版部分で８２６平米ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  これだけの面積が１径間が幅が旭橋で６メートル６

４センチあります。この１径間というと３１メートル、１７センチ５ミリ。１径間がで

すよ。これだけの面積のものが破損したところ分からんかったっちゅうようなのはいか

がなもんかと思いますが、これは当初設計でこれは入れておくべき工事であったという

ふうに私は思うんですよ。というのは、桁でも６本あるんですよ、桁がね。それが両方

で１メートル２５高さがありますね。それを全部モルタルで保護するわけでしょう。こ

のことが初めから分かっておらんようなことは絶対ありません。橋梁点検でこういうも

のはもう分かっておったはずです。それが当初設計に上げんこう今回変更で上げられる

というのはおかしいということを言うとるんですよ。 

 さっき課長も言われましたが、若者定住の木部の建物が建ったときも基礎を掘ったら

異物が出てきた、それで変更した。ここの前の、診療所でもそうじゃないですか。基礎

工事をやって、この基礎をやろうと思うて掘ったら異物が出てきたというんで変更した

というんなら分かるんですよ。じゃあ、こういうふうに初めからこれだけの１径間、こ

れだけのもんが変更で傷んだところが分かりましたという、その理由がおかしいという

ことを言いよるんです。当初からこれは本当は当初の設計に上げておくべき数量だと思

うんですが、もう一回それをお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  今、御指摘いただきましたとおり、やはりこれだけの工

種でございまして、金額的にも大きいものでございますので、当初で上げるべきではな

かったかなと今思えば考えておるところでございます。 

 先ほども申し上げましたが、また足場設置後時間がたっておりますので、確認したい

ということがありまして、この１径間でございますので、面積は変わるものではござい

ません。だから、当初で一旦計画を上げさせていただきまして、損傷の具合をもって施



工方法が若干私も詳しいことは分かりませんけど、工法が塗る、材料が変わるとか、い

ろんなことが想定されたかもしれませんけど、ある程度、当初の計画で出した上、わず

かな変更、材料等の変更につきましては、変更の設計で対応すればよかったかなと今思

っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。 

 ほかにありますか。 

 ほかにありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

 念のため申し上げます。押しボタン式による表決において、所定の時間内にボタンを

押されなかった場合は申合せ事項により棄権とみなすこととなっております。各自、自

分が選択したボタンのライトが点灯しているか確認してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１４号令和２年度町道日原市街線旭橋耐震補強工事（第３期）

請負変更契約の締結については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 



────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第１５号 

○議長（沖田  守君）  日程第３、議案第１５号令和３年度見晴らし広場解体工事請

負変更契約の締結について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。いいですか。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１５号を採決します。 

 本案件を原案のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタン

を押してください。各自、自分が選択したボタンのライトが点灯しているか確認してく

ださい。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１５号令和３年度見晴らし広場解体工事請負変更契約の締結

については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第４．議案第１６号 

○議長（沖田  守君）  日程第４、議案第１６号津和野町駅の設置及び管理に関する

条例の制定について、これより質疑に入ります。 



 ありませんか。 

 ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  すみません。確認させてください。 

 第２条のところの施設概要、ここが設置及び管理に関する該当箇所になると思うんで

すけども、津和野駅全体を見たときに、その改札を越えてからいわゆるホームに入って

いくと思うんですけども、そこはもうＪＲの管轄ということで、例えば、２番乗り場、

３番乗り場のところのホームに、例えば、キヨスクのような商業的な施設、スペースを

置くといってもこの条例には該当しない、あくまでもこの条例に書いてある使用料とい

うのは待合室ですとか、そういったところのみという考え方でいいのか。どこからどこ

までがこの条例の対象施設に当たるのかを詳しくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  ＪＲ津和野駅舎の指定管理に関する対象部分でござ

います。現在、工事をしております駅舎本体のところが対象部分になりまして、駅の改

札を抜けて町側に入ったところと、その駅の前の広場のところがあります。それが将来

的にイベント等をする場所のスペースになりますので、ここも指定管理の対象になりま

す。 

 ただ、しかし、改札を抜けて向こう側、ＪＲ側のホームのほう、これについては対象

となっておりません。ＪＲ管轄の部分になりますので、そちらのほうにつきましては、

お店等を設置する場合とか、ほかの行為をする場合については全てＪＲの許可、管理内

に入るということになります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  いわゆる跨線橋、あそこにはポスターとかいろいろと

貼ってあります。そういったところで、イベントか何かで津和野町が何かする場合は、

やはりそこはＪＲとの協議が必要だという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  おっしゃるとおりでございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  第７条の３番の「利用料は特別に掲げる基本料金に０.

８を乗じた」というところなんですが、これはどういう場合を想定してこういうことに

なるのかというのと、もう一つ、最後のページの上から２行目の「その他必要は費用な

利用者が」となっているんで、ちょっと日本語になっていないかなと思うんですが、そ

の辺、よろしくお願いします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 



○商工観光課長（堀  重樹君）  まず、第７条のところでございます。ここにおきま

しては利用料についてのことが書いてありますが、ここの基本料金に０.８、もしくは

１.２を掛けたもので利用料を決めるということ、幅を持たせてあります。 

 今回のここのＪＲの利用料につきましては、建築費、改築費、こちらのほうから算出

した数字の部分と、土地の評価額のほうから算出した数字の部分で年間の利用料を設定

しているということでございます。 

 ただ、もともとはここは前に店舗があった部分にもかかるところなんですけど、もと

もとの利用料については、以前の方はＪＲのほうには売上げに応じた金額で支払いをし

ていたという事実があります。こちらのほう、平成３０年の数字を参考にしつつ、評価

額を基に算出したわけですが、３０年のその売上状態が良かったのか悪かったのか、今

から売上げの上昇・下降ということも考えられます。今後、ＪＲ駅を例えば指定管理を

お願いした場合、そこには店舗の利用料についてある程度柔軟に対応できるような、そ

の売上げに応じてある程度対応でいるような部分を含ませて利用料金を考えたところ

でございます。 

 以上でございます。 

 もう一つのところでございます。 

 こちら、議員御指摘のように日本語になっていないということで「その他、必要な費

用な」ではなく「必要な費用は」ということでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかに。米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  別表ですが、商業施設１平米当たり月額３,４００円、

これは、前、キヨスクといいますか、物販が入ったり、うどん屋が入っていたと思うん

ですが、そういうところのことでしょうか。それとも、駅の２階の部分でしょうか。こ

こで何平米ぐらいでしたかいね、今、計画で。商業施設。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  計画での商業施設の面積は、資料が今ないところで

ございますが、もともとの商業施設、小売店とおそば屋さんがあった部分の面積につき

ましては約１８平米となっております。 

 ここでいう別表の商業施設という部分につきましては、おっしゃるとおり、以前、小

売をしていたところとおそば屋さんをやっていたところの部分ということで、全体とし

ては１８平米より広い面積を想定しているわけですけど、通路等の確保が必要になりま

すので、新しい駅舎の店舗部分につきましても、大体、面積的にはこれと同じような規

模になろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  以前、募集しても１件もなかったという、うどん屋さ

んも辞退されたと。入る予定もあるというか、希望者がおられるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  駅舎の店舗部分についてはまだ募集をしていないと

ころでございます。今から募集の準備をして完成に向けて募集をしていきたいと考えて

おります。 

 店舗部分のこの利用料につきましては、先ほど御説明しましたが、以前の売上金額を

参考にしながら設定しておりますので、利用料としては高過ぎず低過ぎずということで

認識しております。ですので、募集をするとどちらかが、誰かが広く募集をすると応募

していただけるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  今、同僚議員が質問しましたが、商業施設のところ

は、大体、それでは１８平米ぐらいは借りるということになるんですかいね。元は１８

平米ぐらい貸しとったんでしょう。そのぐらいの面積なら借りられるわけですね。そう

すると相当な金額になりますね。そこのところはいかがなもんかと思いますが。 

 この回廊の仕様が書いてあるんですが、回廊へなんかするというとどういうものを商

業施設という、商業という。施設ということでなしに、何ですか、野菜でも何でも売ろ

うというふうな計画でそこへ店舗を出すというふうなことも認めていただけるわけで

しょうね。それが回廊を使うてもいいとうことであろうと思うんですが、あの狭い回廊

でこれの店を出して大丈夫なんですか。１平米が１,０００円ですか、町内利用者はね。

それじゃけえ１平米というのは何ぼもありゃしませんのじゃけ店舗をするちゅうても

だいしょう広いところになろうと思いますが、それもう許可するわけですね。回廊の中

でいいんですね。それをお答えいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  店舗部分につきましては、ある程度固定して継続的

に販売をするお店というふうな考え方を持っております。それから、待合室、もしくは

回廊部分でございますが、これにつきましては継続的というよりも、例えば１日のイベ

ントとか短期的なものを想定して、その中でお店を募集してにぎわいをつくっていくと

いうことで、当然、通路の幅とか安全上の措置等がありますのでお店の規模、大きさも

制限はさせていただくような形になると思いますが、おっしゃれるような形でお店も出

せるということで想定しております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第１６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れないか確認をしてください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１６号津和野駅の設置及び管理に関する条例の制定について

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第１７号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第１７号県指定有形文化財「旧津和野藩家老

多胡家表門」の設置及び管理に関する条例の制定について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  「旧津和野藩家老多胡家表門」は随分前からあるわけ

ですが、このたび、このような条例制定はどのような理由からでしょうか。 

 それと、利用料が載っております。南棟、北棟。南棟については以前住宅として貸し

出していたと思うんですが。それと、とても貸し出せるような建物状態ではないと思う

んですが、このような料金表がついております。北棟については、扉は開きませんが、

整備されておりますが、南棟、つまり城山側は倉庫の状態になっておりますが、このよ



うなものをどのような人が借りられるのか。希望者でもあったんでしょうか。借りてい

ろんなことに使うようなことはできんような状態だと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  今の御質問ですけど、二つの質問を一緒にお答えする形

になろうかと思いますけども、実際にこの多胡家の表門につきましては、多胡さんが所

有をされておられました。それが町のほうに寄附という形で移行になりました。 

 多胡さんが所有をされているときから、あの今の南棟を民間の業者さんが倉庫として

使われておられました。名義が町に移った段階でそのことを町のほうも十分把握はして

おりませんでした。多胡さんのほうも町のほうには寄附をしたということをその民間業

者さんのほうにはあまり説明されていなかたようで、それで業者さんが町に変わった段

階で業者さんと話をして、引き続き使いたいということではあったんですが、ちょっと

料金的な話とか、若干、折り合いがつかないことがございまして、今日まで来たんです

けども、昨年の暮れ、業者さんとお話をしまして、料金的なところも一応話がついたと

いうことで、それで、現状ですと、今、貸す形になっておりませんでしたので、料金が

取れないし、貸すこともできないという形でしたので、今回改めて条例を設置して、貸

出しができる、料金も使用料が取れるという形にしたものでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  つまり、住宅としての貸出し可能ということですか。

あとは、いろんな商業とかいろいろなことで使うということだけでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  以前、住宅として貸出しをしていたというのは私も存じ

ておりませんが、知っておりますのは、あそこに具体的に申し上げますと、源氏巻屋さ

んがございます。竹風軒さんがございますが、そこの資材、資材といいますか、商品と

か、そういったものを置く倉庫としてずっと使用されていたということでございます。

今後も使い方としてはそういう形で物見のほうについては使う形になろうかと思いま

す。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第１７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。各自、自分が押したボタン

のライトが点灯しているか、確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１７号県指定有形文化財「旧津和野藩家老多胡家表門」の設

置及び管理に関する条例の制定については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第２０号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第２０号津和野町お試し暮らし住宅の設置及

び管理に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  すみません。１点、このお試し暮らし住宅の利用の状

況といいますか、これはどれぐらいの方々が利用されているのか、お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今、具体的な利用人数は、すみません、手

元にございませんが、現在も今左鐙のお試し暮らし住宅、それから、森村の住宅等も人

が入っておりますので、長い人は１年以内で借りることができますので、長期の方が３

か月とか半年とかというスパンで借りていらっしゃる方もいらっしゃいます。ちょっと

利用人数については今手元にございません。申し訳ございません。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 



 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２０号津和野町お試し暮らし住宅の設置及び管理に関する条

例の一部改正については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第２１号 

○議長（沖田  守君）  日程第７、議案第２１号津和野町職員の育児休業等に関する

条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  改正後の案のところなんですが、第２条の。どうなる

んかな、これ。（３）の（１）になるんですかね。その中に第２条、その中の３行目に

「第２条の４の規定に該当する場合にあっては」とあるんですが、この第２条の４のこ

とがよく分からないので、それを教えていただきたいのと。あと、その改正の案の一番

最後のところにある（１）（２）のところなんですが、「職員に対する育児休業に係る

研修の実施」、それから「育児休業にかかる相談体制の整備」とあるんですが、これは

当然今までも行われていたんだと思うんですが、その辺のところをお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 



○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、最初の御質問であります第２条の４とい

うことで、ちょっと読み上げさせていただきたいと思います、条文のほうを。申し訳ご

ざいません。 

 育児休業法第２条第１項の条例で定める場合は「１歳６か月から２歳に達するまでの

子を養育するため非常勤職員が当該の子が１歳６か月に達する日の翌日を育児休業の

期間の初日とする育児休業をしようとする場合にあっては次の各号いずれかに該当す

る時とする」ということで、非常勤職員の方のいわゆる、何といいますか、非常勤職員

の方のいわゆる育児休業をすることができない職員について、詳細をここで定めるとい

うことでございます。 

 ちょっともう少し内容については、ちょっと勉強不足でございまして、また、御説明

させていただけたらというふうに思います。 

 それと、周知ということでございますけれども、改めて条例上にこういった規定を設

けたということでございますので、そういった御理解をお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２１号津和野町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついては原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 



   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第２２号 

○議長（沖田  守君）  日程第８、議案第２２号津和野町非常勤職員等の報酬及び費

用弁償支給条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

 ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  説明の中で支給について定めがなかったという御説明

だったと思うんですけども、これは法定外の支給といいますか、報償として支払いがさ

れていたのか、それともこれは本来報酬として支給しなければいけない、いわゆる協議

会、何か法律で定められていたものがあったのかどうか、いわゆる法律で定められた協

議会なのか、それとも津和野町が独自に定めている協議会なのか、それで支給はどのよ

うにされていたのか、していなかったのか、報償としてされていたのかどうかをお尋ね

いたします。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  この安野光雅美術館協議会につきましては、町として条

例で定めたものでございます。 

 これまでのことですけども、理由については私も定かではないんですけども、支払い

がされておりませんでした。 

○議長（沖田  守君）  ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  無償でやっていただいていたということになるんだと

思うんですが、これまでの部分というのは当然お支払いするべきかなと思ったりもする

んですが、その辺りについてこれまでの部分はもう無償という御理解をしてもらうのか、

それとも、遡ってそういったものをお支払いするのか、その点、相手があることですの

で、難しいかとは思いますけれども、どのような考えでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  これまでの協議会の委員さんといいますのが、まず、安

野先生、それから町長、それから、教育長ともう一人、民間代表ということで前教育長

という形の４名が協議会の委員ということでやっておりましたので、想像するところで

は前教育長ですので、支払いのは御容赦くださいというのは想像ですけども、それで、

これからにつきましては、基本的にはもうお支払いはしないということで。 



 今回、４月１日から改めましてまた新たに民間の方も入っていただく方向で今調整を

しておりますので、４月以降の新しいメンバーについては支払いをするという形で進め

ていきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２２号津和野町非常勤職員等の報酬及び費用弁償支給条例の

一部改正については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第２３号 

○議長（沖田  守君）  日程第９、議案第２３号津和野町小さな拠点づくり推進基金

条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。確認をしてください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２３号津和野町小さな拠点づくり推進基金条例の一部改正に

ついては原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第２４号 

○議長（沖田  守君）  日程第１０、議案第２４号津和野町地方活力向上地域におけ

る固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。

ありませんか。ありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。確認してください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２４号津和野町地方活力向上地域における固定資産税の不均

一課税に関する条例の一部改正については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第２５号 

○議長（沖田  守君）  日程第１１、議案第２５号津和野町斎場の設置及び管理に関

する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。ありませんね。いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。確認をしてください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２５号津和野町斎場の設置及び管理に関する条例の一部改正

については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第２６号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、議案第２６号津和野町消防団員等公務災害補償

条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２６号津和野町消防団員等公務災害補償条例の一部改正につ

いては原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 



   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第２７号 

○議長（沖田  守君）  日程第１３、議案第２７号県指定史跡「津和野藩校養老館」

の設置及び管理に関する条例の一部改正について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

 ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  第８条第１項中、北棟を南棟に、南棟を北棟並びに養

老館土蔵に改めるとあります。南北を逆にする意味と、次のページの、新旧対照表にお

いても、現行、それから改正後の南棟、北棟、そのままですが、どういうことでしょう

か。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  この第８条だけがよく読んでおりましたら、ほかのとこ

ろは全部「南棟」「北棟」という書き方がしてあったのですが、この８条のところだけ

が「北棟」「南棟」という形で書いてありました、元の条例がそうなっておりましたの

で、今回、改正に合わせまして表現方法を統一したということでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  私の解釈が悪いのかもしれんのじゃけども、北棟を南

棟に、南棟を例えば北棟に改めると。新旧対照表を見るとそのままですよね。改まって

ないんだけども。私の見方が悪いんかな。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  第８条ですよね。第８条のところの、元々の、元の条例

が「養老館校舎（武術棟）の北棟及び南棟」というふうになっておりました。ほかの条

例のところは「南棟及び北棟」という形の表現をずっと使っておりましたので、この８

条についてのみ「北棟、南棟」という表現を「南棟、北棟」という順番に並びかえて整

理をしたということでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君、よろしいですか。納得いきましたか。 

 草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  消防法についてお聞きしたいと思いますが、武術棟と

かがありますが、これは中でいろんな柔道とか剣道とかそういったある程度動きがある

ような、そういったことにもこれは使えるということでよろしいでしょうか。 



○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  武術棟も、今、そのまま復元して下をたたきにしたとこ

ろがございますけれども、こちらについては、今も、何といいますか、やろうと思えば

武術の練習も。希望があればそれは可能だと思っておりますけども、反対側の南棟、す

みません。北棟か。 

 それにつきましては板が貼ってありまして、活用の方向で。元々そちらについてはサ

イズが切り詰められていたという形もあったもので、復元ではなく、活用の方向で修復

を行いました。そのため、会議ができるように、もともとたたきであったところを板の

間にしておりますので、天井も貼っておりますので、実際にそちらで、元々は剣術教場

だったんですけども、もともとは剣道等をやろうと思いますと、他に天井に当たったり

とか、そういったことがあろうかと思っておりますので、実際にそちらのほうを使うの

はちょっと難しいかと思いますけども、南棟のほう、今のたたきにしてある部分につき

ましては、仮にそういう御希望があれば、オープニングのときにも槍術の、益田のほう

から来ていただきまして、槍術の演武をしていただいたという経緯もございますので、

そういった希望があれば、そちらのほうには使用が可能でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 米澤君、先ほどの質問はいいね、あれで。米澤君、納得ね。 

 ほかにありますか。 

 １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  終わりのところで、基本料金の表がありますね、こ

れは１時間か、１日か、この単位が書いていないんじゃが、これはどうでございますか。

２００円が１時間か、４００円が何ぼかっちゅうのは。 

 表に書いてない。ありますか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  すみません。分かりづらい表現になりましたけども、最

初の２００円、例えば、養老館管理棟１階の部分の２００円の部分が１時間当たり、そ

れから次のところが５時間まで、それから１日当たり、それから１週間当たりという単

位になります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２７号県指定史跡「津和野藩校養老館」の設置及び管理に関

する条例の一部改正については原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第２８号 

○議長（沖田  守君）  日程第１４、議案第２８号益田地区広域市町村圏事務組合規

約の変更について、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２８号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２８号益田地区広域市町村圏事務組合規約の変更については

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  それでは、ここで１０時２０分まで休憩といたします。 

午前 10時 00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 18分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．議案第２９号 

○議長（沖田  守君）  日程第１５、議案第２９号令和３年度津和野町一般会計補正

予算（第９号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

 ３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  質問いたします。３１ページであります。 

 諸費の委託料に二酸化炭素排出抑制対策事業委託料、それと、歳入１５ページにも歳

入で挙げられておりますが、この時期のこの３月の補正におけるタイミングというのは

いわゆる国の補正の関係なのか、このタイミングでの宣言というのはどういったものな

のかというのをまずお尋ねをいたします。 

 それと、ページ数が７９ページであります。 

 地籍調査事業費の一筆地調査委託料が３,５００万円上がっております。これも同様

にこの時期での３,５００万円の増額補正というのはどういった理由からこの時期に上

げられたのかというのをお尋ねいたします。 

 続いて、９１ページ、公園費でありますが、施設の改修ということなんですけども、

カントリーパークのどこの部分のどういった施設の改修を行うのかをお尋ねいたしま

す。 

 以上です。 



○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  初めに、諸費の９９９万９,０００円の件

でございますが、この時期の補正となりましたのは、これは国の補助事業によるもので

す。なぜかと申しますと、令和４年度、今回、町長がこの３月議会において施政方針で

ゼロカーボン宣言を出しましたが、それに伴いまして令和４年度で本来なら二酸化炭素

排出抑制対策事業補助金をエントリーする予定でありましたが、来年度になりますと国

の補助率が今１０分の１０から４分の３に下がるというような情報が入りましたもの

ですから、今回、この補助率のいい今年度に補正いたしまして繰り越して来年度に回し

たいという考えで今回上程させていただきました。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  ７９ページの地籍調査事業でございますが、その一筆調

査委託料等でございますが、これも国の方の令和３年分の補正予算ということで、その

辺が計上されておりまして、そのぶんで町に対してどうかということがありましたので、

３,５００万円、これは国の追加補正分でございます。これを繰り越しでということで、

今、事業を実施するということで見込んでおるところでございます。 

 続きまして、９１ページ、公園費に関する部分でございます。 

 工事請負費が減額になっている部分につきましては、カントリーパークの芝生広場の

施設が劣化しとる部分を更新する意味も含めまして、今、業務委託に出しているところ

でありますが、先日の議会のほうでもこの整備につきまして御質問を頂いておりますの

で、改めて業務の中で再考いたしまして、令和４年度で対応させていただきたいと思っ

ておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ８９ページ、土木費ですが、中座の工事に関して解体

工事と敷地造成工事費を合わせまして２,４９８万ですか、減額になっておりますよね。

これだけの減額が出るというのはどういうふうにしてこういうのが出たのか、それと、

この減額された金額は当初落札された金額から工事が終了した場合、この金額を引いた

分をお支払いするわけですよね。ちょっとそこも確かめたい。 

 それから、３点目は、これだけ差が出るということは、もし、その行政側で最低見積

価格にちょっと甘さがあったんじゃないかなという疑念を抱くんです。初めからこれだ

け額が減額されるんなら入札価格にも影響したんじゃないかなと。初めの価格からそれ

を引いたものを最低入札価格にすれば、例えば、ほかの業者がそこを落としとったらそ

っちへ回ったということになるんじゃないかなと思うんですけど、ちょっとそれは私が

ちょっと疑念だと思うんですが。そこら辺をちょっとお答えください。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 



○建設課長（安村 義夫君）  中座団地に関する委託料でございますが、これはもちろ

ん当初予算で計上させていただきまして、実際、入札減等もございますし、やはり業務

のほうでちゃんと積算したものと、金額的な隔たりがあった部分を認めざるを得ないと

思っているところであります。 

 また、先ほどの積算と最低価格と申されましたが、そういったものの甘さがあるんじ

ゃないかということでありましたが、これにつきましては、県の基準を基にした積算シ

ステムにおいて積算しておりますので、予算と隔たりはございますけど、うちのほうの

積算の仕方といたしましては、適正に処理しているものと思っているところでございま

す。 

 また、予定価格、最低制限価格等につきましては、それぞれの基準を基にこれも設定

しておりますので、その辺につきましても適正なものであると考えておるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ちょっと聞こえにくかったんですが、大体分かりまし

たが、一応、減額された金額を引いて、工事が終了した場合は、お支払いするんですね。

そこはどうですか。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  今、議員が申されましたこれを引いてというのではござ

いませんで、当初、うちが設計したものと入札で業者が札を入れたものがございます。

その落札率がございますので、それを基に計算をしておりますので、それを引いたもの

という解釈とはちょっと異なりますけど、入札において決定した額を基に最終的に精算

する予定としております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ちょっとあまりよく理解ができない。要するに、落札

価格はそのままお支払いすると。今、減額が出ても。それは変わらないということなん

ですね。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  この減額につきましては、入札されて、その業者のほう

にこの部分を減額してお支払いをするということでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 ２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  先ほどちょっとありましたが、３１ページの二酸化炭

素排出抑制対策事業、これはどのような抑制の対策をするのか。そして、９１ページの



カントリーパーク、先ほども質問がありましたが、この計画、全協でしたか、があった

ときにちょっと見に行きました。テニスコートの山の上です。これは子どもが誰も行き

ませんような、本当に駐車も三、四台。救急車も行かれない。そういうようなところで、

これをやめられるということは非常にいいと思います。山の上なので、クマやらサルが

出るようなところなんですが、これはまたカントリーパーク、平地の部分のほうに考え

られておられるということでしょうか。 

 それから、先ほどの丁議員の質問と同じようなものなんですが、９７ページ、津和野

中学校のプールの整備ですがね。ほぼ工事が終わっていますが、２,５６９万もの減額

になっておりますが、この説明をお願いします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  この二酸化炭素排出抑制対策事業の委託料

でございますが、どのようなことをするのかというのを今後決めるための計画づくりの

ための委託料というふうにお考えいただければと。具体的な、木質バイオマスガス化発

電が稼働いたしますが、そうしたことを踏まえて二酸化炭素の排出抑制をしていくため

の計画作りということでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  公園のところで、先ほどのカントリーパークの工事にか

かわる部分でございますが、議員御指摘いただいておりますとおり、その当該箇所はカ

ントリーパークより上の部分にございます。そこの整備ということで、計画をしておる

ものでございますが、そこにターザンロープとかだいぶ経年劣化した施設がございます。

これの撤去につきましては、やはり実施しないと利用されるお子さん達がけがをしては

いけませんので、計画をしているところでございます。 

 それと、その撤去だけではどうしても事業として費用対効果を見込まれませんので、

新たな施設ということで、前回の議会のほうでも御指摘いただきましたので、再考いた

しまして、また、場所につきましては、今、検討中でございますが、芝生広場も含めた

整備ということで計画をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  教育諸費の今の工事費の減額につきましては、議員さん

言われましたとおり、津和野中学校のプールの解体工事になります。 

 解体工事については、ちょっと実際にやってみないと工事費が膨れる場合もあったり、

中に変なものがあったりしたら膨れる場合もありますので、予算的にかなり余裕を持っ

て組んでおりましたが、結果的にそれほど追加しなくちゃいけないものがなかったので、

これだけ今回減額させていただくというものでございます。 

○議長（沖田  守君）  米澤君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  次長の答弁を頂きましたが、減額されるのは非常に歓

迎いたします。追加よりは随分いいですので。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ５番。ページは３２ページのいわゆる定住対策の関係

の定住支援体制強化補助金というのが金額的には大きなものが減額されていますが、こ

れの背景を少し説明を頂きたいということと、それから、杣の里の施設の関係で大体委

託料というものは年度当初に委託料というものを定めて契約をされて、それがそのとお

り遂行されるものと感じておりますが、途中で減額されているということは、入札があ

るわけでもないと思うんですけども、除草なり管理を誰もせんようになった、そういう

事情があるのかなと思ったりもしますが、この辺はどういう杣の里に対する状況をちょ

っとお知らせいただきたいと思います。それと、最後に３５ページのいろいろと地方創

生ですかいね。サイクリングの関係で企画・造成委託料がガイドツアー養成委託料から

その造成委託料に変わり、養成委託料から造成委託料に変わり、何かいろいろと委託料

があちこちに動いておりますが、この辺はどういう事情で、それでこの更にもう一個の

シェアサイクルプログラム実証実験委託料というもの、これは去年からやっとる部分じ

ゃないかと思うんですが。去年度もあったんじゃないかなと思いますが、この進捗状況

はどういう状況にあるのか、ちょっとお聞かせを頂きたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  まず、１点目のマイナス２,１４８万１,０

００円の件でございますが、これは空き家改修費の補助金でございます。 

 県の補助事業を使いまして、５分の４補助で空き家を改修していくという補助事業で

ございますが、当初、この空き家改修を６軒を予定しておりました。しかしながら、県

の補助金の枠が３軒分しかつかなかったために、このような３軒分の減額補正予算とい

うふうになったものでございます。 

 その次に、杣の里の減額理由でございますが、その背景につきまして、これまで横道

自治会のほうで今の杣の里の施設管理をお願いしておりましたが、今、横道自治会のほ

うでなかなか難しいというような今年の年度当初いろいろと相談がございまして、現在、

シルバー人材センターのほうにその管理を委託していおるというような状況になって

おります。 

 そうしたために、当初の見積りより減額を生じたというふうに御理解を頂けたらと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  サイクリングガイドツアーに関してでございます。

おっしゃられるように、ガイド養成等の委託料が企画・造成、それと、ガイドツアーの



ＰＲ画像作成とプログラムの実証実験ですか、これが事業システム導入委託料というこ

とで、組替えを行っているところでございます。 

 これにつきましては、実際、当初で想定していた契約の形をまとめたような形にしま

して、実際の契約の部分と同じ項目だけとさせていただいたということでございます。 

 それと、サイクリングガイドツアーにおきましては、今までも実際にやってきたとこ

ろでございますが、今年度、もしくは来年度以降も引き続き実施するということで考え

ております。 

 まず、ツアーの造成ですね。今まで何本かやってきたところですが、ここにつきまし

ても今年度については６本をつくっているところ、それと、それに対してウェブ広告と

か、ネットで広告を出すとか、ＰＲをするとか、そういったような部分の予算を考えて

おります。 

 それと、実証実験についてでございますが、これにつきましては、６本をつくったガ

イドツアーのモニターをするなどして、どういう方が利用するかとか、どういうふうに

利用されるかといったような、そういったところを実際に先ほど言いましたモニターを

利用してやっていくということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  この委託料というのは、委託先というのはあれですか。

やはり今１社だけに委託してこのいろんなメニューがありますけども、１社だけが請け

負いで、委託先はそうなっているんですか。それで、モニターということで、やはりモ

ニターツアーということになれば、よそから一緒に連れてこられて、モニター的に体験

活動をしておられるんじゃないかと思いますけど、地元の人間もそれに加わって一緒に

なって体感をしながら最終的にそのツアーを造成するようにしないと、ただ、それで良

かった、良かった、楽しかった、おいしかったと、どうもそのようになりがちではない

かなと思って、もう少し地元の方の客観的なことも。客観じゃない、むしろ主観的なこ

とがあったほうがいいんじゃないかなと私は思いますが、委託先は１社ですか、２社で

すか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  委託先としましては、１社でございます。広島で事

業を以前から展開されて、昨年度に引き続き同じところで委託をしているところです。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  次年度もこの事業を継続しておられるように思ってお

りますが、最終的な成果物というか、そういうものはいつ頃期待すればよろしいんです

か。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 



○商工観光課長（堀  重樹君）  事業自体は単年度でそれぞれ実施していっていると

ころでございます。ですので、単年度の中で、例えば、ツアーを造成した場合、そのツ

アーを基に商品化したというのが実績になっていくと思います。 

 ですので、次年度以降も今度はガイドの養成という部分も含めて、実際に何人の方が

ガイドでできるのかとか、そういったようなものをプラスして来年度についてもそうい

ったようなことで、実績ということが出てくると思います。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  ７４ページ、７５ページでありますが、商工費の商工

振興費の中で、地域商業活性化支援補助金が３０９万４,０００円減額されております。

「創業予定変更による」ということでの説明がありました。「創業予定変更」というの

は、今年度しかできないからということか、それから創業予定していたところが実施で

きない状況にあるということによっての減額か、これをお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  地域商業活性化支援補助金のところでございます。 

 当初は、この補助金を利用したいと申し出られたところがあったわけですけれども、

実際にその時点で予算化するところなんですが、実際、準備をしていく中で、起業が間

に合わなかったり、この補助金を使うための準備ができなかったりとかということがあ

りまして、中身が実際に創業できなかったということで、減額を最終的にしたところで

ございます。 

○議長（沖田  守君）  御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  それは、１社といいますか、１事業体ですか。それと

も複数でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  ２社でございます。 

○議長（沖田  守君）  いいですか。 

 ほかにありますか。 

 寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ３０ページの情報処理費の社会保障・税番号制度シス

テム整備委託料ですが、これはシステム改修が定期的にというか、よく出てくるもので

すが、これはこれからもずっとこういうふうにぽつりぽつりと出てくるもの、そういう

システムなのかということが一つと、あとは、マイナンバーカードを強力に作っていた

だこうという動きがあると思うんですけど、マイナンバーカードを作ったけど、なんか

津和野町ではあんまり利用ができんよなという声もお聞きしています。マイナンバーカ

ードを作ることによって津和野町民がコンビニで住民票とかを取れるようになるのは、



いつだろうかという話も聞いたりするんですが、その辺はどのような、これから先どの

ようになる予定でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、最初に御質問がありました社会保障・税

番号制度システムの整備委託料、いろいろとここの改修の委託料がたびたび上がってく

るということでございますけれども、今回の件につきましては、マイナンバーカードの

システム改修に伴う変更ということでは先般説明をさせていただきました。そういった

ことでございますので、いろんな制度改正があった場合にそういった改修を伴ってくる

ということでございますので、今後もそういった制度の改修が行われればそういったシ

ステム改修も発生してくるだろうというふうに考えております。 

 それからマイナンバーカードの利用の関係につきましては、税務住民課長のほうから

答弁させていただきます。 

○議長（沖田  守君）  税務住民課長。 

○税務住民課長（山本 慎吾君）  マイナンバーカード利用普及につきましては、今、

マイナポイントのポイント付与等をさせていただいているわけなんですが、コンビニ交

付につきましては、今現在、津和野町では行っておりません。コンビニも津和野町内に

は件数が少ないこともありまして、コンビニ交付をいたしますとどうしても利用料等町

のほうで支払いが発生してきますので、費用対効果を考えて今のところはしておりませ

んが、マイナンバーの普及拡大に合わせて今度検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 米澤君、何回目の質問になりますか。 

 ほかにありますか。 

 １０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  ６９ページの林業振興費、工事費が５５４万４,０

００円減額になっておりますが、これはチップヤードのことでありますが、これが今チ

ップヤードが４回も工期変更をしたり、金額変更をしてきとるんですが、これが最終精

算でこれになったんだろうと思いますが、この前、問題になっておりました県道との側

溝の問題がありますね。これはもう解消したのか。これだけ金が余るんならこっちを県

道のほうへ回すべきじゃないんかという気がするんですが、その分は新年度でやられる

んでしょうか。条件をつけてきておりましたね、県のほうが。境界の水路をやるという

のが。それはどういうふうになっておるんでしょうか。お聞かせいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。失礼、農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  ただいまの議員の御質問でございます。工事請負費がこ

こで減額になっておる大きな要因としましては、入札差金とそれから当初水処理の工事

を予定しておりましたけども、その中で調整池というのがあるんですが、その調整池の



工事を今回取りやめておりますので、その関係でこうした金額の減額ということになっ

ております。 

 それから、先ほどの二つ目の御質問でございますが、隣接しております国道１８７号

線の側溝工事につきましては、確かにおっしゃるとおり、県のほうからやっていただき

たいということでお願いをされております。これにつきましては、今回の補正ではなく

て、この令和４年度の当初予算のほうで今計上をさせていただいて、何とか出水期まで

には工事をしたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。 

 いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第２９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第２９号令和３年度津和野町一般会計補正予算（第９号）は原

案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 



日程第１６．議案第３０号 

○議長（沖田  守君）  日程第１６、議案第３０号令和３年度津和野町介護保険特別

会計補正予算（第４号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３０号令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第４

号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第３１号 

○議長（沖田  守君）  日程第１７、議案第３１号令和３年度津和野町下水道事業特

別会計補正予算（第４号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 



 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３１号令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第

４号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第３２号 

○議長（沖田  守君）  日程第１８、議案第３２号令和３年度津和野町奨学基金特別

会計補正予算（第１号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 



 これより、議案第３２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３２号令和３年度津和野町奨学基金特別会計補正予算（第１

号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第３３号 

○議長（沖田  守君）  日程第１９、議案第３３号令和３年度津和野町診療所特別会

計補正予算（第２号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますので、質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。各自、自分が選択したボタ

ンのライトが点灯しているか確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３３号令和３年度津和野町診療所特別会計補正予算（第２号）

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第３４号 

○議長（沖田  守君）  日程第２０、議案第３４号令和３年度津和野町介護老人保健

施設事業特別会計補正予算（第２号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３４号令和３年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計補

正予算（第２号）は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 



   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第３５号 

○議長（沖田  守君）  日程第２１、議案第３５号令和３年度津和野町病院事業会計

補正予算（第３号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３５号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。各自、自分が選択したボタ

ンのライトが点灯しているか確認してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３５号令和３年度津和野町病院事業会計補正予算（第３号）

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 



   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第３６号 

○議長（沖田  守君）  日程第２２、議案第３６号令和３年度津和野町水道事業会計

補正予算（第４号）、これより質疑に入ります。 

 ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３６号令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第４号）

は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

   賛成（１１名） 

   草田 吉丸君          米澤 宕文君 

   川田  剛君          道信 俊昭君 

   板垣 敬司君          丁  泰仁君 

   御手洗 剛君          三浦 英治君 

   寺戸 昌子君          後山 幸次君 

   岡田 克也君                 

   反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  ここで暫時休憩をさせていただきます。 

午前 10時 58分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 04分再開 



○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．発議第１号 

○議長（沖田  守君）  日程第２３、発議第１号ロシアにおける侵略行為に対する非

難決議（案）の提出についてを議題とします。 

 非難決議（案）につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

 お諮りをさせていただきます。本案件につきましては、会議規則第３９条第２項の規

定により趣旨説明を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認めます。したがって、発議第１号は趣旨説明

を省略することに決定しました。 

 これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  質疑がないようでありますから、質疑を終結し、直ちに討論

に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。討論を終結します。 

 これより、発議第１号を採決します。これは、起立によって表決をしたいと思います。 

 本案件を原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（沖田  守君）  起立全員であります。ありがとうございました。したがって、

発議第１号ロシアによる侵略行為に対する非難決議（案）の提出については、原案のと

おり可決されました。それぞれ関係機関に津和野町議会の非難決議書として提出をさせ

ていただくことにいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上で、本日の日程全て終了させていただきます。 

 本日はこれで散会といたします。 

午前 11時 09分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。引き続いてのお出かけありがとうござ

います。 

 ３月定例会は、毎年のことでありますが、予算審査という特別委員会が入りますので、

本日ただいまから３日目の会議と相なるわけであります。 

 したがって、これから会議を始めたいと思いますが、ただいまの出席議員数は全員の

１２名であります。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。会議録署名議員は、会議

規則第１２６条の規定により、９番、寺戸昌子君、１０番、後山幸次君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、今日から一般質問に入りますが、１０名の質問通

告がございますので、本日５名を行いたいと思います。 



 質問の通告により、順次発言を許します。発言順序１、３番、川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  おはようございます。議席番号３番、川田剛でありま

す。通告に従いまして質問をさせていただきます。 

 まず１番の、０歳児からのひとづくりプログラムについて質問をさせていただきます。 

 ０歳児からのひとづくりプログラムについて、今年度、０歳児からのひとづくり推進

室が設置されました。令和４年度からは、教育委員会内に設置されるということであり

ますが、この事業は、所管が各課にまたがることから、各課の連携を更に図るために設

置されたものと推察いたします。 

 以下、質問させていただきます。 

 まず、この０歳児からのひとづくりプログラムを推進室にされました。改めて、推進

室を設置された理由は何なのかお尋ねをいたします。 

 次に、どのような経緯で何を行うために推進室が設置されたのかをお尋ねをいたしま

す。 

 また、今年度、推進室を設置したことによって得られた成果は何なのかをお尋ねいた

します。 

 最後に、令和４年度に推進室が教育委員会内に移設することになりました。この経緯

は何なのかをお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、皆さん、おはようございます。本日より一般質問

ということでございまして、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 ３番、川田議員の御質問にお答えをさせていただきます。０歳児からのひとづくりプ

ログラムでございます。 

 本町教育委員会が策定しました「０歳児からのひとづくりプログラム」では、子ども

達に常に主体的に学ぶことの重要性や楽しさを伝え、ふるさとの資源を生かした学びの

場を提供することで、そこに関わる大人も含めた全ての人が自ら学び続ける町を目指す

こととしております。 

 取組方法といたしましては、タテの連携として、保・小・中・高までつながる系統的

な学習プログラムを実施し、ヨコの連携として、地域住民の教育参画を推進することと

しております。 

 議員御質問の０歳児からのひとづくり推進室の設置理由といたしましては、地域のあ

らゆる教育資源を取り込み、子ども達の課題解決力の向上を図るとともに、教育を中心

とするひとづくり事業を推進することで本町の教育の魅力化を図り、その魅力を感じる

人の移住定住を促進し、人口減少対策を講じるためのものでございます。 

 経緯といたしましては、０歳児からのひとづくり事業の横断的な展開を模索するもの

であり、活動内容としましては、関係者において、事業の情報共有や課題認識をする中

で、今後の具体的な方策を検討してきたものであります。 



 初年度の活動実績といたしましては、これまでの間に関係者との会議を１２回実施し

てまいりました。手探りで進めながら、関係する事業の課題認識のほか、本町ホームペ

ージの教育移住に向けたページの更新作業を進めたところでございます。 

 今年度の課題としましては、保・小・中・高のタテの連携や地域を巻き込んだヨコの

連携を横断的に実施するためには、０歳児からのひとづくり推進室の事業計画作成や役

割を明確にする必要があると認識したところであります。 

 その前提として、０歳児からのひとづくりプログラムの目的や、将来期待される効果

を各課に丁寧に説明し、共通理解とすることが重要となってまいります。その上で各課

の事務事業に教育事業をひもづける等の連携によって、自ら学び続ける町としての機運

が高まり、この町の資源や文化を更に活用した町全体が学びの場になるものと期待して

いるものであります。 

 このことから、０歳児からのひとづくりプログラムや小中学校を掌握する教育委員会

に、０歳児からのひとづくり推進室を移管することで、本事業が円滑かつ効果的に進む

と判断したものであります。 

 つわの暮らし推進課につきましては、教育魅力化の情報を町外に発信し、教育移住の

役割を担うこととしております。 

 今後につきましては、教育魅力化推進体制を強化するとともに、一般財団法人「つわ

の学びみらい」と協働することで、実効性のある教育魅力化と教育移住の推進に努めて

まいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  この０歳児からのひとづくりプログラムにつきまして

は様々な事業が展開されておりますので、これがその事業だというふうな具体的なもの

というのは多々あるわけなんですけども、私自身は、この事業については、当初は何か

雲をつかむようなもので、何をやっているのかなと思っていたんですけども、やはり学

校なんかで子ども達が地域の方と連携していたり、魅力化コーディネーターさんの指導

があったりとかして、子ども達の学びについては、ものすごく充実したものになってき

ているなというふうに感じております。 

 ですから、この０歳児からのひとづくりプログラムについては、今後も発展していっ

てもらいたいなと思っておりますし、また昨年、「つわの学びみらい」財団が設立され

ました。これによって、教育の一つの柱ができたというふうに思っております。 

 この「つわの学びみらい」、何人もの方が携わっていらっしゃいますが、津和野高校

の後援会等を中心としながら、魅力化コーディネーターの方、ＨＡＮ―ＫＯＨの講師の

方ですとか、地域おこし協力隊の方々が、高校支援、中学校支援、小学校、保育園と様々

なところで展開されております。この「つわの学びみらい」もそうですし、健康福祉の

部分ですとか、教育委員会の関係ですとか、いろんなまたがっているものを、この０歳

児からのひとづくりプログラムによって連携してきたと思っております。恐らく、この



推進室の設置に当たっては、そのヨコのつながりといいますか、各課横断しているもの

を横の串刺しにして、連携しやすいようにという意味が込められているんだろうと推察

するんですけれども、一方で、この室という組織をつくったことによる弊害があるので

はないかと思っております。 

 と申しますのも、その一つ一つの事業というのは、当然、単独課、一つの課ではでき

ないと思います。教育委員会だけではできないので、では健康福祉課と連携しながら、

また、つわの暮らし推進課と連携しながらということで、一つの課ではできないことを

推進室の中でということだとは思うんですけれども、果たして、推進室ということでま

とまって話し合いをする必要性があるのかなと思っているんですね。 

 様々な事業には、当然予算が伴います。予算を執行するに当たって、推進室長はつわ

の暮らし推進課長だと思うんですけども、教育関係の予算ですとか健康福祉の予算につ

いては、やはり、つわの暮らし推進課長では、それを執行する権限はないわけですね。

そうすると、その室で話し合っても、その決定権は結局、各課に持ち帰らなければ事業

が行えないんではないのかなと思います。 

 よって、僕が思っているのは、その推進室の設置ということよりも、各課の担当者、

いわゆるカウンターパートといいますか、そのパートナーを決めておいて、必要があれ

ば、そこでしっかり話し合いをして、それで事業を移していく、そのほうが職員の皆さ

んもやりやすいんじゃないかと思っております。推進室の設置で会議が１２回行われた

ということではあるんですけれども、その１２回の会議、恐らく今日の会議に参加する

必要性があるんだろうかというようなものもあったんではないかなと思っておりまし

て、そういったところから、この推進室によって、いわゆる室の中で決定権というのが

あるのかどうか、まずちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  決定権があるのかないとかということでご

ざいますが、議員御指摘のように、予算の決定権はございません。なので、この０歳児

からのひとづくり推進室を、これは１年間、私が室長ということでやってまいりました

が、御指摘のように、いろいろな各課のいろいろな予算執行権限がある中での、私が室

長ということでございましたので、それについては、予算についてはございませんでし

た。 

 なお、推進室としての予算は０でしたので、予算を特に執行したということではござ

いませんでした。主にやってきたのは、しっかりとした教育委員会、健康福祉課、つわ

の暮らし推進課のそれぞれの情報共有と、それから特に平成３０年度にできました０歳

児からのひとづくりプログラムですね、これは教育委員会で策定されましたが、そのこ

とに対する情報共有と各事業の進捗状況の確認、それとそれのホームページ等、そうし

たところの情報発信、そういうことの作業に、この１年間やってまいりました。 



 なので、各課を横断した中でのやり方が、果たして適当であったかどうかということ

に関しましては、今回の初めて今年度できた室でありますので、その室でやっぱり試行

錯誤があったのも事実でございます。そうしたことも、いろいろな報告をしながら、各

教育委員会、それから健康福祉課、それから私どもで副町長、町長にまで報告しながら、

そうしたことを各課で確認をしてまいったというところでございます。 

 今後につきましては、先ほど町長の答弁にもございましたとおりでございますので、

また、そうしたところが室が移管しても、そうした試行錯誤は続くものというふうに認

識しております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  今後は、その教育委員会部局に移るということで、こ

れは前からも何年も教育委員会が主体的にやるべきではないかというような話が議会

の中でもあったと思います。今後、その「つわの学びみらい」についても、また、ほか

の事業についても、教育委員会が、この０歳児から高校生、大人になっても学び続ける

という姿勢を、教育委員会が教育の憲法のようなもので引っ張っていく、そのことが大

事だと思います。 

 昨年、我々議会のほうに報告会が、０歳児からのひとづくりプログラムの報告会が魅

力化コーディネーターさんなどと一緒に行われたと思うんですけども、その際も、やは

り主体的に行っていたのは、つわの暮らし推進課でした。教育委員会は教育長は横に座

っていらっしゃいましたけれども、本来は、教育委員会が主体的に、教育委員会がこう

いう教育を実践していくんですよというメッセージというのが必要だと思うんです。な

ので、これ、今回教育委員会に移るというのは、ものすごく重要だと思うんですけども、

ただ、結局様々な事業がありますので、教育委員会内の予算では収まらないこともある

と思います。 

 そうしたときに、やはり現場の方々の意見、現場の士気というのは大事だと思うんで

すけども、いわゆるトップのメッセージといいますか、津和野町の教育はこうあるべき

だというトップのメッセージが必要になってくると思うんですけども、現在、教育長が

不在ですので、質問するのが難しいんですけれども、教育次長としまして、この０歳児

からのひとづくりプログラム、この教育の柱になるものだと思うんですね。介護とかの

分野で言いましたら、地域包括ケアというものがあって、それが全てのまちづくりに関

して必要になってくるわけですね。様々なところで地域包括ケアの考え方を取り入れな

がらまちづくりをしていくというのが重要になってくると思います。 

 一方で、教育に関しては、この津和野町においては、当然、教育ビジョンという教育

の憲法があります。それとプラスして、この０歳児からのひとづくりプログラム、明ら

かにこれは０歳児から大人までを教育していくという内容ですので、この辺りを教育ビ

ジョンにしっかり明確化していって、なおかつ津和野町の教育として、この０歳児から



のプログラムを推進していくんだという体制が必要だと思いますが、その所見をお伺い

したいと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  この０歳児からのひとづくり推進室が町長部局にあるメ

リットと、また教育委員会部局にあるメリットというのは、それぞれあると思っており

ます。もともと教育委員会にございまして、教育委員会としては、教育の柱に、この０

歳児からのひとづくり事業というものを据えまして、毎年、４月１日の教職員の辞令交

付がありますけども、そのときにもこういう話、説明をしながら、津和野町の教育はこ

ういうものだということをやってきております。 

 と言いながら、そのタテの、今言った、保・小・中・高のタテの連携軸というのは、

やはり教育という部分が根底を成しておりますので、やっぱり教育委員会がその辺りを

イニシアチブをとっていくという部分は、十分に必要性があると思っております。 

 ただ、そうなってくると、今度この活動自体、この０歳児からのひとづくり事業を広

く定住等に結び付けていくという部分での、町長の直接の関与というのがなかなかしづ

らくなってくるという部分もあろうかと思いますので、今、４月から教育委員会のほう

に移るということで、内部でも、ちょっとその辺りをどのようにしたらいいのかという

話を、今しかけておりますけども、まだまだこれは、だからその考えの段階ということ

でお聞きいただければと思いますけれど、やはり各課横断のプロジェクトチームという

ものは、やはり、例えば町長部局のほうに設置をしておいて、当然、推進室の事務局自

体は、教育委員会のほうが持ちまして、そこには、やはり今の「学びみらい」のほうか

らも、やはり常駐と言えるかどうか分かりませんけども、１人いながら、教育の部分は

そこでしっかり協議をしていきながら、プロジェクトのほうでは、それを全体に広げて

いって波及していくというような形がとれればいいのかなというふうに考えておりま

す。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  当然、各課またがるものですから大変難しいものなん

だろうなとも思います。やはり誰が担当で、どういったことをするときにはこの人なん

だとか、そういったところが整備しないといけないと思います。 

 一方で、やはりトップのメッセージとして、それはうちの課じゃないからとか、うち

の担当じゃないからということになってしまいますと、現場の職員さんからすると、せ

っかくここまで持ってきたのにやる気をそがれるというようなことも発生すると思い

ますので、各課またがっておりますから、うちの課じゃないとかそういうことではなく

て、教育長、教育委員会がトップとして推進していただければと思います。また、町長

におかれましては、この事業を推進していく上での予算づけですとか連携について、し

っかりとサポートしていただいて、この０歳児からのひとづくり事業が、ますます発展

していただくことを願っております。 



 町長、最後に何かありましたらお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  この０歳児からのひとづくり事業は、過去数年にわたって取

り組んできたというところでもあります。今までは津和野高校支援という部分において

は、主に、つわの暮らし推進課が中心になってやってまいりました。いわゆる小中学校

の教育という部分においては、当然ながら、この０歳児からのひとづくりという観点に

おいて、教育委員会もすごく力を発揮してくれておりまして、学校教育の充実化という

ものが図られてきたというふうに私自身は思っております。 

 幼児期については、保育園を中心に、これを幼児教育コーディネーターというのを入

れながら、少しずつ魅力化というものがなってきているというふうに思っているところ

であります。 

 やはり、この０歳児からのひとづくりというのは、０歳児から高校までを系統性を持

たせてやっていこうということでありますので、今後については、これまでも緩やかな

連携というのは行ってまいりましたが、より一層、その連携体制というのを強化してい

く必要があるというふうに考えているところであります。それは、やはり教育委員会と

町長部局の各課が連携をするということになります。でも、やり方としては、推進室と

いうものを設置せずに、プロジェクトチームという形で情報交換をしていくやり方も、

それは当然、選択肢としてはあったかと思いますけれども、やはり私たちは、この０歳

児からのひとづくりというものを、町のこれからの、いわゆる人口減少対策の柱に掲げ

て全国へ発信していこうという、それぐらいに位置づけをしておりますので、やはり推

進室という、一つ看板を明確に立ち上げて、そしてここに力を入れていくんだという姿

勢を、また表していきたいというのも、この推進室をつくった大きな理由でもあるとい

うところでもございます。 

 今後については、この１年は、つわの暮らし推進課に推進室を置いてやってまいりま

した。その中で、この幼児期から小中高までの連携を今までもやってまいりましたが、

やはり小中学校教育というところへ、今度はより重点的にやっていく必要があるんじゃ

ないかというのが、今の段階での考え方でございます。 

 そういう意味では、この教育の魅力化をまず図らないと、やはり情報発信をしように

も、その素材がないということにもなりますから、より一層、この教育の魅力化を図っ

ていく上で、今の段階は、この幼児期から小中高までの間の小中へ、より一層、連携体

制をとるところに傾注をしていきたい、そういう思いがあって、令和４年度は教育委員

会のほうに、この推進室を移すということにいたしました。 

 また、ここが成果が上がってまいりましたら、その先には、今度は幼児期、いわゆる

保育園との連携を、そこにまた重きを置いた取組をしていこうじゃないかという時期が

来たとしたならば、今度は、また町長部局に移してくるかもしれない、そういう可能性

もあるというふうに思っております。 



 今いろいろな試行錯誤という話が出ましたが、まさにそのとおりでありまして、この

プロジェクト、当然、順風満帆には全てがいくということにはなりません。理想があり、

そこに現実の課題はいろいろ出てまいりますので、その解決を、一つ一つ解決をして、

課題を解決をして、壁を乗り越えることで、また成果が出てくるということにもなりま

すから、一つ一つのステップにおいて、まさにフレキシブルに推進室を生かしてやって

いきたいというのが、私の思いということであります。 

 それに対して、また私としては、先ほども教育次長が話しましたように、教育委員会

部局にいくということは、やはり政治的中立性ということを常に意識してやっていかな

きゃなりませんから、そういう意味では、少し私自身が関与がどこまでできるのかとい

う部分は心配な点もあるわけでありますが、またそこは、総合教育会議という場面もあ

りますので、そうしたところを通じて、私の思いも伝えさせていただきながら、またこ

の０歳児からのひとづくりが推進されていくように、しっかり努力していきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  ３番。この津和野町に教育のためにやって来られた方、

Ｉターンで来られた方、多くいらっしゃいます。最初の頃に比べますと、もう本当、名

前も初めて見るような方もいっぱいいらっしゃいますし、そういった方々が津和野町の

教育についてものすごく魅力に感じていただいて、この津和野に来て、この津和野の町

を教育の町にしていこうと努力されてこられているものだと思っておりますので、ぜひ

こういった方々が、せっかく津和野に来たのに、あまり本気じゃないんだなと思って帰

ってしまっては、元も子もありませんので、しっかりと継続して０歳児からのひとづく

りプログラムがしっかりと定住につながり、教育につながっていくよう期待をしまして、

次の質問に移らせていただきます。 

 津和野町ゼロカーボンシティ宣言についてであります。 

 先般、町長は、この議会におきまして、津和野町ゼロカーボンシティ宣言を行われま

した。津和野町では、来年度には木質バイオマスガス化発電所が稼働し、再生可能エネ

ルギーのさらなる利活用が期待されております。まず、この木質バイオマスガス化発電

所の発電所稼働までのスケジュールについてお尋ねをいたします。 

 次に、地域再生可能エネルギー導入戦略策定事業が計画されておりますが、この事業

によって、どのようなものが策定されるのかをお尋ねをいたします。そして、この計画

の策定によって津和野町が得られるものは何なのかをお尋ねをいたします。 

 令和４年度津和野町の予算には、３,７５５万円の森林環境譲与税が歳入として計上

されております。今回のこの戦略との関連はあるのかをお尋ねをいたします。 

 また、今年度の森林環境譲与税の使途は何かをお尋ねいたします。 

 また、電気自動車、いわゆるＥＶやプラグイン・ハイブリッド自動車、いわゆるＰＨ

Ｖ、こういったものが普及してきております。温室効果ガス排出削減に向けて、家庭に



充電器を設置する際に助成金を交付している自治体もございます。津和野町でもこうい

った取組について検討をしていただきたいと思います。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野町ゼロカーボンシティ宣言についてお答え

をさせていただきます。 

 発電所稼働までのスケジュールにつきましては、今年２月から建屋本体の建築に着手

しておられ、予定では、今年６月からの稼働を目指し、引き続き工事を進めていかれる

ものと考えております。 

 地域再生可能エネルギー導入戦略策定支援事業は、２０５０年までの脱炭素社会を目

指すために、当町における再生可能エネルギーのポテンシャルを調査し、設備や施設等

の導入目標や計画を策定するものとなっております。 

 計画策定を実施することで、ＣＯ２実質排出量ゼロを達成するための方向性と事業導

入の規模、また施設設置可能場所等について方針を明確化することが可能となります。

そのため、計画策定につきましては、２０５０年までの脱炭素社会の実現に向けた施策

としての第一歩となると考えております。 

 ３,７５５万円が歳入計上されている森林環境譲与税の使途の大きな柱としましては、

主に森林整備の推進、森林整備に関わる担い手の育成、木造建築物等の推進などとなっ

ていきます。 

 今後、策定予定の地域再生可能エネルギー導入戦略策定支援事業との関連として考え

られることとしましては、まずは木質バイオマスガス化発電の取組でございます。令和

３年度で完成をいたしました原木チップヤードに安定した木材を供給するためには、今

以上の森林整備を推進する必要があり、併せて自伐型林業の推進も必要となります。そ

のため、令和４年度では、森林環境譲与税を財源とした予算としまして、円滑に森林整

備を進めることを目的に、山林の所有者確認事業に６６０万円を、間伐材搬出等目的に

バックホウなど機械リース料に３４２万４,０００円を、町内在住の新規林業従事者に

対する交付金として６００万円を、島根県が事業主体として整備していただいておりま

す林業専用道開設のための負担金４００万円を、その他原木チップヤード敷地の排水対

策のための国道の側溝工事８１３万６,０００円などを主なものとしまして当初予算に

計上しております。 

 令和３年度の森林環境譲与税の使途としまして、主なものは、森林管理支援業務委託

料としまして１７７万７,０００円、自伐型林業推進事業関連としまして１０２万４,０

００円、原木チップヤード関連としまして１,６３２万８,０００円、山林所有者確認事

業としまして３０１万４,０００円、県営林業専用道開設負担金１００万円、新たな森

林管理システムに係る皆伐後の新植、再造林、下刈り補助金８７万４,０００円となっ



ており、引き続き森林環境譲与税を活用した森林整備等を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、議員御指摘のとおり、電気自動車やプラグイン・ハイブリッド自動車等の普及

に伴い、家庭に充電器を設置するなどの需要も高まってくると考えております。再生可

能エネルギーや省エネルギー等に関する支援制度につきましては、島根県の支援制度を

基に構築しておりますが、町としての導入目標及び方針を定めた上で国や県と連携し、

財政状況も鑑みながら、町民の皆様のニーズに沿った制度を検討していきたいと考えて

おります。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  津和野町に、この木質バイオマスガス化発電所が設置

されるということで、この津和野町においても、ゼロカーボンシティ宣言を行われ、温

室効果ガスの排出を削減していくということだと思うんですけれども、まず、この発電

所稼働に当たって、チップ、いわゆる木材のチップが必要になってくると。そういった

中で森林環境譲与税が様々な予算に使われておりますけれども、私は、先般、予算委員

会の中でも質問をさせていただきました。発言をさせていただきましたけれども、今回、

津和野町では、看護師さん、医療従事者に対する処遇改善というのが行われております。 

 一方で林業においても、今年度、ウッドショックということで、国内産の木材価格が

急騰いたしました。ものすごく高値で、加工品、木材の国産材を使った木材の商品とい

うのが、もう倍以上の値段で販売されたりもしたんですけども、一方で、この素材生産

の世界というのは、いわゆる木を切る仕事に至っては、確かに木材の価格は例年よりは

上がってはいるんですけども、じゃあ急騰したかというと、そこまで上がったというこ

とではありません。 

 そういう中で、この林業従事者というのが津和野町、自伐型林家の方々がいらっしゃ

いますので、他市町村に比べれば多いほうだとは思うんですけれども、この林業従事者

の就労者の確保というのが、今懸念されております。当然、どの職業にも若手の働き手

の方がいらっしゃらないという話はあると思うんですけれども、この林業従事者の就労、

まずこれも問題となってきております。 

 そこで、当然、木を搬出するというのは最終的な目標、チップで搬出して、温室効果

ガスの排出削減、当然、目標として持っていくべきだと思うんですけども、そのまず入

口として、この素材生産をしていく人間がいなければ、継続的な搬出は難しいと思いま

す。 

 そこで、この林業従事者の就労環境改善ですとか処遇の改善、こういったことにも力

を入れるべきと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  林業従事者の処遇改善とか、あと新たな林業従事者をど

うするのかということの御質問だと思います。 



 林業従事者の処遇改善につきましては、例えば、医療従事者の処遇改善とは違いまし

て、そういった具体的に、じゃあこうだというのは、今のところ示されておりません。

ただ、今年度も、それから昨年度も、コロナウイルスの関係で、例えば業績悪化とか、

そういったことですね。業績悪化などで、例えば売上げが落ちたとかいうのは、補償を、

今年の引き続いてやっておるところでございます。 

 それから、先ほどの新規就労者の、これ林業だけではなくて農業のほうもそうなんで

すけれども、特に林業のほうに関しましては、ああして毎年、地域おこし協力隊を募集

をさせていただいて、雇用をさせていただいております。当然、これにつきましては、

定住にもつながることでございますので、力を入れてやっておるところでございまして、

毎年３名、今年も、今４名の、今は４名、現役として４名の方の地域おこし協力隊とし

て自伐型林業に携わっていただいております。当然、今年度といいますか、来年度も募

集をかけまして、何名来られるか分かりませんけれども、募集をかけて、引き続いて新

たな林業従事者に取組をしていきたいというふうに思っております。 

 ちなみに、今こうして地域おこし協力隊、これまでで卒業生が１６名おります。その

中で、６名の方が、今現在、定住をして現役としてこの町内で林業に携わっていただい

ておるところでございます。 

 なかなか、そういったところにも、当然研修とか、それから勉強会とかいうのにも今

の森林環境譲与税を使わせていただいて、ひとづくりというところに力を入れていると

ころでございますけれども、なかなか予算にも限りがありまして、今年度、それと、コ

ロナウイルスの関係で、そういったようなこともできていないというのも現状でござい

ます。 

 引き続いて、これにつきましては、林業だけではなくて、農業もそうですけれども、

力を入れてやっていきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  その入口の部分として、就労の部分があると思います。

今、課長おっしゃられましたが、ＯＢの方が１６名いらっしゃって、６名の方が定住さ

れていると。本当、残っていただいている方、町内で頑張っていらっしゃいますし、こ

ういった方々を、もう津和野から出ていくというようなことになってはならないと思う

んですね。 

 そういった意味でも、今度、林業事業体の安定、成長についてもやっていかないとい

けないと思うんです。当然、もう卒業されておられますので、民間ということになりま

すので、どこまで支援ができるかということもあると思うんですけども、例えば、今の

くくりで言いますと、いわゆる自伐型林家というくくりになってくると思うんです。当

然、自伐型林家というのは、町内の方でも山を持っておられる方、木を切って搬出され

ておられる方、多くいらっしゃると思うんですけども、こうして地域おこし協力隊とし

て様々なスキルを身につけて、いわゆる本業を林業としてされている方々にとって、今



度はこの安定した経営をしていくためには、自伐型の林家ではなくて、きちんとした、

例えば認定林業事業体ですとか、林業魅力化向上プログラムですか、そういうものに参

画をしていって就労環境の改善ですとか、そういったことも必要になってくると思うん

です。当然、１人や２人で林業、二、三人でされていると思うんですけども、当然、人

数が必要になってくる場合があります。そうしたときに、じゃあその雇った方々は、個

人経営でいくのか、それとも会社の安定した雇用として雇われるのかと、そういった不

安も出てきて、結局規模の拡大に向けては、まずは事業体としてきちんとした成長をし

ていかなければいけないと思っております。 

 ですので、今までこの津和野町の自伐林家に対する支援というのは、例えば作業道の

支援ですとか、山の宝でもう一杯、３,０００円プラスしてというよう、目先のその搬

出すればお金を出しますよと、そういったものだったと思うんです。ではなくて、長い

目で見たときに、安定的な林業経営をしていくためには、やはり認定林業事業体という

形でしっかりと組織を強化していく必要があると思うんです。その上で、町として搬出

を促していくためには、当然、森林経営計画の策定というのが必要になってくると思い

ます。今、自伐林家の方々は、自分の山林ですとか、知人の山林を切って出していると

思うんですけども、そうしますと多面的の事業を使ってされているのかなと思うんです

が、そうではなくて、きちんと森林経営計画を樹立して、その地域の山全体を森林経営

していくんだという、そういった取組のほうが、組織も安定し、林業経営も安定してい

くと思うんですよ。そういったところを、まずは支援していく、こういうふうにやって

いくんだというふうな支援、そういった支援体制が必要だと思うんですけども、いかが

でしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  議員おっしゃるとおり、今町として行っております林家

さんへの補助としましては、先ほど言いましたとおり、道をつけたときに１,０００円

の補助とか、それからさっきチラッと言いましたけど、多面的に、これは国の事業でご

ざいますが、町は８分の１の負担をして、今多面的の事業、これ今、たしか１４業者ぐ

らい、確か町内で団体がおると思うんですけども、１６だったかな、あると思うんです

けども、そういったところへお願いをして、実際、竹の伐採とか、それから森林の整備、

それから下刈り等々お願いして、平米当たり幾らと言ったところでの補助をしておると

ころでございます。これ国の事業でございますんで、当然、国と県とで４分の１、それ

から、２分の１といったことになってまして、町としては８分の１といったところの事

業になっています。 

 これも先ほど申しましたとおり、農業の場合は認定農業者といったところで新しく新

規に就農していただいた方を認定農業者という格好で、いわゆる認定をして、その後、

次世代投資資金とかいったような括りの中で、今、応援をしておるところでございます。 



 林業の場合につきましては、この前の予算委員会のときもございましたけれども、自

分で、いわゆる地域おこし協力隊を卒業して、３年間はいわゆる町の補助を受けながら

進めていくといったところでございます。月に１０万円ほど、これも新たに町内で当然、

林業を引き続いてやられる方に限りますけれども、そういった方々につきましては、３

年間は補助をしていくといったような支援もあります。ただ、なかなか事業体にまで、

正直なところ、ただ事業体につきましても、いろんな補助のいわゆるメニューがござい

ますので、そういったようなところを利用していただきまして、また活用していただけ

ればなというふうに思っております。なかなか事業体まで手が回っていないというのは

現状だと思うんですけれども、また、いろんな、農林課のほうには、いろんなそういっ

た事業体におかれましても、いろんなメニューがございますんで、また相談いただけれ

ばというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  そういった組織の支援もしっかりしていただきたいと

思います。 

 それと、いろんな職業がありますけれども、今先ほどの０歳児からのひとづくりプロ

グラムと関連しまして、地域の方々が様々、児童や生徒と関わることによって、様々な

職業を知る機会にもなっております。そういったところで、林業体験とかそういったも

のもあるんですけども、農業の方がいいことをおっしゃっていました。田植えを手植え

でするというのは、確かに勉強にはなるけれども、一方で、農業はきついんだというイ

メージを刷り込むことになると。今、この世の中で手植えで田植えをしている人なんか、

ほとんどいないんだと。機械を使って、こんなに楽な仕事なんだということを言わない

と農業の従事者はこれからも減っていくんだと。 

 林業も同じでありまして、林業機械というのが増えてきております。林業はきつい、

危険というそういったイメージがあると思うんですけども、今、林業機械でほとんど作

業をしておりますので、音に比べれば、大分作業は楽になってきております。そういっ

た部分からも、イメージの払拭といいますか、林業学習、農業も当然そうなんですけど

も、様々なところで私どもはやってはおりますけれども、町全体として津和野町がこの

林業について取り組んでいくということであれば、様々な場面で、これまでもやってき

たと思いますけれども、林業って大変なんだなではなくて、林業って簡単なんだと、そ

ういった就業体験をしていただければと思います。 

 あと、この山林のアクセスですね、先ほど答弁でありましたけれども、アクセスに今、

県営林道、林業専用道の開設負担金ということで予算が計上されております。この、当

然、こういった林業専用道というのも当然必要です。必要なんですが、やはりそのアク

セス道というのが一番重要になってまいります。現在、様々なところで作業道がつけら

れておりますけれども、作業道をつけるまでのアクセス道、そういったところも重要に

なってくると思いますので、その辺りもしっかりと支援していただければと思います。 



 林業の話も当然そうなんですけども、津和野町のこの排出削減目標ということで、環

境省のホームページを調べていましたら、ＣＯ２排出量の傾向把握ということで、自治

体排出量カルテというのがございました。各自治体のＣＯ２排出量の傾向が出ているん

ですけれども、津和野町を見てみますと、３分の１は家庭内からの排出ということにな

っております。 

 そのほかの３分の１が、業務その他、ほかの３分の１が運輸ということなんですけど

も、この家庭という部分で、先ほど私が質問させていただきました、その自動車のＥＶ

ですとかＰＨＶ、そういったところの普及が、排出削減のさらなる効果に期待できるも

のではないかなと思っております。 

 国のメニューのほうでも、当然、こういったＥＶですとかＰＨＶの補助について交付

金が出ております。この島根県内においては、美郷町が充電器を設置した際に補助金を

出しております。当然、充電器だけではなくて、屋根に太陽光パネルですとか、そうい

った再エネを導入しなければいけないというような条件はあるようなんですけども、津

和野町、これ２０１８年の調査ですので、発電所ができれば、当然、その割合というの

が変わってくると思うんですが、ただ３分の１が家庭からのＣＯ２排出ということです

ので、それを削減するに当たっては、ＥＶの補助、ＰＨＶの補助というのも、今後、更

に需要が高まってきていると思いますので、重要な施策になってくると思いますが、そ

の所見をお伺いいたします。 

○議長（沖田  守君）  担当課長、それぞれの課長は、町長のフォローだけにしてく

ださい。質問者も、主たる質問は町長に投げかけて、そして町長の説明で足らないとこ

ろは課長へフォローを質問をすると、こういう方法でやっていただきたいと思いますが、

まずは町長。 

○町長（下森 博之君）  この電気自動車、それからプラグイン・ハイブリッド自動車

等への助成制度ということでございます。当然、趣旨としてはよく分かるわけでござい

まして、そうした支援制度というものも検討していくことは大事かというふうに思って

おります。 

 ただ、やはり本町も限られた財政ということになりますので、どういうふうに財源を、

これはいわゆる環境問題も大事ですが、その他、福祉、医療、教育、様々なものも大事

でありまして、そうしたバランスの中でどこまでできるかということを、また検討して

いく必要があるかというふうに思っております。 

 そういう意味では、やはり国県のいろんな補助制度というものを活用して、できるだ

け町の一般財源を抑制をした形で住民へのそのサービスにつながり、効果が上がるとい

うことを、常に全ての事業において考えているわけでございます。 

 現在、この脱炭素社会というのは、国を挙げてのプロジェクトになっておりますので、

そうした国の補助制度、そうしたものの、また今後の動きも見ながら、より本町も効率



的な財源の使い方を鑑みた中で、できることを考えていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

○議長（沖田  守君）  川田君。 

○議員（３番 川田  剛君）  では、私の質問はこれで終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、３番、川田剛君の質問を終わり、ここで１０分間ほ

ど休憩したいと思います。 

午前９時 42分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き質問を続けます。 

 発言順序２、８番、三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  議席番号８番、三浦英治です。通告に従って質問をし

たいと思います。 

 まず初めに、新型コロナウイルス感染症についてです。３回目のワクチン接種率をお

聞きします。 

 ２点目に、濃厚接触者として益田保健所から連絡があってからの対応はどのようなも

のなのか、３点目に、陽性反応が出たときからの対応の流れを教えていただきたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、８番、三浦議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 新型コロナウイルス感染症についてでございます。３月７日現在、２回目のワクチン

接種後６か月以上経過し、接種券を送付した方による３回目の接種率は、６７.３％と

なっております。そのうち６５歳以上の高齢者に限ると、７７.６％となっております。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者については、益田保健所が陽性者の行

動歴等の聞き取り調査等により把握をし、該当者に対しての電話連絡により、保健所の

指示に従った行動をとることとなります。町へは濃厚接触者の個人情報が入ることはあ

りませんので、原則、町として何かしらの対応をとることはございません。 

 次に、町内で陽性者が確認された場合、益田保健所から陽性者の行動歴等の調査結果

に基づく感染拡大への影響等について、情報提供がなされます。町は、保健所からもた

らされた情報を基に、町民の皆様への影響を考慮した上で、必要に応じて新型コロナウ

イルス感染症対策本部会議を開催し、感染拡大防止の対策を講じているところでござい

ます。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 



○議員（８番 三浦 英治君）  まず、３回目の接種、６５歳以上の高齢者が７７.６％

となっているようですけども、３回目の接種にためらっている人たちがいると思うんで

すいね、後遺症がどうこうという。私も、次の日に３８度２分熱が出て、ちょっと一日

動けなかったんですけども、心の中では、私はまだ若いんだと言い聞かせながら一日耐

えたわけなんですけども。 

 今後の、受けていない躊躇っている人たちへのその対応、もう今３回目打つしかない

というのが、大方の見方なんですけども、そこの対応は今後どうなるんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  現在のところ、接種券を出している数から、実際に

もう接種をされた方、それから今医療機関等に予約をされて、今後、接種をされる予定

の方を引きますと、まだ約６００人ぐらいの方が、接種券は出ていますが、接種もして

いないし予約もしていないということが伺える数字が今あります。 

 ただし、これにつきましては、強制的な接種をお願いすることはできませんので、あ

くまでもこれは御本人のお考えの中で接種をするかしないかを判断していただくとい

うこと。今後も、これまでは今まで接種がする気がなかったけど、今後したいという方

がおられましたら、それは町内の今医療機関のほうで、当面の間、和崎医院とつわぶき

医院のほうでは、３回目の接種をお願いしているところでありますので、実施をされた

い、したい方がおられる間は、そちらの医療機関のほうでできるということにしていき

たいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  大変、津和野町、対応がいいようで、例えば学校関係

の先生方、益田在住であっても津和野で受けられたりとか、すごい、このコロナワクチ

ン接種に関しての対応は、すばらしいものがあるんじゃないかなと思っております。 

 今回、この質問をしたのも、現在、この３月１６日、昨日現在で、新型コロナウイル

ス感染者は島根県内が７,９８４名、町内では３１名ということになっております。み

んな自分がかかったらという不安の中で生活をしているわけですね、デルタ株が出てか

ら。それで、今回、この実際にかかった人の話を聞くことができたので、ちょっと知ら

ないことが多過ぎたので、この質問を通告したわけです。 

 まず、陽性反応が出た場合、保健所から感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律に基づく感染症患者等の就業制限について、就業制限ですいね、仕事をす

るなということなんですが、そういう通知が、まず届きます。その通知には、就業が制

限されている業務に従事した場合は、法律の第７７条第４項の規定により５０万円以下

の罰金に処せられることがありますというような強烈な言葉が書かれているんですけ

ども、この体を毒されて、あと経済面で張り倒されるような状態に陥るわけですいね、

状況によっては。 



 みんな、コロナウイルス感染症にかかったらどうなるのかという不安の中で生活して

います。ただ、これが治って、病原体を保有しているかどうか、または症状が消失した

かが確認されたら、就業制限解除の通知がまた届きます。 

 それで分からなかったのが、この２つの通知を持って、生命保険の入院特約に入って

いる人は、自宅待機であっても入院給付金が払われるんですいね。こういったことも、

全く私、知らないで驚いたんですけども。それに輪をかけて、支援物資として保存が効

くレトルト食品、大体７,０００円、８,０００円ぐらいかな、段ボールに入っている、

それが宅配で届きます。 

 ただ、これも、また驚いたんですけども、それを拒否する人もいるようなんです、届

くのを。というのは、私の場合はもらえるものは何でももらえというタイプなんですけ

ども、他人に知られる、宅配が届いて他人に知られることを恐れる警戒心から拒否する

ようなんですいね。これどうなのかなという気がします。 

 出始めの頃、デルタ株の頃ですか、ある地区では、噂がもう尾ひれとなって、自治会

関係の役員さんが、それを打ち消すのにすごい時間がかかったというんですいね。じゃ

あ、それまでの人間関係、近所付き合いはどうなったんかなと思うんですけども、人間

の不安とか予想できないことが起きた場合というのは、特に災害なんかのときに、こう

いう噂が出やすくなりますいね。だから、正しい情報というのがすごく必要になってく

ると思います。 

 ただ、こういったことがあるということは、知っておいてほしいなという思いで質問

したわけですけども、何か今、保健所が全て対応するんだと思うんですけれども、どこ

かでこういった部分を知らせる方法、入院、例えば生命保険入っていて入院とかがあれ

ば、これが出ますよみたいなところのことを知らせる方法はないのかなと、広報の一隅

にでもちょっと入れてもらえれば、今確かに町内３１人ですけども、これもっと増える

おそれがあるわけですいね。ちょっと、そこの点について、どうお考えかお聞かせ願い

たいです。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  コロナに感染されちゃった方は、今町内で３１名お

られますが、当然、どなたかとかという詮索をすることもなく、また、誹謗中傷が起こ

るようなことがあっては、差別があってはいけないという中で町としても対応している

ところであります。 

 そういう中で、今議員言われました保険が適用されるとかというのは、恐らく保険の

種類によっては、それが適用されたりされなかったりもありましょうし、いろんなパタ

ーンがありますんで、それは行政の携わるところではないかなとは思っております。 

 当然、そのほか、感染された場合のどういう対応をとってほしいとか、そういうこと

については、ホームページ等でも、特に島根県等のホームページのほうでも、どういう



対応をとってほしいということはきちんと出ていますので、そういう広報は、当然、今

後もしていきたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  最近といいますか、例えば自主防災に関することとか

福祉関係に関することで必ず出るのが、日本人は助けてあげたいという意識は強いけれ

ども、助けてくれという言葉がなかなか言えないというのをよく聞きますし、現実、そ

うだなという気がします。そういった部分も、当然何かあったときには行政に相談が当

然来ると思いますので、きめ細やかな対応をお願いしたいと思います。 

 それでは、次の質問に参りたいと思います。次は日原診療所についてです。 

 ３月２８日から、元発熱外来施設が増築され、診療が開始されます。かのあしあぽろ

診療所は、どのようになるのでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、日原診療所についてお答えをさせていただきます。 

 日原診療所については、平成３０年４月より旧せせらぎ東棟２階において診療を続け

てまいりましたが、施設の老朽化、建物の維持コストの増加など多くの課題を抱えてい

ました。そのため、当初から計画しておりました通り、発熱外来施設を増築し、レント

ゲン撮影装置等を導入することで診療所の機能強化を図り、引き続き日原地域における

医療提供の拠点として、３月２８日より診療開始とする運びとなりました。 

 かのあしあぽろ診療所におかれましては、令和元年１０月より津和野町発熱外来施設

を使用し、社会医療法人正光会松ケ丘病院の医師により、毎月２回の診療を実施されて

おります。津和野町における精神疾患に関わる診療について御尽力をいただいておりま

したが、前日の施設建設当初の構想のとおり、日原診療所の移転に伴い、発熱外来施設

におけるかのあしあぽろ診療所の診療につきましては、３月１６日が最後の診療日とな

ります。 

 しかしながら、高齢化の進む当町において、認知症を含めた精神疾患の方への対応は

考慮していかなければならない重要な施策の一つと考えております。津和野町の精神医

療を今後どのようにしていくのか、津和野町と松ケ丘病院並びに医療法人橘井堂間で協

議を重ねた結果、４月からは指定管理下にある津和野共存病院が心療内科及び精神科を

標榜し、松ケ丘病院より医師を派遣いただき、非常勤科として、これまでと同様に月２

回の診療を行うことで当町の精神医療を担っていただくこととなりました。 

 精神疾患を持つ患者の方も多くの内科疾患の合併症があります。松ケ丘病院との病病

連携による患者情報の一元化により得られる津和野町のメリットは大きいと考えてお

ります。 

 また、かのあしあぽろ診療所を受診されておられた日原地域にお住まいの方につきま

しては、移動負担軽減のため、医療法人橘井堂が運行するシャトルバスを利用し、津和

野共存病院で受診いただくこととしております。 



○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  このことも受診していた人たちが、ちょっと不安な声

を聞くことがあったので質問をしているわけなんですけども、結構、日原診療所で受診

者には説明しているみたいなんですけど、丁寧に。なかなかこの認知症等を含めた精神

疾患の方が、なかなか理解できない。それを介護で連れていった人が、「言うんじゃけ

ど伝わらんのんじゃ」とか、いろんな、ちょっと本当、これ、今後こういうことが増え

てくると思うんですけども、何かこう理解してもらえる方法とか、理解しても、また忘

れてしまうとかちゅうんがあるんですけども、それとあとはそれを介護している周りの

人たちに伝えることも重要じゃないかなというふうに、すごく感じたんですいね。 

 それとあと、当然、吉賀方面から日原に通っていた方もいると思うんですいね。そう

いう人たちも、じゃあ、今の説明では、この橘井堂の運行するシャトルバスを利用する

ような形になろうかと思うんですけども、その点、ちょっと現場で今診察を受けている

人、また津和野に行くんだったら、これは松ケ丘の先生があっさり益田に来て、一緒に

治療したらどうかとか、いろんなことを、いろんな便宜を図っているようなんですけど

も、今後の対応というか所見をちょっとお聞かせ願いたいんですけども。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  松ケ丘病院から派遣いただいております医師、看護

師、事務の方が現在診療しております患者の方に対しまして、それぞれ津和野共存病院

のほうで診療を行うか、もしくは松ケ丘病院のほうで診療を行うかというところもお聞

きをして、今後どういった方向で進めていくかということの確認をとっているそうです。 

 ですが、どうしても、議員御質問のありましたとおり、御理解ができるかどうかとい

うところが問題になってくると思います。昨日も、松ケ丘病院のほうとお話をさせてい

ただいたわけなんですけども、４月につきましては、バスの運行も、現在、シャトル便

を２便運行させる予定としております。そのバス便につきましても、石見交通の広域線、

また六日市交通のバス、それぞれの時間帯がございますので、その辺等の整合性をとり

ながらやっていきたいとは思っておりますけども、どうしても４月いっぱいにつきまし

ては様子見という形で運行させていただくということで、それに基づきまして、５月以

降のところの運行を計画させていただくという形を考えております。 

 それと同じように、４月に、本来なら受診をしなければならない方というのがおられ

るかもしれませんが、もしそういった方々が受診を忘れているとか、受診ができなかっ

たというところにつきましても、松ケ丘病院から来ていただきます先生、ドクター、ま

た看護師等との情報共有をしながら、こういった方々が忘れているというところが、も

し多いようであれば、津和野共存病院の法人とも協議をさせていただきながら、どうし

たらこういった方々が受診漏れがないかというところを改めて周知をさせていただく、

または御連絡をさせていただくというところの方法論につきまして、検討させていただ

ければと考えております。 



○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  きめ細やかに対応されているようで安心しました。今

後ともよろしくお願いします。 

 それでは、次の質問に行きたいと思います。これからの質問は、３月定例会では町長

の施政方針を聞いて質問を通告します。予算審議を経て、一般質問となります。教育長

不在の中で、３月末には退職される教育次長に質問するという、何か不合理の中での質

問になりますが、一方的な質問になるかもしれませんが、よろしくお願いします。 

 まず、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）についてです。これまでの学

校評議員制度との違いと組織の概要をお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、学校運営協議会制度についてお答えをさせていた

だきます。 

 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）につきましては、平成１６年６月に

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正が行われ、その中で学校運営協議

会制度が創設されました。令和３年５月１日現在の島根県下の学校運営協議会制度の導

入状況は、幼稚園から特別支援学校までの全学校種では３７.９％の学校で、小中学校

では４１.３％の学校において導入されています。 

 本町では、これまでも開かれた学校の実現に向けて、学校と地域の協働による学習環

境の充実を図ってまいりましたが、更に一歩踏み出し、地域でどのような子ども達を育

てるのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを地域住民等と共有し、学校と

地域が一体となって子ども達を育むことが重要であると考え、令和４年度から学校運営

協議会制度を導入することといたしました。開かれた学校に向けての取組としては、こ

れまでも学校評議員制度がありましたが、その役割は、学校運営に関して、校長の求め

に応じて個人として意見を述べるにとどまっておりましたが、来年度から導入する学校

運営協議会制度は、校長が作成する学校運営の基本方針を承認することや、学校運営に

ついて、教育委員会または校長に意見を述べることができるとされており、合議制によ

り学校運営を行うことで拘束力が伴う点が大きな違いとなります。 

 次に、学校運営協議会の組織の概要につきましては、複数校での協議会設置もできる

こととしておりますが、現時点では、各小中学校にそれぞれ設置したいと考えておりま

す。 

 委員につきましては、保護者、校区内の地域住民、運営に資する活動を行う者、学識

経験者その他教育委員会が適当と認める者の中から１５名以内としており、地域性や規

模等を考慮しながら、学校ごとに委員数を定めたいと考えております。 

 また、協議する内容としましては、学校教育目標、運営計画等の検討や、学校・保護

者・地域住民等との連携、協働による教育の充実に関することのほか、これまで学校評



議委員会として行ってきた学校運営に関する評価についても、この学校運営協議会の中

で行いたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  平成２７年１２月に中央教育審議会の答申を受け、文

科省はこの平成２９年３月に地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正の中で

改正が行われました。それを受けての今年度からの学校運営協議会制度（コミュニティ・

スクール）の導入が決まったのだと思います。 

 予算審議の中で、町内の小中学校６校で４６名の委員に委嘱されるということが出ま

したけども、新年度が始まって、当然、これ教職員、保護者、地域といろいろな説明も

しなきゃならないだろうし、その委員さんも研修しなきゃならないと思うんですいね。

それはもう計画されているんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  まだ正式には、学校のほうから委員さんが、まだ上がっ

てきておりませんので、委員さんの人数確定という形には、まだなりませんけども、今

聞いております範囲では、まず少ないところで五、六人ぐらいから、上で１０人ちょっ

とぐらいのところで聞いております。当然、委員さんが決まりましたら、制度の御説明

ということは必要になってくると思います。 

 今、それ以前に、まず学校のほうもこの制度について知っておいていただかなければ

いけないということもございます。校長にしましては、校長会等で先進地のほうを視察

をしておりますので、その辺りのことについては、ある程度の理解はされていると思っ

ておりますが、教職員につきましては、まだ現段階では行っておりませんし、４月段階

で新しい体制といいますか、人事異動等も行われまして、異動になられる先生もおられ

ますので、４月になったところで、また教職員につきましては、そういった御説明も必

要になってこようかというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  以前、１５年ぐらい前になろうかと思います。新津和

野町になって、教育委員会が学校統廃合の方針を取りまとめるすったもんだしたときに、

このコミュニティスクール設置を求める請願が出されております。それを受けて、教育

委員会は先進地へ視察に行ったり、随分協議を重ねました。そこでネックになったのが、

教職員の任用に関することです。当時、校長会でもすごいこのことに拒否して、問題に

なったのを記憶しております。 

 学校運営協議会は教職員の人事について、教育委員会を通じて任命権者に意見を述べ

ることができるとされておりますし、今回の改正の内容では、以前と変わったところで

は、その意見の対象、どのような意見を対象にするかということを教育委員会の規則で

定めることができるとされている、ここがすごく重要になってくると思うんですいね。



当然、校長会、校長先生らも視察に行って、こういう面がすごく気になったと思うんで

すいね。何かそういったとき、校長会等で何か意見は出ませんでしたかいね。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  私も校長会のほうには、ちょっと出ておりませんので、

どういった意見が出たかということを具体的には聞いておりませんけども、確かに以前

も、この制度ができてから、なかなか取り組めなかった一つの一番大きな要因というの

が、学校の人事ですね、教職員の人事に関することまで踏み込めるというふうに国のほ

うの規則等には書いてありますので、その部分が一番多分ネックになったということは

容易に想像できるんですけども。 

 町として、この学校評議委員会制度を行うに当たりましては規則のほうを定めると、

定めなければなりませんので、今月２２日に教育委員会を開催いたしますけども、その

中で規則のほうを制定していくということで考えております。 

 その中では、今言われた人事のことについては、具体的に協議会の事業としては挙げ

ておりません。ただ、反対に、人事ができるということにつきましては、前向きな考え

方としましては、例えば、地元がこういう学校づくりを、学校も含めてですけど例えば、

青原小学校が、こういう学校づくりをしたいのでこういった先生を呼んできてほしいと

いうようなことは反対に言えるという制度でもありますので、人事に関しては、そうい

った前向きな活用のほうでやっていければ、より充実した組織になるんじゃないかなと

いうふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  確かに本当に前向きな部分というのは、先進地視察し

たときに、すごく感じたのは、そこなんですいね。つい、あの先生は、この先生はとい

うような世界じゃないんですいね。じゃけ、そこのところを、当然、委員の人も研修す

るだろうし、教育委員会内部でも協議重ねると思うんですけども、よりよい教育の場に

してほしいと思いますし、学校評議委員制度ではできなかったことが、今度すごくでき

てくるんですいね、このコミュニティスクールによって。できれば、それがまた学校を

超えた連携に始まった形とか、いろんな膨らみが出てくると思うんで、いろいろ障害は

あるかと思いますが、検討というか期待しております。 

 次の質問、これもちょっと関連になりますが、次の質問の青少年育成についてです。 

 施政方針の中で、現在、津和野地区４組織で取り組んでいる青少年育成協議会を今後、

日原地区でも組織化を図り、活動を広げたいとしています。これまでにも働きかけ等を

模索してきたと思いますが、具体的な計画をお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、青少年育成についてお答えをさせていただきます。 

 第２次津和野町総合振興計画では、次代を担う青少年の健全な育成を目指し、家庭・

地域・学校が連携して変化を続ける社会状況等に対応しながら、青少年の健全育成に取



り組むことを目標としております。この計画に沿って、本町におきましては、津和野地

域の４つの公民館に、それぞれ青少年育成協議会を設置して活動を行っているところで

ございます。 

 日原地域への協議会の設置につきましては、これまでも公民館長主事会議等でお願い

をしてきているところですが、いまだ組織化には至っていないのが現状です。しかしな

がら、組織化はされていないものの、地域のボランティアの方々が、通学時の見守り活

動等を行っており、協議会の活動内容としても遜色ないものと考えております。今後も

引き続き、青少年の非行防止や健全育成に取り組み、青少年育成活動を行ってまいりま

す。 

 また、併せて、日原地区の組織化に向けても、具体的な取組を進めてまいりたいと考

えております。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  この青少年健全育成に関しましては、私が議員になっ

て、もう１２年目が終わろうとしているんですが、なった当初から、これを一般質問を

含め、決算委員会、予算委員会で、こんなアンバランスは何かということで、ずっと追

及してきたんですが、やっとこの施政方針に載ったなという気がしております。 

 それで、青少年健全育成に限らず、例えば、新津和野町になって、情勢、旧津和野、

旧日原じゃあ、どうじゃ、こうじゃということがよう出ます。けども、たかだかこの１

０万予算のこれだけも解決できないのに情勢なんて、まだ無理だろうというのも思いも

私の中でもありました。 

 そうした中で、活動はしているんですよね。ただ、横軸組織ができていないだけで、

それで以前にも、前教育長なんかが館長主事会議で問うたりとか、いろんな様子は耳に

入ったんですが、問うても、はっきりいって私、無理だと思います。もう教育委員会で、

こういう形にするというものを打ち出さないと、それでどうですかというのをやらない

と、結構、この青少年健全育成に関しては、具体的にこれが、これがというものはない

んですいね。ただ、私自身がちょっと関わっている部分では、ＳＮＳとかいろんな部分

で、ちょっと問題行動等が見えにくくなっているという、それに関わる人たちがどうサ

ポートすればいいのかというような、すごく大きなテーマがあるんですけれども。ただ

これを、本当、具体的に進めていってほしいと思います。 

 それで、今津和野町では、０歳児からのひとづくり推進室が、今年度から教育委員会

に移行されます。また、津和野高校支援も教育委員会に移管されます。津和野町では、

教育の魅力化という命題の下で、０歳児からのひとづくりプログラム、社会教育では、

学びの協働推進事業、その津和野高校支援から始まった保小中高連携、様々な施策がな

されてきております。また、学校では、ふるさと教育という部分がずっと行われており

ます。それで、今回、学校運営協議会、コミュニティスクールが導入されます。学校・

保護者・地域、そして公民館活動等、全ての町民に、これ関係することです。 



 つまり、何が言いたいかというと、はっきりいって頭混乱するんじゃないかなと。何

がどうかというのを、きちっと説明していかないと、受け手は同じ人が多いいんですい

ね。特に気になるのが、この一連の中で、教育というのは分かるんですけども、魅力化

というのも分かるんですけども、家庭というのが、どこか欠落しているような気がする

んですいね、私の中では。家庭教育。それと社会教育でいうと、学校・地域・家庭の連

携だとかいろいろ言いつつも、家庭というのがすごい欠落しているような気がして。以

前、議会でも議長お願いして、研修会を家庭教育基本条例に関しての研修会を開いたり

したんですけども、その頃は自分の中には、福祉面で、父子家庭、母子家庭とかそうい

った場合はどうなのかというのが心の中でちょっと整合性がとれなかったんというの

があるんですが、それも家庭なんですいね。じゃけ、そこのところがすごく気になって

います。 

 また、公民館関係の人とかいろいろ聞いても、あまりにもいろんなメニューの中で、

はっきり言って横軸を狙っているというのは分かるんだけども、現実、入ってくるのに

横軸突っつこうか、その行政用かもしれんけど、受ける方からすると、何が何やらとい

うような状態だと思うんですいね。この学校運営協議会、コミュニティスクールが導入

される、これは本当、すごい機会だと思うんです。困惑しない対応と、少しでも津和野

町の教育が魅力になるように期待しております。 

 ちょっと所見をお願いしたいんですが、町長、どんなですかいね、今のそのことに関

して。横軸ですいね。横をつくらな、つくらないけんと言いつつも、メニューがいっぱ

いあるんですよ、メニューがね。社会教育、学校教育、いろんな分がある。でもその中

には最終的には子ども達にかかってくるわけなんですいね。本当、これは、コミュニテ

ィスクールが導入するいいきっかけ、この一番のいいきっかけになると思いますし、啓

発するためのいい機会にもなると思います。ちょっとその点について所見をお聞かせ願

いたいんですが。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  議員のおっしゃられるとおりで、いろんな物事が動き始めて

いるという状況の中で、それぞれがてんでばらばらに動いていくということになると混

乱を生じさせるだけだろうというふうに思っております。 

 ただ、本町は先ほどから申し上げておりますように、０歳児からのひとづくり事業と

いうものを進めようとしている中で、また令和４年度からは、この推進室を教育委員会

に移してやっていこうというところであります。そこに、この学校運営協議会制度とい

うものが導入されてくるというわけでありますから、うまくその０歳児からのひとづく

りプログラムの中に組み込まれて、そして、この教育の魅力化というものに、うまく一

つの軌道が順調に進んでいくように、また整理をしながら連携をし、取り組んでいく必

要が当然あるかというふうに思っておるところであります。 



 そうした中で、また家庭という部分の視点を、もっと重点的に着目をして、その取組

の中に活用していくべきじゃないかという御指摘でもあろうかと思っておりますので、

このことについては、総合教育会議という場においても、そこには町長としての発言の

機会もあるかというふうに思っておりますので、今日、議員御指摘をいただいたような

ことを、その教育委員会の中で、また０歳児からのひとづくり推進室の中で、どういう

動きになっているかということは、常に私自身も関心を持って、日頃から見ておきなが

ら、その政治的中立性という範囲を越えない中で、総合教育会議の場等において、また

私なりの所感、それから、こういうことを、またしたら、より進んでいくんじゃないか

というような思い、そういうものも、また述べさせていただきたいというふうに考えて

おるところであります。 

○議長（沖田  守君）  三浦君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  本当、町民の口から教育のまちだと、先人がつくった

ことじゃなくて、今自分たちがつくっている、これが教育のまち津和野だという部分が

胸を張れるような、そういった形をつくっていってほしいと思います。大いに期待して

おります。 

 これで私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、８番、三浦英治君の質問を終わり、１１時まで休憩

といたします。 

午前 10時 40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き質問を続けます。 

 発言順序３、９番、寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ９番、寺戸昌子です。通告に従い、質問をさせていた

だきます。 

 町長施政方針について質問をさせていただきます。 

 まず、町長施政方針で、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に関することを町長が

述べられたことに大変勇気づけられます。国際社会の懸命の努力にもかかわらず、２月

２４日には、ロシアは一方的にウクライナへ侵攻しました。このことは、ウクライナの

主権と領土を侵し、国連憲章、国際法を踏みにじる紛れもない侵略行為であり、断固糾

弾します。直ちに軍事行動を止め、撤退させることを強く求めます。国際社会がロシア

のウクライナ侵略反対の一点で団結し、侵略を止めさせることを呼びかけ続けなければ

ならないと思います。議会でも意見書を上げさせていただきました。 

 次に、ゼロカーボンシティ宣言についてです。 



 施政方針において、ゼロカーボンシティを宣言されました。ゼロカーボンシティ宣言

とは、２０５０年に自治体の二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることの表明です。２０

２０年１２月の議会で、２０５０年温室効果ガス排出実質ゼロの宣言を津和野町がする

ことを提案させていただきましたが、津和野町が二酸化炭素削減のリーダーとして引っ

張っていこうという町長の意気込みをお聞きしました、そこで。 

 さて、このゼロカーボンシティ宣言なんですが、町民にとっては、なかなか聞き慣れ

ない言葉かもしれません。そういう面で、いろいろ行政のほうに取り組んでいってもら

わなければならないことがたくさんあると思います。今後の取組を期待するものです。 

 この宣言を行うことは、エネルギーの地産地消の実現に向け、取組を強化していくも

のを示すものだとしていますが、どのように取り組み、２０５０年までに二酸化炭素実

質排出量ゼロを目指す計画なのか、お尋ねします。 

 引き続き、次の質問に移ります。 

 交通手段の確保についてです。施政方針において、交通体系の改善に向けた取組を適

宜行っていくとされました。昨年末から、日本共産党津和野町委員会が町内に各戸配布

で行わせてもらったアンケートでは、多くの町民の皆さんに御協力をいただき、数多く

の返信が返ってきました。 

 その中で、交通の不便や買い物の不便で困っていると答えている方が半数近くにも上

りました。「免許を返納したいが、公共交通などに不安があり決断できない」など、記

述式でたくさんの意見を頂きました。交通手段の確保は喫緊の課題になっています。今

後、どのように取り組んでいかれるのでしょうか。 

 次に、３番目に、住民協働のまちづくりの推進についてです。 

 行政と住民がお互いに手を取り合い、協働し、地域を維持していく対策を講じていか

なくては疲弊した地域を守っていくことはできません。そのために、２０１２年度には、

まちづくり委員会の制度が始まりました。１０年がたちました。施政方針において、こ

れまでの課題点等を検証し、よりよい制度への見直しを行いながら、それぞれの地域の

特性を生かした活動や課題解決に向けた活動を進めるとされています。よりよい制度へ

見直すための課題点は何でしょうか。まちづくり組織交付金は見直されるのでしょうか。

地域提案型事業は、先進的取組が未来づくり協働会議を通して他の地域に波及されてい

くような仕組みづくりが必要と考えますが、いかがでしょうか。 

 次に、障がい者福祉の充実についてです。 

 施政方針において、「障がい者が住み慣れた地域で自分らしく生活し続けられるよう、

第６期津和野町障がい者福祉計画に基づいた事業を推進していく」とあります。町内で

は、親や家族が亡くなった後、障がいを持つ本人は一人で生活ができないので心配だと

いう声を数多く聞きます。また、先ほど紹介したアンケートの返信でも、「親が障がい

を持つ子の面倒を見られなくなったとき子どもは安心して津和野に住むところがない」、

「グループホームが欲しい」、「障がい者に応じたホームヘルプサービスが提供できる



ような津和野になってほしい」という御意見を頂きました。親や家族が亡くなった後、

障がい者が安心して暮らせる事業として、グループホームなどは計画されているのでし

ょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、９番、寺戸議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。町長施政方針についてでございます。 

 まず、ゼロカーボンシティ宣言でございます。 

 議員御指摘のとおり、ゼロカーボンシティ宣言は、エネルギーの地産地消の実現に向

け、取組を強化していくことを示すものであり、世界や国及び県の動きに足並みを揃え、

国際社会の一員である一自治体として、脱炭素社会の実現に向け、責務を果たすための

意思表示であると考えております。 

 また、その責務を果たすために、具体的な施策を実施していくことが不可欠となって

まいります。２０５０年までの二酸化炭素実質排出量ゼロに向けて、現在、木質バイオ

マスガス化発電を主軸とし、太陽光発電や小水力発電等の導入により、二酸化炭素実質

排出量ゼロとする仮説を立てております。計画を策定していく上で、仮説を検証しなが

ら、正確な再生可能エネルギーのポテンシャル調査を行い、導入設備や規模等の可能性

を十分に検討しながら、具体的施策の方針及び目標等を定めていきたいと考えておりま

す。 

 次に、交通手段の確保についてでございます。議員御指摘のとおり、高齢化に伴い、

今後、免許返納者の増加が見込まれる本町におきまして、交通手段の確保は喫緊の課題

であると認識しております。津和野町の交通対策としましては、これまでも交通空白地

への定時定路線による町営バスの運行やデマンドバスの運行を行ってまいりました。し

かし、町営バスの運行だけでは便数に限りがあることや、特に山間部にお住まいの方か

らバス停までの距離が遠いといったお困りの声を頂いておりました。 

 そこで、そういった交通不便を解消するため、令和３年１０月より木部地区を対象と

した定額制乗合タクシーの実証実験を実施したところであります。本事業は、タクシー

を活用し、月額５,５００円を支払うことで、木部地区内や木部地区から津和野地区の

間を乗り放題で利用できるとしたものであります。 

 事前に行ったアンケートにおいては、３１名の方が利用すると回答されていましたが、

１２月１日の段階での登録者が５名にとどまっていたため、登録者増加の取組として、

１２月から１月の間を無料期間として運行し、２月からはライトプランとして月額２,

８００円で月４回まで利用可能という運賃設定も追加し、実施してまいりました。 

 しかし、結果として、２月末までの登録者数は１４名で、３月における利用継続希望

者は７名といった数字となっております。状況を分析するため、２月に木部地区住民を

対象にアンケートを実施しましたところ、「事業を知っていたが利用登録なし」が全体

の８割を超え、利用しない理由としては、「自動車を運転できる」、「町営バスを利用



するから」といった意見が多くありました。これらのことから、当初、こちらで想定を

していたニーズがなかったことや、町営バスの利用が地域に馴染んでいるといったこと

が判明いたしました。また、新型コロナウイルス感染症の蔓延により外出を控えている

といったことも影響しているものと推察しております。 

 以上の結果から、本事業が木部地区における移動手段として、持続可能な状況には至

らなかったと判断し、４月以降の継続は難しいと考えておりますが、利用者の利用目的

の７割以上が通院であったことから、そういった方たちににターゲットを絞った取組を

今後検討していく必要があると考えております。このことについては、福祉的視点が必

要不可欠となりますので、つわの暮らし推進課だけでなく、医療対策課や健康福祉課、

公民館等と話し合いながら検討してまいります。 

 次に、住民協働のまちづくりの推進でございます。まちづくり制度については、平成

２４年度の設立から１期３年のスパンで実施しており、今年度で１０年というひとつの

節目の年を迎えております。また、今年度が１期３年のうちの初年度であり、令和５年

度までは現行制度を継続する予定としております。 

 現行制度の課題点といたしましては、これまでの事業評価を各まちづくり委員会にし

ていただいた中で、地域の役員や事務等の担い手不足及び制度や事業のマンネリ化等が

挙げられております。 

 一方で、今後におきましても、さらなる高齢化や人口減少が予測される中で、持続可

能な地域づくりのためにも、住民協働によるまちづくりは一層必要性が増してくるとも

考えております。このような課題点を解決し、地域の皆様にとってより良い制度となる

ように、令和６年度の制度改正に向けて、地域の皆様はもちろん、役場内部でも十分に

検討を重ねながら、より効果的な制度の構築を行ってまいります。 

 併せて、この制度改正につきましては、制度内容の全般的な見直しを検討するもので

あり、組織交付金につきましても検討してまいりたいと考えております。 

 議員御指摘のとおり、先進的取組を共有し、各地域に適した形で事業の検討を行い、

導入していくことは効果的であると考えられます。先進的な取組を町内地域へ波及させ

ることを期待し、町内のみならず、全国や県の地域の先進事例について、未来づくり協

働会議の場を初めとして、情報提供や情報共有に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、障がい者福祉の充実でございます。昨年策定した第６期障がい者計画、障がい

福祉計画には、高齢の両親と同居の障がいのある人が多く、親亡き後の不安、心配に対

応するため、障がいの程度や社会適応能力等を支援し、生まれ育った地で生活を続ける

ことができるよう、グループホームの整備を働きかけるとともに障がいに対する地域住

民の理解を促すことに努めますと記載しております。 

 町として、現段階での具体的なグループホーム等の整備計画はありませんが、昨年１

１月には、津和野町自立支援協議会として、社会福祉協議会や、つわの清流会等の関係

機関と一緒に、益田市内のグループホームの運営方法や実施状況を視察してきたところ



です。現在、津和野町から町外のグループホームを利用されている方は１７名おられま

すが、利用者や、今後利用したいと考えておられる方からは、地元で生活したいという

意向や、将来を不安視する声、またグループホーム事業の実施要望を関係者や団体等か

ら聞いているところでありますので、今後、早急に検討をしていきたいと考えておりま

す。 

○議長（沖田  守君）  寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ４つ質問をさせていただいたので、順番にもう一回質

問をさせていただこうと思っています。 

 まず、ゼロカーボンシティ宣言のところですが、太陽光発電や小水力発電ということ

で、それを導入を働きかけていくということなんですが、太陽光発電は、かなり家の御

自宅の上につけられたりとか青原小学校の上にもつけたりされたり、結構ポピュラーに

なってきつつあるんですが、その小水力発電というのは、たしか柿木のほうで今取組を

されているというのは聞いたことがあるんですが、この津和野町では、もう既にされて

いるところがあるのか、それかされているところが少ないから、これからどんどん候補

地を挙げていってということでここに挙げられたのか、その辺をお聞かせいただいたら。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  小水力発電につきましては、今現在津和野

町で具体的にあるものではございません。なぜここで小水力発電が出てきたかと申しま

すと、小水力発電にと申しましても、いろいろな規模がございます。津和野町にとって、

先ほど町長の答弁にもありましたが、町内のポテンシャルを有効利用したいという意味

で言うと、津和野町は標高５０メートル付近から５００メートル付近まで住居が点在し

ております。それだけ起伏に富んだ地形を有しているということは、要は高度差を利用

して水力発電が可能であるというような専門家の意見もいただいております。 

 現在予備調査を行っているところでございまして、本格的には来年度になりましてか

ら、そうした津和野町のポテンシャルを見極めながら、小水力発電の規模等を決定しな

がら、導入時期とか導入施設の規模ですとか、そうしたことを今後検討してまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ゼロカーボンシティ宣言をされたということで、もの

すごく期待を持っています。ただ、行政が宣言して、行政としてやっていくのではなく、

やはり町民が、我が町はゼロカーボンシティ宣言をしているんだからという視点を持っ

ていろいろ動いていただかないと、なかなか進んでいかないものだと思います。先ほど

の同僚議員の質問でも、家庭内でのエネルギーが３分の１、津和野町は使っているとい

うことだったので、その小水力発電のことも町民の皆さんに少しずつでもいいですから、

伝え、もう伝えられているんか、私が情報をちょっとつかみ切れていないのかもしれな



いんですが、こういうすばらしい取組をするんだということをしっかり情報発信してい

ただきたいなと思います。 

 それで、ゼロカーボンシティ宣言をするというのは、やはり大きな地球の環境を考え

てのことから発しているんで、その一般町民、私たちにとっては何かあまりに話が大き

過ぎて、自分事としてなかなか捉えにくい、それはやはり私たち町民が情報をきちんと

キャッチしていないからというのがあると思うんです。 

 以前に、温室効果ガス排出実質ゼロを宣言してほしいということを提案させていただ

いたときにも言わせていただいたんですが、２０５０年の天気予報というのがＮＨＫが

つくったのがあります。これは、国連のほうで、全世界でつくってくださいということ

で、全世界で取り組んだものの中の日本語版なんですが、それを見ると、本当、２０５

０年にこのまま進んでしまったら、今生まれた子が５０歳になったときに、この地球が

こんなになってしまうのかというのをすごい感じます。やはり一歩を踏み出さなくては

ということを、すごく感じました。 

 そのような情報を、行政のほうはかなり手にしておられると思います。その映像、今

紹介した映像以外にも。そういうものをしっかり発信していくことが必要だと思います。

このゼロカーボンシティ宣言の中に、多分そういう計画も組み込まれていくんじゃない

かと思うんですが、その辺はいかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  これからゼロカーボンシティ宣言を行った上で、まず計画策

定に取り組んでいくということになります。今後、どういった計画になっていくのかと

いうことでありますが、要は、この二酸化炭素排出ゼロということであります。ただ、

現実的に町民の生活がある上で、排出をゼロにするということは難しいというふうに理

解しております。 

 やはり二酸化炭素実質ゼロというのは、要は釈迦に説法のお話になりますが、１つは、

二酸化炭素を吸収し、貯蔵する機能、これが主に森林整備というふうに位置づけており

ますが。それからもう一つは、やはり家庭や企業とかで排出を抑制するという部分、そ

この部分を両面から取り組んでいく必要があるということになると思います。 

 その取組のことを、まずは数値化をして、そして見える化をしていこうということに

なると思います。その上で、その吸収と貯蔵の部分と排出抑制の部分と、両面から取組

をしていくわけですが、やはり町の限られた財源でありますから、どちらのほうを重点

的にやっていくのかというようなことも、ある意味、数値化されたものを見ながら、町

としての方針も定めていかなければならないというふうに思っております。 

 といいますのも、もう少し具体的に言うと、例えば排出の抑制ということになると、

太陽光発電や、あるいは小水力発電等の導入とか、あるいは先ほどの川田議員の御質問

にもありました電気自動車等の関係へのそういう助成事業ということも考えられるか

とも思っております。 



 一方で、森林整備ということも大事でありますから、そうした森林整備のほうへもい

ろんな、やはり事業費を投じていくということにもなろうかと思います。だから、それ

を町として、どちらに限られた財源を配分していくのかという観点になるわけでありま

して、まだ今から計画策定ですから、今確定的なことは申し上げられませんが、例えば、

町がより財源を効果的に使おうと思えば、少し排出抑制のほうは、そちらよりも森林整

備のほうにお金をかけていったほうが、この自伐型林家の育成が、また定住につながる

という、そのいわゆる投じた資金の相乗効果がつながるんじゃないかとか、そういう考

え方として成り立っていくかというふうに思っております。そういうところを計画策定

を行いながら、町としての、今後の実質ゼロに向けた取組方針というのを定めていきた

いというふうに思っております。 

 その計画を定めた上で、当然、この町民の皆様の協力というのは、もうこれは大前提

になってまいりますので、議員おっしゃられるとおりの情報発信というのは、非常に重

要になってくると思います。ですので、この計画策定を行って、できるだけやっぱり数

値を見える化したことが、町民の皆さんにとっても自分たちの行動が、こうした二酸化

炭素実質排出ゼロにつながるんだということを分かりやすく伝わると思っています。そ

して、それがまた世界への国際貢献の一つにもなるんだということが、本当に分かりや

すく実感として感じていただけるように情報発信をしていきたいというふうに思って

おりますので、その辺は、またこの計画策定後の取組、策定中でも、その取組を始めて

いく必要があるかと思っておりますが、取り組んでいきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（沖田  守君）  寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  やはり町民の協力なくしてはできないということを考

えておられるというのは、よかったというか、はい。ええとですね、それで、町民の皆

さんにＣＯ２を削減していくんだよという話をすると、どうしても昔の生活に戻るんじ

ゃないのというような感覚をお持ちになってしまうところが、どうしてもあります。 

 ヨーロッパなどでは、先進地なので、ＣＯ２の排出を減していく、地球環境を守るん

だということは、生活環境がよくなっていくという感覚をお持ちなんですが、日本にお

いては、なかなかその感覚がなく、倹約をしていく、切り詰めていくという感覚になっ

てしまう、一般の方々にとっては、そういう、私もそうですが。そういうことをちょっ

と刷り込まれてきてしまっているので、そうではなくて、ゼロカーボンシティになるこ

とで、私たちの生活が豊かになっていくんだよということを、ぜひ中に盛り込んで発信

していっていただきたいと思います。 

 一人一人の努力はものすごく大切なことなんですが、このゼロカーボンシティに向け

ての努力はすごい大切なことなんですが、それと並行して、やはりシステムが変わって

いかないと成功しないということは、先進的な取組をされているところでもお聞きしま

した。ですので、ぜひその点をお願いしたいと思います。 



 それで、環境パートナーシップ会議というものが我が町にはあります。もう地球温暖

化がデマではないかということが言われている時代から活動している環境パートナー

シップ会議です。そこでは、グリーンカーテン、印象的なのがグリーンカーテンの取組

なんですが、グリーンカーテンとは何ぞやというときから、グリーンカーテンとはこう

いうもので、窓際にいろんな葉っぱを茂らせると中の室内の温度が下がるんだよとかい

うことを発信しながら、活動をしておられます。今、その町内の方々にグリーンカーテ

ンという話をすると、「ああ、うちもやっているよ、今年は何でしようかと思っている

の、ゴーヤはちょっと苦手だから今年はアサガオにしようかな」とか、そういう話にな

っていきます。やはりこれは環境パートナーシップ会議という町民からいろいろやって

いく主体があったからこそできたことで、このゼロカーボンシティ宣言に関しても、こ

の環境パートナーシップ会議と一緒に取り組んでいっていただきたいなと思います。そ

の辺は、いかがでしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  これまでも環境パートナーシップ会議におかれましては、そ

してそれを構成する団体におかれましても、それぞれの団体において、この津和野町の

環境問題に関する取組に対して、非常に御貢献をいただいてきたというふうに思ってい

るところでございます。 

 これは、二酸化炭素排出ゼロという観点もそうですし、高津川の浄化の取組、そうし

たこと、いろんな面でお願いや御協力をいただいてまいりました。今後も、このゼロカ

ーボンシティ宣言を行って、二酸化炭素実質排出量ゼロ、津和野町は目指していく上で、

このパートナーシップ会議の皆さんの御協力は不可欠だというふうにも思っておりま

すので、その計画策定の段階においても、いろんな面でアドバイスも頂いてまいりたい

というふうにも思っております。 

 それで我々もまた、この議員御指摘のように、情報を町民の皆さんに広く、分かりや

すく情報発信をすることで、またパートナー会議の活動のほうへも、この町民の皆さん

の理解と、それから活動の輪が広がっていくというふうにも思っております。そういう

面でも好循環というものをつくり出していきたいと、そのように考えているところであ

ります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  前にもお話しをしましたが、津和野町は、やっぱり過

疎の町、過疎が進んでいく町という、そのレッテルをはがすためにも環境問題に先進的

であり、ここの町に来れば地球のためにもなるしという、そのプラス方向での津和野町

のイメージを、このゼロカーボンシティ宣言もその材料にしていただけないかなと思っ

ています。そのためにゼロカーボンシティ宣言をするという意味ではなく、ゼロカーボ

ンシティ宣言をした町ということで地球環境を考える人が集まってくる、そういうふう

な町にしていただけたらと思います。 



 では、次の交通手段の確保についてお伺いします。 

 交通手段の確保が喫緊の課題という認識をしておられるというのは、前々からお聞き

していましたが、今回の木部での実証実験では、３月における利用継続者の希望者が７

名なので継続性がないと判断されたということなんですが、７名おられるということは、

すごいことだなと私のほうでは思いました。 

 というのが、お年を召された方が自分の生活形態を変えるのというのは、なかなか大

変なことで、新しいものを使って自分の生活を組み立てていくというのが大変な中で、

７名の方が利用継続をされるということが出たということは、これはすごいことだと思

ったんですが、その反対のように受け取られているような気がしたんですが、もう少し

その辺をお聞かせいただけたら。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今７名が、十分いるんじゃないかという御

質問ですが、確かにそういう見方もできると思っています。ただ、今、今回の実証実験

はＫｏｉＫｏｉタクシーさんとか、そうした方々の御協力も頂いて実証実験を行ってま

いりました。そうしますと、当然採算ベースが幾らですとか、今、今回５,５００円の

定額制でスタートいたしましたが、実際、それだと利用人数がどのくらいじゃないと、

なかなか採算がとれないとかいうような数字もございます。そうしたときに鑑みた場合

に、なかなかちょっとこの数字じゃ厳しいという判断があるのが１点と、それから、先

ほどの町長の答弁の中にもありましたけども、最初のアンケートでは３１名の方が利用

したいということであったんですが、なかなか周知期間が十分にとれなかったこともあ

りまして利用者が伸び悩んだ。ましてや、今回コロナ禍でございましたので、そうした

要因もあったんであろうというふうに考えております。 

 そうしたことを鑑みますと、一旦は、ちょっと打ち切らせていただいて、今回のデー

タをしっかり次のアクションに起こすような形をとりたいと思っております。福祉的な

施策が、要因が大きいということで、先ほど町長にもありましたけども、当然、健康福

祉課、医療対策課、公民館とか、そうしたところと協議していきたい。もう一個特徴的

なのが、通院で使うという方が非常に多くいらっしゃいましたので、そうした交通弱者

の方々が、特に病院への通院に使うということのデータもしっかり鑑みながら、新しい

制度設計をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  近隣の市町村や隣の広島などでも、かなり乗合タクシ

ーをされているところがあるとお聞きしました。その辺の事例を参考に、多分されてや

っておられると思うんですが、そこを継続事業でされているところもかなりあると思う

んですが、その辺は把握をされているんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 



○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  一番身近なところで言いますと、島根県内

で言いますと、大田市がこうした乗合タクシーを実証実験やっておられます。それはず

っと継続されておりまして、月々３,３００円の料金体系のようです。 

 これも地元のタクシー業者さんとの御協力のもとにやっておられるということで、成

り立っているわけですが、やっぱり習慣化するのには、やはり時間がかかるそうです。

先ほど議員おっしゃったように、高齢者の方が移動手段を変えるというのは、生活パタ

ーンの一部が変わっていくわけでございますので、非常にハードルが高いということも

今回感じました。ですから、高齢者の方々にどう根付かせていくか、どうこの制度のメ

リットみたいなものを認識していただくかということに、やはりこれは時間がかかるな

というのも実感しております。ですので、やっぱり先進事例と言いますか、優良事例を

見ますと、やっぱりその周知期間にかなり時間をかけていらっしゃるということが今回

も分かりましたので、今回は令和３年の１０月からのスタートで、周知期間を始めたの

は７月からでございました。なので、その３か月の周知期間は、ちょっと十分でなかっ

たかなというふうな反省もございますので、そうした反省点も踏まえて、今後の制度設

計に生かしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  最初に３１人の方が関心を示されたということで、や

はり周知期間をしっかり設けて制度設計を練り直して、また挑戦していただけたらと思

います。私は、青原に住んでいますが、こういうタクシーが、この辺にもあると助かる

よなとかいう声をお聞きしています。ですので、ぜひしっかり取り組んでいただけたら

と思います。 

 では、次の住民と協働のまちづくりの推進について、お伺いをさせていただきます。 

 令和４年度、来年度が２年目になるということで、まだ制度は変えないという、制度

は変えず、そのまま続行するが、令和６年度から新しい制度になるよう、いろいろ地域

の皆さんと話し合いをしながら制度を変えていくんだということを、先ほど町長からお

伺いしたんですが、令和６年度から始めるということは、令和４年度、令和５年度、こ

の２年間でまちづくり委員会の制度を改革していくということになると思うんですが、

来年度、地域の方々との話し合いとか、そういうことは、どのように進めていかれるの

か、お伺いします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  早速令和４年度になりましたら、各まちづ

くり委員会の方々とのヒアリングがございます。毎年、大体５月に実施しておりますが、

そうした中で、今年度も私、全ヒアリング出席させていただいて、各まちづくり委員会

の会長さん、事務局長さんとお話しさせていただいておりますが、そうした方と実際お

会いして話す中で、しっかりヒアリングを実施して、どういった形がいいのか、それか

ら今議員おっしゃるように、制度を変えていくとしたら、どういったところに問題点が



あって、どういった形で変えていっていいのかという辺りは、しっかりヒアリングをし

た上で進めていきたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  まちづくり委員会制度が始まったとき、非常に期待を

していました。いましたという過去形にしちゃいけないんですが、本当、１０戸足らず

の自治会とか町内会、そういうところが点在している中で、それを広域でカバーして、

何とか存続させて住みよいまちにというお話を伺っていたので、１０年たって、その頃、

まだ元気で頑張っておられた方が、だんだん高齢化して、またまちづくりのことに関わ

る機会が少なくなってきているのを感じます。制度をしっかり見直して、小さい集落が

存続できるようやっていただきたいなと思います。 

 それで、町民主体で動くということは大事なことだとは思うんですが、やはり先ほど

の質問の中でも言わせていただきましたが、行政の方々が持っておられる情報というの

は、一町民が持つ情報とは何倍も違うたくさんの情報を持っておられます。ですので、

いろいろな提案をそこにしていただいたりとか、このことはまちづくり委員会の皆さん

に知っていただいて活動してもらいたいなとかいうこととか、どんどん発信していただ

いて、受け皿であるまちづくり委員会が吸収できる、そういうまちづくり委員会にして

いただきたいなと思います。 

 未来づくり協働会議、そこにも期待をしています。本当、各まちづくり委員会の中心

となって動かれている方が集まっている会議ですので、いろいろ討論を重ねて、津和野

町全体のことを行政と一緒に考えていける場に変えていっていただけたらと思います。 

 それから、地域提案型助成事業、とてもいい取組がたくさんあります。でも、まちづ

くり委員会に関わっておられる方々、委員として会議に出ておられる方々の中にも、な

かなか町全体のことは把握できない、ここの事例はいいね、これを一緒にやろうという

ことまで、ちょっと回っていかないというような感覚を私自身は持っています。ですの

で、よい事例をしっかり発信していただいて、町全体で、ああ、これはいいね、うちも

やりたいねという感覚を町民自体が持っていただけるようなまちづくり委員会の地域

提案型事業にしていただけたらなと思います。 

 次に、障がい者福祉の充実についてお伺いします。 

 グループホームは、まだ計画はしていないが、後々はつくりたいということを町長か

ら先ほどお伺いしたんですが、グループホームとかホームヘルプサービスとか、そうい

うものを欲しいという声、本当にたくさんお聞きしますんで、視察後、皆さんでどっか

に視察に行かれましたね。津和野町の自立支援協議会と社会福祉協議会やつわの清流会

などで関係機関と一緒にグループホームの運営方法や実施状況を視察してこられたと

いうことなんですが、その辺、視察された後の皆さんの感想とか声がお聞きしたいんで

すが、どのような声が上がっていたでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 



○健康福祉課長（土井 泰一君）  グループホームにつきましては、町長答弁がありま

したが、いろんな方々から、町内にグループホームがあると安心できるというお話は頂

いております。町としても早急に対応できるように検討しているところでありますが、

その前段として、今津和野町から益田のほうのグループホームに入っておられる方がた

くさんおられますんで、そこの運営状況であったりとか、グループホームとは町内にな

かなかないもんで、例えば今回一緒に行きました自立支援協議会の委員さんであったり、

社協の関係者、つわの清流会の障害の事業の担当者、具体的なグループホームってどう

いうものなのかを見たことがない方がたくさんおられるというところで、まずは益田市

のグループホームを二、三か所見せていただいたところです。 

 形態的には、一軒家を借り上げて、そこを少し改装して共同生活をしておられる形、

それから、またはアパートを１棟を借り上げて、そこをグループホームとして利用して

いると、いろんな形があるということが分かったりとか、ただそこには当然、そこを支

援される職員さんも必要でありますんで、そういう方々がどういう支援をやっておられ

るかとか、そういうところを学んできたというところであります。 

 これをもちまして、今後は津和野町としても、今考えておりますのは、空き家が津和

野町にもたくさんあるわけであります。その空き家を何か利用して、グループホームの

形態がとれないか、ただし、グループホームというのは生活をする場だけでありますん

で、じゃあ日中の活動ができる場を合わせて併設をしないといけないわけであります。

そういう中では、津和野町内では、今、つわぶきの里と、わさびの里という２か所がＢ

型の作業所がありますんで、できれば、その近くにあると、例えば車なんかに乗れる方

は少ないんで、歩いて通える範囲内にそういう施設があると非常にいいとか、そういう

話も今現在しておるところであります。 

 最後に、一つ、議員さんのほうは、グループホームはないんですけれども、いわゆる

ホームヘルプサービスということが要望があるとかいうお話がありましたが、津和野町

としては、これ障がい福祉サービスでは居宅介護という言い方をするんですが、社協の

ほうが居宅介護は行っておりますので、この事業はできております。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ホームヘルプサービスのほうはされているというのを

聞いていました、すいません。それで、視察された方の御感想とかをお聞きしたいんで

すが。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  感想と言いますか、見て、どういう形態でできてい

るとか、例えば、こういう形でできるのかとか、例えば具体的に言いますと、見て分か

ったこととして、家を一軒家なんですが、そこを少し改修をしておって、例えば、もと

もとの家に部屋が２階に１か所、下に２か所あれば、一応その部屋にはちゃんとカギを

つけてプライバシーが守れるような形にするとか、例えば、お風呂はどういう順番で入



るとか、食事はどういうふうにするとかというところで、そういうところを学んできて、

じゃあその感想と言われましても、感想というのは特に聞いておりませんが、その辺を

あと帰ってから、行った人間なり関係者で集まって、こういうことが必要であるという

のが十分分かったということで、それをそれぞれの各機関でどういう対応をしながら、

今後、津和野町にグループホーム設置に向けて取り組んでいくかというような話はして

いるところであります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。  

○議員（９番 寺戸 昌子君）  実際に視察に行かれて、その施設が津和野町にも要る

よなということを思われたということで、要るよなというか、大事だということを思わ

れたということが分かったので、すごいそれは前進かなと思います。 

 まだまだ、いつグループホームを建てられるかというところまでは行っていないよう

ですが、ぜひ早く計画を立てていただいて、グループホームができればと思います。町

長は、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  町内のはなみずきの会さん等々、意見交換というのをさせて

いただいたときに、やはり我が子が、自分が亡くなっても津和野町で暮らし続けていけ

るだろうかというすごく強い声を聞いてきたということであります。それは１人、２人

のお話ではありませんで、本当に多くの声を聞いてきたということであります。 

 それをどう町として、この障がい者福祉施策として解決をしていくのかというところ

で、やはりこれはグループホームということが具体論として出てくるというところであ

りまして、何とか実現に向けて検討していきたいという思いを持っております。 

 ただ、やはり実現に向けて、いろんな乗り越えなければならない壁があるのは間違い

ないところであります。 

 一つはやはり財源の問題であります。財源も建設コスト、それからあと運営コスト、

その両面をどうクリアーしていくかという問題を検討していく必要があると考えてお

ります。 

 この辺については、町も障がい者福祉に限らず、もう議員御承知のとおり、様々な施

設整備、改修をしていかなければならない状況ですので、少しでも有利な財源を求めて

やっていきたいという考え方の中から、やはり町としてはＰＦＩ方式というのを今まで

やってまいってきたわけでありますから、そうしたこれまでのノウハウというものを、

ここに応用していけることができないだろうかということを、県は検討してほしいとい

うことで、つわの暮らし推進課のほうには指示を出しているというような状況でありま

す。 

 そしてまた、運営コストということも、これも施設はつくっても運営はやはり指定管

理者のような形で出していかなきゃなりません。その指定管理者が、本当に継続してや



っていけるのかどうかということも、また検討課題かなというふうにも思っているとこ

ろであります。 

 そして、これ財政問題と同時に、もう一つ大きな問題だというふうに私自身認識して

いるのが、やはりグループホームを運営していくスタッフの確保ということであります。

これは、清流会さんとも、このグループホームの実現性について意見交換を、私自身も

させていただいたことがあるわけでありますが、やはりこのスタッフの確保という部分

が、非常に今、難しい状況があるんだということを伺っているといったところでありま

す。 

 こうしたところも踏まえて、グループホームを運営していく、今町内では、やはり一

番可能性が高いのが、そうした清流会さん等が受け皿になっていただく、あるいは社協

さんということもあるかもしれませんが、そういうところが一つの候補になってくるか

と思います。 

 清流会さんにおかれましても、保育の運営という部分と、障がい者福祉の運営という

部分、両方を持っていただいているわけで、そういう意味では、まだ組織が立って数年

という状況であります。徐々に徐々に今、清流会さんとしても、いろんな活動を充実し

ていただいていると。それから経営面についても御努力をいただいているということで

ありますので、そうした組織の基盤の今後も充実を図っていただきながら、またスタッ

フの確保というものが、このグループホームの運営に対して、しっかりできるのかどう

かということも、また話し合いをしていく必要があるかというふうにも思っております

し、また、そのほかの選択肢ということも当然考えられるかと思いますので、社協さん

等とも、またいろんな面での検討を重ねながら、グループホームの実現に向けて努力を

していきたいというふうに私自身は考えておるところであります。 

○議長（沖田  守君）  寺戸君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  ぜひ計画を早くつくっていただけたらなと思います。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、９番、寺戸昌子君の質問を終わり、ここで午後１時

まで休憩といたします。 

午前 11時 50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序４、１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  議席番号１０番、後山でございます。通告をしてお

りますので、逐次、質問をさせていただきたいと思います。 



 まず、１点目、町勢要覧についてでありますが、その前に、新型ウイルスは全世界で

猛威を振るい、島根県でも感染者が１５日現在でありますから７,８９４人も出ておる

ようであります。津和野町も御多分に漏れず町は閑寂し、閑古鳥が鳴くような廃墟と化

すよるようなおそれがあるわけであります。それほど深刻な不況状態にあるわけであり

ます。 

 また、２月２４日、ロシア軍がウクライナを侵略し、避難民が３００万人も超えてい

るというふうな新聞でも報道されております。戦争の悲惨を体験した日本国の国民は耐

え難い出来事である、このように思っております。一日も早い終息をすることを願うも

のであります。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 まず、町勢要覧とは、町の規制１、町発展の経緯、歳時記、年度ごとの変革、人口推

移や世帯数や産業構造の推移等、各項目ごとの年度表で改革していく町の形態の周知の

ために発刊されるのが、町勢要覧であろうというふうに私は思っております。 

 前回、２２年度に発刊されました町勢要覧は、前中島町長が発刊されたものとあまり

にも酷似しておるわけであります。下森町政の町勢要覧はいつ頃発刊されるのか、その

時期についてお伺いをしたいと思います。 

 また、「釈迦に説法孔子に悟道」ということわざがありますが、釈迦に説法を説くの

も孔子に悟の道を説くのも、この上もなく無駄なことであると、このように書物に書か

れておりますが、それでも私は伺いたいと思います。町勢要覧について町長の御所見を

お伺いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１０番、後山議員の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 町勢要覧についてでございます。本町の町勢要覧につきましては、平成２２年に発行

して以降、現在まで発行しておりません。 

 津和野町民憲章、町の花・木・鳥、人口動態など町の状況については、町の最上位計

画である津和野町総合振興計画などの各計画に記載しております。 

 町の概要や魅力をまとめ町勢要覧として発行することは、町内外への方へ情報を発信

するための有効な手段の一つであると考えておりますが、情報発信としましては、広報

誌やホームページ、フェイスブック、また定住パンフレットや観光パンフレットなど、

必要な状況に応じて適切な媒体で発進されております。 

 町勢要覧につきましては、費用対効果も考慮しながら、検討してまいりたいと考えて

おります。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  前中島町長は、平成１７年の合併後の１９年３月に

町勢要覧を発刊されております。その２１年に下森町長が誕生し、２２年９月に町勢要



覧を発刊されておりますが、内容があまりにも酷似しております。ここに、下森町長が

発刊されてものと前町長の発刊されたものを持っておりますが、全く同じであります。 

 町長、この前の答弁では、当時の営業課による現在のものが発刊されており、現在は

日本遺産の認定も受けており、２７年度から３１年度までの津和野町の「まち・ひと・

しごと創生の総合戦略」の策定に取りかかっており、新たに作成された計画の内容等も

盛り込んだ上で、次年度以降に内容を見直し、より分かりやすい町勢要覧の検討を進め

ていくと、このようにこの前の質問で答弁をされております。 

 今回は費用対効果を考慮しながら検討をされるようでありますが、町勢要覧とは費用

対効果も考慮しながら検討するようなものであるのでしょうか。私は疑義を感じており

ますが、町長、どのようにお考えかお伺いをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  確か、前回の御質問のときには、時期的に私がもう任期の終

盤に差しかかっておりましたので、またその次ということを考えた中で、どうするかと

いうことも検討していきたいというような話をさせていただいたような記憶がござい

ます。こうして現在４期目を迎えたと、スタートを切ったということでございますので、

それを踏まえて、今後また新しい町勢要覧というのはどうするかということを検討して

まいりたいというふうに思っております。 

 ただ、今もう時代の流れでフェイスブック、それからＳＮＳ、そうしたデジタルとい

うものを活用した町の情報発信、そうしたものも相当この重きを置いてくるという時代

になってまいりましたので、いろんな媒体があるわけでございます。そうしたことを踏

まえて効果的な方法を費用対効果という表現をさせていただいたかと思いますが、検討

してまいりたいというところでございます。 

 これについては、私も最終的には、当然、町長の判断で決めるわけでありますが、特

に、この庁議等で図りながら、その必要性について十分に協議をしてまいりたいと、そ

のように思っているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  前町長より以上のものを作っていただくように、大

いに期待をしております。 

 それでは、２番目に、参事職の配置についてお尋ねをいたします。 

 私の議員生活も本日をもって３９年間の終結であります。本日、最後に旧津和野町民

のために質問をしたいと思っております。 

 それでは、前回の質問の答弁で参事を配置しないことで、町村合併の前提が崩れた等

の指摘には当てはまらない、このように申されております。参事職は廃止したのではな

く、１年間任命を見送った。これにより年間３０万円から５０万円の歳出抑制効果を見

込んでいると、このようにも申されておりました。 



 また、こうした措置は私一存ではなく、町管理職で構成する庁議の場で参事不在の話

合いの結果、行政運営上、特に弊害は認められないと認識したと言われております。ま

た、そして庁議の場において、総意をもって判断した。また、町民から参事配置の御意

見は一、二件しかなかった、このように申されておりますが、参事職が不要であれば、

これから申し上げます規則や規程等を廃止され、削除されるべきではないでしょうか。 

 まず、１点目、津和野町の例規集第３編、課の設置条例、行政組織の規則、第３条事

務文書、各課の配置、第４条、職及び職務、組織は津和野町庁舎、職は参事、また、参

事の職務は津和野庁舎の所管の事務、所属職員を指導・監督するとこのように記述して

あります。 

 ２点目に、町長の職務代理者の順序に関する規則であります。地方自治法第１５２条

３項の規定に基づき、「町長の職務を代理する上席職員は参事又は課長の職にある。」

このように記載してあります。１番目に、参事の職にある職員、２番目に、総務財政課

長の職にある職員。３番目に、給料の月額の上位にある職員等々が記載されておるわけ

であります。 

 ３点目、庁舎管理規定でありますが、管理区分は津和野庁舎、管理責任者は参事、第

１条から第１７条までありますが、これには鍵の保管等まで含まれておるわけでありま

す。 

 ４点目、事務決済規定、第４条、副町長、参事、課長の専決事項別表第１、第２の掲

げる決裁区分に属する事項、決裁事項、調査報告含め通知照会従任者又は決裁権者、副

町長であるように書いてあります。それが津和野庁舎においては、参事というふうに記

載してあります。 

 また、５点目、津和野地域防災計画でありますが、風水害対策編第３章、災害応急対

策計画、２点目、風水害等の応急対策計画、これの組織網、本部長は当然町長あります。

副本部長は副町長、教育長、参事とこのように記載してあります。このように参事職は

多岐にわたっておるわけでありますが。 

 また、６点目、法令審査会の規定でありますが、第１条、条例、規則、その他に規定

等の制定、改廃等に関して審議するため、法令審査会を置くというふうに記載されてお

ります。第２条の所管事務でありますが、審査会は町長の監督に属し、条例規則等の制

定又は改廃について調査審議するというふうになっております。第３条でも組織審議会

は会長及び委員をもって組織する。また、会長は総務担当課長が委員になるようになっ

ております。また、委員の方は職員のうちから町長が指名するものと、このようになっ

ておるわけであります。 

 第６項までるる申し上げましたが、いろいろ記載事項はある中で、条例、規則、規程

等について参事職がどの項にも掲げてあるわけであります。町管理職で構成する庁議の

場で参事不在の話合いの結果、町政運営上、特に弊害は認められないと確認した庁議の

場において、総意をもって判断した、このように申されております。そして、５年間も



参事不在のままであります。なぜ参事が不在で弊害が認められないのか、冒頭申し上げ

ましたとおり例規集等の箇所も必要な文言が削除され、例規集の整理をされるべきでは

ないでしょうか。町長の御所見をお伺いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは参事職についてお答えさせていただきます。 

 参事職につきましては、行財政計画をより一層推進する観点から、配置を見送ってい

るところでございます。議員御指摘の各条例、規則、規程における参事職につきまして

は、１、津和野町行政組織規則の第４条では、「津和野庁舎の参事の職として、上司の

名を受け、津和野庁舎所管の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。」とありますが、

現在、副町長がこの参事の職を担っております。 

 ２、町長の職代理者順序に関する規則におきましては、町長の職務を代理する上席の

職員として「参事の職にある職員」が最上位となっておりますが、こちらについては上

位２番目の総務財政課長が町長の職務を代理しております。 

 ３、庁舎等管理規則第３条及び第４条におきましては、津和野庁舎の管理責任者は参

事と記載されていますが、現在では教育長が参事に代わり責任者となっております。 

 ４、事務決裁規定につきましては、決裁権者が参事であるものについては、現状とし

て副町長が決裁権者となります。 

 ５、地域防災計画におきましては、副本部長として、副町長、教育長、参事となって

おりますが、参事については欠員という扱いであります。また、町長不在時の体制決定

者として、副町長、教育長の次に参事とありますが、その際は、次の決定者で総務財政

課長が繰り上がることとなります。 

 また、議員御指摘の６、参事職に対しての法令審査会による審査についてでございま

すが、法令審査会の規程では条例、規則その他の規程等の制定、改廃等に関して審議す

るものとなっております。庁議においても確認しておりますが、現在、参事職につきま

しては、廃止という扱いではなく、町民の方より御要望等があれば、住民サービスを優

先する観点から再度配置する考えであります。したがって、条例、規則等に等におきま

しては、仮に今後、正式に参事職を配置しないという方針を定める場合には、改正等を

含め見直す必要があると考えておりますが、現状では、このままにおいて慎重を期した

いと考えております。 

○議長（沖田  守君）  後山議員。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  御答弁で、町民の方より要望があれば、再度配置を

するというような答弁でありますが、参事の件は合併協議会で設置することになってお

る問題であります。下森町長も合併時には日原町の議員で、小委員会の委員長も務めて

おられます。協議の内容は熟知されていると思っております。 

 合併協議の中で本庁舎を日原に置くことになり、津和野側としては、津和野庁舎に副

町長を置くよう強く要望しましたが、日原側としては特別職の副町長を置くことは了承



できない、このようなことでありました。そして、合併協議会の１６回、１７回、１８

回、１９回での議論の結果、一般職の参事を置くことで合意をされておるわけでありま

す。そして結論に達した問題でもあるわけであります。 

 日原に本庁舎を置くことも参事問題も重要な合併条件であるわけであります。合併の

根幹にかかわる問題を庁議で課長の意見を聞くなどいった問題では、私はないと思って

おります。私は町長が意見を求められると、それは庁議ではなく合併当時の協議会の会

長、中島巌氏、副会長に中谷文一氏、このお二人が健在であるわけでありますので、ま

た下森町長の先輩の方でもあるわけであります。まず、意見を求められて対応されるこ

とが本意ではありませんか。 

 日原町議会で合併関連最終６議案とも５対５の対同数となり、議長採決で可決されて

おります。このような重要案件の合併の生みの苦しみを日原町の議員の方々は身をもっ

て体験されておるわけであります。町長も、そのうちの一員ではありませんか。参事職

配置の件再度検討いただきますように強く要望したいのでありますが、町長、どのよう

な御意見を持っておられるか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  合併時の法定協議会のこの協定項目、これは過去の御質問で

も申し上げておりますとおり、１００を超える大きく超えると、数多くの協定項目があ

るわけであります。その中、合併合意が十五、六年と経過をしておりますが、やはりも

う時代のニーズに合わないもの、そうしたものは、また行財政改革を推進するというか

点から、協定項目も、もう廃止したものを数多くあると、そういうような状況でござい

ます。 

 そうした中で、今回、この参事職についても先ほど議員も御質問の中の言葉として出

てきたように、今なかなか参事のほうに要望もないと、そういうようなもろもろの状況

を含めた中で、そして、また行財政改革を更に徹底していかなければならんということ

で、人件費は参事を置かないことで、大体３０万から５０万円ぐらいの節減効果という

ふうに見ておりましたけれども、我々しては、例えば高齢者社会これが進んでいく中で、

やはり高齢者福祉を充実していくためには、保健師でありますとか、あるいは社会福祉

士、そうしたやはり専門職をもっと増員をしていきたいとそういう思いがございます。 

 ですので、そういう人件費という項目の中の同じレベルの中で見たとしても３０万、

５０万円というのは１人の保健師を雇えるほどのものではありませんが、しかし、今非

常に厳しい財政状況の中で様々なものを行財政改革をして、財源を積み重ねていく、そ

こから新しいまたそうした専門職等も雇用しながら福祉施策を充実していく、そういう

ことをしていかないと、もう財政も成り立ちませんし、行政運営も成り立たない。そう

いう一環で行財政改革という言葉を使わせていただいているわけでありますが、参事の

ほうを配置してこなかったということであります。 



 ただ、当然、参事というものも先ほど議員御指摘をいただいたように、一つの歴史を

もって設置されたと、そういうことも重々承知をいております。ですので、行財政改革

の観点で参事は置いてないけれども、町民の皆さんから、やはりこの参事の職は必要だ

と、これは置くべきだとそういう要望が形になって私に見える形であれば、それは参事

を配置いたします。そういうことはこれまでの御質問でも申し上げてきたというところ

でございます。 

 先ほどの議員の御質問では、もう３５年も置いてないんで、なるとするならば法令審

査会等を開いて、参事に職そのものをこの規則上ももう廃止するべきじゃないかという、

それをなぜしてこなかったのかという御質問であるわけでありますが、まさにこのこと

については、今まで私が申し上げてきたように、町民の方から御要望があれば、これは

配置をするという約束をしてきたということでもあります。 

 そして定期的に後山議員からこのことの御質問いただいてまいりましたので、私とし

ては、後山議員のその御質問を深く受け止めて尊重したつもりでございます。ですから

廃止まではしてないというところであります。ですので、私は前回も前々回の御質問で

もお答えをしたように、申し訳ありませんがここの一般質問で後山議員だけから参事を

置けというふうに言われましても、すぐそこで分かりましたということにはできません。

ただ、町民の方々から、例えば自治会等から参事のこの置くことの御要望そういうもの

が出されてこられれば、これは置きたいという思いを持っております。 

 ですので、改めて後山議員もそこに強い思いをお持ちでいらっしゃるんならば、また

関係する自治会等の御意見等もまとめていただいて、私に直接でなくても結構でありま

す。副町長あるいは総務財政課長に要望書なりをお渡しいただければ、これは庁議でも

図っていることでありますので、参事のほうは置きたいということは、今までも申し上

げてきているというつもりであります。 

 現在、合併を協定項目を決めたときの法定協議会も残っておりません。また、その後

１０年間は地域協議会でしたか、それがございましたけれども、それもないという状況

でありますので、協定項目を改めて審議する正式な機関というものはないというような

状況でもあるわけであります。 

 ですから、なかなか自治会等の要望を取りまとめるのが難しいということで、仮にあ

るならばせめて議会の中で、いま一度全員協議会なりを後山議員が音頭を取っていただ

いて、開いていただいて、やはりこれは参事が必要だというようなことを議会のある程

度の思いとして伝えていただければ、それは前からも申し上げているように、参事につ

いては設置をすると、置くということを検討してまいりたいというふうに思っておりま

すのでよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  町長、大変温かいお言葉をいただいたんですが、私

も音頭を取ってやれと言われましても、もう１か月も私の任期はありません。これで今、



ここで立ち上げてやるというふうなことは不可能でありますので、これは次期議員さん

にバトンを渡して、設置の方向で頑張っていただきたいというふうに思っておりますが、

先ほど町長も申されましたが、合併協議会も平成１６年の１月１３日から平成１１年の

９月２４日までの合併協議会の解散まで委員会３７回、任意協議会が４４回、法定協議

会が２９回、幹事会が４５回、専門部会の分科会が３０２回もされておるわけでありま

す。 

 その中で事務組織の機構の取扱いについて、参事は津和野庁舎に設置するこのように

なったわけであります。私は、町民の意向で云々と改廃するような問題ではないという

ふうに思っておるんですが。 

 当時の津和野町側は津和野庁舎に助役を置くことを強く主張したわけでありますが、

日原側の反対があり、協議の結果、助役の代わりに特別職に準じる一般職の統括責任者

参事を配置するということで意見が一致を見、合併協定書にこのように私もここへ持っ

ておりますが、ここに協定書に明記されておるわけであります。 

 私がなんで参事のことをこれだけ執着して言うかといいますと、私が今まで町民から

いろいろ依頼を受けたことが、ここに私が携わった件だけでも１３件あります。この中

で、前参事が関わっていただいた件が４件あります。これをいちいち説明しても実名で

役場の職員の実名もあげて警察の人もこれは立会しております。民生委員も立会したり

しておりますので、この方の実名をあげて説明をせえと言われれば幾らでもしますが、

これだけ１３件の問題も私のところに届いておるんです。 

 それを前は参事がおられましたんで、参事と一緒に問題を解決した、そのようなこと

もあったわけであります。中には大変な問題で、町長、この方どの方か知っておられま

すか。これは岡山県の総合研究所の代表取締役、秋山幸子さんであります。分かります

ね。この方が私に電話をされて「ちょっと後山君、今夜ちょっと話がしたい」と言われ

ますので、聞いたところ職員の問題でいろいろトラブルがあった。そのことでひとつ力

を貸してほしいと言われ、警察にも届けるんかどうか、いろいろ協議をしました。そう

いった問題が町長、私だけでも１３件もあったんですよ。町長、これ全部見ると言われ

たら年月日と名前と全部ここに書いてありますので、幾らでも説明します。私のノート

の中にもそれだけの人の名前を全部この中に記録しておりますので、いつでもお話に行

きます。 

 このようなことが実際に、今までにあったから私が参事職についてお願いをしてきた

わけであります。やはり、課長さんに直接お願いするといったって大変なその問題でも

あるわけですから、そのために参事職はおられるので参事にお願いしてきたわけであり

ます。 

 合併の協定項目であります。役場の位置の問題も参事職も同じ問題であります。参事

職の配置を認めていただけないのなら、庁舎も津和野に変更しても異論はないはずであ



ります。本庁舎を津和野にといろいろ請願も出されたり、そのような経緯もあったわけ

でありますが、参事の問題で禍根を残すことは許されません。 

 前町長が申されましたとおり、中島前町長は合併後のまちづくりを基本に新町の一体

感の醸成を掲げられて町政を進めてこられたわけでありますが、下森町長も基本市制を

引き継がれて今日を迎えておられるわけでありますが、参事不在で５年間も旧津和野町

の町民は行政不信に陥っておるように私は思っております。 

 参事問題の非は町長は認められるべきでありますが、町長は町民の要望があるか、住

民サービスの優先する観点から設置をすることも考えるというふうに申されておるわ

けでありますが、私はこの５年間、本当に先ほど申しましたいろいろな事件があったわ

けであります。 

 そういったことで町長もこの問題は非を認めていただきたい。旧津和野町民に対して

釈明され、お詫びの一言も謝罪もされるお考えがあるかないか。町民に対してそのよう

なお気持ちがあるかないかお聞かせをいただきたい。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  まず、最初に法定協議会での協定項目で、その本庁舎の位置

と参事職という観点からのお話をいただいております。ただ、私は本庁舎の位置という

のは、例えばその議会でこれは特別議決ということになります。ですから、議会議員の

３分の２の賛成がなければ、これは位置は動かせないというすごく重みのあるものだと

いうふうに理解をしているといったところでございます。 

 その上でこの参事職にまた戻りたいと思いますけれども、今回、この参事職について

の御質問は、過去後山議員から何回目でございでしょうか、３回目か４回目ぐらいの御

質問かなと。（発言する者あり）３回目ですか、というふうに記憶しております。その

中で３回目でございますから、それを後山議員がこの参事職の大事さというものを必要

性を解かれるお気持ちというのは重々承っているつもりでございます。 

 ですから、正式な廃止ことはせずに、いつでも御要望等があればそれは配置をいたし

ますということを申し上げてきたわけであります。ですから過去３回の質問でも直近で

はいつでしたか、昨年の１２月でしたか、９月か正確には覚えておりませんが、そのと

きにも同じことを申し上げております。 

 ですから、私としては、後山議員のほうでいろいろなお取りまとめがあって、町民の

方々の、その上で何かのアクションが必ず町のほうに起こされてくるんだろうというふ

うに私は思っておりました。ですから、ある意味それがあれば参事は配置をしますとい

うつもりでおったわけでございます。 

 ただ、それが実際前回の御質問からの今の今まで私のほうには正直何のアクションも

ないというのが実情でございますから、配置はしていないというふうなところでござい

ます。ですので、それは今後またどういうふうに動きをされるか分かりませんが、御要



望があれば配置をすると言っておりますので、何らかの形というものを表していただけ

れば、それでいいことじゃないかというふうに私は思っております。 

 ただ、先ほどの御質問で言われた町民の意向だけでこのことを決めるというのはどう

だろうかということを後山議員が言われかたかと思っております。ある意味ではそうい

う考え方も一つあるのかもしれないとは思っております。というのも、あくまでも合併

協定項目というのは、法定審議会なりでそういう正式な機関決定をもってなされたもの

でありますから、そういう機関決定でないところで、例えば町民要望ということだけを

取り上げるのもどうかというのも一つの考え方かもしれません。 

 ただ、そうしたときに今は法定協議会というのはないわけでありまして、またその地

域審議会というのももう無くなっているわけですから、機関決定をするような場という

のはもう無いわけであります。とすると、今は私はその場というのは議会であろうかと

いうふうに認識をしておりますので、町民へのお取りまとめが難しいようであれば議会

の取りまとめを、ぜひしていただけないだろうかということを申し上げたということで

あります。 

 ですので、これも、私は前回の御質問のときにもそういうことも含めて申し上げたつ

もりでもあったわけでありますが、なかなかもう今の段階になっても後山議員もいよい

よ議会生活最後と御自分でおっしゃられましたので、私もその言葉を使わせていただき

ますが、もう時間がないということであれば、それはまた議会の中で次の議員さんに託

していただくか、また、私はまだ１か月あるので、十分まだ全員協議会等を開いていた

だく機会はあるかと思いますから、そうしますと、もう４月１日にも間に合いますので、

基本的に人事異動は４月１日から行いますから、例えばの話ですが、私がそこの議会運

営まで勝手なことを申し上げることは僭越なことかと思っておりますけれども、最終日

の日にでも議会の全協で図っていただいて、議会のほうでまた参事のほうを置くべきだ

というふうな御意見等も賜れば、４月１日に間に合わすことはできるというふうに私は

思っているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  去り行くもの対して大変温かいお言葉をいただいた

わけでありますが、もう１か月あるから全協でもと言われますが、なかなか今この忙し

いときに議長さんにお願いして、来月は選挙始まるんですよ、町議会の。そんな中で私

の希望を取り上げていただくというのは大変心苦しいものがあるわけでございますの

で、町長が町民の声を反映して設置していただくお気持ちがあるのなら、私が退職して

も、これから先町民と一緒に大変入りにくい町長室ではありますが、お伺いしますので、

その際よろしくお願いをいたしたいと思っております。 

 大変失礼なことも申しましたが、以上をもって私の質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 



○議長（沖田  守君）  以上で、１０番、後山幸次君の質問を終わり、ここで午後２

時まで休憩といたします。 

午後１時 41分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序５、５番、板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  議席番号５番、板垣敬司でございます。通告に従いま

して質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、最初に、高齢者福祉施策ということで、今年の町長の施政方針の中からいただ

いたテーマを私なりに考えをまとめてみました。 

 令和４年度町長の施政方針によりますと、令和４年１月末での高齢化率は４９.６％

となっているようでございます。実は、あまり本に親しみのない私でございますが、昨

年の暮れに「孤独は社会問題」という本を新聞の広告欄で見つけまして、その中の表表

紙の裏に、孤独は肥満や１日１５本の喫煙以上に体に悪く、孤独な人は社会的なつなが

りを持つ人に比べ、天寿を全うせずに亡くなる割合が１.５倍に上るという、そういう

表現で表紙の裏に書いてありました。そのような中で、施政方針の中にもありましたが、

非常に高齢者の生活支援を重要な課題として捉えておられます。 

 そこで、方針にある公的な介護保険サービスでなく、地域で高齢者を支える仕組みづ

くりの必要性が上げられていました。その地域での取組とはどのようなものが考えられ

るものか、まずお聞きしたいなと思っております。 

 また、これまで取り組まれてきました買い物支援や見守り、そして移動手段等これま

での実績とその施策の中で見えてきた課題をどのように総括されたのか。そして、今後

この課題をどのような対策で講じていかれようとしておられるのか、お聞きしたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、５番、板垣議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 高齢者福祉施策についてでございます。 

 まず高齢者が住み慣れた津和野町で暮らし続けていただくため、地域包括ケアシステ

ムを推進しております。地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の一つとして、生活

支援体制整備事業に各自治体が取り組むことが義務化され、津和野町でも平成３０年度

より生活支援コーディネーター業務を津和野町社会福祉協議会に委託し、事業を展開し

てきました。 



 生活支援体制整備事業は、高齢者を支える地域の支え合い体制づくりを推進するもの

で、協議体や生活支援コーディネーターの設置等を通じて地域のつながりに重点を置い

た生活支援、介護予防サービスを作り出す取り組みを進めていくものです。 

 津和野町における地域の支え合いなどの話し合いをする場である協議体についてで

ありますが、第２層協議体は概ね公民館単位で設置し、その地域の高齢者の困りごとや

要望に合ったサービスの創出について協議、意見交換を行うものであります。現在、津

和野町においては５地区、畑迫地区、木部地区、滝元地区、須川地区、左鐙地区におい

て活動を実施しております。 

 次に、第１層協議体についてでありますが、第２層協議体の活動支援を行い、町全体

としての支援体制を協議するもので、地域包括支援センターがその役を担っております。

令和３年度は畑迫地域まちづくり委員会と連携し、生活支援コーディネーター２名を配

置しております。自治会等の地域コミュニティには入り、暮らしの中での困りごとだけ

でなく、「自分たちはどういうつながりの中で生きたいか」という規範を住民同士で話

し合い共有する、「つながりを考える会」を開催しています。 

 この取組では、地域で元気に暮らしていくために重要な「つながり」についての講話、

参加者との意見交換を行い生活支援コーディネーターは住民が「したいこと」ができる

きっかけを作る支援を行っております。また、住民同士で解決できない課題や住民の方

の声は、行政だけでなく社会福祉協議会などの他の機関、団体とも共有・検討していく

中で解決をしていく取組も進めております。今後、この取組を全町での取組として発展

させていきたいと考えております。 

 次に、高齢者等見守り買い物支援につきましては、株式会社津和野開発に業務委託し、

集落支援員４名対策で実施しております。 

 買い物支援につきましては、月・火・木・金曜日に津和野町全域を対象に依頼を受け

た買い物を代行し、商品を配達しております。注文受付については、買い物支援サービ

ス開始当初から電話、ＦＡＸ、テレビ電話、スマートフォンでの対応を可能としており

ましたが、現時点で利用者からの注文は電話、ＦＡＸのみであることから、令和４年度

よりテレビ電話、スマートフォンでの受付を取りやめることとしております。テレビ電

話、スマートフォンでの注文受付対応を行わないことにより、年間のシステム維持費９

９万円の削減となる見込みであります。 

 また、令和３年度より月・火・木・金曜日に津和野町全域の商品配達をしており、サ

ービス体制について検証してまいりました結果、令和４年度より集落支援員３名体制で

対応をすることとしております。 

 買い物支援サービスにおいては、利用者は全員６５歳以上となっております。現利用

者にとって、テレビ電話やスマートフォンを活用しての注文を行うことのニーズはなく、

電話、ＦＡＸで注文を行うことが利用しやすいものであると認識しております。今後、

ＩＴ活用をしている世代の方が利用することとなれば、テレビ電話、スマートフォンの



利用を再度行うことを検討する必要があると認識しており、利用者の状況を把握し対応

してまいりたいと考えております。 

 また、利用者は令和４年２月末現在で５６名となっており、サービス開始当初より増

加している状況にあります。買い物支援サービス参加商店につきましても令和４年２月

末現在で２１件と増加している状況にあり、住民及び町内店舗への浸透が図られてきた

と認識しております。利用者が増加することは、買い物不便者が増加しているというこ

とでもあると考えておりますので、引き続き利用者のニーズを把握しながら、買い物支

援サービスを継続してまいりたいと考えております。 

 見守り支援につきましては、令和４年２月現在の利用者は４名となっており、利用者

が延びない状況となっております。町の見守り支援サービス内容は、利用者の安否をテ

レビのオン・オフにより確認し、オン・オフの状況を利用者が設定した親族等にメール

で配信するものとなっております。同程度の内容のサービスを様々な民間事業者も展開

しており、町のサービスから移行される方もおられます。 

 町としましては、民間事業者で御対応いただけるサービス、行政として行わなければ

ならないサービスの在り方を考える必要性を感じており、民間事業者で御対応いただけ

るサービスについては、積極的に御活用いただきたいと考えております。 

 現状の利用者数も少ないことから、実際に利用者へ電話をかけお話をし、利用者の安

否確認を行い、利用者が設定した親族等にメールを送ることが可能と判断し、令和４年

度より、現システムの利用を取りやめ、集落支援員による電話、メール対応を行うこと

としております。 

 高齢者等見守り買い物支援につきましては、福祉施策として町関係課での連携、社会

福祉協議会との連携、民間事業者との連携の促進を図り、より住民のニーズに合った効

果的なサービスとなるよう検討を進めることが必要と考えております。 

 次に、移動手段につきましては、民間事業者による鉄道・路線バスのほか、それを補

完する形で町営バスが運行をしております。町営バスにおける利用実績としましては、

令和３年４月から令和４年１月末の期間におきまして、津和野地域が８,５６２人、日

原地域が４,２９５人の合計１万２,８５７人となっており、令和２年度の同期間と比較

いたしますと津和野地域が９４６人減、日原地域が５８３人減の合計１,５２９人減と

なっております。このことについては、長引くコロナ禍において、不要不急の外出を控

えるといった新たな生活様式によるものが大きいと考えております。 

 また、高齢化が進む中で、更に利便性が高く持続可能な移動サービスを模索するため、

１０月より開始しておりました木部地区での定額制乗合タクシーの実証実験について

でありますが、２月末までの総登録者は１４名であり、３月における利用継続希望者は

７名となっております。利用者増加に向けて１２月から１月を無料期間として運行し、

２月からはライトプランとして月額２,８００円で月４回まで利用可能という運賃設定

も追加し実施してまいりましたが、利用者増加にはつながらず、移動手段として持続可



能な状況には至らなかったと判断し、４月以降の継続は難しいと考えております。この

ことについては、２月に木部地区住民を対象にアンケートを実施し分析を行ったところ、

当初こちらで想定していたニーズがなかったことや、町営バスの利用が地域に馴染んで

いるといったことが判明いたしました。 

 実証実験は３月末で終了いたしますが、利用者の利用目的の７割以上が通院であった

ことから、そういった方たちにターゲットを絞った取組を今後検討していく必要がある

と考えております。これについては、福祉的視点が必要不可欠となりますので、医療対

策課や健康福祉課、公民館等と協議を重ねながら検討してまいります。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  先ほどの私の質問の中にも、「孤独は社会問題」とい

う本のことを紹介いたしましたが、この本の衝撃的なタイトルの中で、それでは世界で

はどのような孤独対策として何例かその事例が掲げてありましたので、少しここで紹介

してみたいと思いますけども、カタカナが多いんですけどもメンズ・シェッドいうよう

なそういう言葉が最初にあって、何なのかなと言いますと、「男たちの小屋」という表

現でしたが、結果的に男というものはある程度の年齢に達して、どこかにみんなで集っ

て何かしよう、何かを貢献しよう、そういうところが少し苦手なのかな、家からなかな

か出にくいのかなということで、男はなかなかグループで何かをしようというチャンス

に積極的に参加していない。そういうことでございますが、この「男たちの小屋」とい

うのは、いわゆる日曜大工のような形でＤＩＹをどこかの改修を、ここやってみてもら

えんじゃろうか、それじゃ、ひとつトンカチやらノコギリやら持ってきて、みんなでこ

こを改装してみよう。そういうところに集うと、男たちは争うように自分が今まで培っ

てきたそういうものがうまく出されるということで、比較的好感を持っておられるよう

でございます。参考なんですけれども。 

 それから、また次の話題として、金曜日ということも、なぜ金曜日かちゅうのは分か

りませんが、「金曜日の夜の図書館」という取組があるようです。この「金曜日の夜の

図書館」大体、図書館というのは昼間の図書館かもしれませんけど、夜の図書館は比較

的空いているというイメージで、そこの空間をオープンマイクというような形でスペー

スがあり、そこに集った人が私に一言、自分の思いを伝えたい、詩の朗読をするという

ような、そんなことがその本の中には掲げてありました。 

 こんなことを見まして、私は津和野でもできる場所はないかなと思って、とりあえず

やっぱり雰囲気が要りますので、安野光雅美術館のどこかエントランスかどこかのスペ

ースを借りて、薄暗い部屋の中でそういうオープンマイク、そんな取組をすれば、夜誰

がそういうことを受付とかいろんなことが、煩わしいことがありますけど、美術館の新

しい切り口として町民がそういう場所に夜、そして自分の思いを誰かに伝える、そんな

取組が、もしトライできて、とりあえずやってみてどんなものか、そうすれば町民の方



以外にも来られた観光のお客様にとってもそのようなイメージにつながるのではない

かなというふうなことを感じたところでございます。 

 そんな本の紹介ばかりでは質問になりませんので、こういう取組もさることながら、

実は、小さな拠点づくり事業ちゅうことで２年前に皆さん方の御理解のもとで、今、畑

迫で進めております事業がありますが、その中にやっぱり高齢化社会を見込んで介護保

険の適用にならない、いわゆる介護予防サービスの中にも移動支援サービスというもの

があるようでございますが、それでもない。そして過疎地域の交通対策で取り組んでい

るような事例も島根県内でそれぞれあるようですが、例えば自治会がやるとかＮＰＯ法

人がやるとか、そんな事例を先日、県のほうから頂いた資料の中にありましたが、そう

いうものを今、「小さな拠点づくり事業の中でやってみよう。」そういう声があるんで

すが、突然質問をしてもそういうことがどうなのかちゅうことは分かりませんが、担当

課長として今日までいろんな形で木部での実証実験もやっておられますし、その実証実

験を取り組むもともとの、あれたしかコロナ感染症の関係の臨時交付金で取り組まれた

実証実験ですよね。 

 とりあえず何かに使って、将来にそういうものを生かせたらいいなあというような感

じで、やっぱりスタートが、例えば免許返納者が何人ぐらいおられて、そして木部の中

でどういう方がそこにおられて、最初にニーズの調査を事前にしながら、その実証実験

の会社の方とすり合わせをしながら、より効果的なものが得られるような実証実験でな

いと、ただお金をもらってとりあえず役場の一番遠い木部のほうでやってみるか、そん

な取組では実証実験としてはちょっと前段の前提条件が悪かったのではないかと私は

思うんですが、いかがでございましょうか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今回の木部の実証実験についての前段のお

話でございますが、この実証試験にかかるまでに平成３１年度、それから令和２年度の

２年間医療対策課の地域包括支援センター等と協議を重ねてまいりました。 

 やってきた要因というのは、町営バスの根本的な見直しの視点が我々つわの暮らし推

進課にはございました。医療対策課、いわゆる包括支援センターのほうには、交通がな

かなか行き届かない。町営バスの停留所にさえなかなか行けない方々が多くいらっしゃ

ると、それが大きな問題ですということの指摘がございました。 

 そういう中で協議を重ねてまいったわけですが、先ほどの寺戸議員の時ですか、大田

の温泉津地区のいろいろそういった実証実験等のお話の情報収集をしながら、何とか津

和野町でより効果的な新しい交通体系システムができないかというような検討をして

まいったところでございます。 

 その中で、最終的に財源は新型コロナの感染症対策臨時交付金を充当いたしましたが、

なかなかこの２年間そうした実証実験ができなかったのは、そうした適当な財源がなか

ったというような背景もございました。そうしたところで、今回、臨時対策交付金が使



えるということも、我々とすると追い風もあって、今回こうした実証実験に踏み切った

というところであります。 

 これまでの私の答弁からすると、急に思いつきでやったような感じも印象としてある

かもしれませんが、決してそうではなくて関係各課ではいろいろ話を進めてきたという

ことを御理解いただければと思います。 

 ただ、実際、実証実験をやるに当たって、その後の木部公民館の方々ですとか、そう

した方ともいろいろ協議を重ねてきましたが、そこの進め方についてはいろいろ問題が

あったかなというふうには考えておりますので、それに関しましては次の課題をちゃん

と整理をして、新しい制度設計をした上で次の新しい交通体系システムの構築に生かし

てまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  移動手段のところでの答弁で、当初は５,５００円で

月額納めればフリーで乗り放題というか、そういう説明を受けたと思いますが、先ほど

の答弁でもそれを半額近い２,８００円にしたという、もともと５,５００円で何人ぐら

いがグループ化することによってタクシー事業者にとって採算ベースに合うのか、大体

何人ぐらいを想定すればなるんですか。もし５,５００円として仮に料金体制が月額の

料金を決めたら、可能なら人数を増やしゃあいいじゃないですか。ちょっと高くて５,

５００円の設定料金が高いちゅうことになれば、それを下げることによってグループの

人数が増える、２,８００円にしたら少しはグループが増えたというそういう実績には

まだつながらなかったかもしれませんけど、やっぱり住民がその地域で３００人おれば、

その方が例えば３,０００円負担することによって使えるよとかいうことにもなり得る

のではないかと。 

 もともとのスタートの５,５００円の料金設定、その辺の採算を見込んでの設定だっ

たのでしょうか。それから人数をどのくらい希望者があるかなあという期待数もあった

と思うんですが、その辺についての目論見をちょっとお知らせいただけますか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  ５,５００円の料金設定ですが、これは委

託先のバイトルリードさん、そこと試算をしたところです。それに「ＫｏｉＫｏｉタク

シー」のフォーブルさんがタクシー車両を出すということで、３社で協議をして設定を

してまいりました。 

 ちょっと５,５００円に至った詳しい積算根拠が今手元にないので申し上げにくいの

ですが、大体、人が４００万円の収入があるぐらいの雇用の１人が確保できるというの

を目標に単価設定を逆算したものでございます。 

 議員おっしゃるように５,５００円が高かったのなら、いろいろほかの施策が講じら

れたのではないかという御指摘ですが、たしか２,７００円の今のライトプランも途中

でやりました。これは年４回限りの実施ですが、そうしたところでどのあたりが適当な



のか、例えば認知症を抱えていらっしゃる御夫婦がいらっしゃって、御主人が認知症で

奥さんが介護をして病院に連れていく場合、こういう場合も５,５００円が１人でござ

いましたので、２人で１万１,０００円の月額の負担になるというあたりは、やっぱり

高いんじゃないかというような御指摘もいただいております。なので、そうした家族プ

ランですとか、それから高齢者とか所得に対する年金事情等も踏まえた料金設定は、も

うちょっとフレキシブルにしたほうがよかったかなあというのは、現在のところは感じ

ているところです。 

 ただ、今から今後やっぱり新しい制度設計をするにおいては、議員おっしゃるように

しっかりとしたニーズの把握も必要かと思っております。これまで我々が行政内で話を

してきたときには、こういうニーズはかなりたくさんあるであろうというふうに認識し

ておったわけでございますし、事前アンケートでも３１名の方の申し込みがあるという

ことで期待をしておったわけですが、それに対してなかなかそれに至らなかったという

のは、我々の見込み誤りもあったかもしれませんが、こうしたコロナ禍の中でなかなか

ちょっと外出を控えておったというところもあろうかと思います。 

 実は、フォーブルさんはこの検討チームに入っていただいて、ずっと話をしてきたわ

けですが、「ＫｏｉＫｏｉタクシー」もこの１月、２月は利用者が激減しているようで

す。なので、高齢者の方々に限らずやっぱりそういったタクシー需要と言いますか、そ

うした交通事業を使って外出する機会でなかったということも、この実証実験は不調に

終わった背景にもあるのかなあというふうに考えております。 

 今後におきましては、今の議員御指摘のような形をしっかり総括して、来年度以降の

検討に生かしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  つい最近にも、ある方がその地域の小さな拠点に来ら

れて「わしが中古車はなえてでも、わしが空いておる時間はやるんじゃけん、何とかや

らしてもらえんじゃろうかい」ちゅうてから、そういうお話があって少し島根県の方と

もお話を重ねたところでございますが、個人ではとても無理だけども、自治会もやっぱ

りそのときの世代の人間だけが、次に自治会に新しい方が入ってどんどんやるんならい

いけども、その一時の思いつきでやられたんじゃどうにもならんし、まあ、第一車に他

人を乗せるということは命の保障は誰がするのかということもあって、そんなにたやす

くないですよと、そういう中のお話を聞いたところでございますが、やっぱり行政は自

治会にそういうことをやってくれやとはなかなか言えないとは思うんですが、やりたい

という思いを何とかクリアするように、法律の壁とか何かがありゃ安全の裏打ちがこの

行政も後ろでバックアップすることによって、これが実現可能なんだと。 

 特に、自治会は難しいかもしれませんがＮＰＯ法人というような法人化がなされたよ

うな受け皿ならば、そういうことも持続可能ではないかと私は考えるんですが、ただ、

命の保障はＮＰＯ法人といえどもできません。そういうところを行政が、「お前やって



くれんか」ということはできないとは思いますが、やってみたいという思いを、ただ、

それは無理ですよといって一蹴するのではなく、工夫か調査かそういうことを私はお願

いしたいなと思っております。何か町長、ありましたら。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  おっしゃるとおりでございまして、過疎・高齢化が進みそれ

ぞれの集落が限界集落化している。それでも更に過疎化が進んでいくので、本当に町内

もほぼ全域で社会構造のまさに変化に伴っての地域づくり、住民サービスそうしたもの

も抜本的に今変えていくそういう状況になっているということ認識をしております。 

 そういう中で、今回の木部地区での実証実験というものも行ってきたというところで

もあります。また、まちづくり委員会というものも今後、これまでやってきたことをし

っかり財産として、また今後そうした課題の解決につながっていくような支援というも

のも考えていきたいと思います。 

 先ほどから事例で挙げていただいております畑迫地区のまちづくり委員会の取組と

いうのは、そうした地域包括ケアの一翼を担っていただくような取組をしていただいて

おりまして、例えば遠隔での健康相談、そうしたものも、これもまた先進的に取り組ん

でいただいているというところでありますから、前段、寺戸議員からの御質問もいただ

きました。そういうまちづくり委員会での先進的で、またよき事例というものを、そし

て更にこれを成功させながら、またほかのまちづくり委員会へ波及していくということ

をしていくことが、全町的ないわゆる改革というものにつながっていくんだろうという

ふうにも思っているところであります。 

 そうした中で、やはりこの町をよくして課題を解決するために自ら取り組んでいきた

いと、そういう御提案については我々もできるだけ実現するように協力をしていきたい

という思いでございますから、また、今後も地域の皆さんとの話し合いを深めさせてい

ただいて、行政として解決できることについては、いわゆる法令の問題とか非常に高い

壁ではあるわけでありますが、しかし、最初からあきらめるということじゃ何も進みま

せんので、解決に向けての努力をしていきたいというふうに思っております。 

 木部のほうも、また今回の実証実験ひとまずは中止をいたしますけれども、この実証

実験の結果というのは貴重な財産として蓄積されているというふうに思っております

ので、先ほど課長が申しましたように、新しい制度設計というものに向けて生かしてい

きたいというふうに思っております。 

 特に、先日終了しました令和４年度の予算審査の中でお話した一つの中で、先週、地

域医療島根県の審議会があって、津和野町に自治医科大学の医師１人派遣が決まったと

いうお話、本当にうれしいニュースだということをお話させていただきましたが、実は、

その県の地域医療支援審議会、もう一つ津和野町にとってうれしいニュースがありまし

て、津和野共存病院が地域医療支援拠点病院、ちょっと正式名称が違っているかもしれ

ませんが、こちらに正式に審議会で認定をいただいたということでありまして、このこ



とは特に町内の無医地区等にいろいろ医療を展開していける、その可能性が広がってき

たということでありますから、木部への今後、例えば巡回診療であるとか、あるいは更

に遠隔診療ということも可能性として思い浮かべられるかもしれませんが、そうしたこ

とも出てきております。 

 ですので、今回のこうした交通手段のこと。それから、また畑迫が行っておられるそ

うしたまちづくり委員会での活動というものも、我々も参考にさせていただいて、そし

て今回の共存病院の動きというものも連携させた形で、また様々なそれぞれの地域が抱

える課題の解決というものに、我々としてはいろいろな事項を点を線で結んで面にする

形で、またより良き社会の構築というものにつなげていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  いろいろこれからのことについて、そういう取組をお

願いして、次の質問に入りたいと思います。 

 次は、教育の魅力化推進についてということで、これも町長も施政方針の中に強く掲

げられておられますが、今回「０歳児からの人づくり推進室」というものが教育委員会

部局に移管されて新しい推進体制が整ったと、そういうことで従来少しバリアがあった

ものがそれが解消されて、より効率的な効果の高い推進ができるのではないかというこ

とで、今年取り組まれるようでございますが、その点について、今までとどのようなこ

とが我々にとって、そして教育を受けられる方にとってメリットがあるのか、その辺に

ついてお伺いをいたします。 

 それと、学校運営協議会制度の導入が計画されておりまして、この制度を導入するこ

とによってどのようなことが期待されるのかということで、一応、深くはその問題につ

いては前段の同僚議員からもありましたが、一応、それなりに２つの項目について質問

をいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、教育の魅力化推進についてお答えをさせていただ

きます。 

 まず、津和野高校の生徒減少とそれに起因した将来的な高校存続に対する危惧に端を

発した教育魅力化事業について、本町では高校魅力化事業をつわの暮らし推進課が所管

し、義務教育にかかる学校教育や社会教育のほか、校種の系統的な学びの実現や地域の

大人が子ども達の学びに関わることなどの取組を行ってまいりましたが、町全体が学び

の場とする０歳児からのひとづくりプログラムの策定等、教育の根幹については教育委

員会が所管しております。 

 本町の教育魅力化事業は、小中学校や幼児教育にもコーディネーターを配置しており、

子ども達が地域住民と対話する機会の創出や探究活動の実践によって、課題解決力の向



上や非認知能力とされる自己肯定感や協調性、創造力等の育成に取り組んでいるところ

でございます。 

 議員御質問の今後の推進体制と目標につきましては、これらの教育魅力化事業を行政

内で横断的に展開するため、令和３年度に設置した０歳児からのひとづくり推進室を、

令和４年度において、つわの暮らし推進課から教育委員会に移管することとしておりま

す。加えて、高校支援業務についても教育委員会に移管することとしており、教育事業

の予算と権限を教育委員会に集中することで、保小中高の校種間の連携や０歳児からの

ひとづくりプログラムが横断的に実施され、町全体を学びの場にするための実効性を高

めるためのものであります。 

 また、昨年度から活動を本格化しております一般財団法人「つわの学びみらい」とも

綿密に連携し、教育事業を進めてまいりたいと考えているところであります。なお、財

源については、これまでどおり地方創生交付金や過疎債を有効に活用することとしてお

ります。 

 次に、学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）につきましては、平成１６年

６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正が行われ、その中で学

校運営協議会制度が創設されました。 

 令和３年５月１日現在の島根県下の学校運営協議会制度の導入状況は、幼稚園から特

別支援学校までの全学校種では３７.９％の学校で、小中学校では４１.３％の学校にお

いて導入されています。本町におきましても令和４年度から学校運営協議会制度を導入

することといたしました。 

 この制度導入の大きな目的としましては、保護者及び地域住民の学校運営への参画及

び支援・協力を更に促進し、これによって学校運営の改善及び児童・生徒の健全育成に

取り組み、地域に開かれた学校づくりを進めるとともに、地域の創意工夫を生かした特

色のある教育を推進するためとしております。 

 本町では、これまでも学びの協働推進事業において、学びの協働パートナーや見守り

隊など学校支援として多くの方々に関わっていただいておりますが、地域や学校に関わ

る多様な人が一緒になって、直接的に学校運営を考えることにより、更に地域と学校が

密接な関係となり、地域の「ひと・もの・こと」を活かした魅力ある学校づくりが推進

できると期待をしているところであります。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  ありがとうございました。予算審査で少し事前にいた

だいた資料では、一般社団法人「つわの学びみらい」の職員構成そういうものが示され

ましたが、これ令和３年の３月１０日ですから去年の話ですよね。今年じゃないですよ

ね。（「現在」と呼ぶ者あり） 

 現在、現在が令和３年３月１０日現在で変わりがないということですかね。 



 それでちょっとこの表から伺うんですけど、来年度も教育委員会部局になっても大体

この構成の人数とかメンバーは変わらないということでいいんでしょうか。これでは、

つわの暮らし推進課長が理事としてはまだこのまま残られるのか、そして、事務局は推

進室長として楠事務局長が室長という待遇になるのか、そして、もう１つ聞いてみたい

のは、コンソーシアムコーディネーターというのは、どねいなことがこの上の教育魅力

化コーディネーター以上に、何かコンソーシアムコーディネーターというのは違う仕事

があるのでしょうか。その辺ちょっと全体の一般社団法人の役割分担みたいなものをお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  まず、初めにお手元にあるのは先日、予算

審査特別委員会の追加資料でお渡しした名簿です。 

 それのメンバー構成は今のところ変更ございません。ただ、理事に例えば私の名前が

入っておったり、事務局長の楠はつわの暮らし推進課でございます。その辺は今後、教

育委員会に関することになって恐らく変更する可能性があるとは思いますが、現在のと

ころはそうした状況でございます。また変更のときにはいろいろお知らせしたいと思い

ます。 

 コンソーシアムコーディネーターこの役割ということでございますが、コンソーシア

ム構想というのは、島根県のプラットホームいわゆる教育魅力化をいろいろ島根県もつ

かさどる機関がございますが、そこが提唱した考え方でございまして、地域の皆様方を

巻き込んで、先ほどから町長の答弁にもあります町全体を学びの場とするということの

総括的な役割を担うというふうなことで御理解をいただければと思います。 

 このことは、じゃ、今どのくらいの進捗状況かというのが非常に難しいところでござ

いまして、例えば、今このコロナ禍で津和野高校から首都圏の大学等に行った学生が、

今、津和野に戻ってきて、津和野でリモートで学校の授業を受けながら津和野高校生の

今後のキャリアアップですとか、進路指導等にも当たっているというようなこともござ

います。これも一つのコンソーシアム事業の一つじゃなかろうかなと、我々考えており

まして、そういうふうに津和野高校を核としたいろいろ社会全体構造を考える機会です

とか、それから町全体が学びの場となって社会人、大人の方々も巻き込んでいくとそう

いった構想を考えております。 

 この取りまとめですとか、そうした絵を描いていく、回していくというところに「つ

わの学びみらい」が中心になってやっていただきたいということから、このコンソーシ

アムのコーディネーターを一般財団法人「つわの学びみらい」に配置をしているという

ふうに御理解いただければと思います。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  あともう一つちょっと期待という意味合いで、どうな

のかなと思って予算審査のときにもちょっとお聞きしましたが、芸術史というのは、生



まれた子ども０歳から感性を磨くという位置づけで、香川県の高松市が先進地として津

和野からも視察をされ、その事例をこの津和野に持ち帰って今日何年かたっているかと

思うんですが、なかなか芸術史の方も当初おられた方が何かの都合で津和野から去られ

たりして、現在１名が頑張っておられるというようなこともありましたが、今募集して

もなかなか見つからないというようなことも担当課から聞かされましたが、このような

魅力ある子ども達にとって必要な、そういう人材が求めにくいという状況はなぜかなと

疑問なんですけど、その予算では芸術史の予算の活動費をそのままそっくり委託料に替

えているのかなという２５０万円相当額が委託料という形で、どこかの誰かに委託する

というような形になっておりましたが、やはりこのことについては、この一般財団法人

この組織に加えて、委託料をどこかに個人的に払うんじゃなくて、この法人の全体の活

動費として使うべきではないかと私は思ったんです。 

 その辺について、何か不都合があってそういう委託料を違うところに委託する、ここ

に持ってくることは適当でない。そういうことがあったのかどうかお聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  特に深い意味があるというわけではないんですけれども、

現在の今の芸術史につきましては、もともと地域おこし協力隊という形で募集をかけて

おりまして、その活動費で活動を行ってきたというところでおりますけれども、現在残

っている１名につきましては、地域おこし協力隊の３年の任期が終わりましたので、今

は集落支援員という形で、現在は雇用させていただいて活動をしております。 

 一番多いときには３名で活動をしていたのですけれども、いろいろ芸術史さんの御都

合もあって、なかなか務まらなくて辞められちゃったということで、現在１人という形

ではありまして、引き続いて募集はかけているんですがなかなか地域おこし協力隊とし

ての募集をかけておりますので、それに乗っかって応募されて来る方がいないという形

であります。今の「つわの学びみらい」のほうにということでありますけれども、別に

それが間違っているとも私も思いませんし、現段階としてはそういった形で集落支援員

あるいは地域おこし協力隊の活動費のほうで活動を行っておりますけども、将来的な話

とすれば、中に一緒に入り込んで活動をしていくというのも、一つの方向性ではないか

というふうに思っています。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  この令和３年の３月１０日という構成表に見ると、３

年間の限られた期限付きのスタッフが地域おこし協力隊員として４名が配置されてい

ますが、この人たちもやっぱり３年の地域おこし協力隊としての任期のあるうち、その

後は集落支援員として身柄がそういう方にもなるかもしれませんが、やっぱりこれらの

方々の身分の判定というかそういうものも含め、やっぱり教育の魅力じゃなくて、仕事

に魅力がないと、誰も仕事をする気にならんとわしは思うんです。 



 その辺について次年度以降、しっかり法人の魅力をまずつくることが必要ではないか

と私は思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 前段同僚議員から「ゼロカーボンシティ」のことにつきまして質問がありましたが、

私も長い議員生活の中で、この森林を生かしたゼロカーボンというかＣＯ２の削減につ

いては非常に関心がありましたが、いよいよ宣言という形で町長がされまして、私たち

にとってやっぱり宣言だけではだめで、何かを意識的に取り組まなければだめだと思う

んです。 

 その意識として、住民にどのようなものを求めておられるかということで御質問をし

たというつもりでございます。そして、これから国からの財政支援がどのようなものが

考えられるかということで、よろしくお願いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、ゼロカーボンシティの宣言についてお答えをさせ

ていただきます。 

 ゼロカーボンシティ宣言に伴い、住民の皆様への特段の責任や義務が生じるわけでは

ございません。一方で、国際社会の一員である一自治体の住民として、町が実施する支

援策等を御活用いただきまして、脱炭素社会の実現に向けた施策の推進に御協力をいた

だきたいと考えております。 

 次に、国からの財政支援といたしましては、施策の導入段階として今回予定しており

ます地域再生可能エネルギー導入戦略策定支援業務がございます。こちらは対象経費の

１０分の１０が国から補助金により交付されるため、町の負担を発生させることなく計

画策定することが可能となっております。 

 また、計画策定を実施した後には、環境省や経済産業省等により、再生可能エネルギ

ーや省エネルギー設備等導入のための多様な支援制度が整備されており、計画を策定し

た上で、計画に基づいた制度の活用を検討してまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  顧みれば、今年の６月にいよいよ木質バイオマスガス

化発電所が稼働する予定になっております。この発電所の稼働、もともとその初めてこ

ういう話があったのが、平成２７年の津和野町における地域再生計画ということからス

タートしたのではないかなと思って、昨日もその特別委員会の資料をめくりながらきた

ところでございますが、まさに、本町にとって、このゼロカーボンシティの宣言と同時

に、発電所がやっぱりこれ津和野町の環境モニュメントだと私は思って期待をするとこ

でございます。 

 いろいろ原料となる木材の搬出６,０００トンの燃料等の確保について、いろいろ町

内外からもいろんな注目をいただいておりますが、できるだけ当初の計画どおり林業事

業体の格別の御協力で、何とかうまく回ることを期待しておるとこでございます。 



 農林課長、その辺についてしっかり発電所が持続できるような体制は整っておりまし

ょうか、どうでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  発電所の関係といいますか、発電所の関係でございます。

先般、この１月末で原木チップヤードの竣工をしました。県の検査、それから町の検査

も受けまして、今正式に指定管理者も先般、この議会で認めをいただいて、この３月１

日から指定管理者として、今活動をしていただいておるところでございます。 

 今６,５００トンの原木が要るということで、それは大丈夫なのかということで、今

御質問でございますけれども、その辺につきましては、これまでも協議会を随分やっぱ

りこれについても重ねております。その中には林業事業体の方もおられれば、専門家の

方もおられます、行政もおられます。それから県の方もおられます。国の方もおられま

す。そういったような方で随分協議をしてまいりまして、今はそういった林業事業体の

方、それから森林組合、それから今回指定管理者であります石州造林さん等のそういっ

たような方が責任を持って、今そこの原木チップヤードのほうに利材を集めるというこ

とで、どうもその協議の中でも随分進めておるというふうにお聞きをしております。 

 まだまだ、これからも協議をしてまいりますけれども、何とか来年の６月の稼働まで

にはきちんと確立をさせて、またいい方向で、いい報告ができればというふう思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  板垣君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  以上で、一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、５番、板垣敬司君の質問が終わり、以上

で本日の日程全て終了いたしました。本日はこれで散会といたします。お疲れでありま

した。 

午後２時 53分散会 

────────────────────────────── 
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午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。昨日に引き続いてのお出かけ、ありが

とうございます。これから、４日目の会議を始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の会議日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は会議規則第１２６条の規定により、１１番、岡田克也君、１番、草

田吉丸君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（沖田  守君）  日程第２、一般質問。 

 昨日に引き続いて順次発言を許します。発言順序６、１番、草田吉丸君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  皆さん、おはようございます。１番、草田吉丸でござ

います。通告に従いまして一般質問をいたします。よろしくお願いいたします。 

 今回、３点ほど通告をいたしております。 

 まず、１点目でありますが、「ゼロカーボンシティ」宣言についてでございます。 

 この質問につきましては、昨日も同僚議員のほうから同じような質問がございました。

重複する部分もあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 



 町長は、施政方針において、２０５０年までに二酸化炭素実質排出量ゼロを目指すゼ

ロカーボンシティの実現に向けた取組を推進することを宣言されました。この動きは、

津和野町にとって原木チップヤードとバイオマスガス化発電の稼働が始まる令和４年

度において非常に時宜を得た宣言であったというふうに思っております。 

 二酸化炭素排出量をゼロにはできないというふうに言われています。そこで注目され

るのが実質ゼロというキーワードであり、排出する二酸化炭素量を極限まで減らす一方

で、様々な取組によって二酸化炭素吸収量を増やし、排出量と吸収量を相殺することで

二酸化炭素排出量を実質ゼロにする取組と言われています。 

 次の点についてお聞きします。 

 １、具体的な推進計画について。 

 ２、排出削減と吸収量増に向けた取組はどのようなことが考えられるのか。 

 ３、森林整備と吸収量は大きく関連をしている。今後の森林整備計画について新たな

計画は。 

 ４、原木チップヤードとバイオマスガス化発電の稼働が津和野町にとっては大きな推

進力となることが期待される。原木の安定した供給により、永続的に事業を推進するた

めには、林業事業体、自伐林家、発電会社、関連団体、町が一体となった取組が必要で

ある。どのような体制で事業推進をされるのか。 

 以上についてお聞きいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  皆さん、おはようございます。 

 それでは、１番、草田議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 「ゼロカーボンシティ」宣言についてでございます。 

 まず、２０５０年までの脱炭素社会の実現に向けて、バイオマスガス化発電を主軸と

し、太陽光発電や小水力発電等の導入により二酸化炭素実質排出量ゼロとする仮説を立

てておりますが、具体的な施策につきましては今後策定予定である計画を基に推進して

まいりたいと考えております。 

 次に、排出削減につきましては、木質バイオマスガス化発電により生成されたエネル

ギーを地産地消することや、太陽光発電等の再生可能エネルギーや省エネルギー設備導

入促進による二酸化炭素排出量削減を検討しております。 

 また、当町は町面積の約９０％を森林が占め、豊富な森林資源により十分な二酸化炭

素吸収量を保有しております。引き続き適切な森林整備を行いながら、吸収量を確保し、

二酸化炭素の排出量をゼロに近づけるため、歳出抑制の取組が必要になってくると考え

ております。 

 併せて、豊富な森林資源を保有していることは、国が認証するＪ－クレジット制度に

おいて有利になるとも考えております。Ｊ－クレジット制度は、再生可能エネルギーの

利用や省エネルギー設備の導入による二酸化炭素等の排出削減量や適切な森林管理に



よる吸収量をクレジットとして国が認証する制度であり、排出削減量や吸収量に見合っ

たＪ－クレジットが発行されるものであります。 

 国内において、排出量と吸収量の需要と供給をマッチングさせることで、クレジット

を通じて資金循環させることが可能となります。また、この制度を活用することでクレ

ジットの売却益により、再生可能エネルギーや省エネルギー設備へ再投資するための資

金の確保も可能となります。 

 このように、様々な施策について有効性等を検討しながら活用し、２０５０年脱炭素

社会に向けた各種取組を推進してまいりたいと考えております。 

 次に、当町は、豊富な森林資源を背景に、林業は町の主要産業としてこれまで寄与し

てまいりました。しかしながら、長く続いた木材価格低迷の影響から、間伐等の適切な

手入れが進んでおらず、放置されている森林が増加しているのも事実でございます。 

 そういった中、「ゼロカーボンシティ」宣言により、津和野町としましては、同時に

林業の活性化に向けた大きな起爆剤となることも期待をしているところでございます。 

 森林は、二酸化炭素の吸収源としての役割が期待されておりますが、議員御指摘のと

おり、森林整備と吸収量は大きく関連しており、このまま放置された森林が増加します

と吸収源の効果にも影響が出る可能性も考えられるところであります。これらを解決す

るための新たな森林整備計画は現在のところございませんが、引き続き、森林環境譲与

税などを活用しながら、森林整備を行うための自伐型林業の推進や林業の担い手育成な

どを進めてまいりたいと考えております。 

 次に、津和野町と地域の林業関係者等で構成されます協議会として、津和野町木質バ

イオマスエネルギー活用推進協議会を立ち上げ、木質バイオマスガス化発電事業につい

てこれまで協議を進めてまいりました。 

 協議会の会員としましては、流域の林業事業体、森林組合、島根県、島根森林管理署

などの皆様にも加わっていただき、各関係機関から御意見をいただきながら現在に至っ

ております。 

 その協議会の中で、原木の安定した供給体制についても協議されており、現在予定し

ております電気の出力規模４８０キロワットを賄うためには年間約６,５００トンの原

木が必要であり、その供給体制としましては高津川森林組合、自伐林家、指定管理業者

等がそれぞれ供給を予定しており、安定した木材の供給に努めることとしております。 

 更には、何らかの原因で原木供給に不足が生じた場合を想定し、流域内のチップ製造

業者である２業者がチップを直接発電所へ供給することも予定されております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  この「ゼロカーボンシティ」宣言についてでございま

すが、これは世界的な動きでもあるというふうに思いますし、日本全国においてもこれ

まで多くの自治体がこの「ゼロカーボンシティ」宣言というのをやっているような実態

がございます。特に、津和野町においては、先ほど言いましたように、ちょうどバイオ



マスガス化発電が稼働する時期を見てこういった宣言をされたということで、非常に時

宜を得た宣言であったというふうに思っております。 

 いろいろな取組、これからやられるというふうに思います。回答の中でも、太陽光発

電やあるいは小水力発電、こういったことも導入を、計画をこれから立てるということ

でございます。地域に合ったそういったものをぜひ検討していただきたいというふうに

思っております。 

 様々な事柄が考えられるというふうに思いますが、回答にありましたクレジット制度

というものがありました。これについては回答にありますように、国が認証する制度で

あるというふうに思います。ＣＯ２などの温室効果ガスの排出量削減や吸収量を売買可

能なクレジットとして国が認証する制度であるというふうに思っておりますが、これに

ついて、別な言い方でいいますとカーボンオフセットというような言い方もこれしてい

るようでありますが、二酸化炭素などの温室効果ガス、いわゆるカーボンを埋め合わせ

るということ、オフセットという意味で、経済活動や生活から排出される温室効果ガス、

二酸化炭素の一部もしくは全部を植林や温室効果ガス削減活動への投資を通して埋め

合わせると、そういった行為であるというふうにも言われております。 

 そういったことで、この取組はどういうことかということで少し私も時間があったの

で調べてみましたけれども、津和野町がこれからいろんな取組をされると思いますが、

特に森林を活用した動きが主にあるんではないかなというふうに思っております。 

 今、非常に山が手入れが行き届いていないというような状況の山をきれいに間伐をし

たりするということによって木が二酸化炭素吸収する量が増えてくるというような、そ

ういうことによって効果が出てくるということだというふうに思います。そういった削

減量もありますけれども、吸収量を増やしていくことを一つのクレジット、ポイントと

いうようなことで、国に申請すればそれの、あるいは一般の企業のほうが買い取っても

らえると。そして、いうような方法であろうというふうに思います。 

 企業のほうも、この二酸化炭素の削減についていろんな目標を今立てているというふ

うに思いますが、その企業の努力で目標の二酸化炭素削減ができない場合はこういった、

例えば津和野町のそういったクレジットを購入することによって企業もそういった不

足する部分を補えるというようなことであろうというふうに思っています。 

 これは、一つ例として調べてみましたが、今、出雲のほうの例をちょっと私調べてみ

たんですけれども、ここがカーボンオフセットということを取り組んでおられるようで

ございます。これは、出雲ガスという会社が一部をカーボンオフセットするということ

でありますが、どこのカーボンオフセットを購入するかといいますと、出雲にある一つ

の企業のほうがそのオフセットを購入したということであります。 

 企業のほうはそれを購入することによって非常に企業のイメージアップにつながる

といったようなこともあるということで、こういったものが成立するんだというふうに



思いますが、これは出雲の中でのそういったクレジットの活用をしているわけで、こう

いったことは地産地消というふうに言われているように思います。 

 あと、これを購入するのは企業という部分が多くはなるというふうに思いますが、全

国の企業がそういったクレジット販売、入札にかけるというふうに思いますが、そうい

ったものを見ながら買っていくと。そうすることがまた、例えば津和野町にとっても資

金が入ってきたりすることによってその資金で新たに森林整備ができる、そういうこと

につながるんじゃないかというふうに思いますが、これについてはこれからの取組であ

りますけれども、町としてもぜひ力を入れていっていただきたいというふうに思います。 

 これについて担当課長、私ちょっと今分かりにくいことを言いましたが、大体そうい

うことでよろしいでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  今おっしゃったようにＪ－クレジットの件

ですけれども、これは今回津和野町でいいますと、木質バイオマスガス化発電が稼働し

ましたら、それに伴ってＣＯ２の排出削減量が大体基準値として出てくるわけです。そ

の基準値、ＣＯ２の削減をＪ－クレジットとしての価値として国が認証するわけです。

それを認証した後に今度は売却してＪ－クレジットを得るという形になります。議員お

っしゃるように、それが例えば東京とかの企業とかというのは可能性としてございます

ので、それで津和野町としたら外貨を稼ぐ一つのツールになるというふうに認識してお

ります。 

 ただ、このＪ－クレジット制度は今スタートしたばかりでございますので、その認証

作業やそれを売却するときに入札制度等もございます。なので、これから経済産業省と

かが現在、例えばＪ－クレジット制度運営委員会等を立ち上げて、そうしたところでそ

の入札作業等も行われているようです。なので、今後はそうしたところといろいろ協議

を重ねながら、津和野町のゼロカーボンに向けた、例えば木質バイオマスガス化発電の

ことによるＣＯ２削減量がどのぐらいになるかですとか、そうしたことをしっかり検討

しながら、Ｊ－クレジットの有効活用を図ってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ぜひそういったことを進めていただきたいと思います

が、鳥取県の日南町、非常に林業が盛んに取り組んでおられる町村であると思いますが、

ここのことを少し調べてみましたら、ここは平成２５年ぐらいからこういったクレジッ

ト制度に取り組んでいるようでございます。多くの契約をしている実態も出ておりまし

たので、そういったひとつ先進地等も研究をされて、ぜひこれに取り組んでいただきた

い、そういうふうに思います。 

 次でございますが、山の関係でございます。そういったことで山の森林整備というこ

とが非常にこれからは大事になってくるところいうふうに思います。その中で、森林整

備をするにおいて一番大事なことが、昨日の同僚議員のほうもありましたが、林業の担



い手育成といったところであるというふうに思います。山は多いんですけれども、それ

の作業をしたり、そういったことをする人がいない限りなかなかこれが進まないという

ことでありますので、この担い手育成、非常に大事であるというふうに思っています。 

 この担い手育成の関係でございますけれども、少し私昔の──昔のことといいますが、

昭和５０年代のことも、今回の質問であるのでちょっと調べてみましたら、旧日原町時

代のことでありますけれども、昭和５０年代でありますが、非常にこの頃植林が盛んに

行われていた時期であります。そのときに、林業に従事する人が自家林家のほか造林作

業班として随分できておりました。各地域に造林班というのができておりました。その

中で１４班ぐらいの造林班がございました。そして１４０人ぐらいの林業従事者の方が

おられました。そしてまた、素材生産にも約５０人ぐらいが従事している。そういう時

代もありました。 

 私も、父も母もそういった林業に携わっておりましたので、朝早くから造林に出かけ

て、夕方、非常に疲れて帰ってくる、そういう姿を見た記憶がありますけれども、その

時代、そういった林業を通じての現金収入によって私も育ててもらったんだなというふ

うなことを今回ちょっと思い出したようなところでございますが、昔のことを言っても

仕方がありませんけれども、今は状況が随分変わってきて、林業従事者が少なくなって

いる現実があります。 

 そうはいっても全国から津和野町に来て林業をやっていこうという方もおられるわ

けでございます。そういった方をしっかりと津和野町に定着していくような支援体制、

今も十分とっておられるというふうに思いますが、特に３か年を経過した後、地元に残

ってそういったことをやれるということに対しては、また新規就農といった形で支援を

３年間されております。こういったことで相当な支援をされておりますけれども、資金

面と合わせて、いろんな、よそから来た人がこの町に残って仕事をしていくということ

は非常に大きなハードルもあろうというふうに思いますので、３年が過ぎた後も、十分

町行政もそういった人との関わりを持って、いろんな連携を取っていただいて、相談で

きる窓口、そういったこともぜひ作っていただいて定住につなげていただきたい、そう

いうふうに思うところでございます。 

 そこで、ひとつ、この林業振興を進める上において、今の担い手の育成と合わせて、

伐採した跡地をきちんと植林をしていくと、これくらいは大事であろうというふうに思

っております。今、植林の関係でどのように今町は対応されているのかなということを

思うんですが、苗圃場とかそういった物を取り扱うことを今どのようにやっておられる

のかということでありますが、その辺について農林課長のほうにお聞きいたします。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  御質問内容は、今の植林についてということでございま

す。 



 確かに間伐、いわゆる除伐です。間伐じゃなくて除伐。皆伐した場合につきましては、

木がそこはなくなりますので、そのまま放置しておきますと山が荒れたりとかいう原因

になってまいります。そのため、先般、従来より国の補助事業で今の流域の再生支援事

業というところで、国の事業におきまして先般から再造林とそれから下刈りの補助事業

がございました。これ補助率については６８％でございます。残りにつきましては持ち

主さんの負担といったところでこれまでも進めてまいりましたが、昨年、令和３年から、

それではいかんということで高津川流域３市町が一緒になりまして、高津川流域森林再

生支援事業というところで、下刈りにつきましては５年間、それから再造林につきまし

てもそういった補助を、国の補助裏という格好になるんですか、足らず部分を町のほう

で補填をしていこうということで、３市町で今取組をしております。 

 ちなみに令和４年度、先般予算委員会の中でも申しましたけれども、令和４年度につ

きましても、下刈り分が７５万、それから再造林が１６万でございますけれども、皆伐

後の対応といったところで、そういった町からも補助金を出して進めているところでご

ざいます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  そういったことで、まあ間伐等も当然必要ですけれど

も、切った後の山林の植林、これも大事であるというふうに思いますので、その辺につ

いても力を入れてお願いしたいと思います。 

 次に、チップヤードとバイオマスガス化発電の関係でございますが、これも４年度か

ら稼働するということであります。この辺の今の状況というのも少し聞いているところ

でありますが、今、発電会社のフォレストエナジー社さんでございますが、こことのい

ろんな話合い、これは今担当課でも当然やっておられるというふうに思います。これは、

チップヤードとこの発電施設というのは本当に両方があって初めて成り立つ事業であ

りますので、その辺のお互いの協議とかそういったことは常にやっていく必要が私はあ

るというふうに思いますが、いろいろこの前も所管事務調査でそのこともお聞きしたと

ころでありますけれども、何か民間がやる仕事であるのでなかなか立ち入ったことがで

きないというようなことも少しお聞きしたようにもありますけれども、確かに会社のそ

この内容に踏み込むということはできないと思いますけれども、一緒にやっていくとい

うことについて、お互いがもう少し協議もしながらやっていくということは大事だろう

というふうに思います。 

 そこで、町長にお聞きしたいんですけれども、今このフォレストエナジー社さんでご

ざいますけれども、町長が最近といいますか、代表者の方とお会いして話をされたとか、

そういったことはあるのかどうか、その辺についてお聞きいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  ここ数年、２年ぐらいのレベルかもしれませんが、フォレス

トエナジー社の取締役社長という立場の方とは面談をしたというところはございませ



ん。ただ、津和野町のほうの現場で窓口となっておられる方とはいろいろ進捗状況等に

ついてお話を聞いたということはございます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  今、フォレストエナジー合同会社というのを立ち上げ

て、地元でもどなたか担当されているということは聞いております。私は、このバイオ

マスガス化発電を５億近い投資をしてこの津和野町を選んで、来て、ここで操業される

わけでありますので、企業誘致というような感じで私は捉えているんですが、そうはい

っても、製造業のように多くの雇用をそこで発生するということはないのかもしれませ

んが、いろんなところに波及効果というのは出てくるというふうに思います。これから

２０年間、フィットは続いて２０年間、それ以上これは続いてほしいんですけれども、

やはり長い付き合いであるということであります。ぜひ、町長においても、こういった

代表者の方とも時には顔を合わせて、いろんな話合いをするとかそういったことをぜひ

私はしていっていただきたい、そういうふうに思います。 

 次に移ります。 

 高齢者福祉についてでございます。町長は、施政方針で高齢者生活支援は本町福祉施

策の中でも最も重要な課題の一つとして考えていると述べられました。このことについ

ては同感をするものであります。高齢者の独居世帯は令和４年２月末時点、全世帯数３,

３５０世帯のうち６５歳以上の独居世帯が９９８世帯であります。全世帯数の約３分の

１が高齢者の独居世帯という驚くべき数字でもあります。ひとり暮らしの高齢者の方の

不安は計り知れないものがあると考えます。自助・共助・公助により安心して生活でき

る体制づくりが必要と考えます。次の点についてお聞きします。 

 １、高齢者生活支援の主な取組は。 

 ２、令和４年度からの新規の取組は。 

 ３、町が取り組んできた高齢者等見守りサービスの実態は。 

 ４、高齢者にとっては緊急病院対応が必要である。新たな対策は。 

 ５、国においては昨年２月、孤独・孤立対策担当大臣が任命され、孤独・孤立対策担

当室が設置された。このことについて国から市町村に新たな支援制度等の通知が来てい

るのでしょうか。町としての取組はあるのでしょうか。お聞きいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、高齢者福祉についてお答えをさせていただきます。 

 津和野町が目指す高齢者の姿は、一日でも長く生き生きと健康に。ひとり暮らしでも

認知症になっても、介護が必要な状態になっても津和野町で生活を継続できることだと

考えております。 

 令和２年度末での本町の介護保険新規認定者の平均年齢は８４.２歳、全国の８１.４

歳、県の８２.７歳と比較しても高く、加えて８０歳以上の認定者が全体の７７％を占

めている状況であります。 



 新規申請の理由としては、筋骨格系の疾患に伴う心身機能の低下、認知症、脳血管疾

患等により日常生活に支障があり、介助が必要になったことを理由とされております。 

 生活機能の低下した高齢者にとっては、心身機能、活動、参加の３つの要素にバラン

スよく働きかけることが重要となります。町としましては、心身機能を維持・向上して

いただけるよう、地域住民の協力を得て、１００歳体操や低栄養を予防するための元気

アップ教室などを一般介護予防事業として行っております。 

 また、従来の介護予防事業に加え、「活動」「参加」の促進を図るため、生活支援体

制整備事業において地域のお宝探し事業や地域のつながりを考える会を通して社会参

加を促し、地域の方がしたいことや望む暮らしを考える活動支援を行っております。 

 令和４年度からの新規の取組としては、さきに述べたそれぞれの取組が相互に関係し

ながら、統合・調和されていくためのシステム構築を推進していきます。具体的には、

保健・福祉及び医療対策審議会等において、高齢者の生活に影響する地域課題に対し、

一人ひとりの暮らしの中で何が困難となり、やりたいことができなくなっているのかを

探り、解決の手段や効果的に実施できる施策を考えていきます。 

 次に、これまで町が取り組んできた高齢者等見守りサービスについては、平成２５年

度からＣＡＴＶの告知端末機を利用しての緊急通報システムを構築しており、現在、２

２３世帯の登録があります。登録の要件としては、６５歳以上の高齢者やひとり暮らし

の障がい者等が対象となっております。 

 次に、津和野共存病院においては、医師不足から、平成１８年に救急病院の告示を取

り下げておりました。以降は、益田赤十字病院を中心として救急車による搬送やより高

度な処置を要する場合は高度救命救急センターを持つ島根県立中央病院等へドクター

ヘリで搬送しており、これは高齢者に限らず全ての住民に対して適用されております。 

 津和野共存病院は救急告示病院ではありませんが、地域住民に密着した急性期医療も

提供しているため、受入れ可能な救急患者については対応し、重症救急患者に対しては

相談及び初期対応を行い、益田赤十字病院など適切な救急病院へ紹介しております。 

 なお、将来的に医師数が充足され救急医療を提供可能な体制が整った場合には、住民

の安心のため、再び救急病院の告示をする計画としております。 

 次に、市町村に対する新たな支援制度等の通知については、島根県政策企画監室を通

して内閣官房孤独・孤立対策室より町の担当課登録依頼があったほかは情報がございま

せん。内閣官房孤独・孤立対策室によりますと、孤独・孤立対策が様々な政策分野にま

たがることから、市区町村ごとに考え方が異なるため、国からの担当課を指定すること

はしないということのようであります。役場内の担当部署をどのようにするか、現在、

総務財政課、税務住民課、つわの暮らし推進課、健康福祉課、医療対策課、教育委員会

等の関係部署と協議中であります。まずは担当部署を決めた後、町としての取組方を決

めてまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 



○議員（１番 草田 吉丸君）  回答の中で、新規の取組ということで少しありました。

高齢者の生活に影響する地域課題に対して、ひとりの暮らしの中で何が困難となり、や

りたいことができなくなっているのかを探り、解決の手段や効果的に実施できる施策を

考えていきますということがございました。これが新たな取組というふうに思いますが、

これはどのようにされるのかなというふうに思ったんですけれども、高齢者の方に直接、

これ聞き取り調査とかをしながらそういったものを考えていかれるのか、ちょっとその

辺を、方法についてどういうふうに考えておられるかお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  ２番のところでお答えしました一人ひとりの暮らし

の中で何が困難となり、やりたいことができなくなっていくのかを探りという部分だと

思います。 

 １番のところでお答えしましたとおり、現在、地域支援事業という中の一環としまし

て、生活支援体制整備事業というのを現在やっております。これにつきましては、高齢

者を支える地域の支え合い体制づくりを進めるものでございますけれども、この中の一

環としましてお宝探し事業というのをやっております。そうした中で、地域に人が入っ

ていきまして、その中で様々な情報を共有するというところでございますけれども、そ

うした中で、情報を吸い上げる中で、先ほど２番でお答えしました保健・福祉及び医療

対策審議会のほうに問題を上げる。その問題を更に役場の横の連携をとった合同会議と

いうところの中で吟味をしまして、検討させていただいて、また審議会のほうに問題政

策提言等をさせていただく中で解決をしていければというところを今考えております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  次に、高齢者等の見守りサービスについてでございま

すが、現在２２３世帯の登録があるということであります。これについては、実際の利

用状況というのはどういう、これをどれぐらいの方が緊急に使っておられる実態がある

のか、この辺についてちょっとお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  件数の詳細はちょっと今日は資料を持ってきてない

んですが、大体月に１０件程度は、これはシステム的に告知端末に登録をされちゃった

方は赤いボタンがあるんですけれども、そこのボタンを押しますと、益田広域消防所の

通信指令室にそのボタンを押したことが伝わりまして、通信司令室からその方のところ

へ電話をして、どうしましたかということで、例えば、こういう状態なんで救急車を要

請しますということがあればすぐに行くというようなシステムになっています。大体月

に５件から１０件ぐらいそのボタンを押すことがあるんですが、そのうちの７割、８割

は、ちょっと間違えて押したとか、猫が踏んだとか、そういうことで誤作動というか、

誤通報というところが大体７割から８割ですが、実質的に月に１件程度は、本当に救急

要請が必要で押されているという方がいるというような状況になっています。 



○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  まあほんと、高齢者の方ですからつい押してしまうと

かいう、そういうことも多分あると思いますが、こういったことを設置されているとや

っぱり安心感もあろうというふうに思いますので、これは希望者に当然でしょう。必ず

６５歳以上の方の独居の人の家庭には配置されているのか希望者だけなのか、その辺は

どうでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  基本的には本人の希望という、申請ということにな

るわけでありまして、町から、いかがですかということはありません。ただし、例えば

ヘルパーさんが入っておられる家庭なんかで、状況を見て、社協のほうから、そういう

方のところには緊急通報装置をつけたほうがいいんではないですかというような、こち

らへ情報提供があれば、こちらからその方にお話をさせてもらったり、その身内の方に

お話をさせてもらって設置をするというようなこともあります。 

 逆に、最近多いのは、認知症等によりまして、先ほども申しました、何回も間違って

ボタンを押される方、頻繁になってきますと通報された消防のほうもそのたびに連絡を

したり、もしくは連絡で相手が出なかったときには救急車は即出動しますので、そうい

うことになっておりますので、認知がひどくなって、これも御家族の方等と相談をしな

がら、逆に外すということも最近増えているところであります。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  次でございますが、津和野共存病院の関係でございま

す。いろいろこれからの取組上のことも、議会のほうも説明を受けたりして聞いており

ますが、特にその中で緊急病院の告示を計画しているということがありました。これは

非常に、私はいいことであるというふうに思います。今、何かあれば益田日赤あるいは

医師会のほうに搬送される。ドクターヘリという方法もありますけれども、できるだけ

近いところで対応できる。これが非常に重要なことであるというふうに思いますが、今

聞いておりますところでは、３年以内を目指すということを聞いておりますが、この辺

について町長、どうでございましょうか、この取組についての町長の考え等がありまし

たらお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  救急病院としての告示を復活させるということにつきまして

は、町民の皆さんがいつでも安心して医療が受けられる。そしてまた安全に暮らしてい

ただける、そういう観点から、非常に重要なことだというふうに思っております。これ

はまさに定住対策にもつながるということだというふうにも考えているところでござ

います。 

 この救急告示を復活させるということは、私自身も長年の一つの目標であり念願でも

あったということであります。ただ、今までは医師をはじめ、なかなか医療スタッフの



ほうが十分な体制に確保できないというような現状があったわけでありまして、なかな

か救急告示を復活させるというところまで、旗を上げるところまでまだいけなかったと

いう状況であります。 

 ただ、ここ数年の動きとしましては、県あるいは島根大学医学部から当然この益田日

赤、そうした方々の本当に御支援をいただく中で、自治医科大学の医師の派遣をいただ

いたりとかそういうこともありまして、少しずつ医師の確保というものが進みつつある

というような状況でございまして、もう少し頑張って医療スタッフの確保ができれば救

急告示というのが現実として見えてきたという状況の中で、何とか３年以内に復活をし

ようということを目標に掲げて取組を始めたというようなところでございます。 

 ただ、まだもう少し乗り越えていかなければならない課題もあるということでありま

して、医師のほうももう数名は増やしていく必要があるということ、それから、看護師

等々、そして医療スタッフも確保していかないと救急告示を再び掲げるということには

ならないということでありますので、私としてはやはりこの救急告示を復活させるとい

うことはまず優先課題としては非常に高いところに位置づけしております。そのために

はそうした救急告示をなし遂げていくための資金等の資源を、当面はここ優先順位が非

常に高いということで、集中して取り組んでいきたい、そういうふうに思っているとこ

ろでございます。 

 そのためには、当然橘井堂との連携ということも非常に重要でございます。これは私

自身が橘井堂の理事でもございますので、また町のいろんな立場やお考えもその場でお

示しをしながら、橘井堂と共通認識のもとでこのことは進めていきたいというふうに思

っております。 

 橘井堂におかれましても、この数年、本当に改革をしていただいておりまして、経営

状況も相当に改善をしてきておりますし、また町の医療がこれからこうあるべきだとい

うようなことを橘井堂独自にも示していただいているということであります。ましてや、

そうした町との共通認識のもとで町の医療構想をもって、橘井堂と同じ認識の中で今進

んでいるということが非常に訴える力が強くなっておりまして、それがある意味では県

のほうからも、津和野町の医療に賛同いただいて、医師を派遣しようという今流れにも

なっているという好循環が起きつつあるというところでありますから、こうした流れを

しっかりまた今後も取組を進めていきながら、何とかこの救急告示というものを復活さ

せていく、なし遂げていきたい、そんな思いでございます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  ぜひ実現に向けて御努力をお願いしたいと思います。 

 また、あと高齢者の関係についてはもう少し、高齢者住宅関係もお聞きをしたかった

んでございますが、次回にこれは回させていただきます。 

 次に、買い物支援についてでございます。 



 少子高齢化による人口減少社会において、各種小売店は後継者不足や経営的に成り立

たない等の理由で閉店が加速しています。津和野町においても生鮮食料品や日常生活用

品店の存続は大きな課題であると思います。住民福祉の観点から、町としても積極的に

関わりを持って存続に向けた取組が必要と考えます。次の点について伺います。 

 １、町が取り組んでいる買物支援サービスの実態は。 

 ２、生鮮食料品店の存続に対する町としての取組は。 

 以上、お聞きします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、買物支援についてお答えをさせていただきます。 

 まず、買物支援サービスにつきましては、集落支援員４名体制で実施しており、月、

火、木、金曜日に津和野町全域を対象に、依頼を受けた買物を代行し商品を配達してお

ります。利用者は令和４年２月末現在で５６名、買物支援サービス参加商店は２１件と

なっております。利用者の増加、参加商店の増加による商品の多様化等により、買物商

品購入額も増加しております。買物商品購入額については、平成３１年度１０９万７,

３２９円、令和２年度３１１万１,９５８円、令和３年度２月末現在４８９万９,５１９

円と、毎年増加しております。 

 利用者の増加は、参加商店の増加による商品の多様化が一つの要因であると考えてお

ります。また、利用者の増加により買物商品購入額が増加することは、参加商店の売上

げ増につながっているものと考えており、今後も参加商店と連携し、利用者にとっても

参加商店にとっても効果のある事業を展開してまいりたいと考えております。 

 次に、生鮮食料品店を含む小売店等の存続に対する支援については、津和野町商工業

事業後継者支援事業補助、津和野町個別商業包括的支援事業補助、津和野町商業等支援

事業費補助などにより取り組んでいるところであります。 

 まず、津和野町商工業事業後継者支援事業補助では、後継者不足という現状に鑑み、

次代を担う事業を後継し維持発展させるため、事業後継者の条件を満たした者について

補助を行っております。 

 次に、津和野町個別商業包括的支援事業補助により地域経済の活性化や雇用の創出を

目的として販路開拓からデザイン開発、人材育成のほか創業支援等幅の広い支援を行っ

ております。更に、津和野町商業等支援事業費補助では、島根県の補助金と連動して商

業機能の維持・向上に取り組む事業者を支援するために建物の改修費や取得費、家賃補

助などを行っております。 

 こうした取組を商工会等と連携して行うことで現事業の継続支援と後継者を含む事

業の継承を支援しているところでございます。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  買物支援サービスの実態については回答をいただきま

した。少し利用者も増、そして売上げも増ということにつながっているというふうにお



聞きをいたしましたが、このことは、増加しているということは非常にいいことであろ

うというふうに思いますが、このことについては、今直営でやっておられると思います

が、民間でいろんなところもこういった取組を今しておられます。私も、この買物支援

サービスについては集落支援員制度がある。そのために何とか成り立っているというふ

うにも思うんですが、こういうことについてはいずれ時期を見ながら民間に任せるとか

そういったことも考えていく必要があるんじゃないかなというふうには思っておりま

す。 

 次に、生鮮食料品の関係でお尋ねをいたしました。確かにいろんな店が少なくなって

きております。特に今日お聞きしたいのは、日原地域において、今生鮮食料品店が１店

舗であります。非常に頑張っておられますけれども、やっぱり後継者については不安を

持っておられます。 

 そういったところで、これらについてどのように今対応されるという考えがあるのか

ということを、これ町長に私はお聞きしたいんですけれども、それと合わせて、私今年

の町長の施政方針の中でも、計画的な土地利用ということが出てきました。これ、新し

い施政方針の内容であるというふうに受け止めております。 

 この前の予算審査のときにも少し担当課のほうに、このことについて、どういうこと

かということをお聞きしましたが、やはり津和野地域においては都市計画区域あるいは

そういった区域を設定して、その中でいろんな事業をやっていると。しかし、日原地域

においてはそういったことがないので、そういったことを今からやっていきたいという

ような話であったというふうに思います。新規事業においてもこのことが掲げられてお

ります。このことと、今の日原の店舗、これを今後どうしていくかというようなことの

その中で私は考えていかれるのかなというふうに思うんですが、これとの関係。とにか

くまちの生鮮食料品店について今後どのように対応されるか、今答えられる範囲でよう

ございますので、町長のほうにお聞きをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  まず最初の買物支援等はやがて民間へということのお話でご

ざいまして、私は、理想としてはそういうことだと思っております。ただ、やはり人口

減少に伴ってなかなか民間のほうがやろうにも採算ベースに合わないというようない

ろんな実情が出てきているということであります。これも一つの事例かと思っておりま

して、なかなかやはりそこが、むしろ今、民間でできないことを我々行政が支えていく

ということが大事なスタンスだと思っております。 

 だから、現実としては、むしろやはりこうしたこと、本来なら民間でやっていただか

なきゃならない、やっていただくのが一番いいことなんだけれども、行政サービスとし

て今やらなければならないということでありまして、むしろ現実的にはそちらの方向の

ほうが強まってくるんではないかというような今気もしているといったところであり

ます。 



 というのも、次の２番目の質問とまたその関連が出てくるわけでありますが、まちの

生鮮食料品店が後継者がおられないということでありまして、ここが廃業されてしまう

と、要は一気に買物難民が増える可能性があるということであります。それで地元の自

治会からも議会に、その対策をということを請願をされて、議会も請願採択をされたと

いうことであります。 

 町としてもこのことを、やはり解決策を導き出していかなければならないということ

でございまして、この生鮮食品をいかに買物難民を発生させないように継続をさせてい

くのかということを、これもずっと検討してまいりました。 

 第一段階として、そろそろ議会のほうにお示しをしなければならない、そういう今時

期にも来ているというふうに思っておりまして、この２３日が議会の最終日でございま

す。議会終了後に全員協議会をお願いしておりまして、その中の議題の一つの中にこの

具体策を議会のほうにお示しをするという予定にしております。その具体策の中におい

て土地利用ということについても絡みを、関連したものをお示しをしていきたいという

ふうにも今考えているところでありまして、ちょっとそういう状況でもありますので、

今日のこの時点、事業承継という非常に個人情報にも関わる、非常に内部的な問題が発

生してはいけないということも出てまいりますので、この一般質問の場で、今日この議

員の御質問にお答えをして具体的な内容を話すということについては御了承いただき

たいと思っております。また２３日のときにまたお示しをさせてもらいたい。そのとき

には、我々としては非公開でこの全協をお願いしたいということを今議長にはお願いを

しているというところでもありまして、そうしたこともお含みの上でまた、ちょっとこ

の辺の具体的な答弁については、現段階ではお許しをいただきたいというふうに思って

おります。 

 いずれにいたしましても、こうした取組、買物支援サービスも含めてでありますが、

これはずっとつわの暮らし推進課が担当しているわけでございます。一方で、２番目の

御質問でありました高齢者福祉というところ、これ等は健康福祉課もそうでありますし、

また特には地域包括支援センターが中心になって今進めてもいるといったところであ

ります。やはりこの横の連携がここでも非常に重要だというふうに思っておりますので、

また令和４年度においては、プロジェクトチームを作ってやっていきたいというふうに

思っております。 

 この問題に関してのプロジェクトチームについては、今後このチームでの会議にもで

きるだけ私も参加をして、そして縦割りの弊害ができるだけ出ないように、リーダーシ

ップを取って、また高齢者福祉というものには相当力を入れていきたいという思いでも

ございますので、よろしくお願いしたいと思っております。 

○議長（沖田  守君）  草田君。 

○議員（１番 草田 吉丸君）  店舗につきましては、全員協議会という場で説明があ

るというふうに思いますので、その辺を期待をしておきたいと思います。 



 それでは、以上をもちまして私の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、１番、草田吉丸君の質問を終わり、ここで１０時ま

で休憩といたします（発言する者あり）失礼、もう１０時でした。１０時２０分まで休

憩といたします。 

午前９時 59分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 10時 20分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き質問を続けます。 

 発言順序７、４番、道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  道信です。それでは、質問に入ります。 

 まず最初に、前回の１２月のときの質問に対する答弁漏れがありましたので、再度そ

のことについてお伺いしますが、その前に、私の質問はいつものように町長だけお答え

願いたいというふうに思っております。もし不足のところがあれば担当課の課長もあり

ですけれども、それを前提といたします。 

 日原の「クレープリーいと」についてです。令和３年、あそこを通るときに、お客さ

ん入っとるんかなといつも思ってはおるんですが、正式な場で、令和３年の１月から１

２月までの毎月の売上げの金額をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、４番、道信議員の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 日原の「クレープリーいと」についてでございます。日原にぎわい創出拠点かわべに

おけるクレープリーいとの令和３年１月から１２月までの毎月の売上金額は、１月が２

３万３,４２０円、２月が２４万２４０円、３月が３５万４,３９０円、４月が３０万８

８８円、５月が３４万２,３００円、６月が３２万５,６４０円、７月が２８万１,００

０円、８月が４３万７,５８０円、９月が２７万４,０１０円、１０月が４４万９,６５

０円、１１月が３９万５,３３２円、１２月が３４万４,７４０円となっております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  この数字を見ますと、１日大体１万円ぐらいです。こ

れから推測したときに、１人分の人件費にもなっていないということが分かるんですけ

れども、このままこの状態で続けられるのかということをちょっとお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  今回の「クレープリーいと」、カフェでございますけれども、

川辺の中に設置しているということで、いわゆる日原にぎわい創出拠点かわべというこ

とでございます。 



 なぜここにこのカフェを設置したかというところは、要は高津川に親しみながら、こ

こを訪れる人を増やして、そしてにぎわいを創出していこうという、まちづくりのプロ

ジェクトで始まったものでございます。最初から民間にカフェをということになりまし

ても採算が合わないだろう。そういう面で民間の進出はないだろうということから、行

政がまずはまちづくりの一環としてこのカフェを設置したというところであります。 

 ですので、人件費部分については、集落支援員を入れて、国の財源を活用させていた

だいて、いわゆる経営とはまた関わらないところの人件費を確保してやってきていると

いう状況でございます。ですので、現在、入り込み客としては１,８００人という数字

でございます。コロナ禍の中での１,８００人という数字でございまして、町外からも

多くの方々が、このカフェだけではありませんが、このかわべに訪れてきていただけて

いるという状況でもありますので、今後もこれを更に伸ばしていくという観点からも、

ここにカフェというのは必要だというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  今、私が見る限りにおいては、いつも閉まっているよ

うなんですけれども、このまままだ続けていかれるんですか。 

○議長（沖田  守君）  担当課長は今の、担当課長は商工観光課長か。はい、どうぞ。

（「議長」と呼ぶ者あり）道信君、補足的な質問じゃから、それは担当課長でいいじゃ

ないの。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  補足的じゃないですよ。このまま続けていくかという

ことは補足的なことじゃないですよ。 

○議長（沖田  守君）  存続のことだから町長に聞きたいというわけ。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  そう、それは当たり前でしょう。 

○議長（沖田  守君）  町長、それじゃ。 

○町長（下森 博之君）  あと存続をしていきたいということで、現在そこのスタッフ

を募集をしているというふうに、にこはらのほうで募集されているというふうに伺って

おります。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  わかりました。それでは、この数字の倍取ってもちょ

っと厳しいんじゃないかなと思うんですけれども、頑張ってとにかくやっていただきた

い。私も個人的にはカフェをやっておりますので、カフェの状態というものがどういう

ものなのかはというのはよく分かっておりますので、これは相当頑張ってやらないとい

かんなというふうに思います。 

 それでは、前回の答弁漏れですので、この数字が分かりましたのでこの質問は終わり

ます。 

 続いて、次は、私から見れば答弁漏れじゃなくて答弁拒否だというふうに映っている

んですけれども、なごみの里の横に建築予定のホテルについてであります。 



 最初に、あれから、前回のときは庁議の中での意志統一はできたと。ですが、その後

が進んでいないというふうに聞いておるわけですけれども、その後３か月がたったその

後の、今の進捗状況についてお尋ね、まずします。 

 ここで切りますか、１回。全部行きますか。 

 じゃ、引き続いて、ロになるんですけれども、ホテルの名前を聞いたわけですけれど

も、それについては、相手が名前を言わないでくれと言ったので言わないという答弁を

しましたが、私が私なりに勉強してみたところによると、憲法第２１条国民の知る権利

があるという、ここから来て、それから情報──国民の知るこの２１条というのは、実

際には表現の自由というものなんですけれども、それは国民の知る権利ということと、

それから情報を公開しなさいということが全てひもづけされている、一連であるという

ことが前提でありますが、ここに抵触すると。 

 それから情報公開法、その下の法律ですけれども、そこにも抵触していると。それか

ら、一番身近なのは町の条例ですけれども、この条例を打ち出して改めて読んでみたん

ですけれども、この条例に反しているというふうに私は解釈しております。 

 私、質問の中で、単なる私の感情論的なことではなくて、いわゆるこういう手続論的

なところをもって私は質問を進めていきますので、手短に私の質問に対して端的にお答

えいただきたいというふうに思っております。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、なごみの里横に建設予定のホテルについてお答え

させていただきます。 

 まず、最初の御質問でありますが、前回の昨年１２月定例議会における一般質問にて

お答えをした以上のことについては、新しく回答するべき事項はありません。新型コロ

ナウイルス感染症が世界的に拡大している状況とその影響を大きく受けているホテル

業界の事情も鑑み、慎重に話合いを進めている状況です。 

 次の御質問でありますが、誘致活動の交渉段階にあっては、交渉相手との信頼関係を

維持しなければ誘致が実現をしないと考えております。現段階において交渉相手を明か

すことは相手方の意向を無視することとなり、信頼関係を大きく損なうものと認識をし

ております。前回の御質問時にお答えをしておりますとおり、ある程度の具体的な合意

がなされれば当然のこととして契約前の段階で町議会に説明をし了承を得なければな

らないと考えておりますし、その時点をもって相手方の情報についても公開することと

なります。 

 繰り返しになりますが、現時点では誘致活動の遂行に支障を及ぼすおそれがあるため

情報を開示することはできませんことを御理解いただきたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ホテル名という、ある意味名前を知りたいという、考

えようによって、見方によっては、何か細かいことを聞くなあみたいなことになるよう



に受け止められては私も心外ですので、私は町民の知る権利と、それから行政の情報開

示をするということを大きな命題にしておりますので、これはたまたまそのことを具体

的に、ここから入り込んでいきたいということでので、そのことをぜひ間違わないよう

にしていただきたい。決して重箱の隅をつついているわけではございません。 

 それで、まずイですけれども、この質問でございます。交渉、話合いを進めていると

いうふうに述べておられますけれども、ホテル、話の相手はホテルですか。それとも、

もう一つの積水ハウスになるわけですけれども、どちらを話し相手にその後交渉されて

いますか、お尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  ホテルではございません。そのホテルの日本の代理店となっ

ている会社と話をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  ホテルではなくてホテルの代理店。私が今聞いたのは

ホテルですか、もう一つの積水ハウスのほうですかということをお聞きしておりますの

で、今のあれだったらホテルの代理店というちょっと解釈なんですけれども、どちらで

すか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  誘致活動をするホテルではありません。その日本の代理店で

ございます。ですので、その代理店がどういう企業かということについては、その企業

の確認を取っておりませんので、具体名についてはここでは差し控えさせていただきた

いと思います。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  交渉を続けられているということなんですけれども、

あれから何回ぐらい交渉されたか。直近で交渉したのはいつかということをお尋ねしま

す。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  ただいまの御質問でございますが、交渉というとこ

ろではなくて、お話というような形で話させていただいているというところでございま

す。直近で、業務についてお話させていただいたのは、昨年の１１月です。それが一応

業務上でのお話をさせていただいた最後になろうかと思いますが、それ以外のことの会

話については、別のことでお電話したりすることもありました。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  １１月ですか。ということは、私が１２月に一般質問

していますので、それ以後は全くないということですね。ということは、ここに言われ



た話合いを進めているとは思えないというふうに私は思います。１１月でしょう。質問

したのが１２月ですから。それ以後に何もないということで、話合いはしていないとい

うふうに解釈します。それはいいです。分かりましたから。 

 そしたら、次なんですけれども、これからが本番になるんですけれども、私なんか個

人的に、例えば相手とお会いしたときに、名前を名乗らないような人と話を進めていく

ということは、私はしません。ということは、相手の企業が名前を名乗らないという企

業、これを交渉相手とするというのは、交渉相手として、いわゆる誘致企業としてふさ

わしいんかいというのが疑問になるんですけれども。それはまあ町は知っていますよ。

ですけれども、私たち町民が、名前を名乗ってくれないような企業を誘致企業としてい

いのかいというのがこの骨子です。ですから、そのふさわしいかどうかということを町

民が判断するためには、大体私らは相手がいろいろ名前を言ったときにはホームページ

で調べていきますから、ああ、どういう会社で、どういうあれで云々調べます。町民は

そういうものを調べようがないということなんですけれども、再度お尋ねします。その

ホテルの名前をお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  道信君、申し上げておきますが、あなたはこのなごみの里横

に建設するホテル建設には反対の意向をこれまでも示しておられます。したがって、建

設反対の方がそこまで深く追及するという意図をまずは申し上げて質問してください。

道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  最初に言いましたように、町民の知る権利と、それか

ら情報開示というものを町長はどういうスタンスで考えておられるかということが最

終的には私が知りたいことなんで、このことはその一端として、事例として質問してい

るわけですから、前回の、今までの反対の立場だからどうとかなというようなことでは

ありませんので、その点、これを再度お尋ねしますが、開示される、名前はどうですか

という言い方。 

○議長（沖田  守君）  よく分かりました。あのね、だからあなたはホテル建設に反

対ではあるけれども、情報開示等の町の姿勢について質問しているんだね。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  そうです。 

○議長（沖田  守君）  それなら、事例は誠に、あまりよろしくないんじゃけど、許

します。町長。 

○町長（下森 博之君）  民間の企業でも、行政でも一緒だと思います。交渉の過程の

段階では、通常、やはり信頼関係を持ちながらやりますから、当然、具体的な名前とか

それをオープンしたくない場合というのは必ずあるというふうに思っております。ある

程度のお互いの合意がなされたときに初めて、これは民間でもマスコミ発表したりとか

そういうことになると思います。行政もやはり、これは何度も今まで話をしてきている

ように、ある程度のタイミングが来たら、しかも契約をした後でもなくて、その契約を

する前に議会のほうにお諮りをさせていただきます。そこで初めて情報もオープンにい



たしますということを申し上げてきているわけで、決して、絶対にいつまでもホテル名

を出さないということを申し上げているわけではないということで、そこに情報開示を

するんだということはお示しをしているつもりであります。ほかにも、町内に来てくだ

さっている誘致企業がほかにもございます。これも同じような形で、ある程度相手の誘

致企業と合意がなされたときに初めて議会にもこういう企業が津和野町に来てくれる

ことがほぼまとまりましたという話を今までもしてきたというふうに思っております。

それと同じ過程を今踏んでいるということでございます。 

 それからもう一つ、最初に、法令に基づいてということで、ここも少しお互いの解釈

をはっきりさせていただきたいと思っておりますが、情報公開条例に基づいてという話

をされました。この条例は、この目的にも書いてありますように、住民の公文書の開示

を求める権利について定めた条例でございます。ですから、条例公開請求があって、そ

のときにどう対処していくのかというのを定めた条例でございます。ですから、今ここ

で求められているのは、一般質問という場においてどういう情報公開をするのかという

ことが求められているんではないかというふうに思います。ですから、ここの条例のフ

ィールドが違う。そこの解釈というものをもう少し正しくしていただいた上でまた御質

問もいただきたいというふうに思います。 

○議長（沖田  守君）  道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  要するに、紙ベースで要求してこいと。それでなくて

は答えられませんよというような雰囲気だったんですけれども、基本的に、知る権利、

これは民主主義の根幹です。それを今のように情報開示請求をしたら教えてやるという

ようなスタンスと私は受け取ったんですけれども、私は、今議員としてここで質問をし

ているということは、私は町民の付託を受けているので、私が質問することは町民が知

りたいということにもなるわけですので、ただ単に個人として質問しているわけではな

くて、議員として質問をしているわけですから、情報開示請求と同じ価値を持つという

ふうに私は思っております。 

 この議員必携を読んだときに、やはり議員というものは町民の付託を受けてその一問

一答が町民の疑問なんだと、知る権利を持つんだということでありますので、その解釈

が違うといったら話にならんのですけれども、次に進めます。 

 それで、言わないでくれということが交渉相手との信頼関係というものを度々言われ

ますけれども、そうしたら、あの土地は所有権は町民にあるわけです。それを誰か分か

らない人に、いろんな有利な条件をつけて誘致させるということを私が町民に説明する

んですか、それを。 

 だから、私は今の知る権利を重要視したい。それで、行政には情報開示を要求します。

今のあれでいくと、そちらの企業のほうが町民の今の気持ちあるいはそれは当然法律、

それから憲法に基づいているわけですから、それよりも上であるということがよく分か

らないんですけれども、その辺りお答えください。 



○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  ですから、タイミングが来れば町民の皆さんにも情報を公開

するというふうに申し上げているわけであります。だから、今までの誘致企業との事例

とも同じように、交渉は今段階なので、それについて現時点では情報が開示できません

ということを話をしております。 

 知る権利ということについては、必ずその時期が来たときに、必ずその権利に答えて

いきますということを申し上げているということでございます。 

○議長（沖田  守君）  道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  今の答弁を聞くと、私から見れば、追って沙汰を待て、

こういう上から目線の発言としか受け取れないんです。情報開示というのは、町民が知

りたいと思ったときに開示するべきであって、もう一ついえば、積極的に最初から情報

開示をするべきだというのがあの憲法の理念ですので、ちょっとずれますけれども、熊

本県の小国町の町長は、ホームページを見たら分かります。あのホームページを見ると、

自分から積極的にいろんな情報を出しておられます。その中で、交際費、毎月こんなも

のを使いましたというのがもうホームページにどんどん出ているんです。ああいうふう

に、積極的に情報を開示しようとする姿勢と、追って沙汰を待てというようなこの姿勢

の違いを私は今言っているわけなんで、いずれ分かるんだから、だけど、町民の土地を

あの会社に貸してもいいのか悪いのかという一番最初の情報を出すことが情報開示の

理念ではないかというふうに思うんですけれども、これは水かけ論ということじゃない

というふうに私は思うんですけれども、その辺り、もう一度ちょっとお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  まず最初に、いつの間にか私が追って沙汰を待てと言ったよ

うな今話になっておりますが、決して私、そんなことは言ってもいませんし思ってもお

りませんので、その点についてはここでまず訂正させていただきたいというふうに思い

ます。 

 先ほど、町民の知る権利とは、町民が知りたいとき、思ったときにすぐ情報を開示す

るというお話でございますけれども、じゃ、例えば次、２３日、先ほど草田議員の御質

問で、全協で非公開をお願いしたいということを申しました。それも議会としてはもう、

非公開ということをそもそも論として、もう否定をされるんだろうか、公開・非公開と

いうのは、そこのときにそれぞれのケース・バイ・ケースで判断されるとは思っており

ますが、今の論理でいくと、もう非公開そのものがこれはもう門戸を閉じる、そういう

お話になってくるんじゃないかと、私はそう感じております。 

 それから、先ほど情報公開条例ということも申し上げられましたけれども、その条例

で言いましても、不開示情報第６条というのがあります。それは、こういうケースの場

合は情報は開示できませんよというのが条例にもうたってあるわけであります。じゃ、

町民の知る権利が全てに優先されるんであれば、そもそもこの第６条というのは全く必



要がないということになってくる、そういう論理になってくるんではないかと思ってお

ります。それはあまりにもおかしい話だというふうに私自身は感じているところでござ

います。 

 先ほども小国町の話も出ました。我々は、私のサイドの判断だけでできるものであれ

ば、情報は基本的には開示していこうという姿勢で私自身は思っております。ただ、こ

れは今交渉事で、相手の意向がそうだから今私はここでホテル名が明かせませんという

ことを申し上げているということであります。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  第６条、不開示情報は、個人的な情報、個人情報です。

これは駄目ですよ。それから、防衛とかそういうような国の全体の方向性に関わるよう

なこと、これは駄目です。この二つは言っています、確かに。これがこの６条の不開示

情報です。 

 今回の場合は法人ですので、相手が。だから、法人の場合はそれではこの不開示情報

の中に、どこの条項が不開示の部類になるのか、それをお答えください。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  まず、前提条件として、私はこの一般質問の情報公開の場と

情報公開条例のこの趣旨とはまたフィールドが違うというのはまず申し上げたいと思

います。その上で、百歩譲るか十歩譲るか分かりませんが、今の御質問にお答えしたい

と思いますが、第６条の（７）でございます。業務のその他開示することによって──

前文は省かせていただきます。当該事務または事業の性質上、当該事務または事業の適

正な遂行に支障を及ぼすおそれのあるもの、こういうものがうたってございます。それ

に該当するというふうに思っています。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  これに該当するという具体的なことを、こうこうこれ

これだから該当するという具体的なことの立証責任があるわけですから、立証責任は実

施機関が持つわけです。だから、これはそれでは、名前を言うなと言われたから言わな

いということが正当な理由になるというふうには、私には思えません。私には。幾ら読

んでも。これは凡例とかなんとかでいろいろ書いてある。ホームページなんか見たら凡

例とか事例とかいうのが幾らも出ているんですけれども、それのどこに当たるのかとい

うこと、どう考えたって出てこないんです。 

 例えば一つ言いましょうか。競争相手がいる。そのときに、相手の金額とこっちの金

額が違うから情報開示はできませんという、こういうようなのは確かにあります。です

けれども、そのほか、どれに該当するんだろうか。 

 だから、私が言いたいのは、そこの理由を入れて、こうこうこうだからこの第６条の

法人の不開示に当たるということを言われれば、あ、分かった。ああ、そういうことか。



それなら無理はないのうというふうに言いますけれども、ただ単に、言うてくれるなで

は、やっぱり立証責任というのは実施機関のほうにあるわけですから。 

 だから、もう一つ例を出すと、こちら側が、あなたの名前は決して出しませんから云々

ということを申し出て、それで向こうの状況を聞くというのは、これはいいですよみた

いなこと。これも述べています。だから、それでもないです。向こうが言うたからとい

うところなんで、それでもないと。だから、今それでは、ここでということは言えない

と思いますから、こうなってくるともうちょっと違った機関の判断になる、いわゆる判

断というのが出てくるわけですから、これ以上は言いませんけれども、私はそういうも

のは立証責任を持つのは町のほうじゃないかというふうに解釈したわけですから、その

点を間違えないようにしていただきたいと。 

 それと、追って沙汰を待てというのは、私が言ったことです。町長が言ったわけでは

ない。私は町長が言ったとかいうのは一言も言っていませんので、この一般質問で述べ

る、私がしゃべることは、これで禁止されているのは、名誉棄損、それから相手を侮辱

するという項目は、これは一般質問では言ってはいけません。ですけれども、私は、あ

なたが、町長が言ったとは一言も言っていませんし、侮辱しているわけでも名誉棄損し

ているわけでもありませんので、一般質問という場は、言い方とすれば何を言っても、

今のこと以外は何を言ってもいいわけですから、その点、お間違いのないように、私は

一度も、一言も言っておりません。 

 それで、大体並行線だなという結論が出ましたので、この辺りでこの分は終わりまし

ょうか。 

○議長（沖田  守君）  道信君、今回のあなたの質問は、なごみの里横に建築予定の

ホテルについてお伺いしたいという質問項目ですよ。あなたは今一生懸命に執行部、町

長に問いたいのは、情報公開や店舗の問題について問いただしたいという、意図が全然

違うじゃない。そこら辺は前もってしっかり私のところに出すときにきちっと整理をし

て出してもらわないと困るよ。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  はい、分かりました。 

○議長（沖田  守君）  だから、これについてはもうやめてください。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  はい、わかりました。それでは、やめましょう。 

 次が最後になりましたが、職人を育てるという項目なんです。職人、英語でいうたら

エキスパートになるんですけれども。これは旧津和野町には鍛冶屋丁とか鉄砲丁という

名前が残っています。要するに、そういう人たちの存在があったということの名残があ

るわけなんです。 

 それで、森鴎外先生や西周先生も、これはエキスパート。職人というとちょっと言い

方がずれるんで、エキスパート、学問におけるエキスパートだろうというわけです。 

 一方、今の行政の事業は、多くが都会のコンサルタントに振られており、これでは本

町に職人もエキスパートも育たない。言い方が極端な言い方になりますけれども、育ち



にくいといいましょうか、というふうな環境にあるんじゃないかなというふうに思うん

です。 

 というのは、私、ちょっと時間があるんで、かつて観光協会の前の広いところがあり

ます、駐車場が。あそこに階段状の段々があって──今もあるかな。あったときに、あ

そこを暗いときに観光客の方が足を滑らしたりとかなんとかして、結構事故があったん

です。それで、私が協会の人だったと思う、あ、役場の人だったか協会の人だったかち

ょっと忘れ、役場の人だったと思います──に、これ危ないから撤去したほうがいいよ

というふうに言ったら、これは東京の何々先生がこれを設計したものなので、言いにく

いんですよねというふうな役場の職員の人も困っておられた。これの経験があるんです。 

 そうしたときに、私、この前、私のところにＥＣサイトのホームページをまとめるや

つ、これは前から作られるということであったんですけれども、撮影隊が来たんです。

４人だったかな。４人来られたんです。全員が本町の住民の方だったんです。機材もし

っかりしていました。機材もいい、そこで私、ちょっとインタビューを受けたわけなん

ですけれども。それで、職人とか、すごく感心したわけです。こんな人がおるんだとい

うふうに、こんなこともできるんだというふうに、さっきの２つを対比したときに、や

っぱり地元の人がいろんなことをできるだけ遂行していかないと、いや、先生に聞いて

とかいうようなことでは駄目だろうなというのは、これが実感なんです。この２つを対

比したときに。 

 それで、最初の質問ですが、職人、エキスパートのまちを再構築するために、できる

だけ都会のコンサルタントに振らずに本町の行政職員と住民に委ねたらと思うんです

けれども、いかがでしょうかということがまず１点目。 

 ２点目は、これは先般、子ども議会に私が行ったときに、小学生から、「日本遺産セ

ンターの継続にはＰＲが大切ですよ。その具体策として、ＹｏｕＴｕｂｅという手法が

ある」と子どもから提案されました。 

 ＹｏｕＴｕｂｅｒ、私ごとですけれども、私もほとんどＹｏｕＴｕｂｅを見ます。そ

ういうＹｏｕＴｕｂｅｒを育てるために機材をある程度そろえるとか、あるいは教育す

るとかいうような指導を手助けしていただきたいという思いでこの質問を出しました。

いかがでございましょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、職人・エキスパートを育てるまちづくりについて

お答えさせていただきます。 

 測量、建築、土木関係コンサルタント、調査、計画策定等の業務で資格の必要な業務、

専門的技術、知識の必要な業務、業務量等により職員で遂行することが困難な業務につ

きましては、コンサルタント事業者に業務委託を行っております。これらの業務につき

ましては、大半を町内及び益田管内の事業者に委託しておりますが、町内、益田管内の



事業者では対応できない業務につきましては県内や県外の事業者に委託している状況

です。 

 議員御指摘の職人・エキスパートのまちの再構築についてですが、上述しております

とおり、資格や専門的技術、知識が求められる業務が大半であり、現実としてこうした

業務の遂行に当たってはコンサル事業者にお願いする必要があります。 

 なお、計画策定等に当たっては、取りまとめをコンサルタント等に委託するものの、

町民の代表の方々に審議会等へ参画いただき、幅広く意見をいただくよう努めておりま

す。 

 また、デジタルトランスフォーメーション、いわゆるＤＸは、官民問わずこれからの

社会に必要不可欠なものになると認めております。役場内においては、令和４年度より

職員研修を積極的に実施する計画であるとともに、ＩＴ系町内誘致聞きと連携した民間

へのＤＸ化の推進についてもこれまで以上に取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、日本遺産に関しましては、先般、文化庁から、継続認定の報があったところで

あります。しかしながら、３年後に再度評価を受けるということで、町としても今後の

日本遺産の活用、町内外への普及等に関して一層真摯に取り組んでいく必要があると考

えており、議員御質問の子ども議会の意見にもありましたように、日本遺産の継続した

ＰＲは、遺産センターを含めて極めて重要な取組であると認識しております。 

 町としては、限られた予算を活用してこうした取組を実施していくわけでありますの

で、ＰＲに関してもどのような方法でどのような対象者に向けた方法が最も有効である

かを検証していく必要もあると判断しております。 

 現在は、ＳＮＳの中でもＹｏｕＴｕｂｅｒが子どものなりたい職業で上位に来るなど

人気がありますが、こうした手法は日進月歩であり、ＳＮＳの選択に関しては将来を見

据えて慎重に判断していく必要があると考えております。その上で、現在ではスマート

フォンがあれば容易にＹｏｕＴｕｂｅの発信も可能であることから、機材や指導に関し

ましては、御相談等があれば個別に対応していきたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  教育委員会のほうのちょっと気持ちも聞いてみましょ

うか。子どものこういうような要望に対して。特に今のＹｏｕＴｕｂｅというのは非常

に子どもら、これにも述べられているように、すごい情報発信力を持つということを私

も個人的にすごく感じたんです。そのあたりはどうですか。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  確かに、最近はＹｏｕＴｕｂｅというのはもう一般化し

たと。子ども達のなりたい職業の上位にも上がっているという現実はございますが、具

体的にまだ町としましては教育の中でとか、ＹｏｕＴｕｂｅについて活用といいますか、



使い方を指導するとか、そういったことについて具体的なことは現在何も考えているも

のはございません。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  先に先取りをするという、要望があってから云々じゃ

なくて先取りをするという気持ちを持っていただくと、やっぱり子ども達からすれば、

すごいなというふうに感じます。後から言われて、後追いというよりも、やっぱり津和

野の教育委員会はすごいなと言われるためにも、ぜひ先取りをしていただきたいという

ふうに思っております。 

 それと、コンサルタントの件ですけれども、確かに私から見ればほぼコンサルタント

に委託しているという感じで思っているところがあるんですけれども、多少失敗しても、

やっぱりいいものをつくりたい、いい答弁書が欲しい、資料が欲しいというのは分かる

んですが、失敗したらそれが肥やしになりますので、片目をつぶってでも育てていくと

いうこういう姿勢、おおらかな姿勢を持ってほしいというのがすごくあるんです。 

 それで、一つちょっと具体的な例を出すと、今度青野山の下の集落が、あそこでいろ

いろあって、あそこをどう活用していこうかといったときに、コンサルタントにという

ふうにまた言われたんで、地元の意見を聞くのは、折り込みは入っていますけれども、

こういうときこそ１回、もう都会のそういうものに振らないで、全部任せるけえという

ような、たしか３００万ぐらいついてたんじゃないですか。全部任せるけえとかという

ような、そういう気持ちを持ってもらう。 

 というのは、そこの住民の方を私はよく知っているんで、いろんな思いをものすご持

っておられるんで、そういう形でやるというのが何か一ついいものができるんではない

かなと。 

 さっきの日本遺産の件に関しても、若い人たちが集まってやりますね。ある女性の方、

その中の委員の方と、ぜひ委員会の内容を聞きたいねというふうに彼女に言ったわけな

んですけれども、あのあたりを育てたら面白いな。そのためには、やっぱりある程度広

い気持ちで、最後にはやっぱりコンサルタントかいというふうに思わせないような状態

をつくっていくということの腹を持っていただければ、職員も育つんです。何かそこの

辺り、どうですか、町長。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  最終的に国に提出をする計画書、それから報告書、そうした

ものはもう膨大な資料になってまいります。そして、一字一句考えていかなきゃならな

いということで、町民の皆さんにそれを、一般の方に任せてしまうとこれは本当に大変

な作業になって、それは民間の方々も大変なことになっていくだろうというふうに思っ

ております。そこを、最終敵的なところはコンサルさんが、やはり過去のいろんなこと

や、それから他地域の事例等も絞っておられます。そういうものをうまく活用して申請



書や報告書にまとめていただく。そこは、もう私はお願いするべきだというふうに思っ

ています。 

 ただ、やはり住民の意見というものがその報告書や申請書に反映されていかなければ

なりませんので、そこの部分についてはきちっとやはりそういう審議会等に多くの町民

の皆様に参画をいただいて多くの意見を出していただいて、そういう過程を踏みながら

この計画書や申請書、報告書、そういうものを作って国に出していくという流れは、こ

れはもうやむを得ないところがあるかというふうに思っております。 

 特に、国からは、そういう計画書等を出すのは、交付金や補助金をもらうということ

が大きな役割にも、意義にもなっておりますので、そういう面では、やはり国に認めて

いただけるような、やはりきちっと専門性を持った申請書、計画書を作っていかなけれ

ばならない、そういう背景があるという状況であります。 

 ただ、これまでにおいても、町内においてはいろんな国に申請等を伴わない、いわゆ

るいろんな計画というのは作ってきたわけでありまして、そういうときにはやはり町内

の方々にこの計画づくりのまとめもまとめをお願いしたと、そういう経過もありますの

で、やはりケース・バイ・ケースで、そういうふうに町民の皆さんにお願いできること

はこれからも心がけていきたいというふうには考えております。 

○議長（沖田  守君）  道信君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  大体分かったんですけれども、方向性としてそういう

ふうなものをやっぱりぜひ持っていただきたい。そうしたら育ちますよ、本当に。すご

いなと私も思ったんで、やっぱり隠れた人材、逸材というのがおるなあというのをつく

づく感じましたんで、もうできる限り、失敗しても片目つむりましょう、片目を。そう

いう形を持つ役場であってほしいなということを願って、私の質問を終わります。 

 以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、４番、道信俊昭君の質問が終わり、ここで１１時２

０分まで休憩といたします。 

午前 11時 12分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 20分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、質問を続けます。 

 発言順序８、６番、丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  議席番号６番、丁泰仁でございます。本日も通告に従

いまして２項目の質問を用意しておりますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 

 早速でございますが、入りたいと思います。 

 まず、第１項目でございますが、島根県２０２２年度当初予算と当町の施策に関しま

して。 



 新聞紙上によれば、２月８日島根県が２０２２年度一般会計当初予算を発表。新型コ

ロナウイルス対策に加え、人口減少対策を盛り込んだ県政運営の最上位計画「島根創生

計画」の加速が柱となっており、総額前年度比５.３％増の５,２０５億６,０００万円。

総論は長期化するコロナの影響を医療体制強化や消費喚起で食い止めつつ、人口減少対

策で重視する移住定住や子育て支援に力を注ぐというものです。この総論で示されまし

た県の施策に関しまして、当町の現在及び今後の施策を質問いたします。 

 質問１、当町のコロナワクチン対策、３回目接種の進捗状況。 

 ２、コロナ経済対策として、令和４年１月以降の業績悪化緩和資金の継続は。消費需

要喚起対策の具体的計画内容。プレミアム券発行計画など。来年度以降の固定資産税の

延納施策継続は。 

 ３、当町の人口減少対策の柱は。合計特殊出生率の推移は。２０１９年時の目標と現

在の実数値、国、県との比較、若者Ｕターン、移住受入れなどの状況はどうですか。 

 ４、空き家対策。建設、不動産会社等との協調関係等の実情はいかがであるか、お願

いいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、６番、丁議員の御質問にお答えをさせていただき

ます。 

 島根県２０２２年度当初予算と当町施策に関してでございます。 

 まず、最初の御質問でございますが、本町における新型コロナウイルス感染症の３回

目ワクチン接種につきましては、医療従事者を１月１７日から、高齢者入所施設を１月

２４日から、６５歳以上の高齢者を含む一般の方を１月３１日から接種開始しておりま

す。実施場所は、津和野共存病院、和崎医院、つわぶき医院の３つの町内医療機関と町

の集団接種会場で実施しております。３月７日現在、２回目のワクチン接種後６か月以

上経過し、接種券を送付した方による３回目の接種率は６７.３％となっております。

そのうち、６５歳以上の高齢者に限ると７７.６％となっております。 

 次に、新型コロナ経済対策として、町では感染の収束がみられることのない状況下で、

事業の業績が悪化する町内事業者への支援策として、令和３年度に業績悪化率に応じた

給付金を給付してまいったところであります。依然として、本町の商工観光を取りまく

状況は厳しい状況にあり、引き続き国の臨時交付金を活用して１月以降もこの制度を継

続してまいりたい考えであります。 

 また、消費喚起対策として、津和野駅開業１００周年や森鴎外先生の没後１００周年

事業による誘客イベントを実施するとともに、町内消費拡大事業として今年度実施した

テイクアウトキャンペーンや忘新年会キャンペーンを行っていきたいと考えておりま

す。 

 その他、宿泊や小売店等を利用した観光客を対象にした消費喚起キャンペーンも関係

機関と連携をしつつ実施していきたいと考えております。 



 固定資産税の延納については、来年度においても、町内に主たる事業所を有する中小

企業者を対象に、新型コロナウイルスの影響により事業等に係る収入が３年前の同期に

比べ概ね２０％以上減少していることを要件として、徴収の猶予を行いたいと考えてお

ります。 

 次の御質問でありますが、当町の人口減少対策の柱としては、第２期津和野町総合戦

略において、若い女性が本町のライフスタイルを魅力に感じ、住みたいと思えるような

まちづくりが本町の移住・定住対策のカギとなると考え、若い女性が住みたいまちづく

りを基本的視点として取り組むこととしております。 

 その上で津和野で暮らす魅力をつくり、それを発信していくために５つの基本目標、

１、定住の基盤となる仕事をつくる、２、津和野に回帰する人の流れをつくる、３、若

い世代の結婚・出産・子育ての夢をかなえる、４、地域と連携し、住みよいまちをつく

る、５、未来の津和野を担う人を育てるを設定し、移住・定住施策を推進しております。 

 合計特殊出生率につきましては、２０１９年に策定した津和野町総合戦略における２

０２５年の目標値は１.８５まで引き上げることに対して１.６７となっております。こ

れは国１.３８、県１.６４と比較しますと、県の出生率並みであります。 

 また、若者Ｕターン、移住者の受入れ状況につきましては、総務省が今年１月末に公

表した２０２１年「住民基本台帳人口移動報告」によりますと、これまで転出超過の状

態が続いておりましたが、３０から４０代の子育て世代において、ようやく１.６％の

転入超過となりました。 

 令和２年の国勢調査において、本町の人口は１０.１％減と厳しい人口減少が続く結

果となりましたが、昨年１年間では人口ビジョンを策定以来初めて社会増となるなどの

好転の兆しも見え始めております。 

 今後も移住・定住施策を展開することにより、人が人を呼び、人が仕事を呼ぶ好循環

をつくり、人口減少に歯止めをかけ、町民一人ひとりが安心して住み続けられる、活力

あるまちづくりを進めてまいります。 

 次の御質問でありますが、空き家対策としましては、つわの暮らし相談員を配置し、

津和野町空き家情報バンク事業への登録促進を行っております。 

 また、空き家利用希望者及び所有者等への宅地建物取引の専門家によるアドバイスを

行うため、今年度より町内に本社を有する宅地建物取引業者を住宅相談員として委嘱し

ております。 

 各種補助事業の活用に当たっては、従来の空き家改修事業補助金や空き家活用事業補

助金を活用される所有者や入居者が多い状況で、近年では売買物件が増えてきているこ

ともあり、入居者等が負担する購入費を含めた事業費が大きくなってきております。 

 こうした状況を鑑み、引き続き空き家の利活用を促進するため、制度の拡充等につい

て今後検討してまいりたいと考えております。 



 また、今年度から３か年事業としてスタートしました民間賃貸住宅建設（改修）支援

事業では、島根創生計画にも掲げられております、しまね定住推進住宅整備支援事業補

助金を活用しまして、今年度は３件空き家改修を実施しております。 

 残り２か年につきましても、しまね定住推進住宅整備支援事業補助金の活用を予定し

ており、移住・定住者等に対する住まいの確保のため、所有者や町内事業者等に対して

積極的に周知をしてまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  答弁頂きました。答弁に従いまして再質問をさせてい

ただきます。 

 １番目の当町のコロナワクチン対策で、３回目接種の進捗状況、非常に進んでいるみ

たいで約８割に近いですね。現在あれですか、これはファイザー製とモデルナ製の交互

接種の方もいらっしゃると思うんですが、テレビで昨日も言っておりましたが、随分何

かモデルナ製を交互接種しますと、心臓のほうに何か危害出るみたいな、そんな話をし

ていましたけど、それでちょっと不安感を覚えておるというような話なんですが、ここ

ら辺は町民どうですか、交互接種された町民の反応は。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  本町の場合は、基本的に最初から医療機関の接種は

ファイザー製のワクチンを使いまして、集団接種でモデルナを使っているという状況で

あります。 

 そういう中で集団接種に来られる方は当然モデルナですよということで予約のとき

には、電話で受け付けるときにはお話をさせてもらっていますが、それに拒否反応を示

す人はほとんど本町ではおりません。 

 また、当日もそのことで副反応が多かったとか、そういうことも本当全くない状況で

あります。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。それで順調に進んでいると思いますが、

未接種というんですかね──いいですか。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  今、副反応が全くないと言ったかもしれませんが、

熱が出たりとか少し帰ってから頭が痛くなる、いろんな症状が出ている方はおられます

が、当日集団接種の会場でこれまで１回目、２回目のときには気分が悪くなったり、即

休まないと帰れないという方はたくさんおられたんですが、今回３回目の接種について

は、すぐには副反応の状況が悪くなって休んで帰ったりとかいうことはありません。そ

の後の家へ帰られてから、いろんな熱が出るとか発熱とか痛みとか、そういうことがあ

るというのは聞いております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 



○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。大体そんなに重症に、心臓に負担を云々

というような、そういう副反応ではないということですね。 

 それで、これ未接種ちゅうか受けないという方が、たしか６００人ぐらいいらっしゃ

るというのを聞きました。どうなんですか、ここら辺の数字は。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  接種券を６か月たった方から順次送付させていただ

いておりまして、その数から現在接種をされた方、それから今後今まだ医療機関を続け

ておりますので、そこへ予約状況を確認をしまして、予約をされている方等を引きます

と、接種もされていない、予約もされていないという方の数が出てくるところでありま

す。その方が現在のところ、５００から６００人程度は今おられるというところは把握

はできておりますが、その方は個別に御案内をするということにはなりませんので、今

そういう状況であるというところであります。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  コロナに対して大体のことは分かりました、はい。 

 次は、コロナの経済対策としまして、これ令和４年１月以降の業績悪化緩和資金の継

続と、それから消費需要喚起対策の具体的内容とか、こういうそれから固定資産税のも

のですが、大体業績悪化緩和資金の継続というか、これは令和４年の１月から大体６月

ぐらいまで継続するというのをこちら了解していますが、大体予算が３,０００万ぐら

い上がっておりますね。そうしますと、何回という制限もほとんどなく、１月から６月

まで毎月ということです、６回できるということですね、もし該当するならば。それで

いいんですか。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  議員がおっしゃられるとこでございます業績悪化緩

和資金の補助の部分でございます。令和４年の１月から６月まで毎月ということでただ

いま検討しておるところでございます。 

 これ令和２年の３月分から実施を開始した事業でございます。その間、業績の悪化の

売上げの率に応じて支給金額が決まっていたというところであります。 

 本年１月から２月にかけまして、本県でまん延防止等の重点措置がされました。これ

によって移動制限等がかかったことによるさらなる業績の悪化がされた事業者の方も

多くいらっしゃいますと思いますので、その辺り勘案してリストを今までと一緒という

ところではなくて、このあたりも検討をしていきたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  次に、消費喚起施策ですが、これはテイクアウトキャ

ンペーンやら忘新年会キャンペーンでやった、ああいうようなことをやるということで



すね。これは非常に好評でしたので、ぜひ続けていただけるとありがたいことでござい

ます。 

 これに対しまして県のほうで、やっぱりＧｏＴｏイート、一応今の分は３月いっぱい

で締切りなんですが、再度４月以降、どうも５,０００円で６,０００円券、２０％のプ

レミアムがつくようなＧｏＴｏイート券の発行を考えているみたいですね。予算が１２

億７,５００万円をどうも県予算で充てている、そうみたいですので、私ども商工業者

にとりましては、商売する観光業者にとりましては、町のそういうプレミアム券、それ

から県のＧｏＴｏイート、そういうのをダブルで非常に恩恵を頂けるので本当にありが

たいと思っております。 

 次に、固定資産税ですね。これも業績次第で２０％減ですか、前年度、３年前。それ

で継続するということですので、これも非常に助かります、正直なところ。 

 こういうところで、１、２の質問は置きまして、３のいよいよ当町の人口減少対策の

問題ですね。これは言うなれば当町の本当に人口減少対策、直接自然動態、社会動態と

いうところの人口の増減に関わる当町の施策というものが、どういう施策を持つかによ

って、これは非常に増減が決まってくると思うんですよ。それで一応いろいろこれにつ

いて詳しく質問をしてまいりたいと思います。 

 どちらかと言えば自然動態は、目標１.８５だったのが合計特殊出生率１.６７という

ことですが、県並みだということですね。それで社会動態のほうもやっぱり転出数が転

入後を上回る社会減で推移しているということですね。これはちょっと２０１９年の数

字をちょっと今参考にしているんですが、どうもそれ以降そんなに増減が変化している

というわけでもないみたいな気がします。 

 それで、ここでこれに影響する基本的な当町の施策、若い女性が住みたいまちづくり

で五つの基本的施策を上げていますね。これについてちょっといろいろ私なりに、この

施策に具体的何を当町がやっているのか当てはめてみたんです。 

 １、定住の基盤である仕事をつくると、これは仕事の場所を確保するということです

ね。それから、２、当町に回帰する人の流れをつくるということですね。３、若い世代

の結婚・出産・子育ての夢をかなえると。４、地域と連携し、住みよいまちをつくる、

５、未来の津和野を担う人を育てると、こういうことですね。 

 １、定住の基盤である仕事をつくるというたら、当町が今やっている、積極的にやっ

ているのはＩＴ産業の誘致というものは非常に積極的にやっていますね。それと現在雇

用をしっかりしているのは、土木建設等の会社が非常にしっかり雇用してもらっている

と思うんですが。どっちかと言うとそれ以外にＩＴ産業を誘致しても二、三の今まで企

業誘致していますけど、それは雇用のニーズというのはそんなにあっと驚くようなもん

でもないし、数十名ぐらいですかね。 

 それで、どうもここは私が考えますのに雇用の場がどうしても限られているわけです

ね、当町は。それでまた大学などで若い者が外へ出て、それで帰ってくればいいんです



けど、そのまま町外で就職したり、そしてまた結婚をその場ですると。そういうことに

なりますと転出超過で、転入が非常にそういう若い人たちに期待することができないと

いうことなんですね。 

 それで、２番目に、当町に回帰する人の流れをつくると、こうありますが、これは関

係人口だと思うんですが、いろいろなイベント、そのほか地域おこし協力隊あるいは集

落支援員の方々が来て、その人たちが任務を終えて、また帰っていろいろな人たちと交

流を深めて、また津和野に、当町にＩターンなりＵターンなりしてくれるというような

ことになるんではないかなとも。 

 それから今、津和野高校の留学生おりまして、父兄同伴の方もいらっしゃるんですね。

そういう方もちょっと津和野に縁をお持ちですと、こういう人の流れですね、こういう

こともあるのかなと。 

 それから、もう一つは今コロナ禍で、いわゆる都会に住みにくいと。それでこの地方

に移住したいというときに、島根県など非常に評判がいいんで、その中でも当町はどれ

だけそういう移住者引っ張ってこれるかというのが施策に影響してくるんじゃないか

と思うんですが、そういうとこ。 

 ３番目に、若い世代の結婚・出産・子育ての夢をかなえるという、ここがちょっと詳

しく聞いてみたいんですが。 

 今ある若い者が、島根県のどっかへ移住しようというときに、その方は結婚をして、

それから今から出産して、それから子育てをするというときに、恐らく県内の中央自治

体、市町村の自分たちに有利な経済的支援をくれる、例えば結婚祝い金、出産祝い金、

それから子育てに保育園でどれだけの費用がかかるかとか、そういう経済的なことを非

常に心配するんじゃないかと思うんで、むしろ、経済的に負担がかかるとこじゃなくて、

経済的に支援を受けられる、そういう自治体を恐らく詮索するんじゃないかと思うんで

す。 

 そういう場合に、当町がそこの一番肝心なとこをどういうふうに、今どういう施策を

打っているかということをちょっとお尋ねしたいんですが。結婚の祝い金、それから出

産の祝い金、それから出産も第１子から第２、第３とどんどん生まれていくにしたがっ

て、どういう祝い金になるか、そういうものがあるのか。 

 それから、子育てで保育園の保育園料、それから医療費、それから子ども手当等、そ

ういう施策は当町はどういうふうに打っているのか。しかもそれが近隣の自治体に比較

しまして、当町がどの位置にあるかと。つまり若い者を引きつけるだけのことをやって

いるかどうかと。ここが非常に肝だと思うんですね。 

 そういう点で今の質問に対しまして、ちょっと分かっている範囲でいいですから簡潔

でも答えていただけませんか。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 



○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  最初の御質問の結婚祝い金、それから出産

祝い金の状況です。議員おっしゃるように、島根県も今こういうところに力を入れてお

りまして、当町でもその辺の今の制度の見直しを行っております。 

 現行では結婚祝い金が、転入者の方の場合ですとお１人当たり５万円、いわゆる津和

野に住んでいらっしゃる方は２万５,０００円の結婚祝い金がございます。 

 出産祝い金につきましては、第３子以降につき１５万円の祝い金ということになって

おります。これを議員おっしゃるように島根の創生計画とも鑑みまして、津和野町で拡

充したいということで先日の予算審査特別委員会でも申し上げましたが、令和４年度か

ら、この結婚祝い金を１世帯当たり３０万円としたいと考えております。これは県の補

助事業を活用いたしまして、そのうち２分の１は県の補助金を使うものでございます。 

 ただし、これは祝い金と言いましても、単に現金を与えるというわけではございませ

んで、先ほど言いますように最初の結婚したときの負担感を軽減するための支援策とし

まして、婚姻に伴う住宅取得費用や住宅の賃貸費用、それから引っ越しやリフォーム等

にかかる費用について支援金を交付するという制度にしたいというふうに考えており

ます。 

 次に、出産祝い金のほうですが、先ほど言いましたように現行では第３子以降につき

１５万円ということでございますが、これも令和４年度より１人目の出生からお１人５

万円の商品券、町内の商品券と考えております。それから、２人目も５万円の商品券、

３人目以降は１５万円の商品券というような形で、これも１子、２子も含めて拡充した

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  保育に関してのところの御質問の答えですが、現在

保育料は国の制度によりまして３歳以上児については無償ということになっておりま

して、３歳未満については保育料が必要ということになっております。 

 ただし、そこにかぶせまして、町の事業としまして今１８歳以下のお子さんの計算で

３人目につきましては無料、２人目につきましては２分の１ということをかぶせて実施

をしております。 

 しかしながら、この点において、特に若い親御さんから例えば初めてのお子さんの場

合、そのお子さんを１歳から保育園に預けると３歳になるまでは保育料が必要となると

いうことで、一番大変な時期にお金が必要となることになるというところも把握してお

りました。この点について町としまして、令和４年度からは全てのそういう方も含めま

して保育料は無償化とするということで、来年度の新しい事業として考えておるとこで

あります。 



 この点が県内でどのぐらいのレベルかということでありますが、吉賀町さんは以前か

ら全て無料化ということでやっておりますが、他の市町村においては、全ての保育料無

償化というのはそんなに多くはない状況であります。 

 それから、子どもの医療費についても、本町の場合１８歳以下の方の医療費について

は、入院・通院全て一部負担金なしで無償化としているところであります。これにつき

ましても、吉賀町さんこれも今同じようにやっておられますが、このことも県内の市町

村で見ますと、そんなにやっている市町村は、幾つかというのは今ちょっと調べてない

んで分かりませんが、そんなに多くはない。高校生まで無償にしているというのはほと

んどないと思われます。 

 それから、最後に言われました児童手当につきましては、これは国の施策であります

ので全国一律市町村同じことをやっております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  今聞きまして随分、令和４年度から改善されるという

ふうに答弁を頂きました。それで、この施策は県内におきましてもそんなにやっている

行政はそんなにいないということなんで、どっちかと言えば先端を走っているんじゃな

いかと、胸を張ってこういう福祉政策に対して津和野町は、どんどん打って出れるんじ

ゃないかなと思うんです。一時はどうもよく隣の町へ、より劣るからあっちへ住むんだ

とかいうような声を聞きましたが、この頃あまり聞きません。そういう点では非常に先

端を走っているし、またコロナワクチンの接種に関しましても県下トップクラスで走っ

ているということで、町民も非常にその点は評価をしている、福祉政策は非常に進んで

いるというふうに今理解をしているわけです。 

 それで、せっかくここへ来ているんですが、町民が私が耳に入るのは、これは欲かも

分かりません、ちょっとすぐにはできませんが。要するに病院、結婚して出産して子育

てするのに、病院がせっかく今町長の下、同僚議員に再三申し上げている、医師がどん

どん増えてきて非常に喜んでいると、かつては本当困窮しましたけど、医師が増えてい

る。それで、その中でやはり不安に感じている若い女性は、要するに産婦人科がどうし

ても益田まで行かなきゃないと。それが何とか週１でもいいから巡回してもらえないの

かと、かつてはありましたよね。 

 それともう一つは小児科ですね。夜中に熱を出したらどうするんかと、子どもを。そ

ういうところをぜひ今後、もし木谷先生いらっしゃっている、益田日赤と提携している

わけですから、そういうところも余裕ができましたら、ぜひかなえてやってほしいなと。

そうすれば、病院医療体制におきましても、当町は非常に機能を果たしてくるんじゃな

いのかなと思いますので。 



 ぜひそこら辺はまた町長よく、機会を見ましてまた要望していってほしいなと。これ

は非常に難しいかも分かりませんけど、すぐにとは言えませんが、ひとつそこら辺をど

うでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  議員御指摘のように産婦人科、それから小児科というところ

が、特にこの子育て世帯の町民の皆様を中心にいろいろ御心配をかけているという状況

であります。町としても何とか解決をしたいという思いは持っておりますが、特に産婦

人科というのは益田圏域全体として不足しているという状況でございます。 

 そうした中で津和野町が常勤で産婦人科ということは、なかなか現実としては難しい

ということになるわけであります。採算面からもそういうことが言えるんじゃないかと

思いますが、しかし益田市さんあるいは吉賀町さんともまた一緒になって取り組みまし

て、産婦人科の医師の確保というものに益田圏域として取り組みながら、そしてその中

で非常勤のこの医師を共存病院に送っていただくというような取組を、またしっかり頑

張っていきたいというふうに思っているとこであります。 

 それから、小児科も同じような傾向が言えるわけでございます。本町においても小児

科は非常勤で対応しておりますけれども、益田圏域として医師が厳しい状況になります

ので、現在週２日をまた週１日体制というようなことも今検討せざるを得ないという状

況になっております。 

 その一方で、いわゆる内科系医師のほうでございますが、こちらをいわゆる総合診療

医という今、そこの診療体制というのを充実していこうという取組で医師も増えてきて

いる状況であります。 

 ですから、総合診療医です、総合的にまずは診療ができるというところでありまして、

小児科の役割を──非常に専門的な小児の医療というのは、そこまではまず最初から無

理でありますが、そのまだ初期段階のところの診察を総合診療医が津和野で診ると。そ

して、またそれを今度益田日赤に派遣をしたりとかいうような、お送りしたりとか、そ

ういうような次のステップがあるわけでありますが。 

 そういうような総合診療医による、いわゆる小児科をカバーするような体制を取ろう

じゃないかということも現在橘井堂さんと話合いをして、そうした取組の検討をしてい

るというところでありまして。いろんな取組を試行錯誤しながら、また町民の皆様の安

心・安全な生活ということに向けて努力をしていきたいと考えているところであります。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  なかなか医療の問題は難しいんですが、ひとつ努力し

ていってほしいなと、そういうように思います。 

 それから、今度は４の地域と連携し、住みよいまちをつくるということ。これはまち

づくり委員会とか地域提案型助成事業とか、こういうところが当てはまるんじゃないか

なと思いますけど。ここは公民館を中心としまして、ここら辺は同僚議員のほうから随



分質問出てますし、それなりの改善を毎年しているようですので、これ以上質問はいた

しません。 

 ５番目の未来の津和野を担う人を育てる、これももう同僚議員のほうからしょっちゅ

う質問があり、町長もお答えになっている。これは０歳児からの人づくり、それとか一

般財団法人つわの学びみらいとか、コンソーシアムの構築とか、いろいろ町全体を学び

の居城として、こういうところで仕上げていくということだと思いますけど。 

 ぜひ、それこそ教育・歴史・文化の町を標榜している教育というところで、もう完璧

に他市町村抜いて、津和野へ行けば、ああいうシステムでもう町ぐるみで教育に取り組

んでいるんだと、そういう姿をこういうことで見せられるんじゃないかと思いますので、

ぜひ続けて頑張ってほしいなと思います。一番の成果が藩校というところは一つのモデ

ルになっとると思いますけど、ここも力を落とさずにどんどん継続いってほしいなと、

そういうふうに思います。 

 それから、次、この項終わりまして、大きな４番目、空き家対策。空き家バンク登録、

空き家対策のことですね。 

 これは空き家バンク登録をしたり、空き家活用の宣伝を随分しとると思いますが、特

に目立ったのは、しまね定住推進住宅整備支援事業補助金を活用して大きく目立ってや

っているみたいですけど、３軒改修を今年度したというんですが、簡潔に３軒現場ちょ

っとさらさらと分かりますか、時間がありませんので簡潔に答えてください。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  １軒目は、青原駅の向かいにあります９号

線を渡って柳の入り口の横にあります家屋です。２軒目は、旧日原町内の日原の郵便局

より５０メートルぐらい日原中学校側に行ったところに１軒。もう１軒は、鷲原の県道

を津和野高校からずっと鷲原のほうに参りまして創価学会の会場がございますが、その

ちょっと手前の川側のうちの、この３軒でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。これはとにかく空き店舗は調べました

ら、津和野中で５００店舗ぐらいあると、これは予算委員会で質問しました。そのうち

にランクづけしましてＡＢＣで、水回りを直したら２００軒ぐらい使えるんだというこ

とだと思いますけど。 

 今、移住、特に移住してくる人を即こういう住宅あるんだということで迎えるには非

常に大切な施策ですので、ぜひここにも力を入れてください。 

 今、中座団地が非常に壊して、いよいよ見晴らしのいい高級住宅地になるんじゃない

かと思いますけど、くれぐれもあそこを来年度いよいよ建築に着工すると思うんですが、

道路走ってますと目の前に来ますんで、かつて私一回言ったことありますが、美観を。

あそこに目が行きますんで非常に気をつけて、緑化をするなりして住宅が高級に見える

ようにぜひ設計をしてほしいなと、そういうふうに思っております。 



 それから、こういう空き家は、前にも言いましたように東京事務所へ非常に移住者に

対して津和野へ行ってもすぐあるんかと、住む家が。そういうことを聞かれるんじゃな

いかと思いますので、東京事務所にもちゃんとこういう物件があるんだと、こういう補

助金があるんだと、そういうところを周知しておいてほしい。 

 それからもう一つ補助金の問題ですが、空き店舗を活用して改修する場合の補助金と、

それから一般住宅を改修してでるときの補助金、ここら辺をちゃんと周知徹底してほし

いなと思います。ぱっと言えますか、簡潔に。ちょっと時間がありません。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  確かに空き店舗と一般住宅のほうで補助事

業のメニューが違います。なので、ちょっと私のほうでは一般住宅の補助事業を担当し

ておりますが、そうした商工観光課の空き店舗の改修補助事業とも連携して、これよく

しっかりＰＲをして、移住される希望の方々には分かりやすく説明したいというふうに

考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  じゃ、そういうことで、この質問は終わりにしたいと

思います。 

 次に、２項目めですが、日本遺産再認定に関してでございます。 

 日本遺産評価制度に関して、文化庁は２０２１年７月、１５年度に第１弾として認定

された１８件の評価結果を公表しました。そのうち４件、当町を含む──は今後の取組

計画が不十分等として再審査になりました。 

 当町に関して、文化庁は再審査の理由の一つとして「町側が日本遺産センターなどの

現場の実情を認識できていない」と厳しい評価を下しました。その後、いずれも計画を

修正するなどし、認定水準に達したと認められ、１月１４日当町の津和野今昔～百景図

を歩く～の認定継続が決定され発表されました。 

 文化財を観光振興に生かす日本遺産の評価制度では、観光客数などの目標達成度や地

域活性化、ガイド育成といった観点から、これまでの取組と今後の計画が審査されるよ

うです。日本遺産は現在１０４件、文化庁は総数を概ね維持し、取り消しや追加などで

活性化を促す方針とされています。これらに関して質問いたします。 

 １、民間の日本遺産活用推進協議会の役割は将来当町の観光経済にも影響を与えます。

日本遺産活用推進協議会の具体的活動内容はいかがなものか。地域おこしや観光振興に

十分生かし切れていない現状を踏まえてお答えください。 

 ２、遺産センターヘの案内看板などの町内における日本遺産関連の周知宣伝は十分で

あるか。 

 ３、今後３年ごとに審査を受けることを考えた場合、長期的な観光ビジョンが必要で

あり、それに伴う財政的負担も必然的に生じる。この事に関する財政計画は万全である

か。ここをお答えください。 



○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、日本遺産再認定に関してお答えをさせていただき

ます。 

 津和野町日本遺産活用推進協議会は、日本遺産の活用、特に経済効果を高めるための

取組を行うため、令和３年８月２６日に組織されました。 

 協議会では、集客のための認知度の拡大、滞在時間の増加やリピート客やファンづく

りなどの観光満足度の向上、文化財の理解を通して地域の誇りを継承することを課題と

して、観光事業者への経済効果の波及や構成文化財の保存・活用に関わる住民や地域団

体、農林水産業等への波及を主体的に行っていくこととしております。 

 当協議会には、主に民間事業者で構成された４つの部会、商工推進部会、観光・誘客

推進部会、百景図魅力化推進部会、情報発信部会があり、それぞれの部会ごとに企画を

練り、他の部会と連携を取りながら日本遺産事業を進めているところです。 

 現在具体的に進めているものとしては、津和野町日本遺産のロゴを協力店舗の商品に

貼っていただき、日本遺産のデザインが入った共通のレジ袋を使っていただくこと、日

本遺産の構成文化財を巡る自転車ツアー、城山の散策や滝巡りなど百景図にちなんだツ

アー、その他宿泊数増加につながるツアーを造成すること、日本遺産センター来訪者数

増加につながり、インバウンドにも対応した情報発信を行うこと、そのほか津和野町の

活性化につながる企画を数多く検討しておりまして、来年度から実行できるよう現在準

備しているところでございます。 

 次に、日本遺産センターヘの案内看板は、駅など限られた場所にしかなく、議員御指

摘のように十分な周知が図られていない状況です。今後は日本遺産活用推進協議会と連

携し、案内看板の充実を図りたいと考えます。 

 一方、日本遺産の構成文化財やその分布図についても、平成２７年度の日本遺産認定

から３年間の補助金を活用しながら、道の駅や主要エリアにサインを設置してまいりま

したが、未設置場所の整備やインバウンド対策も兼ねた表示など、今後見直しの検討を

予定しております。 

 次に、今年度、日本遺産を通じた地域活性化計画を文化庁に提出したところですが、

その中で津和野町の日本遺産のビジョン「守り継ぐ情景・物語～今も生きる江戸時代に

触れる～」を掲げております。これが実現できるよう当計画ではＫＰＩと事業計画を設

定しており、３年ごとの計画見直しのタイミングで、そのときの現状に沿って計画を練

り直してまいります。 

 更に、今年度策定する令和４年度から令和８年度までの観光振興計画とも連動しなが

ら、長期的な戦略を立てていきたいと考えます。 

 また、日本遺産の活用推進のために、協議会の４つの部会を中心に、ツアー造成や関

連の商品開発等により利益を生み出す取組を行う一方で、その利益で日本遺産事業費全



てをカバーすることは現状困難であることを踏まえ、現在津和野町で積み立てているふ

るさと津和野基金をその事業費に充てていきたいと考えております。 

 今後は、日本遺産の魅力を向上させ、関連商品のふるさと納税返礼品の登録などによ

る収益の増加やＰＲを行っていくことにより、新たな津和野町日本遺産のファンを創出

し、ふるさと納税額の増加、ひいては持続的な日本遺産事業の推進につなげていきたい

と考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  前段で私ここを申し上げましたように、今後再審査が

また３年後にあるわけですね。そうした場合に現在１０４件で、文化庁としましてはこ

の数値を概ね維持したいと、これ以上出るというのは、裏を返せばこれ以上出てきまし

たらカットするというかあるいは統廃合促して活性化するということなんですが、新た

にどうも聞くところによりますと４件ぐらいですか、強力なライバルが出てくるみたい

ですね、京都、小樽、そのほかですね。 

 そうしますと、次に３年後に審査にかかったときに、それらも入れまして、その地区

も。それから阿東町を含む４件は特にチェック対象になるんだと思うんですけど。極端

に言うたら４件進行と、このたび再審査を受けた８件のうちで、要するに１０４件を維

持しようと思ったら４件落とされるという、そういうふうに理解していいんですかね。

観光課長どうです。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  日本遺産の再審査の件でございます。議員おっしゃ

られるように津和野町を含む４地区が再審査ということ。それと令和３年度に京都、小

樽、千葉、この３地区が認定の候補者になったということでございます。合計して７件

が３年後の審査対象というふうに聞いておるとこでございます。 

 ですんで、今おっしゃられるように、日本遺産の認定数が全国で１０４件あります。

今年度もしくは来年度も昨年津和野町が行われてきたような再審査を文化庁のほうで、

ほかの地区、次年度以降に認定になった地区に対して行われていくような形になると思

います。 

 ３年後の時点で、これが１００件を下るのか上回るのかというのはちょっとたってみ

ないと分からないとこでございますが、その数字を概ね文化庁も守りながら、その７件

の中で残す数が決まってくるのかというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  とにかく強力なライバルが現れるということは間違い

ないと。その中でこういうことを念頭に置きながら、新しく民間の推進会議が発足した

んだと思いますけど、いろいろ４つの部会に分かれて情報交換しながら、いろいろ企画、

計画を立てて仮想するということですね。 



 それで、この中で特にいろいろな計画が立っていますが、ちょっとツアーですね、い

ろいろなところをツアーして回ると、それは百景図に関わるところだと思うんですけど。

自転車ツアーは自転車使うでしょう。そのほかのツアーは何を使うんですか、それは。

運搬機関というか運送は何でやるん。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  百景図に関連したツアーということでございます。

自転車、電動自転車を使ったツアーもありますし、そのほかでは城山を利用したツアー

ということで、城山に登って朝御飯を食べるとか、城山に現在あります堀切を鑑賞して

歩くツアーとか、それから百景図の文化財の構成要素でもあります青野山、こちらのほ

うのネイチャーツアーとかそういったようなもの、これも自転車を使うところでござい

ますが、歩いたり自転車を使ったりというところで考えております。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  分かりました。自転車主だと思うんです。 

 それで、次に日本遺産センターの案内看板とか、要するに町内見渡しましたら津和野

百景のどうも日本遺産と津和野百景とか、そういう示しているもんがビジュアル的にあ

まり見当たらない。それで、それは今日本遺産センターに入ると津和野百景ありますよ

ね。それでいろいろそこにあるけど、町内に駅に降りまして、今度駅は新駅舎になるん

で恐らく飾っていくと思うんですけど。スタートして、それから遺産センターへ行くま

での看板、真ん中へ何もないというのは周知のことですけど。それとか町なかにちょっ

と該当する場所、今昔、昔こうだったというそういうところに何かパネルで風景画描い

て、百景を。そうやって案内するようなことをやればいいと。 

 これ前、森の私の近くに常盤橋があるんです。そこに１回パネルで、その常盤橋のか

つての常盤橋とそれから現在のあれで、麓にちゃんとパネルが立っていた。これ津和野

百景の何番ちゅうて説明書いて、そうするとよく分かる、それを観光客が見てた。そう

すると、ああ、これがこうですねと現実にその現場が分かる。これが津和野百景、今昔

を歩くじゃないですか、それ以上ない。 

 だから藩邸とか、津和野高校のあそこ藩邸のあれだったから、あの載っている場所と

か風景画にあるじゃないですか、鷲原の鷲原八幡宮とか。そういうところへパネルでち

ょっと上品なパネルで、すぐ取り外すんじゃなくて、続く限りはそういうふうにやれば

非常ににぎやかになる、町の中も。観光客一目瞭然でビジュアル化されているからね、

あ、本当に日本遺産のこれが今昔、津和野百景なんだなと。こういうちょっとことをお

金かけてみてやってください。９８０万そんなの予算組んでいるじゃないですか、活動

費といって。そういうとこへどんどん使って、私が言うのは宣伝してくださいちゅうこ

とです。宣伝、周知して。 



 とにかくビジュアル化しないと駄目ですよ、ただ。文章で「日本遺産です」じゃ。目

について、これは何て、ああ、これはこうていうて分かるようにしないと。それをぜひ

やってほしい。 

 それから子ども議会、この前、私の校区の中で、日常から目に触れさせなきゃいけな

いと、今私が言ったことですよ。子ども達が何言ってたか、かるたに描いたらどうです

かと絵を。あるいはマンホールがあったらマンホールに絵を描きなさいとか。ヨーロッ

パのほうへ行ったら何かそういう地面に有名な何かを描いたりしておりますよね、それ

を子ども達が意識しておったのでしょう、非常に進んでいる子ども達のほうが、ちゃん

とそれをやっておる。だから、そういうところもくんであげてやるべきだと思います。

それから時間がありませんで次、お願いしておきますよ、そこはね。 

 それと、もう一つ今度は財政の計画は万全かというところで、何か津和野百景に関係

あるグッズかな、商品開発をすると先ほど回答がありましたけどね、具体的にどんなも

のを商品開発するつもりですか。しかもそれで売って利益が出たら活動費に充当すると

いう、そういう答弁でしたけど、よほどちゃんとしたものじゃないと、観光客が買いた

いというようなそういう商品ができないと、なかなか利益には結びつきませんで、何を

考えられとる。 

○議長（沖田  守君）  商工観光課長。 

○商工観光課長（堀  重樹君）  商品開発の部分でございます。現在、具体的にはま

だ、これというのは考えられてはおりません。ただ既存の商品と差別化を図るために、

日本遺産のシールを貼ったりして、もっと宣伝をして、ほかのものとは違うものだとい

う認識を持ってもらいたいというのもありますし、ああして日本遺産をもっと知っても

らいたいというのを先に行っていきたいということを考えておるとこでございます。 

 今後は、先ほどおっしゃられたように、日本遺産という資源が民間に波及して、民間

のほうがお金が儲かるとか、ひいては儲かったお金の一部が文化財の保護につながるよ

うな、そういった形の動きを考えていきたいと思います。具体的には部会のほうで、今

後考えていくような形になっていきます。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  丁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  ぜひ売れる、観光客が手に入れたい、そういう立派な

商品をつくってください。それができて利益が出るようになりましたら、次の再審査は

間違いなくパスしますよ、それぐらい努力してください。それほどやっぱり頭を使わな

いと商売できんですよ、そういうことです。 

 これをもちまして私の質問を終わります。ありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（沖田  守君）  以上で、６番、丁泰仁君の質問は終わります。 

 ここで午後１時２０分まで休憩といたします。 



午後０時 17分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時 20分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続いて、質問を続けます。 

 発言順序９、７番、御手洗剛君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  ７番、御手洗剛でございます。通告をいたしておりま

す２項目について質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 １点目であります。地域医療の確保と充実についてであります。 

 近年、人口の減少、少子・高齢化が進む中で、地域医療は開業医の方々の御協力を頂

くとともに、特に当町においては指定管理者である医療法人橘井堂が津和野共存病院、

介護老人保健施設「せせらぎ」、日原診療所、訪問看護ステーション「せきせい」の運

営を行い、圏域の中枢病院との連携を図りながら運営されており、極めて重要な位置づ

けにあります。 

 地域医療や介護は、必要とする方々から住み慣れた地で自分らしい暮らしを続けなが

ら、医療・介護を安心して受けられる体制が求められております。そこで、地域医療の

確保と充実に向けた施策についてお尋ねをいたします。 

 一点目、各施設の利用状況はいかがか。 

 二つ目に、医師、看護師、介護士等の確保状況については。 

 三つ目、圏域の中枢病院との連携と津和野共存病院の目指す役割、方向性については。 

 四つ目として、運営上の問題点、課題、そしてそれらを解決するために行政としての

役割と支援策については。お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、７番、御手洗議員の御質問にお答えをさせていた

だきます。地域医療の確保と充実についてでございます。 

 まず、津和野共存病院の利用状況につきましては、令和３年度計画値に対し１２月末

現在での年間平均実績を比較した場合、入院患者数では１日当たり０.３人の増、外来

患者数では１日当たり８.４人の減となっております。 

 日原診療所につきましては、令和３年度計画値に対し１２月末現在での年間平均実績

を比較した場合、外来患者数では１日当たり３.１人の増となっております。 

 介護老人保健施設せせらぎにつきましては、令和３年度計画値に対し１２月末現在で

の年間平均実績を比較した場合、入所者数では１日当たり０.９人の増、短期入所者数

では１日当たり０.５人の減、通所者数では１日当たり１.６人の減となっております。 

 次に、医師、看護師、介護士等の確保状況でございますが、令和３年１２月末時点に

おいて令和３年度の計画要員数に対し看護師８名、准看護師３名、介護福祉士７名、理

学療法士１名、診療放射線技師１名、臨床検査技師１名、調理員１名が不足している状

況にあり、パート職員や部署間応援等により辛うじて補えている状況にあります。人員



不足については厳しい状況が続いており、特に退職等による看護師、介護福祉士、調理

員の不足が喫緊の課題となっております。 

 医師については、計画要員８名に対し８名と充足している状況にあります。 

 なお、令和４年度の医師数については、３月末で２名の医師が退職するものの、自治

医科大学卒業医師及び地域枠医師の２名の方が着任されるため８名の医師による体制

となります。 

 次の御質問でありますが、安定した医療の提供を行うため、圏域における急性期病院

の後方支援病院として在宅復帰や在宅療養支援の強化を進めていくと伺っております。 

 また、津和野町の人口特性である少子高齢化、人口減少に適応した医療の提供を行う

中で、地域に密着した医療、求められる医療を常に探求しながら診療科に拘らず総合診

療に重きを置き、医療のみならず経済的、生活環境なども同時に考える総合医療を進め

てまいります。 

 更に長年の懸案事項であった救急告示についても、医師確保の状況によりますが、３

年以内での再開を目指す計画であると伺っております。 

 運営上の問題点、課題、行政としての支援策でございますが、看護師を含めた医療従

事者等の人員不足、高齢化が最も大きな問題として考えられます。人員不足については

前述に御説明をしたとおりでございますが、６０歳以上の方が看護職では２９.５％、

介護職２３.１％、栄養課調理員４６.２％、事務職２１.７％と５年以内を目途に改善

していかなければ現場の医療・介護スタッフ不足により大きな問題を引き起こすことが

懸念されております。 

 町としましても、以上のような状況を把握するとともに、その原因の一つと思われる

処遇の改善について、令和４年度から実施ができるよう当初予算において計上をしてい

るところであります。このたびの処遇改善により、新規採用者の増員、早期退職や転職

を検討している方の意識の変革につながると考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  それでは、再質問をさせていただきます。 

 各施設の利用状況については、１２月末現在において計画値に対して、概ね順調であ

ると推測されますが、津和野共存病院の外来患者数が１日当たり８.４人減の状況にあ

るとのことでございます。この要因についてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  津和野共存病院の外来患者数が年間平均でありまし

て８.４人の減となっております。これの原因につきましては、コロナ禍による外来の

診療控えというのが大きな原因ではないかと考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  コロナ感染が収まらないということの中で、外来にも

その影響が及んでいるという実態のようであります。 



 次に、医師の確保状況につきましては、次年度も８名体制を維持できるとのことでご

ざいます。利用者並びに住民にとりましても大変心強く思うところであり、日頃から医

師確保対策に対応されております皆様に対して敬意を表するものであります。 

 また、その反面、看護師等含めた医療従事者の人員不足が喫緊の課題であるとの回答

でありました。その要因を回答の中で処遇改善を図らないと、これも一つの要因である

と、そのように答えておられます。そのこと以外でどのようにこの人材をとどめておく

ことができないか。また、応募があるような状況に持っていくというふうなことに対し

て、どのような見解があるかお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  医療従事者の確保の問題についてでございますけど

も、先ほど御質問にありましたとおり、このたび処遇改善ということで給与、賞与、退

職金につきまして令和４年度より改善をさせていただくこととなっております。 

 これによりまして、一つには早期退職やまた転職等を考えるところが減ってくるので

はないかなとは感じております。ただ、職場というのはやはり人間関係というところも

ございますので、人間関係については処遇改善でという金銭的なもので解決するもので

はなく、やはり職場にある体質とかそういったところが大きな原因ではあると思います。 

 そういったところも令和４年度のところから改善するような方向で現在話をされて

いるということを伺っておりますので、そういう部分については十分改善をされてくる

んではないかなと感じております。また、確保についての部分ですけども、令和３年度

についてはコロナという状況がございましたので、それぞれの大学とか研修施設等への

確保するためのアピールの場というのがあまり取れなかったわけなんですけども、この

コロナが落ち着いた段階で町と法人、それぞれ協力をしながら確保に向けた取組という

のを重点的に行っていくというところを現在話しておりますので、そうしたところで確

保ができればいいかなとは考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  議会におきましても、橘井堂に対する調査を実施をい

たしました。その中で処遇改善の必要性については共通認識を持ったところであります。 

 新年度予算におきまして、この対応を早急に講じる必要があるということで、給料、

賞与、退職金の改善のために新年度予算７,９９２万円が計上されました。その財源に

ついては、どのようなものでございましょうか。 

 また、この処遇改善というものは、単年度でなかなか済む話ではないというふうにも

認識するものであります。次年度以降における処遇改善策についての対応についてお尋

ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  処遇改善に係る財源ということでございます。 



 まず、病院事業会計分につきましては、まちづくり基金を４,３６０万ばかり充当さ

せていただいております。それと診療所、老健せせらぎ、訪問看護ステーションにつき

ましては３,６２４万５,０００円、地域医療推進基金からその財源を充当しているとこ

でございます。 

 それから、今議員の御質問にあります令和５年度以降のそういった処遇改善に係る財

源確保というとこでございますけども、これから検討していくということになろうかと

思いますけども、行財政改革等を推し進めていく中で歳出抑制、そして歳入確保という

ものを確実に実施をしていきたいというふうに思っているとこでもありますし、またそ

ういった有利な財源確保に向けて県のほうにも相談をかけさせていただいて、検討を進

めていきたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  令和４年度の予算における７,９９２万円相当でござ

いますが、これによりましてどのような改善が図られる、どの程度の金額的な対応で職

員の方々の給料なり改善がなされるか、見通しについてお尋ねします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  給料、賞与、退職金の処遇改善でございますけども、

まず賞与につきましては、現行２か月のところを１.５か月というところで計算をさせ

ていただいております。この１.５か月分の増でございますけども、あくまでも現行の

状況を見ながらというところでございますので、実際の支給額が１.５増額されたもの

で支給されるかどうかにつきましては、法人との協議の中で決定をさせていただきたい

と思っております。 

 また、退職金につきましては、４２年間勤務した後、２００万円という退職金でござ

いましたけども、これにつきましては町の退職金の仕組みに倣いまして、勤続年数に応

じて基本給に対して何か月分の支給をするというところを実施していくというところ

でございまして、来年度より改めて積立てを始める段階でございますので、何年勤める

かによってその退職金額については変わってきます。一応１年目から支給はできるよう

に現在考えてはおります。 

 また、給料につきましては、それぞれ人によって給料の伸び額というか増額分につい

てはちょっと異なっておりまして、また看護師とか調理員とかコメディカル、それぞれ

の職種によっても増額分がちょっと変わっておりますので、一概にその方で平均でどれ

だけというのがちょっと今のところお示しできないというのが現実でございます。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  給料でありますが、特に雇用するに当たって、新しい

人材を雇用するに当たっての新入職員に対する基本給、これについての見解といいます

か、従来のものよりどの程度上げていく、そういうふうな目安というふうなものは考え

ておられるところでしょうか。 



○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  このたびの処遇改善につきましては、基本的には若

年層の方に優先して処遇改善をさせていただくというのを基本にしております。今回基

本給料表につきましては、益田日赤の給料表に準じてやるというところを準じておりま

して、例えば看護学校を出た２１歳の方が入ってきたという場合につきましては、ちょ

っと金額につきましては控えさせていただきますけども、益田日赤と同等の額が支給さ

れるという形になっております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  それから、退職金が極めて低い現状があるということ

は我々も知ったわけでありますが、４２年勤めて２００万円程度では、なかなかそれは

変わりたいというのも分かるわけであります。一挙に退職金の支給、何か月分を支給す

るというふうなことでの基準の設定というものが必要な状況にあろうかと思いますが、

退職金につきましては、一般のこの町内の業者とは中小企業の退職金制度、これ等の加

入は一般的ではなかろうかなというふうに思っておりますが、その点、この橘井堂にお

ける退職金制度、今後どのように改善がなされるか、ほかの制度が使われるか、このこ

とについてお聞きします。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  退職金の原資の関係だと思います。医療法人橘井堂

につきましては、中退共には加入できませんので保険制度を利用するかもしくは内部留

保という形で、その保険の原資を持つしかないと思いますけども、現在法人のほう、ま

た併せまして法人の公認会計士のほうと相談をさせていただきまして、できるだけ有利

な方法で原資のほうを保つというところを現在検討させていただいているところでご

ざいます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長ね、先ほど退職金４０数年で２００万という御

手洗議員に対する回答だけど、橘井堂は医療法人になってまだ１０数年しかたってない

と思うんだけど、ちょっと訂正を入れないといけないんじゃない。４０何年というのは

何を基準にして言うたの。医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  医療法人橘井堂につきましては、当初橘井堂が立ち

上がった段階では退職金の制度がございませんでした。ですけども、平成２２年に保険

制度を利用する退職金制度が出来上がりました。その段階で４２年間働けば２００万円

の支給ができるという形のものを設定されています。 

 ですので、まだ橘井堂が立ち上がって、そこまでは行っておりませんけども、一応そ

の段階では４２年間働いたら２００万円出るというような金額になっておりました。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  分かりました。 

 御手洗君。 



○議員（７番 御手洗 剛君）  それでは、退職金については、今から検討を重ねて内

部留保としての言うなれば、基金的なものをつくって、それから退職時にそれぞれの退

職年数に応じての支出というふうな格好という説明がありました。御回答の中で、かな

り勤められている皆さん方が高齢化しているといいますか、そういった状況の中で一挙

に退職されるというふうな格好のものは見通しとして来年は何人、そういったことはも

う想定されて、どの程度のものが必要であるということは理解されておるとこでしょう

か。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  毎年度、年度当初の段階で計画要員というものを出

しております。今年度につきましては、先ほど説明の中でございましたとおり、それぞ

れ職種によって計画要員を設けて、それとの差分についての説明をさせていただきまし

た。 

 来年度につきましても、ちょっとまだ法人のほうから町のほうへは、まだ計画要員の

人数については連絡が来ておりませんけども、恐らく来年度のところについての計画要

員については、もう既に決定をされていることだと思っております。 

 今のところ大量退職とか退職が何人いるかというところについては何も聞いており

ませんので、そういった状況は起こらないものと感じておりますけども、どちらにしま

しても６０歳定年を引いている関係で、６０歳を超えれば退職という形になっておりま

すけども、今御存じのように人が足りないというところでございますので、退職されて

も町で言いますと再任用という形で、引き続き働いていただくというところを法人とし

てはその方にお願いをしているというところは聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  当然ながら余裕のある財源といいますか、基金的なも

のは内部留保、これについては見込めないのが実態ではなかろうかなというふうなこと

であろうというふうにも思います。 

 ただ、辞めたいと言われる方は定年退職ばっかりではないわけであります。そういっ

たことに対して突然財源が乏しい中で辞められたときに退職金を出していくというこ

とへの対応、これについて今申されました計画要員ですか、こういったことが橘井堂の

ほうから当面は町のほうへ示される。それに対して町は、令和４年度と同じような格好

での支援を求められざるを得ないという実態になろうかというふうに思っております。 

 町長、そういったことで当面の間、大変厳しい橘井堂の経営状況の中で、財源不足と

いうふうなことに対して、どのようにお考えでございますでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  橘井堂と行政との関係というのは、もう今さら申し上げるわ

けでもないわけでありますが、やはり本町の医療を維持していくために、これはもう切



っても切れない関係でございます。そういう中で現在町として橘井堂の様々な支援とい

うものを財政面からもさせていただいているというところでございます。 

 ですので、今後もそうした大前提は崩れるものではないというものでありまして、医

療からの住民サービスを充実していくために、行政としてそこはしっかり支えてまいり

たいと、そのように思っているところであります。 

 ただ、やはり橘井堂医療法人として、この組織としての自己改革というのは必ずして

いただかなければならないというふうに思っております。最大限の自己改革をしていた

だく、そしてそれを見た上で町としても最大限の支援をしていくという信頼関係の下で、

こうしたことは進められていくべきだというふうにも思っております。 

 そういう面では、この数年の間に共存病院中心に橘井堂におかれては、様々な経営改

革を大胆に行ってきていただいておりまして、経営状況もかなり改善をしてきていると

いう状況でございます。そうしたことも踏まえた中で、今回待遇改善も、これは行政の

立場から応援をしていこうということになったわけでございますが、今後もこの橘井堂

がさらなる経営改革をしていただく予定になっております。そういうところからまた財

源を生み出して、賞与等にもまた充実をしていこうじゃないかと、そういうような計画

も持っておられるわけでありますから、今後もそうした関係性の下で橘井堂の状況を見

ながら、また我々として支援できることは考えてまいりたいと、そのように思っている

ところであります。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  御回答にありましたように、橘井堂が医療法人として

の立場の中で自助努力をする。当然の話でもあろうかと思いますし、御回答の中でも今

後の方向性についてかなり示されておるものもあるわけであります。 

 特に目指す方向性として、圏域における急性期病院の後方支援病院としての位置づけ、

特に在宅復帰や在宅療養支援の強化を進めていくということであります。 

 また、診療科にかかわらず、総合診療に重きを置くこととして、長年の懸案事項でも

ございます救急告示を３年以内に再開を目指すというふうな計画も要望されていると

のことであります。このことについても救急対応ができないというふうなこと、特に夜

間においては益田のほうへ行かざるを得ないというふうな現実もあるわけでありまし

て、介護施設等におきましても、その対応に追われているというふうな実態を聞くとこ

ろであります。 

 そういった意味で、この救急告示、これが実現してそのことが住民の大きな安心材料

になるものであるというふうに認識をいたします。その実現に大いに期待するものでご

ざいます。 

 一挙に修復改善はできませんが、やはり医療スタッフが整うことが住民の一番の願い

であり、その対応をお願いしたい、そういった立場でございますので、今後ともの行政

と一体となった御努力をお願いを申し上げたいと思っております。 



 それでは、次の質問に移ります。特定地域づくり事業協同組合の現状と課題について

であります。 

 私も以前の一般質問において、国が新たな方向づけの中で、地域人口の急減に直面し

ている地域において、農林水産業、商工業等の地域産業の担い手を確保するための特定

地域づくり事業を行う事業協同組合に対して財政的、制度的な支援を行うとの施策が講

じられたことを受けて、津和野町においても早急の中でこの設置をしていただきたいと

いうふうな要望もした経過がございます。 

 農業法人に限らず今、いろんな産業の中でこの担い手不足が言われておるところであ

ります。そういったことの対応でいかに人材を確保するかということが喫緊の課題であ

るわけであります。 

 当町におきましても、この国の施策に呼応して、令和３年３月１５日に津和野町特定

地域づくり事業協同組合を設立し、同年５月１日より事業運営が開始されたところであ

ります。 

 現在、開始してから１１か月程度たったわけであります。なかなか人材を確保する中

でどの程度派遣先事業者が参画されるか、これが大変心配であったわけでありますが、

それについて現在、事務局職員１名、派遣職員４名の体制で年間を通じて町内の事業者

の支援を行っているとお聞きします。そこで、事業協同組合の現状と課題についてお尋

ねをいたします。 

 一点目であります。令和３年度における派遣先事業者数と事業実績見込みについてお

尋ねをいたします。 

 二つ目に、令和３年度における国並びに当町の運営経費に対する支援状況については

どのような状況にあるか。 

 三つ目に、派遣先事業者への人員派遣の中で、どのような派遣事業者からの反応があ

るかということ。 

 四つ目に、運営上の問題点、課題は。 

 五つ目に、次年度計画の考え方についてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、特定地域づくり事業協同組合の現状と課題につい

てお答えをさせていただきます。 

 まず、令和３年度の派遣先事業者数は設立時１２者でありましたが、５月１日の事業

開始時に１４者となり、現在は１８者となっております。業種は酒類製造業、食品加工

製造業、宿泊業、農業、林業となっておりますが、事業者の内１２者が農業と大半を占

めております。令和３年度の事業実績見込みについては、事業収益１,３９９万２,１６

１円、事業管理費１,２７０万２,３３５円、差引きで１２８万９,８２６円の利益とな

る予定であります。 



 次に、国並びに当町の運営経費の支援状況についてでありますが、特定地域づくり事

業推進交付要綱に基づき、組合運営対象経費の２分の１を補助金として支出いたします。 

 また、この補助金の財源は、国２分の１、町２分の１となっており、更に町負担の半

分は特別交付税措置の対象となっております。 

 なお、令和３年度実績見込みより算出した場合の補助金額は５９５万１,０００円と

なる予定であります。 

 派遣事業者の反応についての御質問でありますが、派遣事業者からは派遣職員の勤務

態度につきましては、特に農業分野において技術力が高いことなど高評価を頂いており

ます。 

 また、事業協同組合としても刈り払い機取扱い作業者安全衛生教育など技術研修にか

かる費用の補助なども行っており、派遣職員のスキルアップに努めております。派遣職

員も様々な事業者間で勤務することにより、異業種間の技術を学ぶことでスキルアップ

を実感していると伺っております。 

 運営上の問題点、課題についての御質問でありますが、派遣事業者が当初より増加し

ている事に伴い、職員の派遣要請も増加してきております。そのため、事業者の要望ど

おり職員を派遣することができないケースが見受けられます。そのため１２月より派遣

職員を追加募集しておりますが、いまだに人材を確保できていない状況であります。 

 この課題を解決するため、津和野町に移住を希望しているＵＩターン者などに積極的

にアプローチを行うだけでなく、既に定住している女性をはじめ、町内の若者にも積極

的にこの事業協同組合のメリットを周知し、人材確保に努めてまいたいと考えておりま

す。 

 次年度計画の考え方についての御質問でありますが、令和４年度以降につきましては、

派遣事業者の要望に応えるため、派遣職員として新たな人材の確保に努める必要がある

と考えております。その人材を確保することにより、派遣事業者の要望どおり派遣する

ことが可能になりましたら、新しい業種の方にもこの事業協同組合に参画していただけ

るよう募集を行いたいと考えております。 

 この事業協同組合は、町内への定住促進の意味合いが強いことから、つわの暮らし推

進課で所管をしておりますが、農林課や商工観光課とも協議を行い、町内事業者の労働

力不足を解消するため、また、派遣職員に対しては安定的な雇用の場を提供するため、

町民の皆様に必要とされる事業協同組合となるよう、町としても積極的に支援してまい

りたいと考えでおります。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  御回答頂きました中で、初年度まだ１年もたっており

ませんが、見込みとして今年度１２０万相当の黒字を計上できそうだというふうなこと

で、大変な努力でもあったんではなかろうかなというふうに推察するものであります。 



 特に派遣事業者を増やすということがやはり事務局職員の方の当然担当課も参画さ

れたというふうに推測いたしますが、まず発掘からいかなくてはならない。幸いにも１

８の事業者がこれに参画されてきたということであります。 

 その主な業種といいますか、農業が多いというふうに聞いておりますが、なかなか他

産業に及んでおるという実態があるわけであります。中には酒造業の方なり、特に林業

の事業者も参画されておるというふうなことも現実的にあります。それから畜産業、中

には事業者として町内のホテルも入っておられるというふうな状況にあるわけであり

ます。 

 ただ、皆様方、この特定地域づくり事業協同組合がどこにあるのか御存じの方は少な

いんじゃなかろうかなという実感がしておるものでありますが、これはＪＡの津和野支

店の裏に駐車場がございますが、その横に事務所があるわけであります。 

 そういったことで、この特定地域づくり事業協同組合が何をするところであるかと。

また、この事業協同組合の存在を知って、やはり私のところへ来てほしいというふうな

ことに対する対応ができるようなアピール不足というのが現存しているんではなかろ

うかなというふうな思いがしておるところであります。このことへの見解について再質

問としてお尋ねをいたします。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  特定事業協同組合ですが、議員おっしゃる

ように町内の事業者様方へのまだ認知がまだまだというふうに私も認識しております。 

 事務局とあと派遣職員４名、それから我々も月に一度スタッフ会議を開いておるわけ

ですが、その中でもやはりそういった意見が派遣職員の中からも出ておりまして、自分

たちの事業協同組合を説明するときに、なかなか知らない人も多いというような意見も

頂いております。今後ちょっと専用のホームページを立ち上げるなど、そうした形で

我々といいますか事業協同組合のやっておる内容ですとか、それからこうしたところの

労働力不足の解消のお手伝いができますといったあたりのＰＲは、今後努めてまいりた

いというふうに考えております。 

 ただ、先ほど町長の答弁の中でも申し上げましたように、今派遣職員が４名という状

況でございまして、１８者の組合員さんに対して十二分に派遣要請に応え切れていない

部分もありますので、まずは第一義的には派遣職員を増やしながら、この事業協同組合

のＰＲに努めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  私も数回この事務所を訪れまして、担当者の意見も聞

き、また派遣先の要望がどの程度あるものか、これについてもお話を聞いたりしたとこ

ろであります。 

 現実的に要望はかなり増えてきておるということであります。最低でも次年度６名程

度は欲しいなと、職員数です。派遣できる職員数を６名程度は欲しいな、現在４名を６



名にしたいなというふうなことで話されてもおるところであります。そういったことに

対する対応、一つ検証もされながら決めていっていただきたいなというふうに思ってお

るものであります。 

 それから、派遣先事業者が利用料金を払うわけでありますが、いろんな業種があって

１時間当たり９９７円から１,３３１円、これは消費税込みでありますが、これが実態

のようであります、現状。これにつきましては、事務局がこの派遣先事業者との交渉の

中で定まっておる金額であろうというふうに思っておりますし、これが即、職員さんの

賃金になるものではなく、１割程度は事業協同組合がやはり運営費としていただくもあ

るようであります。 

 実質的に賃金は１時間当たり８２４円から１,１００円、これの中に今の１８事業者

から頂く中でお支払いをしていると現状もあると聞いております。８２４円と言います

と現在の島根県の最低賃金ではなかろうかなというふうにも思っております。当然この

最低賃金は毎年のように上がっているのが現実ではなかろうかなということでありま

す。 

 職員さんの待遇というものは先ほど申し上げました橘井堂等の給与改善の中でも話

がありましたが、ある程度改善をして人が呼び込めるような状況にもしていかなくては

ならないのが今後の課題ではなかろうかなというふうに見ておるところであります。 

 このことについて、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  議員おっしゃるように、今職員の賃金体系

が安いということで、今例えば益田市の職安等にも募集を出しておるんですが、なかな

か応募がないといったような状況でございます。 

 その際にやっぱり出し方としまして、職安等は月額賃金で出しますと、月額に換算す

ると１３万４,０００円ぐらいから１７万円ぐらいというふうな出し方になります。そ

うしますと、どうしてもほかの業種のところと比べると見劣りがするということで応募

実績がないような状況を見ております。 

 なので、今後この賃金体系を上げていくためには、１８者の組合事業者様の御理解も

頂かなければいけませんし、ましてや町のほうでどういった支援策があるのかといった

ことがもう一点。更には事業協同組合として独自に収益事業を生み出すような形もでき

れば、派遣職員の賃金アップにもつながるというふうに考えております。 

 実際、この１年はまだ、５月に立ち上がってまだ数か月、約１年でございますので、

具体的な収益事業はまだ出来上がっておりませんが、ただ今回島根県でも津和野町は早

くに設立したということで、非常に事業視察が今年度多かったんです。事業視察を受け

る際に視察料をもらいましたところ、今年度で２３万円程度視察料で儲かりまして、そ

ういう意味ではいろいろな知恵を絞りながら幾らかの事業収入を得て、派遣職員の賃金

のほうに還元していきたいということで、事務局も努力をしているところであります。 



 今後、理事会等でもそうしたことを話合いながら、そうした賃金アップの策を講じて

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  町内のいろんな業種から、今はコロナ禍でなかなか観

光客等が来られるところは少ないといいますか、そういった状況にもあるわけでありま

すが。コロナが収まりますと抑制されれば、かなりの観光客もおいでになるということ

が予測されるところであります。 

 そういった中でいろいろなサービス業、私もいろいろ関わり合いがありました道の駅

等におきましても、町が出資する第三セクターであっても、こういった事業協同組合の

人員派遣を受けられる業種の一つではなかろうかなというふうな思いもしているわけ

であります。大変道の駅等におきましても、なかなか人が集まらないという実態がある

わけであります。そういった中で、やはり町内のそういった要望に応えられるだけの体

制、アピール、これを早急の中ですることが、まず２年度の支出じゃなかろうかなとい

うふうな思いもしておるところであります。これについてお考えがあればお聞きしたい

と思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  例えば確かにおっしゃるように道の駅等も、

つわの暮らし推進課、道の駅の担当課でもございますが、不足しておるというような現

実は承知しております。 

 この事業協同組合がうまく町内の労働者不足にマッチしたらいいんじゃないかとい

うのは我々どもの課でも話をしておりまして、例えばこの議会でも先日来からゼロカー

ボンの関連で自伐型林家の問題も出ますが、そうした方々も、例えばこの事業協同組合

を利用することによって社会保険料ですとか退職金手当もつきますので、そういうこの

事業協同組合を利用することで個人事業主もいい、我々事業協同組合もいいというよう

な、そういう環境が出来上がればいいなというふうにも考えております。 

 冒頭町長の答弁にもありましたが、やはり農林課ですとか商工観光課と十分協議を重

ねながら、そうした体制を取ってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  御手洗君。 

○議員（７番 御手洗 剛君）  人手不足がいろんなところで聞かれる中で、この対応

が急がれるわけでありますが、移住者なりＩターンの方々の受け皿、また定住対策にも

つながる取組にしていかなくてはならないような思いもしておるとこであります。この

事業協同組合の新たな動きに対して期待を持っておりますので、今後とも御努力を頂き

たいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 



○議長（沖田  守君）  以上で、７番、御手洗剛君の質問を終わり、ここで２時３０

分まで休憩といたします。 

午後２時 10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時 28分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に続いて、質問を続けます。 

 ３月定例会最後の通告者であります。発言順序１０、１１番、岡田克也君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  １１番、岡田克也でございます。今体制の議会最後

の質問となります。通告に従いまして２項目質問をいたします。 

 まず、定住対策についてであります。 

 国土交通省では、サービス付き高齢者向け住宅や低所得者、ひとり親世帯などの低い

家賃で提供されるセーフティネット住宅を対象に、２０２２年度から交流スペースの整

備費を支援することが報道されました。これは新型コロナウイルス禍での孤独・孤立問

題に対応するもので、住宅の一室をイベントが開催できる集会所、台所やテーブルを備

えたフリースペースに改修することを想定し、サ高住──いわゆるサービス付き高齢者

向け住宅は、安否確認、生活相談の提供のある住宅で１施設当たり上限１,０００万円、

自治体が斡旋する低家賃のセーフティネット住宅は１戸につき１００万円、自治体の公

営住宅に対する支援も拡充するとの報道でありました。 

 津和野町も空き家や日原診療所の移転後の旧せせらぎの２階、３階、寺田の促進住宅、

清水町、山根町などの町営住宅などを整備して、高齢者が安心して最後まで津和野町に

住むことのできるサービス付き高齢者住宅の整備を進めるべきではないかと考えます。 

 また、母子家庭保護、津和野高校への母子留学などを受け入れる住宅、疾患を持った

人のための医療近接型住宅、障がい者が住める住宅など、目的をはっきりとさせた住宅

を整備することによって、定住対策を講じて行くべきではないかと考えますが、所見を

お尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、１１番、岡田議員の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 定住対策についてでございます。 

 令和２年の国勢調査による津和野町の人口は６,８７５人で前回の調査から７７８人、

１０.２％の減となり、人口減少に歯止めがかかっておりません。 

 高齢化も進行し、６５歳以上が３,３３７人、高齢化率が４８.５％、直近の状況では

令和４年２月末で４９.６％という結果が出ています。更に全世帯数３,０９０世帯に対

し単独世帯が１,１２７世帯、うち６５歳以上の単独世帯が７３４世帯となっておりま

す。 



 そのような中、いつまでも健康で生きがいを持って安心して過ごすことができる環境

を整えることが高齢者を含めた町民の方にとって必要であると考えており、今後も津和

野町に住み続けたいと感じてもらえるよう、将来の高齢化を支える医療、介護、福祉、

生活面での不安感を払拭するべく、医・食・住の環境を整えることが最優先課題であり

ます。 

 そのため医療・介護関係施設や公的住宅の集約、周辺医療機関との連携強化は検討し

なければならない重要な施策だと考えております。 

 その一つとして、在宅復帰までの一時的な住まい、看取りを視野に入れた一時的な住

まい、高齢者の冬期の一時的な住まいなど、住民のニーズに柔軟に対応できる住まいの

環境を整えることは、住み慣れたまちで暮らし、最期を迎えるためには必須であります。 

 医療近接型住宅については、増加する空き家の活用や高齢者が在宅生活を継続できる

有効的な活用方法として考えております。 

 また、公営住宅の整備については、障がい者、外国人、子育て世代、母子世帯など高

齢者も含めた住宅確保要配慮者に対し、住宅の供給が適切に行えるよう、津和野町公営

住宅等長寿命化計画等に基づき、老朽化した住宅の建て替え並びに居住性の改善、耐久

化の向上、バリアフリー化などの改善を計画的に行い、必要戸数の確保・維持に取り組

みたいと考えております。 

 また、高齢者が安心で安全な生活ができる賃貸住宅を多く確保できるよう、公営住宅

のみならず、民間住宅も含めたバリアフリー化を推進する必要があります。これについ

ては、住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律、通称住宅セーフ

ティネット法の改正により住宅確保要配慮者の入居を拒まない賃貸住宅の登録制度が

創設され、その改修費用に対する補助金などの支援が開始されたことを受け、今後は県、

関係機関、関係団体とも連携し、迅速な情報提供、公平で円滑な住宅供給が行われるよ

う支援体制の構築を図りたいと考えております。 

 そのほか、議員御指摘のように教育移住を推進するための受け入れ住宅の整備や障が

い者向け住宅としてのグループホームの整備など、目的を明確化した上での住環境整備

の重要性を認識しているところでありますが、それぞれは多額の財源を要するため、既

に導入してまいりましたＰＦＩ方式による建設の応用など、検討を重ねてまいりながら

実現に向け努力をしてまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  この質問を出した理由でありますけれども、一つに

は新聞でこの記事を見かけたということもありますが、もう一つは最近、町内の高齢者

の方々とお話をたくさんする中で、病気を抱えながら生活をしておられる方が何と多い

ということに気づきまして、病気の不安を抱えながら生活している。特にひとり暮らし

ということになれば、いつどのような形で倒れるか分からないという、そういう不安も

抱えながら生きておられるということも思いますし。 



 また身近なところでは近所の方が電気がずっと夜ついているということで心配をさ

れまして、そして見てみると亡くなっておられるというか、倒れておられた。そして隣

の家の方が看護師さんでしたので、すぐに駆けつけて心肺蘇生をしていただいて、そし

て脈を見ていただきましたけれども、既に体温は落ちており脈は打っていないというこ

とで救急を呼びましたが、急性の心疾患で亡くなられたとの判断でありました。 

 そのときに思いましたのは、やはり近所の方々がお互いに支え合い、そして家と家と

がお互いに気にしながら生活をしているということで早期発見ができましたし、そして

すぐに駆けつけて心肺蘇生をしていただいたり、そういうことがやはり暮らしていく上

での安心感につながるのではないかと考えたわけであります。 

 町内ではひとり暮らしになって子どもさんが心配をして、そして都市部の子どもさん

がおられる家に移住をされるという場合もあります。しかし、住み慣れた地域でござい

ませんので話し相手もおらずに認知症が進むということもありますし、普段ならば近所

の人とお話ができたのに、そういうこともできない。 

 そういうことから考えれば、最後までこの津和野町で暮らしていけるような、そうい

う住宅環境の整備というもの、また支え合いというもの、何と家が空き家も多くなって

いく中で、そういう体制をつくることも大切だと思いましたし、また高齢者が例えば冬

の雪が降るようなときには外に出るようなことも難しい中で、一時的に共に暮らしたり

する、そんな住宅があれば冬場の間もいろんな人とのお話もできるし、可能な限りで生

活も食事もできるという、そういうことが考えられるのではないかと思ったことであり

ます。 

 今回、「津和野町も住宅マスタープランの見直しを図りながら、高齢者の皆様が住み

慣れた地域で自立した生活ができるよう住宅の整備をしてまいりたいと考えておりま

す」と回答されましたが、マスタープランではどのように検討されているのか、そして

具体的に公営住宅の整備をどのように進めていこうとしておられるのか、その点につい

てお尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  建設課長。 

○建設課長（安村 義夫君）  公営住宅に関しまして計画がどのようになっているかと

いうことでございますが、町の公営住宅長寿命化計画についてでございます。今固有名

詞で上げられた団地につきまして参考に申し上げますと、清水団地につきましては令和

２年から２１年度にかけて個別改善、山根団地につきましては令和１２年から３１年度

にかけて維持管理、定住促進住宅につきましては耐用年数等がございまして令和３１年

度までで用途廃止を計画しておるものでございます。その他の住宅につきましても、

多々ございますけど、中長期的な管理の見直しということで計画しておるところでござ

います。 

 また、今の三つの住宅につきまして、参考までに入居状況を申し上げますと、清水団

地２棟ございます。２８戸ございますが現在１４世帯入居されておられます。うち高齢



者または単身の夫婦の方が入居、３世帯でございます。山根団地は２棟ございまして合

計２０戸あります。そのうち１７世帯が入居、うち高齢者または単身の夫婦の方が入居

が７世帯でございます。定住促進住宅につきまして申し上げますと、２棟８０戸のうち

今４０世帯が入居されておられます。うち高齢者、単身または夫婦での御入居が１２世

帯でございます。 

 なお、こういったことで町営住宅、一般住宅に関してでございますが、清水団地、山

根団地、定住促進住宅につきましては、現況でおきますと比較的子育て世代、または若

者単身世代の移住が高い現況であります。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  高齢者が住むときの一つのやはり大事な要素は、ま

ずは衣食住の環境、障がいを持っていてもバリアフリーにしたり、そういうようなこと

をする。また医療近接型住宅のような形で病気の不安を持っていても生活することがで

きる。例えば食でも配食、例えば病院の給食を作っている病院給食から配食ということ

ができる、そういうようなことも考えられるのではないかと思いますが、将来の高齢化

もありますし、また先ほど言いました冬の間での生活の場として、空き部屋を使っても

使いたいと、そしてまたみんなで食事を取れるような場をコロナ感染症には気をつけな

がらではありますけれども、例えば今言われました団地の幾つかをデイルームに改装し

まして、そこで食事が出せるというような形で共同の住居もできるんではないかと思い

ますが。 

 今回の質問の出した基であります国土交通省のデイルーム等の整備に対する補助金

もあるわけでありますが、このことも含めて、そのような高齢者の対応の居住住宅、サ

ービスつき高齢者向け住宅についてどのように考えるか。また医療近接型住宅について

どのように考えるか所見をお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  高齢者の方の住宅につきましては、地域により、年

齢により、高齢者の方の生活の場というものにつきましては、多々変わってくるものと

考えております。そのためにはいろいろな選択肢を用意する中で、年をとっても津和野

町で住み続けることができるということを思っていただけることが大切だと感じてお

ります。 

 そうした中で、生活支援サービスとしてどうしたことができるかというところで、在

宅中心の診療体制の確立や、また介護サービスの充実、そして健康寿命を延ばすための

介護予防に向けた取組や見守りや配食、買い物といった生活支援サービスの推進、また

集合型高齢者住宅などの高齢者の住まいの整備といったものが大切であると考えてお

ります。 



 そうした中で、先ほど申しましたとおり、集合型の高齢者住宅、こういったものを準

備することによって生活に困っておられる方、また在宅復帰までの一時的な仮住まいと

か、冬期の間の一時的な住まいとかといったところで、元気な方についてはそういった

住宅に住むことによって健康になっていく、介護予防はできるということを感じており

ます。 

 また、病気から復帰するための住宅につきましては、先ほど議員申されましたとおり

医療近接型住宅といったものが一つの手段であるとは感じております。 

 ただ、その医療近接型住宅を建設するためには、医療と介護といった周辺にそういっ

たものが整備されているというところが多分前提条件になってくると思いますので、そ

の辺につきまして十分検討しながら、今後住宅の整備につきましては検討させていただ

ければと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長ありがとう、いいです。 

 町長、言うなればまちづくりの基本になるあるいは施政方針に関わることですから、

町長から総括で答弁してください。町長。 

○町長（下森 博之君）  高齢者のこうした福祉施策というのは、先ほど医療対策課長

が申し上げたように、生活支援サービスであったり見守りであったり、そういうことを

通して健康寿命を延ばしていく、認知症を防止していく、地域包括ケアも含めての話に

なりますけれども、そういうものを総合的にやっていくということが大事かと思ってお

ります。 

 このことを一つ一つ私から申し上げていますと時間がなくなりますので、医療対策課

長の言うとおりというふうに思っておりますし。その中でやはり住まいをどうしていく

かということ、これが地域包括ケアシステムの重要な一つの要員ということにもなって

いるわけでありまして、議員が先ほど御指摘頂いた、そうした具体論については私も異

存がないところで一つ一つ実現をするように、財政面もありますが検討していきたいと

いうふうに思っております。 

 ただ、それを具体的にどう進めていくかということでありますが、現時点ではこの町

内の介護福祉施設の在り方、それから今後に向けての統廃合、そうしたものについての

検討をしていこうという今段階でございまして、それを進めていくということ。 

 それから、併せて町内を見回しても空き家も増えてきておりますが、例えばコロナの

影響で遊休ホテルがあったりという、これがコロナ後にどういう状況になるのかという

ことも同時に見据えながら、活用ということも選択肢の一つに考えられるかもしれない

というふうにも思っております。 

 それから、先ほど病院給食というふうな話もなされたわけでありますけれども、やは

り町内の福祉施設も含めて、実はこれがまた給食をつくるスタッフが確保が困難になっ

ているという、またこれは現実的な解決課題が出てきているという状況でありまして、



これを今後どういう形でサービスを維持していくのかということを、今我々も行政も考

えていかなきゃならないという状況になっております。 

 そういうもろもろの今課題や要員というものを、この介護福祉施設の今後の在り方等

含めて一緒に考えていきたいというふうに思っているとこであります。それと合わせた

中で、この高齢者の住宅サービスというものを、住宅環境の整備というものを具体論と

して実現していくかというのは考えていきたいというふうに思っているところであり

ます。 

 あと母子家庭の住宅等はまだ御質問にはないかと思うので（「はい、また」と呼ぶ者

あり）やってください。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今、答弁がありましたが、施設のほうも給食を出す

ということが、だんだんとやはり調理員の不足とか管理栄養士さんの不足とか、管理栄

養士は給食をつくらなくても必要だとは思いますが、そのような給食スタッフの不足と

いうことも顕著に出てきておるのであろうと思います。 

 やはりそのときに例えば病院の給食を町内全ての高齢者や要介護者、そして病院施設

の給食に配食をしていくという、そういう考え方を今、既に始められているのかどうな

のか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  課長、大丈夫。医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  給食の配食サービスというところでございますけど

も、先ほど町長からの答弁にございましたとおり、今後の介護施設の統廃合等について

の在り方検討というのを現在やっております。そうした中で給食のことにつきましても、

一部含めて検討していくというところでありまして、現在そのことをやっているかどう

かと言われましたら、やってないというのが実情でございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  最初に質問しました、そちらのせせらぎの２階、３

階は、もともと介護施設として老人保健施設としてつくっておりますので、あれは今回

診療所が３月２８日に移転をしましたら、その後、空き施設になるので、あれを使って

いくというのが一番やはりバリアフリーの面でも様々な面でも一番適用しやすいんで

はないかなと考えておりますが、その跡地のせせらぎの２階、３階の部分の、旧せせら

ぎの２、３階部分の用途について考えておられるか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長ね、町長に答弁させにゃいけん。町長。 

○町長（下森 博之君）  現時点で私自身ここのせせらぎの３階という部分について白

紙という状況でございまして、今後また先ほどから申し上げている医療介護の今後の在

り方の検討の中に、こういう高齢者向けの住宅というものも併せて検討していくと思っ

ておりますので、その選択肢の中の一つとしては置いておるつもりでありますけれども、



現時点、これ以上私自身が具体論としてお話するということはございません。（「はい、

分かりました」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  例えば空き家を整備していく上で、今回の整備もあ

りますけれども、大体空き家で一番の大きな問題というのはバリアフリーの問題もあり

ますが、水回りの問題がかなりありまして、トイレや風呂が十分ではないというような

こともあります。 

 ただし、これを整備すると、水回りというのはやはり多額な費用がかかりまして、な

かなかそれがしにくいというような状況もありますが、例えば空き家を貸していこうと

いうときにどのような制度があるのかということを、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  空き家の整備に関しましては、今年度より

民間賃貸住宅建設改修支援事業というものを準備しております。これは県の補助事業等

を利用したものでございまして、その空き家の所有者もしくは賃貸権なりを所有してい

る事業者が事業主体となり得る事業でございます。補助率は５分の４でございまして、

上限が９６０万円という補助事業でございます。 

 ただし、この補助事業を使って直すときには議員おっしゃる水回りを、トイレ、風呂、

キッチンの水回りをしっかり直すことであるとか、あと公共下水道もしくは合併処理浄

化槽に接続すること等一定の条件がございます。そうした条件をクリアしていただける

と、そうしたことで改修が可能になる上、これはあくまでも民間への賃貸の目的でござ

いますので、向こう１０年間は賃貸で人々に貸さなければいけないというような制約も

ございますが、議員おっしゃるようなそうした水回りの整備等には有効利用もできるか

と思いますので、また御相談頂ければと思います。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  次の質問にもちょっとかかるわけでありますが、例

えば津和野高校に県外から親子で一緒にその期間、例えばお母さんと子どもさんが移住

して津和野高校に通って、その期間お母さんはこの津和野町内のところで少し働いたり

しながらというようなことも、母子ともの移住ということも考えられるのではないかと

思いますし、そういうこともまた津和野高校の入試志願者が少ないという次の問題にも

関わることでありますが。 

 そういうようなことでも教育移住、特にただ現在のところでは、例えばうしのしっぽ

の保育園なども町外からも大分来ておられたり、いろんな直地保育園でも科学の視点を

持った保育をしたり、特色保育に取り組んでおられるところがたくさんあります。木部

保育園なども木部の自然の中で保育をしていくとか、そういう町内の様々な畑迫、日原、

そして青原、そういう保育園にまた通わせたいと思われてくるような、そういう方々も



おられるのではないかと思いますが、教育移住型のその住宅についてはどういうふうに

考えておられるのか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  これも町長どうぞ。 

○町長（下森 博之君）  教育移住を人口減少対策として、これから町も目指していこ

うということでありますから、議員御指摘のようにそのための住宅環境の整備というの

は重要だというふうに思っております。 

 ただ、教育移住者のための特色のある住宅て一体何なんだろうかいうことになったと

きには、またそこは特色のある住環境というものから検討していく必要があるのかなと

いうふうに思っております。 

 ただ、そうした中で、一つ最近ヒントをもらっていると思っているのは、この３年間

ポートさんという会社とともに県の事業活用させていただいて、いわゆるＩＴ系企業、

事務系企業、事務系職場と言っておりますけども、誘致関連の取組をやってまいりまし

た。そういう中で、このポートさんと先日も話合いをしたところで、やはりコロナの影

響で、相当この大企業が、中小企業もそうですが、テレワークが進んだという話でござ

います。 

 我々テレワークというふうに聞いたときのイメージが、今までの感覚でありましたら

例えばある大きな企業に勤めておられる社員が、そこで就職はしているけれども、テレ

ワークというのは一時的に自分の家で仕事をして、また時には会社に行ってというよう

なことをイメージをしておったわけでありますが。 

 もう既に名だたる大企業が、テレワークを推進する上で東京に住んでいなくてもいい

んだと、地方にも住まいを構えた上で、もうテレワークとして仕事をする、そしてその

企業に所属する、そういうものがもう実例として出始めているということでありまして、

今後このテレワークの推進というのは、どんどん広がっていくだろうという見込みをヒ

ント、聞いたわけであります。 

 それを考えたときに、我々も例えばの企業名出しますが、皆さんが知っているような

ヤフーとかそういう会社に就職をする。だけど実際に津和野町に住んで、それでヤフー

の仕事、テレワークでもうする、そういう時代が訪れてくるという話でございます。そ

れをヒントとして考えたときに教育移住を進める、当然親は仕事がなければなりません。 

 だから、大企業に所属をした中で、まさにこの住まいを津和野町に構える。そのため

にこのテレワークができる住環境というのは一体何なんだろうかということをこれか

ら検討する、値するところなんではないかなというのを私自身が感じているといったと

ころでございます。 

 そういうことも踏まえて、そのほかにもいろいろ特色のある教育移住のための住宅と

いうのは考えられるかもしれませんが、これだけ空き家が増えてきておりますので、そ

の活用も含めてまた検討してまいりたいと、そのように思っております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  津和野町に株式会社アドレスが進出して、交流人口

の拡大ということに非常に寄与しておられると思いますし、いきなり定住はなかなか荷

が重くても津和野に住んでみて、津和野の人に触れてみて、津和野ていいところだなと

思っていただいて、ここに住みたいと思って住んでいただくということが現実的ではな

いかと思うわけでありますし、またそういうアドレスのやっておられる活動によって津

和野町を知っていただき、また定住までいかなくても交流人口として定期的に津和野に

来ていただくということも非常に大事でもあると思いますし、これがまた定住にもつな

がっていくと思いますし、また津和野高校の取組なども知っていただく、そういう機会

にもなるかと思いますが、現在のアドレスの状況等についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  アドレスさんの状況でございますが、現在

喜多屋さんで活動を開始しております。今のちょっと具体的な宿泊数、利用者数等はち

ょっと手元にございませんが、一時期のコロナ禍のときよりは今、去年の終わりぐらい

は人が伸びてきたというふうに伺っております。 

 プラス１回の来たときの滞在日数が大体１週間程度ということでございまして、関係

交流人口の促進には非常に役立っておるなというような印象を受けております。 

 また、常設の職員が１名、それからパートが１名──あ、パートが２名か。というこ

とで常駐しておりますので、そうした方々も津和野町を案内するですとか、そうした暮

らすように旅をするというコンセプトの下に、交流人口に活躍しておるというような状

況でございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  １週間滞在していただいて、またどちらかに行くと

きに津和野の和菓子だとかお酒だとかお茶だとか野菜や米だとか、そういうものを知っ

ていただいて、ああ、津和野て本当においしいものがたくさんあるいいところだなとい

うことを、また次のところでも伝えていただいたら、また津和野ということの名前も上

がっていくのであろうと思います。このアドレスのやっておられることにも私は期待を

しております。 

 それで、総括的な質問でありますが、令和３年度の社会動態がプラスに転じたことは

大変喜ばしいことでありました。答弁にあるとおり、令和２年の国勢調査の結果を見る

と、町全体の限界集落になり高齢化率が結果として出ております。様々な施策を積極的

に展開し推進をしているところだとは思います。これらの様々な施策は子育て支援など

決して近隣の市町村に劣っているとは思いません。しかし、むしろかなり先進的である

とも思っておる状況でありますが、人口減少に歯止めがかかると言えるような状況とは

なっていないという現実も感じます。 



 合計特殊出生率は県内町村の平均を大きく下回っており、全国平均よりも下回ってい

る現状があります。そのような点を踏まえて、今までの取組を振り返るととともに、今

後の取組や方向性について町長にお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  最後に急に質問のテーマが大きくなったような気がしまして、

このお話をしておると本当に長くなってしまうような気がしとりますが、簡潔に話さな

いといけないかというふうに思っておりますけれども。 

 合計特殊出生率につきましては、年度によって非常に津和野町大きく下回るときがあ

るというようなところであります。ただ、５年平均の数値で申しますと、先ほどどなた

の議員さんでしたか、前の前段の議員さんでもお答えをしておりますように、大体国、

県、特に県の平均値ぐらいの今数値では推移しているというような状況でございます。 

 ただ、やはり目標にはまだ達しておりませんので、その目標に対するために、この合

計特殊出生率を上げていく取組というのはやっていきたいというふうに思っておりま

すし、そのことから令和４年度も第１子からの０歳児から、この保育料の完全無料化も

図る、そういうような新しい施策も進めてきたといったところでございます。 

 それから、社会増減も非常に津和野町は社会減がずっと続いておりまして厳しい数字

が出ております。それが１０.２％というようなこの人口減少率にも大きな要因になっ

ているということであります。 

 ただ、繰り返し申しておりますように、まち・ひと・しごと総合戦略をつくりまして、

そして人口ビジョンを定めて町のほうもこの取組を毎年、毎年着実に進めてきたという

ことであります。 

 ローマの道は一日にしてならずではございませんが、まちづくりもそう簡単に大きな

流れが変わって、すぐに成果が出るものでもないというふうに思っております。今まで

やってきたことをしっかり検証しながら、成果が出た部分はしっかり成果を出していこ

うと。それが津和野高校支援からの０歳児からのひとづくり事業でございます。 

 今後もそこを中心にしながら、教育移住というものを図り、そしてそのためにほかの

要員、住環境の整備、先ほど申し上げたようなことであります、仕事の確保、子育て支

援の拡充、そうしたものも総合的に行いながらやっていきたいという思いでございます。 

 成果が出始める兆しは、この社会増減でも昨年度出たというふうにも認識をしている

ところでありまして、コロナが終了して元に戻ったら一気に社会減になるようなことに

はなってはいけないと思っていますし、しっかりまたこの取組をやっぱりやってきたこ

とを信じて、そして気持ちをとにかく前向きにして意欲的に取り組んでまいりたいと、

そのように思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 具体的なことまで申しますと長くなってしまいますので、こういう回答になりますが、

頑張ってまいりたいという思いでございます。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 



○議員（１１番 岡田 克也君）  日原エリアも日原の診療所がこちらの向かいに配備

されまして、レントゲン装置も撮影装置も配備され、高齢者の死因の３番以内には必ず

入る肺炎ということも、そのレントゲンの装置で見ることができますし、そしてまた津

和野共存病院の周り、そういうところをやはり高齢者が住める場所に進めていくという

ことが、これからの定住、そして一生涯津和野町に住み続けていける、病気があっても

介護が必要になっても、生まれ育った津和野町内で暮らしていける、そういう施策を今

日の様々な答弁を聞きながら期待をしておることであります。それぞれの課が連携しな

がら、移住・定住対策に全力を傾けていただくことを祈念し、次の質問に移らさせてい

ただきます。 

 ２番目の質問につきましては、津和野高校についてであります。 

 今年の津和野高校の志願者が昨年に比較して大幅に減少していることが報道されま

した。数年前には東京大学の推薦入試でも合格者を輩出したり、今年も含め有名大学に

も合格者を輩出しております。しまね留学においても全国でも高く評価されております。 

 しかしながら、町内の中学校の生徒さんが津和野高校を志望しない場合が多々見受け

られるなど、町内の子どもさん方に津和野町のこの教育というもの、一貫した教育が十

分に伝わっているのであろうかということも感じるところであります。町内の直地保育

園がソニー幼児教育支援プログラム「２０２１年度保育実践論文優良園」に選定される

など、幼児教育においても成果が出ております。先ほどもお話しましたが、自然の中で

保育をするということが高く周りの町村からも評価されている、うしのしっぽなどの園

もあります。そしてほかの園も、それぞれが今一生懸命に保育ということを教育として

捉えて頑張っていっているという状況を見ることができるわけであります。その成果が

出ていると思います。 

 幼児から高校までの一貫した教育について所見をお尋ねします。また、しまね留学に

ついて、現状と今後の構想をお尋ねいたします。 

○議長（沖田  守君）  町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、津和野高校についてお答えをさせていただきます。 

 津和野高校におきましては、人口減少等の影響から生徒が年々減少し、将来的に存続

を危惧する状態であったため、町が支援し津和野高校を魅力ある学校にすることを目的

に津和野高校魅力化事業を平成２３年から本格的に開始してきたところであります。 

 町といたしましては、高校教育魅力化コーディネーターを配置して、地域に開かれた

学校づくりや教科学習だけでは学ぶことのできない課題解決型学習を教職員と連携し

実践してまいりました。 

 また、生徒募集においては、島根県が先導する「しまね留学」に参画しており、県と

協力して県外等の遠方の中学生にも生徒募集を行うなど、生徒の確保に努めてきたとこ

ろであります。 



 こうした取組によって、令和２年度競争率が０.９６倍、令和３年度の志願者は定員

８０名を超え競争率が１.１６倍となり、少子化傾向にあるなか、志願者が増加傾向に

あり、津和野高校の魅力の高まりが顕著になっていると認識しているところであります。 

 議員御指摘の令和４年度の状況を３月３日時点で津和野高校に伺ったところ、出願者

数は５５名であり、競争率は０.５倍となっております。これは、町内の生徒数の減少

に加え、近隣市町等の高校を志願する生徒が一定数あったことや、県外等の遠方から志

願する生徒の減少が影響したものと考えられます。 

 競争率が１.１倍を超えた平成２９年度には、翌年度の志願者数が大幅に減少してい

ることから、県内の高校が競争倍率１倍を下回る昨今においては、競争率の高さが翌年

度の学校選択に影響するものと考えております。 

 一方で、津和野高校の進学実績を見ると、一定数の生徒が課題解決型学習で得た学び

を総合型選抜試験に活用し、国公立大学や難関私立大学に進学しており、探求型学習が

学力向上につながっているものと考えております。 

 町といたしましては、教育委員会が策定しました０歳児からのひとづくりプログラム

により、子ども達の成長過程に応じた適切な学びを提供し、保小中高と系統性のある学

びの実現を目指しているところであります。 

 津和野高校魅力化をはじめ小中学校の魅力化事業を教育魅力化コーディネーターが

学校と連携し、地域資源の発掘や地域住民との交流機会の創出などを進めているところ

であり、子ども達がふるさとに愛着を持つと同時に地域の課題認識や共同で解決策を考

える学習に取り組んでいるところであります。 

 今後といたしましても、令和４年度の津和野高校志願者数の減少を真摯に受け止め、

津和野高校や一般財団法人つわの学びみらいと連携して、地域住民の教育機会の創出に

よって地域全体を学びの場と捉え、多様な大人と生徒が相互に刺激し合う津和野高校な

らではの高校魅力化を進めてまいります。 

 また、生徒募集においても引き続き「しまね留学」に参画し、県外生の受入れに注力

するとともに、町内や近隣市町の生徒に津和野高校の魅力を伝え、生徒に選択される学

校づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  今回、町内から近隣の市町の高校に進学した生徒が

多かったということでありますけれども、そちらのほうを選択するというのは例えば近

隣の高校でも電気設備工事の資格が取れたり介護福祉士の資格が取れる学校もあった

り、そういう面で高校卒業後、すぐに就職できるという、そういう利点もあって選んだ

ということも十分考えられますが、また津和野高校においては、ある生徒については地

域住民との関わりの中で育んだ、その社会力というものが入試の中で非常に評価されて、

成績優秀者となった方も聞いておることであります。 



 やはり津和野高校の特色というものも町民の方々、また全国に再度再発信もしていく

べきだと思いますし、伝えていくべきではないかと思いますが、今回の理由について、

志願者が減った理由について、ある程度情報収集しておられるのか、調査しておられる

のか、今後どういうふうにまた具体的にやっていこうとしておられるのか、お尋ねをし

たいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  具体的に、この春の志願者数が減った理由

というのは、特に日原中学校が非常に減っているという情報が入っております。その減

った理由というのは、ちょっと具体的に私もちょっと把握はしておりません。 

 というのも、津和野高校への志願者数が減ったということに関しましては、我々も真

摯に受け止めておりますし、津和野高校の魅力化を進めてきたというところの中で、町

内の生徒さんたちになかなかその辺が伝わっていなかったんじゃないかという議員の

御指摘の部分でございますが、ある程度の決断というものは生徒個人のものになります

し、我々が一生懸命やるのは、当然町内の中学生、小学生も含めてですけど、子ども達

に津和野高校の魅力を伝えるのは当然のことでございますが、最終的には生徒個人の判

断といいますか、そうしたものになってくるだろうというふうに思っております。 

 教育魅力化を磨き上げるのは当然責務として、我々担当課からしたら一生懸命やって

いかなきゃいけませんけども、それが必ずしもなかなかこうしたように、町内の中学生

に伝わって高校にどんどん津和野高校に入っていくというの──好循環は目指しては

いますものの、最終的にはそれを強要するような形になってもいけませんし、むしろそ

こに生徒の自主性なりが芽生えてきて、いろいろな進路選択をするというのも一つの形

ではなかろうかというふうに考えております。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  強制はできるものでもありませんし、高校というの

は選べるところでは自由に選んでいき、自分の将来も含めた上での検討でありますので、

それは当然できることではありませんが、例えば今の津和野高校で、県外枠という枠を

設定しておられるのでしょうか。例えば志望者があれば、ある程度定員の中では融通が

利いていくのか、今年のような状況を見れば、多少町内の志望者が少なかった場合は県

外からも取っていくという、そういうバランスを取ることもできるのか、その点につい

てお尋ねをしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  県外枠は今３０％と伺っております。なの

で、ただ、この枠をその年の出願者状況によって動かすというのは恐らくできないと思

います。なので、私も去年の枠がうまく動くのかと思いまして高校に尋ねたところ、な

かなかそれは難しいというお答えでございました。なので、例えば昨年度ですと、競争

率が１.１６倍だったわけですので、８０名を超える志願者数が県内外を問わずあった



ということになりますが、これはやっぱり８０名きっちり取らなきゃいけないというこ

とで、普通のいわゆる首都圏のほうの私立高校、私立大学では、定員があってもそれ以

上採る場合はございますが、島根県立高校等はそうしたきっちり定員を決めたらその枠

内で、選抜試験を行われるということで、そこの枠をはみ出してどうこうという融通が

なかなか難しいということのようであります。 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  分かりました。というのは、この３０％というのは、

例えば今後少子化が進めば、その枠を増やしていくということも可能なのか、その点に

ついてお尋ねしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  この枠の決め方は、一応校長先生の裁量だ

というふうに伺っておりますので、今後津和野町の少子化がこれ以上進んでいけば、そ

の枠を増やすという選択肢はあるかもしれませんが、現時点で津和野高校のほうでそう

いう将来的な計画なり見通しをしているということの情報はまだ今のところございま

せん。（「了解です」と呼ぶ者あり） 

○議長（沖田  守君）  岡田君。 

○議員（１１番 岡田 克也君）  校長先生の判断ということでありますので、今から

いろんな検討をしながら、少子化の中でも対応しながら、私は自分の子どもも４人とも

津和野高校に通わせていただいたんですが、本当に通ってよかったと思っております。

その後、やはりいろんな社会に出たときに、津和野高校の中で地域の住民と触れ合い、

そして地域の方々と共に活動したという経験が今となっても非常に生かされておりま

す。そういう面では感謝しておりますし、また広く魅力を伝えていただいて、津和野高

校が長く町内の学校として存続することを願いながら、私の質問を終わらせていただき

ます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、１１番、岡田克也君の質問は終わります。 

 以上で、一般質問を終結します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  本日の日程全て終了いたしました。 

 本日はこれで散会といたします。御苦労でありました。 

午後３時 17分散会 

────────────────────────────── 
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環境生活課長 ………… 野田 裕一君  建設課長 ……………… 安村 義夫君 

教育次長 ……………… 齋藤 道夫君  会計管理者 …………… 青木早知枝君 

────────────────────────────── 

午前９時 00分開議 

○議長（沖田  守君）  おはようございます。 

 引き続きお出かけいただきまして、ありがとうございます。 

 私どもの議会任期最後の定例会最終日と相なりました。 



 令和４年第３回の定例会５日目の会議を、これから始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員数は全員の１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（沖田  守君）  日程第１、会議録署名議員の指名。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、２番、米澤宕文君、３番、川

田剛君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第４９号 

日程第３．議案第５０号 

日程第４．議案第５１号 

○議長（沖田  守君）  日程第２、議案第４９号令和３年度津和野町つわぶき交流セ

ンター建設工事請負変更契約の締結についてより、日程第４、議案第５１号原木・チッ

プヤード施設管理用高所作業車の取得に係る物品売買契約の変更についてまで、以上３

案件につきましては、会議規則第３７条の規定により、一括議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  おはようございます。 

 今定例会に追加でお願いをいたします案件は、契約案件３件、条例案件１件、一般会

計をはじめ、各会計補正予算案件６件でございます。いずれも重要な案件でございます

ので、慎重審議を賜り、可決賜りますようお願い申し上げます。 

 議案第４９号でございますが、令和３年度津和野つわぶき交流センター建設工事請負

変更契約の締結について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長より御説明を申し上げます。 

 議案第５０号でございますが、令和３年度日原保育園建設工事請負変更契約の締結に

ついて、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長より御説明を申し上げます。 

 議案第５１号でございますが、原木・チップヤード施設管理用高所作業車の取得に係

る物品売買契約の変更について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長より御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  つわの暮らし推進課長。 

○つわの暮らし推進課長（宮内 秀和君）  それでは、議案第４９号令和３年度津和野

町つわぶき交流センター建設工事請負変更契約の締結について御説明いたします。 

 契約の目的は、令和３年度津和野町つわぶき交流センター建設工事であります。 

 契約の方法は、随意契約でございます。 



 契約の工期は、変更前完成期日令和４年３月３１日を、変更後完成期日令和４年８月

３１日であります。 

 契約の相手方は、住所、島根県鹿足郡津和野町高峯５６６番地１。氏名有限会社ナガ

ヨシ技建代表取締役永吉伯亨であります。 

 １枚めくっていただきまして、次のページに、資料といたしまして、建設工事請負変

更仮契約書の写しを添付しております。 

 それでは、変更の概要について御説明いたします。その後の参考資料を御覧ください。 

 まず、本工事の当初契約の概要といたしまして、工事名は令和３年度津和野つわぶき

交流センター建設工事であります。契約金額は１億３,０９０万円であります。契約年

月日は令和４年２月１６日であります。契約の工期は、着工が令和４年２月１９日、完

成が令和４年３月３１日でございます。契約の相手は有限会社ナガヨシ技建であります。 

 工事の概要につきましては、旧ペンション津和野をつわぶき交流センターとして、大

規模に改修するものであります。 

 議会の議決は、令和４年２月１８日でございます。 

 続いて、変更の概要といたしまして、このたびの変更契約は完成期日のみを変更する

ものでありまして、変更前完成期日令和４年３月３１日を、変更後完成期日令和４年８

月３１日に変更するものであります。 

 変更理由といたしましては、本工事係る認定申請並びに確認申請に不測の日数を要し

工期の延長が必要となったものであります。 

 なお、本工事の仮契約は、津和野町議会の議決を得たとき、何らの手続をすることな

く、本契約となるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  続いて、議案第５０号令和３年度日原保育園建設工

事請負変更契約の締結についてを説明いたします。 

 工事名でありますが、令和３年度日原保育園建設工事、契約の方法は随意契約、変更

の金額は２億８,０３７万３,５００円、変更前の金額は２億７,８３０万円、変更額は

２０７万３,５００円であります。 

 契約の工期は、変更前が令和４年３月３１日、変更後が令和４年５月２０日でありま

す。 

 契約の相手方ですが、住所が、島根県鹿足郡津和野町枕瀬５７５番地９。氏名が堀建

設株式会社代表取締役堀大地であります。 

 それでは、１枚めくっていただきまして、裏面に、建設工事請負変更仮契約書の写し

を添付しております。この仮契約は、議会の議決を得たときには本契約になるものであ

ります。 



 その次のページ、参考資料１を添付しております。その１としまして、当初契約の概

要を載せております。御覧いただけたらと思います。 

 その下に、２としまして、変更の概要を載せております。変更契約額を２億８,０３

７万３,５００円、増減額を２０７万３,５００円の増額、変更前完成期日が令和４年３

月３１日、変更後完成期日が令和４年５月２０日であります。 

 変更理由としましては、金額については、園庭への暗渠排水の追加や園庭東側からの

隣地からの落石を防止するめの防護柵の設置、その他建築途中において、当初設計とは、

仕様変更が必要となった箇所等が生じたためであります。 

 工期については、建築確認等の申請に不測の日数を要したこと、また新型コロナウイ

ルス感染症の拡大により、建設資材等の納入に遅延が発生したためであります。 

 次のページに参考資料２としまして、金額変更行った内容についての内訳書を添付し

ております。金額の大きいものとしましては、保育室等に設置するシステムキッチンに

電気温水器設備を追加したこと、支援センターや事務室、病後児保育室にロールスクリ

ーンを設置したこと、園庭の片開き門扉を両開き門扉に変更したこと、園庭の排水をよ

くするために暗渠排水設備を追加したこと、隣地からの落石を防止するための防護柵を

設置したこと、園庭にポールライトを追加したことなどであります。 

 次のページに園の全体図を添付しております。築山沿い園庭部分の境界付近に記載し

ている赤いラインが暗渠排水を入れた部分、築山の左側に記載している赤いラインの防

護柵を設置した部分等であります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  それでは、議案第５１号について御説明申し上げます。

原木・チップヤード施設管理用高所作業車の取得に係る物品売買契約の変更についてで

ございます。 

 契約の目的でございますが、原木・チップヤード施設管理用高所作業車売買契約でご

ざいます。 

 契約の方法は随意契約でございます。 

 納入期限につきましては、変更前納入期限が令和４年３月３１日でありまして、変更

後の納入期限を令和４年７月３１日にさせていただくものであります。 

 契約の相手方は、住所、島根県益田市遠田町２６８０、氏名は株式会社原商益田支店

支店長齋藤康広でございます。 

 裏面に資料といたしまして、物品売買変更仮契約書の写しを添付しておりますので、

御覧いただけたらと思います。 

 次のページに参考資料を添付しておりますので、御覧ください。 

 １の当初契約の概要は御覧のとおりであります。 



 ２の変更の概要の変更の理由でございますが、受注生産となる本機種は新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響によりまして、半導体等の部品供給に遅延が影響したことから、

機械の製作期間に不測の日数約４か月を要す見込みとなったためでございます。 

 なお、本変更仮契約につきましては、津和野町議会の議決を得たとき、何らの手続を

することなく、本契約となるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 議案第４９号令和３年度津和野町つわぶき交流センター建設工事請負変更契約の締

結について、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第４９号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

 念のため申し上げます。押しボタン式による表決において、所定の時間内にボタンを

押されなかった場合は、申合せ事項により棄権とみなすことになっております。各自選

択したボタンのライトが点灯しているか確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４９号令和３年度津和野町つわぶき交流センター建設工事請

負変更契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 



反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５０号令和３年度日原保育園建設工事請負変更契約の

締結について、これより質疑に入ります。ありませんか。１０番、後山幸次君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  今回の変更理由でありますが、庭園の暗渠排水の追

加や東側からの落石防止するというふうなことで、変更理由にされておりますが、こん

なことは、当初設計から分かっとることであった、それをなぜ見落とされておったのか、

そのことをお聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  まず一つ目、暗渠排水についてでありますが、築山

から勾配をとって排水路までに水を流す予定でありましたが、そこの勾配がなかなか取

りづらいということ、それから地盤について、思った以上に配水がよくない土、粘土質

であったというようなところで、築山から流れてくる水がこのままでは、築山の最下部

のところで、溜まり込みなってしまうというところから、暗渠排水を入れるということ

にしました。 

 それから、隣地との防護柵でありますが、これ隣地が当初、かなり茂っておりまして、

そこにも関係するところがありましたので、土地所有者等と交渉して、その辺の伐採を

了解していただきまして、こちらのほうで伐採をしたところであります。 

 現場を見ていただくと、よく分かるんですが、伐採をしたところ、その崖の部分がか

なり危ない状態になっているといところで、石やその他のものが落ちてくるようなこと

があってはならないというところで、防護柵を設置したというようなところが理由とな

っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  後山君。 

○議員（１０番 後山 幸次君）  課長さんの説明では、隣から整備したのり面が危険

な状態であると申されましたが、そのぐらいのことは、当初設計したときに、もう分か

っとるはずなんですよ。そんなこと分からんと設計するようなことはありえんと思いま

す。今後もありますんで、そういう設計、当初設計で建築に対してこういうふうな変更

が出てくるというのは、基礎をやりおって、いろいろ埋設物が出たというなら分るんで

すよ。そういうことで変更するのは。 

 こんなことは、当初目でみりゃ分っとること、排水路やなんかでも、やりゃなならん

ようなことは分かっとるはずです。次回からの設計には、十分配慮されてやっていただ

きたい、このように思っております。 

 以上です。 

○議長（沖田  守君）  ２番、米澤宕文君。 



○議員（２番 米澤 宕文君）  前、つわぶき交流センターもですが、何となく不測の

日数、とにかく不測という言葉を使えばいいんかなと、どういう意味か分りかねるんで

すが、それと門扉のことですが、片開きを両開き、人が一人通るのに、悪いけど、片開

きしてかなり開けるようなんで、最初から分っていたことではないかと思うんですが、

どういうことか、設計ミスなのかどうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  建築確認等で不測の日数というのは、前回の２月に

工期を延期したときにも説明をさせていただいたところでありますが、当初、２か月程

度で建築確認全て終わるというところの予定が、昨年度から、新たな追加申請部分が発

生したために、約４か月ぐらいかかったということで聞いておりまして、そこがそもそ

も当初の予定がずれたというところが、不測の日数というところで表現をさせていただ

いております。 

 それから門扉については、当初設計士のほうが片開きでということで計画をしておっ

たところでありますが、その後、保育園サイドと、再度図面を見ながら確認をしたとこ

ろ、物品の搬入その他、いろいろ物を持って入ったりするのに、片開きでも９０センチ

ぐらいはあるわけではありますが、大きい物の搬入等があるときには、両開きにしてほ

しいというところのお話がありまして、入口二つにつきまして両開き広く門扉が開ける

ような形にしたというところであります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  システムキッチンに電気温水器付のものに変えたとい

うのが大きな変更、金額変更の中に説明があったんですが、なぜ温水器付に変えたのか

いうことと、それから５月２０日が完成予定だと、保育園の引っ越しというのは、どの

ようになるのかなというのをお聞かせください。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  システムキッチンの当初の予定では、温水器がつい

てないものが設置するということで設計がなっておりましたが、この辺も現場と話を詰

めて、その後したときに、特に乳児の部屋なんかは、ミルクの温めだとか、その他があ

るので、ぜひ温水器をつけてほしいという要望がありましたので、途中からではありま

したが変更するということにいたしました。 

 それから、今、工事的には５月２０日を期限として、契約を再契約をしたところであ

りますが、その後、物品の、備品等の購入等で約２週間程度は必要かなと思っておりま

す。実質的に日原保育園のほうも引っ越し、それから新園舎での保育が開始できるのが、

６月の初旬から中旬になるかなというところで、今日原保育園とも話をしているところ

であります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５０号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５０号令和３年度日原保育園建設工事請負変更契約の締結に

ついては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５１号原木・チップヤード施設管理用高所作業車の取

得に係る物品売買契約の変更について、これより質疑に入ります。ありませんか。３番、

川田剛君。 

○議員（３番 川田  剛君）  先ほどの米澤議員の質問とちょっと関連するんですけ

れども、いわゆる新型コロナウイルスの関係で部品が少ないというのは、重々聞いてお

ります。一方で、工事と違って、物を納入するという点において、納期が守れないとい

うのは、部品がないというのは重々想定はされていると思うんですけれども、この納期

になるという見込みでのものだったのか、それともあくまで、当初では３月３１日に納

入するという予定で、この入札、そして契約が行われた、認識の問題になってくると思

うんですけれども、これでもし、当初は３月３１日まで必ず納めるんだというところで、

お互いそれで契約していたのであれば、ほかの業者からしますと、納められなかったの



は、うちだったら納められたのにというようなところが出てくるのかなと思ったり、想

像するんですけども、この物品の売買についての納入期限というのは、どういった考え

方なんでしょうか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  確かに、議員おっしゃるとおり、当初につきましては、

３月の末で契約をさせていただいたところでございます。契約を３月末にしたというこ

とは、３月の納入期限ということではあったんですが、途中で、やはり、先ほどおっし

ゃるとおり、部品が入らないとか、半導体の関係とか、そういった部品が入らないとい

うことが分かりまして、途中で、それは町のほうとしても致し方ないだろうということ

で、納入期限を延期をさせていただいたということでございます。 

 あくまでも、当初契約というのは、３月末でさせていただいて、工事もそうですけど

も、途中で何らかの理由によりまして、工期あるいは、納入期限を延期するということ

が発生したということでありますんで、そういったことで、今回納期の期限を延長させ

ていただいたというものでございます。 

○議長（沖田  守君）  板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  いろいろバイオマスのガス化発電所の稼働というもの

が、現在の段階で、６月を目処にというような話も、まだ私の中にはあるわけですけど

も、高所作業車、これが７月になり、更に、当初の予定では発電所本体を設置して、ま

ずは試験的に運転して、それから本格的な発電稼働というふうなスケジュールが以前あ

ったと思うんですが、このような納入遅れを含めて、本当に発電所が中電に電力を売る

という事実が、６月じゃなくて、いつになるのか、この場でお聞かせをいただきたいと

思います。 

 この予定では、８月か、９月か、１０月になるのではないかなという気もしますが、

大丈夫ですか。 

○議長（沖田  守君）  農林課長。 

○農林課長（益井 仁志君）  当初、高所作業車につきましては、先般、昨年、今年の

施設が完成してから、２月、３月ぐらいから、リースで高所作業車をお借りさせていた

だいております。リースで。 

 その後４月以降も、納入期限までにつきましては、今４月でありますけれども、４月

は、若干早くなる可能性があるかどうか分かりませんが、基本的に、高所作業車が納入

するまではリースで、１台リースをさせていただいて、対応するということであります

んで、今予定されております６月からの稼働につきましては、そのリース車、もしその

間、点検が必要であれば、リースも高所作業車を利用して、作業したいと思っておりま

す。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５１号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。各自選択したボタンのライ

トが点灯しているか確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５１号原木・チップヤード施設管理用高所作業車の取得に係

る物品売買契約の変更については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第５２号 

○議長（沖田  守君）  日程第５、議案第５２号津和野町職員の給与に関する条例の

一部改正についてを議題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第５２号でございますが、津和野町職員の給

与に関する条例の一部改正について、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第５２号を御説明申し上げます。 



 今回の一部改正につきましては、令和４年４月１日付新規職員の採用に伴いまして、

管理栄養士について新たに規定をさせていただくものでございます。 

 １０ページの新旧対照表を御覧ください。 

 別表第２、第４条関係でございますが、級別基準職務表でございます。職務の級、１

級の基準職務に管理栄養士を、２級の基準職務に副主任管理栄養士を、３級の基準職務

に主任管理栄養士を、それぞれ加えるものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和４年４月１日から施行するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で提案理由の説明を終わります。これより質疑に入りま

す。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５２号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。各自選択したボタンのライ

トが点灯しているか確認をしてください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５２号津和野町職員の給与に関する条例の一部改正について

は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 



────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  ここで、全員協議会をこれから開きたいと思います。第５２

号は、令和３年の津和野町一般会計補正予算関連でありますが、少し大きい補正がかか

っておりますので、前もって説明を求めたいと思いますので、執行部から全員協議会の

中で、その要旨を説明をしていただきたいと思いますので、ただいまから全員協議会を

開きます。 

 暫時休憩といたします。 

午前９時 31分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時 49分再開 

○議長（沖田  守君）  本会議に入ります。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第５３号 

日程第７．議案第５４号 

日程第８．議案第５５号 

日程第９．議案第５６号 

日程第１０．議案第５７号 

日程第１１．議案第５８号 

○議長（沖田  守君）  日程第６、議案第５３号令和３年度津和野町一般会計補正予

算（第１０号）より日程第１１、議案第５８号令和３年度津和野町水道事業会計補正予

算（第５号）まで、以上６案件につきましては、会議規則第３７条の規定により一括議

題とします。 

 執行部より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（下森 博之君）  それでは、議案第５３号でございますが、令和３年度津和野

町一般会計補正予算（第１０号）についてでございます。歳入歳出それぞれ５億５,５

７４万円を追加し、歳入歳出予算総額それぞれ１１１億４６６万８,０００円とするも

のでございます。 

 詳細につきましては担当課長より御説明を申し上げます。 

 議案第５４号でございますが、令和３年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）についてでございます。歳入歳出それぞれ２,８０７万３,０００円を減額し、

歳入歳出予算総額それぞれ１１億５４７万６,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長より御説明を申し上げます。 

 議案第５５号でございますが、令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第５

号）についてでございます。歳入歳出それぞれ２７６万５,０００円を減額し、歳入歳

出予算総額それぞれ１３億７,６９４万円とするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長より御説明を申し上げます。 



 議案第５６号でございますが、令和３年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）についてでございます。歳入歳出それぞれ２９５万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算総額それぞれ３億２,１７１万９,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長より御説明を申し上げます。 

 議案第５７号でございますが、令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第

５号）についてでございます。歳入歳出それぞれ３１９万９,０００円を減額し、歳入

歳出予算総額それぞれ３億３,２６２万４,０００円とするものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から御説明を申し上げます。 

 議案第５８号でございますが、令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第５号）

についてでございます。収益的収入支出それぞれ４７万円を減額し、収益的収入予算総

額３億５,７０７万９,０００円に、収益的支出予算総額３億２,１８２万５,０００円に、

資本的支出を２万３,０００円追加し、資本的支出予算総額４億５４３万３,０００円に

するものでございます。 

 詳細につきましては担当課長から御説明を申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  総務財政課長。 

○総務財政課長（岩本 要二君）  それでは、議案第５３号を御説明いたします。 

 まず、６ページをお開きください。 

 第２表繰越明許費補正の追加でございます。総務費の社会保障・税番号制度システム

整備事業でございますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、住民記録シス

テムの改修に不測の日数を要したため、２７０万６,０００円を繰り越すものです。終

期は令和５年１月末を予定しております。 

 二酸化炭素排出抑制事業でございますが、補助事業の交付決定が３月末予定で事業の

実施期間が９月末までとなっており、年度内完成が見込めないため、９９９万９,００

０円を繰り越すものでございます。終期は９月末を予定しております。 

 津和野町日原地内町有建築物解体事業でございますが、１月の入札不調により、業者

決定が遅れ、年度内完成が見込めないため、１,２４６万７,０００円を繰り越すもので

す。終期は５月末を予定しております。 

 非課税世帯臨時特別給付金給付事業でございますが、給付金の申請期間が９月末まで

継続されたことに伴い、１,７３８万５,０００円を繰り越すものです。終期は１１月末

を予定しております。 

 民生費の木部さとやま保育園園舎解体工事でございますが、工事施工中に設計書にな

い二重屋根の構造が判明し、この解体に不測の日数を要したため、２,１９９万８,００

０円を繰り越すものです。終期は４月末を予定しております。 

 子育て世帯への臨時特別給付金給付事業でございますが、支給対象者が令和４年３月

３１日出生児までであり、給付金の申請が４月以降になると見込まれるため、８０万円

を繰り越すものです。終期は４月末を予定しております。 



 農林水産業費の農業委員会による情報収集等業務効率化支援事業でございますが、タ

ブレットの調達に不測の日数を要したため、４０万円を繰り越すものです。終期は６月

末を予定しております。 

 発電所管理施設等整備補助金でございますが、原木・チップヤードの完成が遅れたこ

とに伴い、発電所の建設着手が遅れたため、２７２万２,０００円を繰り越すものです。

終期は６月末を予定しております。 

 林地崩壊防止事業でございますが、残土処理上の確保及び関係機関との調整に不測の

日数を要したため、１,４０６万８,０００円を繰り越すものです。終期は令和５年３月

末を予定しております。 

 商工費の歴史的風致維持向上事業でございますが、他機関との施工調整に不測の日数

を要したため、４億１,８２５万１,０００円を繰り越すものです。終期は１２月末を予

定しております。 

 土木費の道路維持事業でございますが、関係者等との協議に不測の日数を要したため、

１,６２２万４,０００円を繰り越すものです。終期は令和５年３月末を予定しておりま

す。 

 町道新設改良事業でございますが、工事期間中に道路通行規制等の地元調査に不測の

日数を要したため、商人線でございますが、６,２６３万３,０００円を繰り越し、ほか

９路線と合わせて、２億３,２２５万８,０００円を繰り越すものでございます。終期は

５年３月末を予定しております。 

 道路長寿命化対策事業でございますが、工事期間中の道路通行規制等の地元調整に不

測の日数を要したため、４,１５６万７,０００円を繰り越すものです。終期は５年３月

末を予定しております。 

 公営住宅建設事業でございますが、工事着手後に敷地内の上水道及び下水道計画の見

直しに不測の日数を要したため、２,４００万円を繰り越すものです。終期は６月末を

予定しております。 

 教育費の学校給食センター整備事業でございますが、大幅な設計変更及び新型コロナ

ウイルス感染症の影響で、県外設計者等との協議等に不測の日数を要したため、６億４

２８万１,０００円を繰り越すものです。終期は５年３月末を予定しております。 

 左鐙コミュニティセンター改修工事設計業務委託事業でございますが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大に伴い、地元住民との協議に不測の日数を要したため、５７２万円

を繰り越すものです。終期は１２月末を予定しております。 

 津和野城跡サイン整備事業でございますが、出丸登城路工事の調整に不測の日数を要

したため、３８万６,０００円を繰り越すものです。終期は５年３月末を予定しており

ます。 



 津和野田万川線発掘調査事業でございますが、地権者との協議に不測の日数を要した

ため、１,９００万１,０００円を繰り越すものです。終期は１１月末を予定しておりま

す。 

 災害復旧費の現年農地農業用施設災害復旧事業でございますが、通行規制等の地元協

議に不測の日数を要したため、１億５,９６９万７,０００円を繰り越すものです。終期

は５年３月末を予定しております。 

 現年林道災害復旧事業でございますが、災害査定の実施が１２月初旬であったため、

災害復旧工事の契約が２月中旬となり、年度内完成が見込めないため、５,０３３万３,

０００円を繰り越すものです。終期は５年３月末を予定しております。 

 現年公共土木施設災害復旧事業でございますが、災復旧事業の交付決定が２月下旬と

なり、年度内完成が見込めないため、１億３,６３７万７,０００円を繰り越すものです。

終期は１２月末を予定しております。 

 亀井家墓所災害復旧事業でございますが、現地の地盤が不良のため、測量調査設計業

務に不測の日数を要したため、３,００９万８,０００円を繰り越すものです。終期は５

年３月末を予定しております。 

 続いて１枚めくっていただきまして、第３表地方債補正の変更でございます。総額で

４億３,６５０万円の増額補正をしております。詳細につきましては、事項別明細書の

中で御説明をいたします。 

 それでは、歳出の主なものから御説明いたしますので、３２ページをお開きください。

なお、お手元に補正予算の概要資料を用意しておりますので、併せて御覧いただけたら

と思います。 

 総務費では、財政管理費の積立基金として、特別交付税等の額の確定に伴い１億９,

３３０万円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、財産管理費の積立金として、森林整備基金等積立金４

６５万８,０００円を増額をしております。 

 企画費の委託料として、津和野高校支援事業の実績に伴い、地域留学推進事業委託料

２２２万２,０００円を減額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、住民協働推進事業費の負担金補助及び交付金として、

実績見込みに伴い、地域提案型助成事業補助金２６５万４,０００円を減額、畑迫地域

における過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業補助金６０６万２,０００円を減

額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、企業誘致対策費の負担金補助及び交付金として、実績

に伴いまして、企業誘致促進補助金３５０万円を減額をしております。 

 定住対策費の負担金補助及び交付金として、実績に伴い、わくわく津和野生活実現支

援事業移住支援金２００万円を減額をしております。 



 １枚めくっていただきまして、新型コロナウイルス感染症対応地方創生推進事業費の

つわの暮らし推進課分では、委託料として実績に伴い、木部地区での交通体系再編実証

運行委託料３８０万６,０００円を減額、負担金補助及び交付金として、感染拡大防止

事業補助金２２０万円を減額、健康福祉課分では、負担金補助及び交付金として、実績

に伴い感染症対策を継続してガンバロウ応援券事業補助金２４０万円を減額、１枚めく

っていただきまして、商工観光課分では、負担金補助及び交付金として、実績に伴い、

コロナウイルス対策雇用維持支援事業補助金２００万円を減額をしております。 

 非課税世帯臨時特別給付金給付事業費の負担金補助及び交付金として、実績見込みに

伴い、臨時特別給付金６５０万円を減額をしております。 

 続いて、５２ページをお開きください。 

 民生費では、障がい者福祉費の扶助費として、実績見込みに伴い、障害者自立支援給

付事業７０１万円を減額をしております。 

 続いて、５８ページをお開きください。 

 生活保護費の扶助費として、実績見込みに伴い１,０１０万５,０００円を減額をして

おります。 

 １枚めくっていただきまして、衛生費では、保健衛生総務費の扶助費として、実績見

込みに伴い、乳幼児等医療費助成金８４９万７,０００円を減額をしております。 

 続いて、６４ページをお開きください。 

 新型コロナウイルスワクチン接種事業費の委託料といたしまして、実績見込みに伴い、

ワクチン接種委託料２５９万円を減額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、塵芥処理費の負担金補助及び交付金として、基幹改修

工事の入札減に伴い、鹿足郡不燃物処理組合負担金４３０万４,０００円を減額をして

おります。 

 続いて、７６ページをお開きください。 

 農林水産業費では、町行造林事業費の委託料として、実績見込みに伴い、下刈等委託

料６３９万円を減額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、商工費では、商工振興費の負担金補助及び交付金とし

て、実績に伴い、地域商業活性化補助金２００万円を減額をしております。 

 続いて、９８ページをお開きください。 

 教育費では、教育諸費の委託料として、給食センター建設工事等に伴い、監理業務委

託料４９７万４,０００円を増額、工事請負費といたしまして、給食センター建設工事

費５億９,６０４万５,０００円を増額をしております。 

 １０４ページをお開きください。 

 社会教育総務費の委託料として、入札減に伴い、日原地区コミュニティセンター建設

基本計画策定業務委託料２５５万２,０００円を減額をしております。 

 続いて、１１４ページをお開きください。 



 災害復旧費では、現年農地農業用施設災害復旧費の委託料として、事業費の精算見込

みに伴い、測量設計業務委託料１,４９９万８,０００円を減額、工事請負費といたしま

して４,８００万円を減額をしております。 

 現年林道災害復旧費の委託料として、事業費の精算見込みに伴い、測量設計業務委託

料７５３万６,０００円を減額、工事請負費として１,４６８万６,０００円を減額をし

ております。 

 １枚めくっていただきまして、現年公共土木施設災害復旧費の委託料として、事業費

の精算見込みに伴い、測量設計業務委託料５２９万２,０００円を増額、工事請負費と

して３７４万７,０００円を増額をしております。 

 それでは、歳入の主なものから御説明いたしますので、１４ページにお戻りください。 

 町税では、決算見込みによりまして、市町村民税４,２５８万３,０００円を増額、市

町村たばこ税３３２万４,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、地方交付税では、特別交付税２億２,５８９万７,００

０円を計上しております。 

 分担金及び負担金では、災害復旧費分担金として、事業費の精算見込みに伴い、農地

農業用施設災害復旧費分担金１,３８１万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、使用料及び手数料では、手数料の衛生手数料として、

指定ごみ袋の販売実績に伴い、清掃手数料２５０万円を減額しております。 

 １枚めくっていただきまして、国庫支出金では、国庫負担金の民生費国庫負担金とし

て、実績見込みに伴い、生活保護費負担金７５８万円を減額、町内保育園の子どものた

めの教育・保育給付費負担金４８６万円を増額をしております。 

 衛生費国庫負担金として、実績見込みに伴い、新型コロナウイルスワクチン接種対策

負担金２８８万５,０００円を減額をしております。 

 国庫補助金の総務費国庫補助金として、地域留学推進事業の実績に伴い、地方創生支

援事業費補助金２２２万３,０００円を減額、畑迫地域における過疎地域等集落ネット

ワーク圏形成支援事業費補助金６０６万２,０００円を減額、臨時特別給付金の実績見

込みに伴い、非課税世帯臨時特別給付金給付事業費補助金６５０万円を減額をしており

ます。 

 １枚めくっていただきまして、教育費国庫補助金として、給食センター建設工事に伴

い、学校施設環境改善交付金７,６８８万２,０００円を増額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、県支出金では、県補助金の民生費県補助金として、障

害者自立支援給付事業の実績見込みに伴い、重度訪問介護等の利用促進にかかる市町村

支援事業費補助金１,１１２万７,０００円を減額、衛生費県補助金として乳幼児等医療

費助成の実績見込みに伴い、乳幼児等医療費助成事業補助金５６７万３,０００円を減

額、農林水産業費県補助金として、町行造林事業の実績見込み伴い、合板・製材生産性

強化対策事業費補助金５４９万１,０００円を減額、災害復旧費補助金として、林道災



害復旧費の事業費の精算見込みに伴い、災害復旧費補助金９１０万３,０００円を増額

をしております。 

 １枚めくっていただきまして、繰入金では、特別交付税等の額の確定に伴い、財政調

整基金繰入金１億７,７００万円を減額、森林整備事業の事業費確定に伴い、森林整備

基金繰入金４４４万６,０００円を減額をしております。 

 １枚めくっていただきまして、町債でございますが、総務債の過疎対策事業債として、

畑迫地域における過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業等の実績見込みに伴い、

過疎地域自立促進特別事業３８０万円を減額、衛生債の過疎対策事業債として、不燃物

処理組合基幹改修工事の入札減に伴い、廃棄物処理施設整備事業４５０万円を減額、乳

幼児等医療費助成の実績見込みに伴い、過疎地域自立促進特別事業３７０万円を減額、

農林業債の公有林整備事業として、町行造林事業の実績見込みに伴い、公有林整備事業

３３０万円を減額、教育費の過疎対策事業債として、給食センター建設工事に伴い、教

育の振興事業５億２,１７０万円を増額、災害復旧債の農林水産業施設災害復旧債とし

て、農林水産業施設の災害復旧に係る事業費の精算見込みに伴い、農林水産業施設災害

復旧事業７,７４０万円を減額、公共土木施設災害復旧債として、事業費の精算見込み

に伴い、公共土木施設災害復旧事業１,０６０万円を増額をしております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  それでは、議案第５４号令和３年度津和野町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）について御説明をいたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１４ページを御覧ください。 

 総務費の一般管理費１２８万円増は、全て実績見込みによるもので、職員の時間外勤

務手当３３万９,０００円減、共済費４万７,０００円減、旅費１９万６,０００円減、

委託料は連合会共同電算処理委託料４,０００円増、第三者行為求償事務委託料７万円

減、総合行政情報システム保守点検委託料１２８万５,０００円増、使用料は総合行政

情報システム関係使用料６４万３,０００円増によるものであります。 

 １枚めくっていただいて、１６ページ、運営協議会費１２万５,０００円減は、新型

コロナウイルス感染症の影響により、今年度の運営協議会を書面決議としたため、報酬

及び旅費を減額するものであります。 

 １枚めくっていただいて、１８ページ、保険給付費の一般被保険者療養給付費３,９

６５万４,０００円減、退職被保険者等療養給付費２万円減、一般被保険者療養費１２

５万７,０００円減、審査支払手数料１７万２,０００円減、次のページ、一般被保険者

高額療養費９７万１,０００円減、一般被保険者高額介護合算療養費６万５,０００円減、

次のページ、葬祭費給付費２１万円増、次のページ、傷病手当金５０万円減は、全て実

績見込みによるものであります。 



 ２枚めくっていただいて２８ページ、保険事業費の特定健康診査等事業費６１万８,

０００円減、次のページ、疾病予防費１９万４,０００円減は実績見込みによるもので

あります。 

 １枚めくっていただいて、３２ページ、償還金４４万４,０００円増は特定健診県補

助金の実績による償還金、一般被保険者保険税還付金１９万５,０００円減は、実績見

込みによるものであります。 

 続いて、歳入を御説明いたしますので、８ページを御覧ください。 

 一般被保険者国民健康保険税６２９万円増、退職被保険者等国民保険税１万８,００

０円減は、税の実績見込みによるものであります。 

 １枚めくっていただいて、１０ページ、使用料及び手数料の督促手数料３万１,００

０円減、県支出金の保険給費等交付金３,３５１万９,０００円減は、確定もしくは確定

見込みによるものであります。 

 その下、繰入金の一般会計繰入金１２５万２,０００円減は、保険基盤安定繰入金の

確定によるもの及び歳出の総務費で説明したものであります。 

 その下、諸収入の雑入３１万７,０００円増は、過誤調整による返納金等によるもの

であります。 

 その下、国庫支出金の災害臨時特例補助金１４万円増は、令和３年度分コロナウイル

ス減免に対する補助金であります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  医療対策課長。 

○医療対策課長（清水 浩志君）  続きまして、議案第５５を御説明いたします。令和

３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第５号）でございます。 

 １０ページの歳出を御覧ください。 

 地域支援事業費の一般介護予防事業費でございます。報償費、講師謝金１３万円の減

額は実績によるものでございます。 

 委託料、食生活改善啓発事業委託料３８万４,０００円の減額、地域運動推進員事業

委託料１２万６,０００円の増額、健康づくり教室体力測定委託料３９万円の減額は、

実績見込みもしくは確定によるものでございます。 

 １２ページを御覧ください。 

 包括的・継続的ケアマネジメント事業費でございます。ケアプラン委託料１５万円の

減額、任意事業費の益田地区益田・鹿足成年後見センター法人会負担金２万円の減額は

確定によるものでございます。 

 １ページめくっていただきまして、高額介護予防サービス費相当事業費でございます。

負担金補助及び交付金５万円の減額は実績見込みによるものでございます。 

 戻りまして、８ページを御覧ください。歳入でございます。 



 介護保険料の第１号被保険者介護保険料１８１万円の減額は、実績見込みによるもの

でございます。 

 下に行っていただきまして、国庫補助金４０万６,０００円の減額、支払基金交付金

２３万円の減額、県補助金２０万３,０００円の減額、他会計繰入金１０万７,０００円

の減額は、歳出で説明をしております事業費のそれぞれ確定もしくは実績見込みによる

ものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  健康福祉課長。 

○健康福祉課長（土井 泰一君）  続きまして、議案第５６号令和３年度津和野町後期

高齢者医療特別会計補正予算の（第３号）を御説明いたします。 

 歳出より御説明いたしますので、１０ページを御覧ください。 

 後期高齢者医療広域連合納付金２５０万円増は、保険料の実績見込みによるものであ

ります。 

 １枚めくりまして、諸支出金の他会計繰入金４５万６,０００円増は、後期高齢者健

康診査負担金の実績見込みによるものであります。 

 続いて歳入に移りますので、８ページを御覧ください。 

 後期高齢者医療保険料２５０万円増は、保険料の実績見込みによるものであります。 

 一般会計繰入金の療養給付費繰入金８２０万９,０００円減は、令和２年度後期高齢

者医療給付費の精算還付金の充当によるもの、衛生費受託事業収入４５万６,０００円

増は、歳出で説明しました後期高齢者健康診査事業の実績見込みによるものであります。 

 雑入８２０万９,０００円増は、令和２年度後期高齢者医療給付費の精算還付金であ

ります。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  環境生活課長。 

○環境生活課長（野田 裕一君）  それでは、議案第５７号を御説明いたします。令和

３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第５号）でございます。 

 ４ページをお開きください。第２表地方債補正の変更でございます。３２０万円の減

額補正を行っております。なお、詳細につきましては、後ほど事項別明細書の中で御説

明いたします。 

 続きまして、予算書１２ページの歳出を御覧ください。 

 施設整備費でございます。旅費につきましては、担当者会議、研修会等が中止になっ

たことに伴い、６万円を減額しております。 

 工事請負費につきましては、管渠工事完了の実績に伴い３１３万９,０００円を減額

しております。 

 戻りまして、１０ページの歳入を御覧ください。 



 分担金及び負担金の下水道事業負担金でございます。受益者負担金につきましては、

実績に伴いまして、４５万円を減額しております。 

 一般会計繰入金につきましては、４５万１,０００円を増額しております。 

 土木債につきましては、事業費の確定に伴い、３２０万円を減額しております。 

 以上でございます。 

 続きまして、議案第５８号を御説明いたします。令和３年度津和野町水道事業会計補

正予算（第５号）でございます。 

 １４ページ下段の収益的収入及び支出の支出を御覧ください。 

 水道事業費用、営業費用の原水及び浄水費でございます。給料、通勤手当、法定福利

費につきましては、合計で９万４,０００円を減額しております。 

 続きまして、配水及び給水費でございます。給料、手当、法定福利費につきましても、

合計で６０万１,０００円減額しております。 

 光熱費につきましては、実績に伴い４５万円増額しております。 

 続きまして、総係費でございます。 

 報酬、法定福利費は合計で２２万５,０００円を減額しております。 

 上段の収入を御覧ください。営業外収益の他会計補助金でございます。一般会計補助

金につきまして４７万円を減額しております。 

 １ページめくってもらいまして、１６ページの資本的収入及び支出の支出について御

説明いたします。 

 資本的支出、投資、基金費の積立金につきまして、実績に伴い２万３,０００円を増

額しております。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 議案第５３号令和３年度津和野町一般会計補正予算（第１０号）、これより質疑に入

ります。ありませんか。板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  せっかくの機会でございますから、９９ページの先ほ

ど、全協でも説明がありましたが、教育総務費の関係ですけど、全協で齋藤次長は、建

設に関係する管理費ですか、６７１万４,０００円というような数字を述べられたかと

思いますが、予算の中では４９７万４,０００円というのが、あったような気がします

が、それで、この歳入のほうで国庫補助金が７,６８８万２,０００円、そして過疎債が

５億２,１５０万円ですか、そういうような説明であったかと思いますが、全体の設計

監理費と工事請負費、総工事費に対する財源内訳を、もう一度お聞かせを頂きたいと思

います。 

○議長（沖田  守君）  齋藤教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  まず、設計監理業務委託料につきましてですけども、予

算書のほうで、委託料４７４万４,０００円となっておりますけれども、給食センター



の工事に係る監理業務委託料につきましては６７１万４,０００円でございまして、こ

の予算書の委託料の中には、木部小学校のプールの改修工事の監理業務委託料、これが

実績に伴いまして６７万３,０００円ほど減額をしております。 

 また、津和野中学校のプールの解体工事の監理業務委託料も確定によりまして１０６

万７,０００円ほど減額をしておりますので、実際の給食センターにかかる監理業務委

託料につきましては、６７１万４,０００円でございますけども、以上の今の二つを相

殺しまして、この予算書のほうでは、４７４万４,０００円という形で上がっておりま

す。 

 それから、先ほど、工事費のほうも若干私が言ったの古い資料で、見て言いましたの

で、訂正させていただきますが、学校給食センターの整備工事費につきましては、まず、

本体のほうが５億１,４８０万円、これに併せまして、厨房機器の設備関係になります

けれども、こちらが８,２１１万７,０００円ということで、５億９,６９１万７,０００

円という形になります。 

 歳入につきましては、学校施設環境改善交付金のほうが７,６８８万２,０００円、そ

れから起債のほうが５億２,１７０万円という内訳でございます。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。板垣敬司君。 

○議員（５番 板垣 敬司君）  大した金額の違いじゃありませんが、ここに上がって

いる５億９,６０４万５,０００円と、先ほどの５億９,６９１万７,０００円の差がまた

何かあるわけですね、内容が、違いますかいね。教育費のページがどっか分らんように

なったな。 

 もう一度言いますけど、９９ページの工事請負費は５億９,６０４万５,０００円にな

っています。先ほど次長が言われたのは、本体工事が５億１,４８０万円、それから中

の施設が８,２１１万７,０００円、合わせて５億９,６９１万７,０００円ですから、工

事請負費とは別個に、どっか上のほうにあるというわけですね。 

○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  すみません。申し忘れましたが、工事請負費につきまし

ては、木部小学校のプールの改修工事のほうの不用額が発生をしておりまして、こちら

で８７万２,０００円ほど減額をさせていただいておりますので、その差額ということ

でございます。 

○議長（沖田  守君）  板垣さん、いいですか、ほかにありますか。ありませんか。

寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  給食センターのことでお伺いします。資料で設計のほ

う図を頂いたんですけど、最初は古い給食センターのところを潰して、食材をそこに保

管するところとか、車庫とかを造られるということだったのが、それは駄目だというこ

とで、道の近くに持っていって、給食センターにくっつけたという解釈でよろしいんで

しょうか。 



○議長（沖田  守君）  教育次長。 

○教育次長（齋藤 道夫君）  ちょっと私の説明が悪かったかもしれませんが、今使っ

ております給食センターは、新しいのができますと、不用になりますので、そこは解体

をいたしまして、運搬車等の車庫、駐車場、倉庫等を建設をいたします。 

 そこと、新しくできる給食センターの建物の位置が離れておりますので、ただ、法令

上は車庫を造るのであれば、同じ敷地内でなければいけないと、なければいけないとい

いますか、車庫は道路に面していないといけないということなので、実質的に今の新し

い建設するセンターの敷地とひっつける必要があったということなので、場所としては

今の旧給食センターにあるところは駐車場、新しいところに給食センターを造って、そ

の間が細く車１台分通るスペースになるんですけれども、運搬車が通れるスペースにな

るんですが、その部分がつながりますので、ひょうたん型となりますが、そういった形

になります。 

○議長（沖田  守君）  ほかにありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５３号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５３号令和３年度津和野町一般会計補正予算（第１０号）は、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 



岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５４号令和３年度津和野町国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５４号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れはありませんね、押し忘れなしと認め、採決を締め

切ります。賛成全員であります。したがって、議案第５４号令和３年度津和野町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５５号令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算

（第５号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 



 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第５５号を採決します。本

案件を原案のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押

してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５５号令和３年度津和野町介護保険特別会計補正予算（第５

号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５６号令和３年度津和野町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５６号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５６号令和３年度津和野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議議案第５７号令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正

予算（第５号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第５７号を採決します。本案件を原案のとおり決することに賛成の方

は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５７号令和３年度津和野町下水道事業特別会計補正予算（第

５号）は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 



川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  議案第５８号令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第

５号）、これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第５８号を採決します。本

案件を原案のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押

してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第５８号令和３年度津和野町水道事業会計補正予算（第５号）

は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  それでは、ここで１１時まで休憩といたします。 



午前 10時 40分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前 11時 00分再開 

○議長（沖田  守君）  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１２．議案第３７号 

日程第１３．議案第１８号 

日程第１４．議案第１９号 

日程第１５．議案第３８号 

日程第１６．議案第３９号 

日程第１７．議案第４０号 

日程第１８．議案第４１号 

日程第１９．議案第４２号 

日程第２０．議案第４３号 

日程第２１．議案第４４号 

日程第２２．議案第４５号 

日程第２３．議案第４６号 

日程第２４．議案第４７号 

日程第２５．議案第４８号 

○議長（沖田  守君）  日程第１２、議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の策定についてより、日程第２５、議案第４８号令和４年度津和野町水道事業会計

予算まで、以上１４案件につきまして、予算審査特別委員長の審査報告を求めます。５

番、板垣敬司君。 

○予算審査特別委員会委員長（板垣 敬司君）  予算審査報告書。令和４年３月４日、

今定例会において、本委員会に付託された辺地に係る公共的施設整備計画の策定ほか、

関連する条例２案件及び令和４年度津和野町一般会計をはじめ、１１の各会計予算につ

いて審査いたしましたので、会議規則第７７条の規定により、その結果を報告いたしま

す。 

 １．審査日、令和４年３月４日、１０日、１１日、１４日、１５日、机上審査。 

 ２．出席者、予算審査特別委員会、委員長ほか１０名、議長。説明員、町長ほか執行

部１１名。 

 ３．審査事項及び結果。 

 １）議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について。 

 県営事業の整備に伴い、奥ケ野辺地に係る総合整備計画を策定するもの。 

 〈審査結果〉本案件は全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ２）議案第１８号津和野町課設置条例の一部改正について。 



 津和野高等学校の支援に関する分掌事務を教育委員会に移管するため改正するもの。 

 〈審査結果〉本案件は全員賛成で原案どおり可決すべきであると決した。 

 ３）議案第１９号津和野町定住促進条例の一部改正について。 

 若者定住促進奨励金制度に代わる新制度の運用のため改正するもの。 

 〈審査結果〉本案件は全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 ４）議案第３８号令和４年度津和野町一般会計予算。 

 予算の総額は７９億８,８００万円である。前年度に比し、４億３,３００万円の減で

ある。歳出の主なものは、津和野庁舎増築工事等２億６,０７０万７,０００円、地方創

生推進事業費９,４３６万円、新型コロナ感染症対応地方創生推進事業費１億１,１４９

万２,０００円、病院等処遇改善に伴う繰出金７,９９２万円、安野光雅美術館プラネタ

リウム改修工事費３,４４３万円である。 

 〈審査意見〉新型コロナで低迷する町の経済、町民の生活を支援する各種対策を早急

に推し進められたい。 

 ０歳児からの人づくり推進事業が教育委員会に移管された。さらなる事業効果を高め

るための努力をされたい。 

 医療、介護従事者の処遇改善が図られた。地域医療、介護事業の安定に努められ、町

民の負託に応えられたい。 

 〈審査結果〉本案件は、賛成多数で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ５）議案第３９号令和４年度津和野町国民健康保険特別会計予算。 

 予算総額は１０億７,６０３万９,０００円である。前年度に比し、２,５９６万４,０

００円の減である。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ６）議案第４０号令和４年度津和野町介護保険特別会計予算。 

 予算総額は１３億６,２２７万４,０００円である。前年度に比し、１,０５０万円の

増である。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ７）議案第４１号令和４年度津和野町後期高齢者医療特別会計予算。 

 予算総額は３億２,４８０万７,０００円である。前年度に比し、６６９万円の増であ

る。 

 〈審査結果〉本案件は、賛成多数で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ８）議案第４２号令和４年度津和野町下水道事業特別会計予算。 

 予算総額は３億６,５２１万７,０００円である。前年度に比し、３,７３８万８,００

０円の増である。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 ９）議案第４３号令和４年度津和野町農業集落排水事業特別会計予算。 



 予算総額は３７８万４,０００円である。前年度に比し、２９万４,０００円の減であ

る。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 １０）議案第４４号令和４年度津和野町奨学基金特別会計予算。 

 予算総額は１,２１７万５,０００円である。前年度に比し、１０５万２,０００円の

減である。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 １１）議案第４５号令和４年度津和野町診療所特別会計予算。 

 予算総額は６,６９５万３,０００円。前年度に比し、６２５万３,０００円の増であ

る。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 １２）議案第４６号令和４年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計予算。 

 予算総額は３億２,４９３万２,０００円である。前年度に比し、３,３６４万３,００

０円の増である。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 １３）議案第４７号令和４年度津和野町病院事業会計予算。 

 収益的収入及び支出予算総額は７億８,３０２万３,０００円である。前年度に比し、

３０４万２,０００円の増である。資本的収入予算総額２,４２９万円、資本的支出予算

総額４,３８２万円で、不足する１,９５３万円を過年度分損益勘定留保資金で補填する

ものである。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 １４）議案第４８号令和４年度津和野町水道事業会計予算。 

 収益的収入予算総額は３億２,０８９万１,０００円、収益的支出予算総額２億７,２

９８万９,０００円とし、資本的収入予算額３億１,４２２万３,０００円、資本的支出

予算額３億９,９２６万４,０００円とするもので、不足する８,５０４万１,０００円を

現年度分損益勘定留保資金等で補填するものである。 

 〈審査結果〉本案件は、全員賛成で原案のとおり可決すべきであると決した。 

 令和４年３月２３日、津和野町議会議長沖田守様、予算審査特別委員会委員長板垣敬

司。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 ただいまの審査報告に対する委員長への質疑につきましては、議長を除く全議員によ

る委員構成でありますので、これを省略します。 

 これより、議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について討論に

入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３７号を採決します。本案件についての委員長報告は原案のとおり

可決であります。委員長報告のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方

は２のボタンを押してください。 

 念のため申し上げます。押しボタン式による表決においては、所定の時間内にボタン

を押されなかった場合は、申合せ事項により棄権とみなすこととなっております。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３７号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  これより、議案第１８号津和野町課設置条例の一部改正につ

いて討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第１８号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタン、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１８号津和野町課設置条例の一部改正については、原案のと

おり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  これより、議案第１９号津和野町定住促進条例の一部改正に

ついて討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第１９号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第１９号津和野町定住促進条例の一部改正については、原案の

とおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 



反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  これより、議案第３８号令和４年度津和野町一般会計予算に

ついて討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  委員長報告に反対の立場で討論させていただきます。 

 住民協働推進事業費について。 

 行政と住民がお互いに手を取り合い、協働し、地域を維持していく対策を講じていか

なくては、疲弊した地域を守っていくことはできません。そのためにまちづくり委員会

の制度が始まりました。 

 しかし、まちづくり組織交付金は自治組織や独立して運営してきた部分にまで入り込

み、組織を弱体化する可能性があります。町内には１０戸以下で組織する自治組織もあ

り、まちづくり組織交付金は財政的補助にはなっていますが、自治組織の将来を見据え

ての活性化にはつなげられていません。 

 組織維持のための課題と何が必要なのか、調査し、行政と自治組織、まちづくり委員

会が共同して課題解決する必要があります。 

 地域提案型助成事業は、先進的取組が未来づくり協働会議を通して、他地域に波及さ

せられるよう仕組みづくりが必要です。 

 現状の未来づくり協働会議は報告の場になっています。行政と住民が津和野町の未来

を話合い、創造していく場に変えていくべきです。 

 町の将来を担う子ども達の教育費についてです。 

 学校が必要な備品の購入計画を、年度初めに立てられなくなる教育予算の削減は避け

るべきと考えます。 

 以上の立場から、令和４年度津和野町一般会計予算に反対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第３８号を採決します。本案件についての委員長報告は原案のとおり

可決であります。委員長報告のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方

は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成多数であり

ます。したがって、議案第３８号令和４年度津和野町一般会計予算については、原案の

とおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（１名） 

寺戸 昌子君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第３９号令和４年度津和野町国民健康保険

特別会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第３９号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第３９号令和４年度津和野町国民健康保険特別会計予算につき

ましては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 



岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４０号令和４年度津和野町介護保険特別

会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４０号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４０号令和４年度津和野町介護保険特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４１号令和４年度津和野町後期高齢者医

療特別会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  後期高齢者医療制度そのものに反対しています。 

 以上の立場から、令和４年度津和野町後期高齢者医療特別会計予算に反対します。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４１号を採決します。本

案件について委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成多数であり

ます。したがって、議案第４１号津和野町後期高齢者医療特別会計予算については、原

案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１０名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

後山 幸次君          岡田 克也君 

反対（１名） 

寺戸 昌子君                 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４２号令和４年度津和野町下水道事業特

別会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４２号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタン、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４２号令和４年度津和野町下水道事業特別会計予算について

は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４３号令和４年度津和野町農業集落排水

事業特別会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４３号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４３号令和４年度津和野町農業集落排水事業特別会計予算に

ついては、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 



反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４４号令和４年度津和野町奨学基金特別

会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４４号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４４号令和４年度津和野町奨学基金特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４５号令和４年度津和野町診療所特別会

計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４５号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタン、反対の方は２のボタンを押してください。 



〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４５号令和４年度津和野町診療所特別会計予算については、

原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４６号令和４年度津和野町介護老人保健

施設事業特別会計予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４６号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタンを、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４６号令和４年度津和野町介護老人保健施設事業特別会計予

算については、原案のとおり可決であります。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 



御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４７号令和４年度津和野町病院事業会計

予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認めます。 

 これより、議案第４７号を採決します。本案件についての委員長報告は原案のとおり

可決であります。委員長報告のとおり決することに賛成の方は１のボタンを、反対の方

は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４７号令和４年度津和野町病院事業会計予算については、原

案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  続きまして、議案第４８号令和４年度津和野町水道事業会計

予算について討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  討論なしと認め、これより、議案第４８号を採決します。本

案件についての委員長報告は原案のとおり可決であります。委員長報告のとおり決する

ことに賛成の方は１のボタン、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。賛成全員であり

ます。したがって、議案第４８号令和４年度津和野町水道事業会計予算については、原

案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（１１名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          道信 俊昭君 

板垣 敬司君          丁  泰仁君 

御手洗 剛君          三浦 英治君 

寺戸 昌子君          後山 幸次君 

岡田 克也君                 

反対（０名） 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．請願第１号 

○議長（沖田  守君）  日程第２６、請願第１号最低賃金の改善と中小企業支援の拡

充を求める意見書の採択を求める請願についてを議題といたします。 

 本請願につきましては、お手元に配付の請願文書表のとおりであります。 

 お諮りをいたします。本請願につきましては、会議規則第９２条第２項の規定により

委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認め、よって、本請願は委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これより、本請願について、紹介議員より説明の必要があれば、これを許可します。

寺戸昌子君。 

○議員（９番 寺戸 昌子君）  趣旨説明をさせていただきます。 

 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択を求める請願の趣旨説

明をさせていただきます。 

 低迷が続き、厳しい日本経済に新型コロナウイルス感染症の拡大が追い打ちをかけ、

日本経済は深刻な状態です。このコロナ禍で、コンビニや物流など、ライフラインを支



える労働者の多くが非正規雇用労働者や社会的に独立した個人事業主のフリーランス

労働者で、最低賃金近くの低賃金で働いており、失業や労働時間の削減に追い込まれて

います。 

 コロナ禍を乗り越え、日本経済の回復を進めるためには、ＧＤＰの６割を占める国民

全体の消費購買力を引き上げることが必要で、そのためには賃金の底上げが不可欠です。

格差と貧困を縮小するためには、最低賃金の大幅な引上げと地域間格差をなくすことが

これまで以上に重要になっています。 

 ２０２１年の地域別最低賃金改定では、最高の東京で時給１,０４１円なのに、島根

県は８２４円にしかなりません。毎日８時間働いても、年収では１４０万円から１８０

万円です。その上、地域別の最低賃金であるがゆえに、島根県と東京では、同じ仕事で

も時給で２１７円もの格差があり、若い労働者の都市部への流出が、地域の労働力不足

を招き、地域経済の疲弊につながっています。 

 労働者の生活と労働力の質、消費購買力を確保しつつ、地域経済と中小企業を支える

循環型地域経済の確立によって、誰もが安心して暮らせる社会をつくりたいと考えます。

そのために、最低賃金を抜本的に引き上げるとともに、時給１,５００円以上を目指し、

全国一律制に改正し、地域間格差の是正を図ることを要望します。 

 また、最低賃金を引き上げるためには、政府による中小や零細企業への支援が不可欠

です。政府による中小や零細企業への最大限の支援の拡充を要望します。 

 以上の趣旨から、国・関係機関に対し、意見書を提出していただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（沖田  守君）  紹介議員から趣旨説明がありました。以上で説明を終わり、

これより質疑に入ります。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。２番、米澤宕文君。 

○議員（２番 米澤 宕文君）  ただいま、説明がありましたが、最低賃金、約倍の１,

５００円以上ということですが、決して悪いことではありませんが、これが実現すれば、

中小企業、また個人経営者と会社が倒産するのは、目に見えていると思います。 

 また、全国一律ということですが、やはり田舎と都会、東京と津和野、家賃を見ても

津和野を３万円ぐらいとして、東京では１０万円以上します。これはとても、今の状態

では無理ではないかと思っております。 

 そして、このことは、都会集中から田舎への回帰への発端になるかもしれませんが、

ちょっと今の段階では、私は無理だと思っております。 

 そして、中小企業支援策、これにつきましても、いずれは国民の税金から支援策は払

われるのではないかと思っております。 



 私の勉強不足とか、認識不足とかいろいろあるかもしれませんが、現時点では反対と

させていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。道信俊昭君。 

○議員（４番 道信 俊昭君）  最初は反対の気持ちだったんです。見出しだけ見たと

きに、前段の議員の発言も十分分るんですが、個人的には私は、これはきついなという

のは、実際私経営者ですから、零細企業ですので、きついなと思っているんですけども、

今、都会から田舎へという風潮が出ていますんで、そのときにやっぱり田舎のほうで、

質の高い労働が必要なということがあります。 

 だから、そのときには、こういうような賃金を上げていくということもありますが、

この中で、私が賛成した理由は、中小零細企業に支援が必要ですということ、ここです。

この３行、４行、ここでこれをもうちょっと力説してもらいたい、力説したような感じ

でこれをやっていただくということを期待して、今回は、私は賛成という形になります。 

○議長（沖田  守君）  次に反対者の発言を許します。三浦英治君。 

○議員（８番 三浦 英治君）  反対の立場で討論させていただきます。 

 昨年、島根県は７９２円で今回８２４円の３２円増になっております。全国を４つの

ランク、ＡＢＣＤのランクに分けられているんですが、島根、鳥取はＤランクです。山

口県がＣランクで、近隣の広島県ではＢランクとなっております。 

 津和野町は山口と接しています。経営者の人から聞かれたのは、この格差で、山口県

ちょっと高いんです。それで求められると、こっちはたまったもんじゃないという声も

聞いたことがあります。 

 また、都会からの流出といいますか、昔、益田市のイオンの前身マルシンですよね、

そのときにあそこへひろでんの服屋さんが入っておりました。広島からの企業ですけれ

ども、そこだけが給料が高くて、ほかのところが低い、それによって少し全体上げたと

いうこともありますし、今回、益田市のトライアルができたことによって、ちょっと賃

金が上がったということもあります。 

 逆に、それによって疲弊した会社があるわけです。それを考えると、ある程度の、例

えば、最低賃金を全国一律最低賃金制度に改正するといった部分というのは、すごく無

理があるんじゃないか、地域間格差があるからこそ、助けられている部分もあるのでは

ないかなという気がしております。 

 というのも、国からの交付金、ほとんどこっちに依存してますけども、全国一律に同

じような生活ができるようにという交付金でもあると思うんです。 

 ですから、島根県は全体的に多く引っ張ってきているようなふうなんですけれども、

こういう地域間格差の必要性もあるんではないかと、今、私は思っておりますので、今

回は反対させていただきます。 

○議長（沖田  守君）  次に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



○議長（沖田  守君）  次に反対者の発言を許します。丁泰仁君。 

○議員（６番 丁  泰仁君）  私は、前回、この賃上げの案が出たときには、賛成を

いたしました。それで実際に、私も経営をしていますので、すぐに従業員の手当を上げ

ました。しかし、今、コロナ禍で、この３年間、本当壊滅的打撃を受けて、町内の店舗

で、今一律１,５００円って、これは理想も理想、とんでもない数値なんです。今、８

２０円でも出せるか出せないか分からない。こんな、現実的に離れとるような、総論的

な理想論を出してもらっても、非常に、恐らく津和野町内の経営者はとんでもないとい

う意見を出すと思います。 

 私は代表で今それを述べているんですが、そういう立場で、現実は今の８２４円を前

後するぐらいで、四苦八苦するような状態ですので、そういうところからしまして、こ

のたびのこの案は反対とさせていただきます。 

○議長（沖田  守君）  原案に賛成者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  原案に反対者の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようでありますから、討論を終結します。 

 これより、請願第１号を採決いたします。本請願を採択することに賛成の方は１のボ

タン、反対の方は２のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタンにより表決〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  押し忘れなしと認め、採決を締め切ります。反対多数であり

ます。したがって、請願第１号最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の

採択を求める請願については、不採択と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

賛成（３名） 

道信 俊昭君          寺戸 昌子君 

岡田 克也君                 

反対（８名） 

草田 吉丸君          米澤 宕文君 

川田  剛君          板垣 敬司君 

丁  泰仁君          御手洗 剛君 

三浦 英治君          後山 幸次君 

────────────・────・──────────── 

日程第２７．議員定数等議会活性化特別委員会報告について 



○議長（沖田  守君）  日程第２７、議員定数等議会活性化特別委員会報告について

を議題とします。議員定数等議会活性化特別委員会委員長から委員会報告をしたいとの

申出であります。 

 本件について、申出のとおり、報告を受けることにしたいと思いますが、これに御異

議ありますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認め、議員定数等議会活性化特別委員会委員長

の報告を受けることに決定します。岡田克也君。 

○議員定数等議会活性化特別委員会委員長（岡田 克也君）  それでは、議員定数等議

会活性化特別委員会報告を行います。 

 令和３年第１１回１２月定例会において、本委員会に付託された、会議規則第７７条

の規定に基づき、報告いたします。 

 １．開催期日 令和４年１月１２日、１月３１日、２月１８日、３月８日の４日間で

あります。 

 ２．委員は議長を除く１１名であります。 

 ３．審査、結果及び概要・意見について、先般中間報告でしたところは省かしていた

だいて報告をさせていただきます。 

 まず、最初は１ページの一番最後の行、議員活動を活性化していくためにも、政務活

動費を導入すべきではないかと考える。 

 次のページ、２ページであります。 

 子育て世代が町議会議員を志し、成り手不足を解消するためには、子ども・子育て手

当などを考えていくことも必要ではないかと考える。 

 総括意見であります。これも前回報告したところは、省かせていただきます。ちょう

ど中ほどの少し上のところに、議員報酬については、多様な意見を議会に反映するため

にも子育て世代など、若い人からの立候補も望まれるが、現在の議員報酬では、子育て

をするためには、十分とは考えにくい。県内町村において比較した場合、津和野町にお

いては、知夫村、海士町、西ノ島町、奥出雲町に次いで、県内で５番目に低い現状であ

る。しかしながら、コロナ禍の中で、低迷する町民所得などを考慮したときに、議員報

酬の改正については、慎重な検討を行う必要がある。 

 今後なり手不足の解消のためには、どのような議員報酬体系が望ましいのか、全国的

には若年議員の報酬を増額している実例もあるようである。今後、津和野町特別職報酬

等審議会を開催し、様々な検討を行うべきであると考える。 

 政務活動費については、議員活動を活性化、促進する効果が期待されている。県内で

は既に美郷町議会が導入しており、今後、津和野町議会において、政務活動費の導入に

ついては、検討の余地があると考える。政務活動費は基本的に、議会基本条例の中で制

定されているところがほとんどである。 



 議会基本条例は、議員活動の活性化と周知などを目的として、議会と議員としての責

務のほか、議員活動の原則等を定めるものである。改選後の次期議会体制の中で、議会

基本条例の制定に向け、調査、検討を進めていくことが必要であることを確認した。 

 子ども・子育て手当の支給については、地方自治法２０４条の改正が必要であり、現

状では支給することができない。第６５回町村議会議長全国大会にて、議員報酬の改善

のための財政措置や育児手当等の手当制度の拡充が要望されている。津和野町議会とし

ても制度の拡充、要望事項の実現に向け、前向きな姿勢を示していくべきと考える。 

 令和４年３月２３日、津和野町議会議長沖田守様、議員定数等議会活性化特別委員会

委員長岡田克也。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。この委員会は、議長を除く全議員

の構成でありますので、委員長に対する質疑は省略させていただきます。御異議ありま

せんね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  以上で、議員定数等議会活性化特別委員会委員長の報告を終

了させていただきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２８．総務経済常任委員会の所管事務調査報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第２８、総務経済常任委員会の所管事務調査報告につい

てを議題とします。 

 総務経済常任委員会委員長の報告を求めます。草田吉丸君。 

○総務経済常任委員会委員長（草田 吉丸君）  総務経済常任委員会所管事務調査報告

書。 

 令和３年１２月定例会において、許可をいただきました所管事務調査について、会議

規則第７７条の規定に基づき報告いたします。 

 １．調査事件、林業振興について。 

 ２．調査目的、現状を調査し議会活動に資するため。 

 ３．調査方法、机上調査及び現地調査であります。 

 ４．調査の経過でありますが、表のとおりでございます。 

 １月２５日９時から机上調査を行っております。これは最初、日程説明をしておりま

す。総務経済常任委員会６名、農林課課長、益井仁志、農林課課長補佐、山下泰三、主

任主事、桑原正勝であります。 

 その日に現地調査を行っております。商人地区の作業道現場であります。出席者につ

きましては、先ほどの委員と、現場において、４名の地域おこし協力隊の皆さんから、

少しいろんな話を聞かせていただきました。 

 その後、本庁舎に帰りまして、机上調査を行っております。 



 ２ページ目でございます。 

 第２回。令和４年２月１８日、本庁舎第５会議室におきまして、総務経済常任委員会

６名、調査内容は机上調査で、調査の取りまとめであります。 

 調査の概要でございますが、森林の現状につきまして、町総面積から造林の現状につ

いて、そこに示しておりますので、御覧ください。 

 次に、町が行う林業事業でございますが、まず、町行造林であります。１団地の面積

が、これは少ない団地でございますが、大体１から３ヘクタールの事業を行っておりま

す。 

 収益の分収の割合でございますが、２者契約であります。造林地の所有者が４０、町

が６０ということになっております。 

 過去の実績等については、そこの表に示しておりますので、御覧ください。 

 それから公社造林地でございます。１団地の、これは面積が大きい団地でございます。

１団地が５ヘクタールから４０へタール以上の事業がなされております。 

 収益の分収の割合でございますが、それぞれございます。それについても表のほうを

御覧ください。 

 ３ページでございます。 

 過去の公社造林の実績でございますが、そこのような表になっております。 

 あと町有林につきましては、管理は総務財政課、事業実施は農林課でやっております。

大きな団地につきましては、津和野地区の直地奥山、城山、日原地区の赤石山、滝谷な

ど、こういったところが大きな団地でございます。 

 あと、民有林につきましては、民有林での森林施業は、流域の林業事業体が森林所有

者と交渉、契約をして実施をしております。 

 次に、国の補助事業でございますが、森林・山村多面的機能発揮対策交付金でござい

ます。これは住民３人以上の団体を組織し、団体員や地域住民等の所有森林と協定締結

して事業実施しております。 

 事業内容については、そこに記載しているようなことが対象となっております。 

 １団体の１年間の交付金上限は５００万円であります。交付金の負担割合につきまし

ては、国が８分の６、県が８分の１、町が８分の１となっております。 

 これまでの実績については、そこの表のとおりであります。 

 次に、町が行う作業道事業についてでございますが、これにつきましては、まず作業

道開設、作業道でございますが、開設はメーター１,０００円、修繕はその半分でござ

います。補助の上限は１０万円ということになっております。 

 これまでの実績については、表のとおりであります。 

 町が行うその他の事業でありますが、山の宝でもう一杯事業であります。これにつき

ましても、実績については、表のとおりとなっております。 

 ４ページでございます。 



 町内の林業事業体でございますが、民間素材生産６社でございます。高津川森林組合、

石州造林、平野建設、津和野林産、有限責任事業組合としてやまびと、万葉林業、これ

については、協力隊卒業生の方がそういった組合を立ち上げておられます。 

 製材２社、溝部林業、佐々木馬一商店津和野工場でございます。 

 次に少し図面を示しております、地域おこし協力隊林業関係者の実態ということでご

ざいます。 

 まず、津和野町の農林課のほうで、協力隊の方はヤモリーズという名称の中で、活動

をされております。このヤモリーズのサポートに同じ農林課の協力隊の卒業生の方が１

名あがっておられます。 

 下に書かれておられます、合同会社やもり、これも協力隊の卒業の方１名でやってお

られますが、この方がいろんな協力隊の経験を生かして助言、経費精算、機械の手配な

どをされております。 

 それから左のほうでございますが、現在協力隊を卒業した個人の事業主が現在８名お

られます。その方もいろいろとヤモリーズのほうの助言等もされております。 

 卒業されております８名の方ですが、主な仕事としては、林業のほうで、所有者から

委託を受けた仕事、あるいは森林組合等からの委託を受けた仕事、そういったこと、そ

の他の副業として、木工とか、特殊伐採、狩猟、アユ漁、キャンプ事業、道路の草刈り

等をされております。 

 実績でございますが、そこのような表のようになっております。 

 次のページでございますが、原木・チップヤードとバイオマスガス化発電についてで

あります。 

 土地関連については、町が所有者２名と賃貸借契約を約２０年で結んでおりまして、

町が指定管理者及び発電会社に転貸をするということになっております。 

 原木・チップヤード指定管理者制度でございますが、指定管理者は石州造林、指定期

間令和４年３月１日から令和６年３月３１日となっております。 

 バイオマスガス化発電所でございますが、フォレストエナジー社が６月より操業開始

予定となります。 

 調査意見、林業全般、原木・チップヤードとバイオマスガス化発電の操業により、森

林整備を進めるための手段が整ってきた。 

 木材の伐採搬出のための作業道の整備や、伐採後の植林等林業の一連した取組につい

て、国や県の補助事業と併せ、町単独補助事業や森林環境贈与税を活用した支援制度の

充実について検討されたい。 

 森林整備を進めるに当たり、地籍調査の進捗が大きく関わってくる。進捗率の向上に

努められたい。併せて、不在地主対策や寄付行為にどう対応するか今後の課題である。 



 地域おこし協力隊であります。３年間の研修後も、地元になじむためには、ある程度

の期間も必要である。特に仕事の確保は知り合いの少ないＩターン者にとっては困難な

ことも想定される。 

 卒業後個人事業主として就業する人については、ある程度の期間、町が関わりを持ち

サポート体制を整えることが必要である。 

 卒業生のグループ化を図り、行政と一体となり、定期的に情報交換や仕事に対するア

ドバイス等が行える場所の設定や相談窓口を設けるなど、一人でも多くの方が安心して、

津和野町に定住できるような支援体制を構築されたい。 

 林業は危険を伴う仕事でもあるため、協力隊研修期間においては、技術の習得と併せ、

安全面の講習には、特に力を入れて取り組まれたい。また、個人事業主が加入できる保

険制度、特別労災保険等についても調査し、アドバイスをされたい。 

 原木・チップヤードとバイオマスガス化発電。 

 本事業を安定的かつ永続的に推進するため、原木・チップヤード指定管理者、発電会

社、町、その他の関係団体において、連絡協議会等を立ち上げ、情報交換、課題、問題

点を共有して事業の推進に努められたい。 

 発電施設の安定した稼働のためには、原料調達が課題である。町内林業事業体や自閥

林家、近隣市町村との連携を密にして原料調達に努力されたい。 

 併せて、原料調達を目的とした大規模な皆伐などにより、森林破壊につながるような

ことがあってはならない。行政も実態を把握し、行き過ぎた行為が起こらないよう、伐

採に対する規制の在り方についても国、県と協議をするなど取組を強化されたい。併せ

て伐採跡地の植林を積極的に進められたい。 

 懸念材料として、ＦＩＴ買い取り期間が終了した後の事業継続については、多くの課

題が存在している。今後、国のＦＩＴ制度の動向等見通しが立たない中ではあるが、新

たな事業展開を模索するなど、持続可能性について常に関係機関において調査、研究に

努力されたい。 

 原木・チップヤードの利用方法について住民に周知されたい。 

 令和４年３月２３日、津和野町議会議長沖田守様、総務経済委員会委員長草田吉丸。 

 以上であります。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 委員長報告に対する質疑がありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  お疲れでありました。 

 以上で、総務経済常任委員会の所管事務調査報告を終了いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２９．文教民生常任委員会の所管事務調査報告について 



○議長（沖田  守君）  日程第２９、文教民生常任委員会の所管事務調査報告につい

てを議題とします。 

 文教民生常任委員会委員長の報告を求めます。板垣敬司君。 

○文教民生常任委員会委員長（板垣 敬司君）  文教民生常任委員会所管事務調査報告

書。令和３年第３回１２月定例会において、閉会中の許可をいただきました所管事務調

査について、会議規則第７７条の規定に基づき報告します。 

 １．調査事件、社会福祉法人「つわの清流会」の現状について。 

 ２．調査目的、現状を調査して議会活動に資するため。 

 ３．調査方法、机上調査。 

 ４．調査の経過、第１回、日時、令和４年１月１２日午前１１時。本庁舎委員会室。 

 出席者、文教民生常任委員６名、議長。 

 内容、調査内容の確認及び資料要求について。 

 第２回、日時、令和４年１月２７日木曜午前９時。 

 場所、本庁舎第５会議室。 

 出席者、文教民生常任委員６名、議長、社会福祉法人「つわの清流会」理事長沖田修。

同じく担当、斎藤優章、健康福祉課課長、土井泰一。 

 調査概要 

 社会福祉法人「つわの清流会」法人は平成２８年４月に設立され、木部さとやま保育

園・直地保育園開設されました。平成２９年４月には障害者事業所開設されました。そ

して、令和２年４月、日原保育園開設されました。 

 役員構成は評議議員７名、理事６名、監事２名。職員は正職員２６名、有期職員４３

名、合計６９名でございます。 

 事業内容は、障害者事業として、就労継続支援Ｂ型事業所、つわぶきの里定員２０名、

わさびの里定員２０名。放課後等デイサービス、つくしんぼ定員１０名、対象、小学生

から高校生まで。相談支援事業所、くすのき。 

 保育事業として、木部さとやま保育園定員１２名、直地保育園定員１２名、子育て支

援センターを併設しておられます。日原保育園定員３０名、子育て支援センター及び病

後児保育室を併設しておられます。 

 以下、令和２年度の事業実績、併せて令和３年度の保育事業の表を載せております。 

 続いて、保育事業の中にある一時保育の利用者も令和２年、令和３年度と表に示して

おります。同じく保育事業の中で、子育て支援センターは令和３年度については、資料

を頂いておりませんので、令和２年度の利用実績を掲載しております。 

 続きまして、令和２年度の障害福祉サービス事業につきましては、就労継続支援Ｂ型

事業として、つわぶきの里、わさびの里というものを運営されておりますが、それそれ

令和２年、令和３年の実績並びに経過を表として掲載しております。 



 併せて、障害者の関係で、放課後等デイサービス事業でつくしんぼを運営しておりま

すが、これにつきましても令和２年、令和３年度の経過までを報告として上げておりま

す。相談支援事業というのが、障害者サービスの中にありますが、くすのきということ

で、令和２年、令和３年の実績と経過について報告を表に掲載しております。 

 現状と課題ということで、保育事業につきましては、自園調理から配食方式としたこ

とで、大変危惧しておりましたが、問題は発生しておりません。直地経由で約１時間。 

 ３園とも、独自の特色を工夫しておられまして、直地保育園では、科学の目を持つ子

どもを育てる懸賞論文３等賞、ソニー財団の懸賞論文でございます。木部保育園は木の

ある環境を生かした自然体験活動を実施しておられます。日原保育園は定員が３０名と

いうこともありまして、３歳児以上、３歳児未満のクラス分けをしながら、本来の保育

事業を展開しておられます、土曜給食についても、日原保育園については実施しておら

れまして、休日保育の充実と併せて努力しておられます。３園連携による園児募集とい

うことで、それぞれプレゼンテーションを行っておられます。 

 この後、園児の送迎の対応等についての可能性についても、検討中でございます。 

 障害者福祉サービス事業につきまして、就労継続支援Ｂ型事業につきましては、二つ

の事業所とも実利用者数の増減が見られる。つわぶきの里は高齢化によって、平均利用

者数が減少傾向にあります。 

 放課後等デイサービス事業でございますが、利用児童の保護者からの口コミから、新

規利用者数の増へつながった。 

 有期契約職員での対応によるところが多く、情報共有や支援方法にさらなる工夫が課

題となっております。 

 小学生から高校生まで幅広い年齢構成に応じた活動内容の充実に努めておられます。 

 定員１０名のスペースということで、８０平方メートルとなっておりますが、利用者

数の実態から増築を要望しておられます。 

 相談支援事業につきましては、契約数に大きな増減はなく、切れ目なくサービス提供

を行っておられます。 

 資金収支決算書については別表として掲げております。別表は裏側になっております

が、その中で特に下のほうに丸ボツで書いてありますが、保育事業収入が、保育給付費

が１月単位でのその児童数となっております。そして障害者福祉サービス事業収入につ

いては、その給付費が、１日当たりの平均利用者数となっているということを、付け加

えておきます。 

 調査意見としまして、１．法人の収支計画につきましては、保育事業、障害福祉サー

ビス事業ともに、利用者数の増減に左右されます。特に保育事業は出生数の増加が見通

せない中、地域交流を通して町内保育園の魅力を発信されたい。 

 ２．放課後等デイサービス「つくしんぼ」の増築については、人的資源を考慮して効

率的な施設を検討されたい。 



 ３．障害者におけるホームヘルプの視点から、生活介護グループホームの検討を早急

に進め、さらなる障害者福祉の増進に努められたい。 

 令和４年３月２３日、津和野町議会議長沖田守様、文教民生常任委員会委員長板垣敬

司。 

 以上でございます。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。ちょっと委員長、待ってください。 

 委員長報告に対する質疑がありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  ないようであります。大変御苦労でした。 

 以上で、文教民生常任委員会の所管事務調査報告を終了します。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．広報広聴常任委員会子ども議会学習会報告について 

○議長（沖田  守君）  日程第３０、広報広聴常任委員会子ども議会学習会報告を議

題とします。 

 広報広聴常任委員会委員長の報告を求めます。川田剛君。 

○広報広聴常任委員会委員長（川田  剛君）  それでは、令和３年度津和野町子ども

議会学習会につきまして、以下のとおり報告いたします。 

 事業名、令和３年度津和野町子ども議会学習会。所管は津和野町教育委員会でありま

す。 

 開催日時、令和４年２月２日から３日、４日、７日の４日間で、場所は日原小学校、

青原小学校、津和野小学校、木部小学校。出席議員は津和野町議会議員全議員でありま

す。 

 内容、議員による説明など学習の方法。日原小学校、６年生１９人、図書室において、

津和野町議会１２月定例会における一般会計補正予算の審議のＤＶＤを視聴し、町民・

町長・議会の関係図を用いて、審議の内容を例に、議会の説明を行いました。 

 青原小学校、６年生５人、５年生２人、教室において、町民・町長・議会の関係図を

用いて、木部小学校プールの建設を例に、寺戸議員が町議会の仕組みや議員の仕事の説

明をした後、ＤＶＤを視聴いたしました。視聴後、児童から質疑を受け、三浦議員、寺

戸議員が応対いたしました。 

 津和野小学校、６年生１９人、教室において、ＤＶＤを視聴し、丁議員が補正予算の

概要やＤＶＤの内容について説明を行い、後山議員が町民・町長・議会の関係図を用い

て、津和野小学校のプールの建設を例に、町民、町長、議会の関係性について説明を行

いました。 

 議員や議会に対する質問は、グループワークで分かれた五つのグループ内で行い、各

議員が質問に回答しました。 



 木部小学校、６年生４人、５年生４人、教室において、ＤＶＤを視聴し、児童からＤ

ＶＤの中の「○号議案とは何か」との質問を受け、御手洗議員が回答した。 

 その後、御手洗議員により町民・町長・議会の関係図を用いて、議会の説明を行いま

した。４人ずつのグループワークでは、それぞれのグループに議員が入り、事前に頂い

た議会や議員に対する質問など交流を行った。 

 発表内容や議員とのやり取りなど学習の内容についてでありますが、以下各小学校ご

とにまとめておりますので御覧いただければと思います。 

 ２ページめくっていただきまして、課題や感想でございます。 

 開催後に各議員に行ったアンケートを実施いたしました。全員協議会において、意見

を集約し、広報広聴常任委員会において取りまとめを行いました。 

 児童が、議会の専門用語をどこまで理解しているのか分からない、町民と議会、町の

関係について理解できたか不安など、児童の理解に不安を覚える議員がありました。事

前の打合せの段階で、担任の先生に伺い議員が把握し、より児童の理解が深まるように

努めたられたい。議員においても同じ課題を調べて学習会に臨むべきとの意見もありま

した。 

 子ども達が生き生きと発表や質問をする姿が印象的であった、担任の先生が十分に配

慮されてスムーズな進行となったなど、議員からは各学校の学習会に取り組む姿勢を評

価するものが多くありました。 

 児童にとって関心がある内容については興味を持って話を聞いてもらったので、関心

がある内容に努めるべきであると考えます。 

 今回の学習会では、時間的にも適当であり、今後もこの方式でしばらく継続すればよ

いとの意見も見られました。ただ、総合的な学習の時間、社会の授業の時期等を学校の

スケジュールを鑑みたとき、更に適当な時期に開催をすべきとの意見もありました。教

育委員会には、各学校の意見を校長会などで集約し、学校や児童にとってよりよい時期

に開催していただきたい。 

 グループワークで行いました、児童から議員への質問の時間では、質問のみならずタ

ブレットを配布したことへのお礼や、ブランコが人気で並ばないと遊べない、増設して

ほしいなどの要望もあり、議員との交流が図られました。 

 最後に、今年度は、各学校の担当議員全員が事前に学校に伺い、担任の先生から学習

会の内容について事前に協議をしていただきました。 

 議員が学習会の内容を把握していたことで、議員も事前に調査することができ、充実

した内容になったと感じております。 

 また議会の仕組みや議会とは何かなど、議会について知ることよりも、実際議員に会

い、質問や交流ができたことが、児童にとって大事なのではないかと感じました。 

 児童の発表も主観的な考えではなく、アンケートや調査を実施し、客観的な考え方で

まちづくりに向き合っており、児童の提案の中には、印象的なものが多くありました。 



 議員にとっても離れた世代間での交流になり、議会活動に資する充実した事業である

と感じております。 

 次年度以降においては、当該事業実施に当たり、年度初旬には、事業の概要等につい

て、教育委員会と協議の場を設けたほうが、事業の充実の観点からも望ましいと考えま

す。 

 以上、津和野町議会広報広聴委員会委員長川田剛、津和野町議会議長沖田守様。 

○議長（沖田  守君）  ありがとうございました。 

 委員長に対する何か質疑がありましたらお受けしますが、ありますか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御苦労でありました。 

 以上で、広報広聴常任委員会子ども議会学習会報告を終了させていただきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議員派遣の件 

○議長（沖田  守君）  日程第３１、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りをします。議員派遣につきましては、お手元に配付のとおり、派遣することに

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（沖田  守君）  御異議なしと認め、したがって、議員派遣の件は派遣するこ

とに決定させていただきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（沖田  守君）  以上をもちまして、３月定例会全てを終了させていただきま

した。本日の日程全て終了であります。 

 会議を閉じます。令和４年第３回津和野町議会定例会を閉会といたします。 

 大変御苦労でございました。 

午後０時 16分閉会 

────────────────────────────── 
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